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『滋賀県立大学国際教育センター研究紀要J
第2号の刊行に際して

本学の開学からほぼ三年、国際教育センターも完成年度へ向けて着実に歩み続け、 『研究

紀要』についても第2号を刊行できる運びとなり、大変、有り難いことである。今回も、第

1号同様、センタ一所属教員全員が寄稿を予定し、長期海外出張者を別にして、この予定が

実現したことは、大変、嬉しい。

国際教育センターは本学の外国語教育、情報教育、および健康体力教育を担当するという

組織の性格上、所属教員の専攻がさまざまな研究分野にわたることになっている。その結果

『研究紀要』はさまざまな分野の研究を寄せ集めたようなかたちにならざるを得ない。研究

者個人の立場から言えば、関連分野の所属学会の機関誌等に研究を発表する方が何かと効率

的であるという考えも当然ある。しかし、開学以来、 「国際教育センターというのは何です

かjという質問を学会その他の会合でしばしば受ける状況を振り返って、当センターがどの

ような教員・研究者を擁し、どのような教育・研究活動を行っているのか、もう少し広く理

解が得られるまで、このようなかたちで『研究紀要』の編集を続けることが望ましいのでは

ないかと考えている。

掲載論文は、さまざまな研究領域にわたると同時に、さまざまな姿勢で書かれていると思

う。ある者は新しい考えを同学の研究者に認めさせようと努め、またある者はすでに受け入

れられ始めた考えをさらに普遍し、広めようと務めているように見える。このようなさまざ

まな姿勢をとおして窺える学問的な情熱が、教育の面にも自ずと表れて、学生に好ましい学

問的な刺激となることを期待したいと思う。

また巻末に当センターの教育・研究活動に関するいわゆる「自己点検・自己評価」的な資

料の一部を掲載することとした。

ご高覧、ご高評をお願いする次第である。

平成9年 12月25日

国際教育センタ一長

栗山稔
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ジョン・キーツと政治=宗教的想像力

JOHN KEATS AND THE POLITICO-RELIGIOUS IMAGINATION 

栗山稔

Minoru KURIY AMA 

1 成長のプログラム

キーツ (JohnKeats)は、周知のように、詩人としての自己の成長について一つのプログラムを強く意識

していた。 1716年の12月には書き上げられ、最初の『詩集.JI(Poems， 1817)に収められた「眠りと詩J(‘Sleep 

and Poe町')では、この詩的精神の成長のプログラムは「ポエジーに溺れて暮らす十年 tenyears，白at1 may 

overwhelmlMyself in poesy J (96-7)から、「広いこの世の出来事を受けとめて theevents of this wide world 

I'd seizeJ (81)、「人の心の苦問、闘いに気付く、いっそう高尚な生活 anobler life， /Where 1 may find血e

agonies，曲目出fe/Ofhuman heartsJ (123-5)への成長として表現されている。

キーツは「ポエジー」の世界に沈溺する詩人を、例えば、次のように描いている。

Another [nymph] will entice me on， and on 

百lfoughalmond blossoms and rich cinnamon; 

Till in the bosom of a leafy world 

We rest in silence， like two gems upcurled 

In the recesses of a pearly shell. 

Sleep and PO出 y，' 117-21 

別のニンフは私を誘い、満開のアーモンドの花、

見事なシナモンの木をくぐり抜け、

奥へ奥へと進む。ついに二人は緑の世界の胸に抱かれ、

黙って、動かない。まるで真珠員の奥で

丸く寄り添う二個の真珠のように。

「ポエジー」の世界は、苦悩に満ちた「広いこの世」と対照されていることから推測されるように、緑と

花の紙替を敷き詰め、緑と花の壁に固まれ、緑と花の天井に覆われた、森の妖精たちが遊ぶ、現実とは全

く別の世界である。キーツにとってこのような「ポエジーJの世界に惑溺する歓びはあまりに強い。

And can 1 ever bid these joys farewell? 

‘Sleep and Poe町， 122 

この歓びに別れを告げることができるだろうか。
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読者は行末の空間を越えて次の行へ移る一瞬、次行の先頭の文字を‘No'と予想することだろう。しかし

実際の詩行の展開は次のようになっている。

Yes， 1 must pass them for a nobler life， 

Where 1 may find the agonies， the s仕ife

Of human hearts... 

‘Sleep and Poe町， 123-5 

この歓びに別れを告げ、いっそう高尚な生活へ

前進し、人の心の苦問、闘いに気付くように

ならなければならない。

しかし「眠りと詩Jでは「高尚な生活」は将来の義務としてプログラムされるにとどまっている。

次の長編物語詩 『エンデイミオンJ(Endymion， a Poetic Romance， 1818)においても、キーツは、月の女

神シンシアと羊飼の青年エンデイミオンの恋を古い神話に基づいて歌いながら、「眠りと詩Jでプログラ

ムした詩心の展開にこだわり続けている。キーツはまずエンデイミオンを森の木の間の花の「しとねJで

眠りにつかせる。

There blossomed suddenly a magic bed 

Of sacred ditamy and poppies red 

At which 1 wondered greatly， knowing well 

That but one night had wrought白isflowery spell; 

And， sitting down close by， began to muse 

What it might mean. 

And then 1 fell asleep.... 

Endymion， 1， 554-72 

突然、神に供えるハナハッカと赤いケシが、

あたり一面、満開となり、魔法の花のしとねと

なっていた。一夜のうちに行われたに違いない

この花の魔法に大いに驚き、

近くに座り込んで、 一体、何事なのかと

考え始めた。-

そしていつしか眠りに落ちたo

そしてエンデイミオンは夢の中で一人の女性と出会う。

She took血おηrange，

And then， to~ard me， like a very maid， 

Came blushing， waning， willing， and a丘aid，

And pressed me by the hand. Ah， 'twas too much! 

Endymion， 1， 633-6 
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彼女は大空をひと飛びに飛んで、来て、

頬を染めつつ、青ざめ、こころ急きつつ、恐れためらう

まことの乙女の風情で近づき、

私の手を握った。ああ、大きな歓び。

3 

ここで、「眠りと詩Jと 『エンデイミオンJの両方で、「ポエジー」の世界を描く箇所でキーツが繰り返す

類似の状況、すなわち森の奥まった緑と花の中で、妖精のような存在と出会うという状況を指摘しておき

たい。この状況の意味については後に検討しなければならないのであるが、とりあえず、 『エンデイミオ

ンJにおいて詩心の成長のプログラムへのこだわりが、どのように表現されているかをみてしまいたい。

大空を飛期して来た乙女との抱擁の夢は、覚めた後も、あの夜の抱擁が夢に過ぎなかったとはどうして

も信じられない強い現実感をエンデイミオンに残している。「覚めて見る光景は、あの夜のことが夢の出

来事かどうか疑わせる mywaking sigh佃 asmade me scruple wh仙 er血atsame nightlWas pass百 m

dre阻 lingJ (1， 859-61)。そしてあの夢の強固な現実感と較べれば、奇妙なことに、覚めて触れる日常的な

現実は、かえって現実感の乏しいものとなってしまった。あの夢の圧倒的な現実感に較べれば日常の現実

世界は色槌せた、弱々しい夢、さらには悪夢と化してしまったのである。そこでエンデイミオンは夢と化

した現実ではなくて、現実と化した夢の世界に生きたいと願う。しかし、同時に、エンデイミオンには、

知何に強固な現実感があると言っても、夢は、所詮、実体を持たないという執捕な現実意識がある。「夢

は、それを生む絶対的な無以上の無血ey[=dreams] 're more slightlThan mere nothing that engendered them!J 

(1， 755-6)。キーツはエンデイミオンがこの意識に導かれて、迷い込んだ夢の世界から、羊飼いと木こりの

国ラトモスの現実世界に復帰する方法を学ぶ過程をたどる。

第二巻でキーツは夢の世界に完全に没入した時に起こる結果をエンデイミオンに悟らせる。それは「死

のような孤独の感触百ledeadly feel of soliωdeJ (11， 284)である。エンデイミオンは、リア王の言葉を利

用して言えば、絶対的な「無は無を生み出すことになる Nothingwill come of nothingJ (King Lear， 1， i， 92) 

ということを悟らなければならなかったのである。そしてキーツはエンデイミオンに故郷ラトモスの自然

への復帰を願わせる。「故郷の深い森を見させて下さい。この大口を開けて呑み込む深淵から救い出して

下さい letme see my native bowers!/Deliver me from this rapacious deepリ(11，331-2)。第三巻でキーツはエ

ンデイミオンに人道的な共感を学ばせていると多くの批評家は解釈している。すなわち人間に対する共感

の回復が、自然に対する感覚の回復とともに、エンデイミオンを夢の非現実からラトモスの日常的な現実

へ復帰させる準備となっていると言うのである。このような準備を整えた上で、第四巻でキーツはエンデ

イミオンに二者択一を迫る。それは、夢の世界で彼を訪れていた者が月の女神シンシアで、あったことを知

らせて、シンシアを選ぶのか、それとも現実に彼の前に現れたインデイアン・メイドを選ぶのかという二

者択ーである。そしてエンデイミオンは夢の「無」を捨てて、眼前の実在を選択する。

1 have clung 

To nothing， loved a nothing， nothing seen 

Or felt but a great dream!… 

There never lived a mortal man who bent 

His appetite beyond his natural sphere 
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But starved and died. My sweetest Indian， here， 

Here wil¥ 1 kneel， for thou redeemed hast 

My life from too thin breathing. Gone and past 

Are cloudy phantasms…・

Endymion， IV， 636-8; 646-51 

私は無に

すがりっき、無なる者を愛し、大いなる夢の他は

何も見ず、何も感じなかった。

命ある身で、人間の境界を越えた

渇望に耽ったために、満たされず、

死ななかった者はない。美しいインドの娘よ、

君の前にひざまずこう、君は窒息の死から私を

助けてくれたのだから。雲のように湧き起こる

幻影は消え去った。

栗山稔

エンデイミオンはこのように明瞭に現実を選択したにもかかわらず、物語の結末で彼はシンシアとともに

夢の天上の世界へ去って行く。これはキーツには神話の結末を変えることは許されなかったということか

も知れない。しかし明瞭な現実の選択とは異なり、神話どおりの結末となった理由は別のところにあるよ

うに思われ。これを知るためにはエンデイミオンがインデイアン・メイドとの将来の暮らしとして描いて

いる田園的、牧歌的な生活(例えば第四巻 670一721行)を読むのがよいだろう。

Where shall our dwelling be? Under the brow 

Of some steep mossy hil¥， where ivy dun 

Would hide us up， although spring leaves were none， 

And where dark yew住民s，as we rustle through， 

Wil¥ drop出eirscarlet berry cups of dew? 

Oh， thou wouldst joy to live in such a place， 

Dusk for our loves， yet light enough to grace 

Those gentle limbs on mossy bed reclined. 

Endymion， IV， 670-7 

どこで暮らすのがいいだろう。苔に覆われた

険しい山を下りたところ、春の青々とした葉ではなく、

ツタの褐色の葉が、二人を包み込んでくれるところ。

黒々としたイチイの林が、落ち葉を踏んで通り抜けると、

真っ赤な実のさやの露をふりかけるところ。

ああ、君はそういうところで喜んで暮らしてくれるだろう。

愛し合う二人には好都合な薄闇。しかし苔のしとねに横たわる

ふくよかな手足を浮かび上がらせるほのかな光。

この一節を読んで、この描写が危険なほど「消え去った」はずの「幻影」に接近し過ぎていることを知る

-4 
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のがよいだろう。キーツはエンデイミオンが夢の非現実よりも覚めた現実を選択したとは言え、その現実

が依然として「たあいのない、あおくさい空想 fanciesvain and crudeJσV，722)であるのを見て、エンデ

イミオンを夢の天上界へと追放してしまったと考えられるのである。『エンデイミオン』は、「ホ。エジーJ

から「苦悩jの現実へという詩心の成長のプログラムに対するキーツのこだわりを、このようなエンデイ

ミオンの現実の選択、選択された現実に対するキーツ自身の不満というかたちで表現していると言える。

2 楽園の喪失と回復

詩心の成長の出発点におかれた「ポエジーJの世界を描く時、キーツが森の奥まった緑と花の場所で森

の妖精のような存在と出会うという状況を繰り返し歌ったことを指摘しておいた。またこの状況はエンデ

ィミオンが夢の天上界へ追放される原因と考えられる、インデイアン・メイドとの田園的、牧歌的な生活

の描写にも使われていた。この状況は、繰り返し描写されることによって、ある重要な連想を生むように

思われる。すなわちこれらの箇所は、全体として、ミルトン (JohnMilton)が『楽園喪失J(Paradise Lost， 

1667)でアダムとイーヴの楽園での生活を描く箇所を連想させるのである。特に『エンデイミオン』で愛

する男性に初めて近寄ろうとして、喜び、緊張、恥じらいのために「頬を染めJながら同時に「青ざめJ、

「こころ急き」ながら同時に「恐れためらうJIまことの乙女Jを描写する箇所は、アダムに初めて近づ

いて来るイーヴを描写する『楽園喪失』の筒所を強く連想させる。アダムは神が彼の肋骨を抜き取りイー

ヴを創られる夢を見て、覚めると、夢の中で誕生したイーヴが実際に彼に近づいて来るのを見る。その時

のイーヴを描き尽くすことは、ミルトンにとっても難しい仕事であったようで、彼は言葉を連ねた末に、

「ひと言でいえば、清らかで、汚れた思いなど微塵もないが、自然な乙女心がそうさせたのか、私[=ア

ダム]を見るなり、くるりと向きを変えた tosay all， /Nature herself，出oughpure of sinful thought， /Wrought 

in her so， that seeing me， she turnedJ (VIII， 505-7)という言葉で、「無垢jと「経験Jのはざまで揺れるイー

ヴの「風情Jを要約している。そしてアダムがイーヴを森蔭の花のしとねへ伴う有名な言葉が続く。

To the nuptial bower 

1 led her blushing like the morn... 

Paradise Lost， VIII， 510-1 

結婚の契りを結ぶ森蔭の花のしとねへ

私は朝のように頼を染めるイーヴを伴った。

こうして連想の中で「まるで真珠員の奥で丸く寄り添う二個の真珠のようJで、あった「眠りと詩jの詩人

と妖精、さらにエンデイミオンとシンシア、エンデイミオンとインデイアン・メイドは、ミルトンのアダ

ムとイーヴに重なってゆくこととなる。ミルトンのアダムは、神が彼の肋骨からイーヴを創られる夢を見

て、イーヴと結ぼれることを願い、目覚めて、夢が現実となっていることに気づく。キーツのエンデイミ

オンも夢で相擁した女性が、月の女神シンシアであったこと知り、その喜びの中で目覚めて、まるで覚め

て夢の続きを見るように、現実にシンシアを目の当たりに見る。 I[エンデイミオン]は覚めて、なおまさ

にあの夢を見ていた [EndyrnionJbeheld awak:e his very dreamJ (IV， 436)。この類似もキーツの「ポエジ‘

一」の世界の男女をミ Jレトンのアダムとイーヴに擬する連想を助ける要素のーっとしてあげることができ

-5一
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る。

ミルトンはアダムがイーヴを伴った森蔭の花のしとねを「至高の造園家である神に選ばれた場所 apla∞

/Chosen by the soverei伊 planterJ引に690-1)と書いた。それは樹木が枝をさし交わして屋根を作り、花を咲

かせた潅木が壁となり、花をちりばめた草地が床となった林間の木の間である。キーツの「ポエジーjの

世界の花と緑の森蔭は、ミルトンの楽園の森蔭の花のしとねを強く意識して書かれていると言うことがで

きる。また「愛し合う二人に好都合な薄闇」も「苔のしとね」も「ほのかな光Jもすべて楽園の連想を強

めていると言える。

ミルトンの『楽園喪失Jは、周知のことであるが、次のように結ぼれる。

The world was a11 before them， where to chose 

Their place of rest，組dprovidence their伊 ide...

Paradise Lost， IX， 646-7 

憩いの場所を定むべき世界は広びろと

行く手に拡がり、神の摂理が導きの手で、あった。

ミルトンのアダムとイーヴは神の摂理に導かれ、喪失した楽園を、回復すべき楽園として遠い未来に望み

ながら、広い世界へ出て行く。キーツの「ポエジー」の世界とミルトンの楽園とが重なり合う連想の中で

は、キーツも自分をアダムとイーヴになぞらえ、自らにも楽園喪失の苦しみを課し、「ポエジーJの世界

(=楽園)から出て、広い現実世界で人間苦を観る「いっそう高尚な生活Jへ成長することを命じている

と言えるだろう。

キーツの「ポエジーJの世界とミルトンの楽園との結びつきは、「眠りと詩jで初めて述べられた詩心

の成長のプログラムが『ハイペリオンの没落JI(The F all 01 Hyperion， 1819)で最終的なかたちで繰り返さ

れる時、いっそう明瞭になるように思われる。ここではキーツは、自然条件の異なる地域からあらゆる樹

木や植物を集めて来たような不思議な森の奥にいる。花が咲き乱れ、香炉のように薫りを放ち、泉の水音

が聞こえる。苔の械撃を敷きつめた床には、「天使か、人類の母イーヴが味わった Byangel tasted， or our 

Mother EveJ (1， 31)ありとあらゆる果実が広げられ、アダムとイーヴが楽園を訪れた天使の客をもてなし

た宴を思い出させる(ParadiseLost， V， 303以下参照)。ここでキーツは深い眠りに落ちる。この楽園を連

想させる世界での眠りは「ポエジー」の世界にキーツが没入していることを表象している。やがて楽園の

眠りから覚めると、あたりの状況は一変しており、キーツはどこか地上のものとは思われない、永劫の昔

の巨大な神殿にいることに気づく。この神殿の祭壇に向かう道で、死の苦痛を経て、再び蘇るような体験

をしたキーツは、「この世の不幸が我が不幸であって、心の静まる時のない者 thoseto whom the rniseries of 

the world/ Are misery， and will not let them restJ (1， 148-9)だけが立つことを許される祭壇に登る。すなわち

キーツは成長のプログラムどおり、「ポエジーJの世界を後にして「高尚な生活」の高みに達したのであ

る。そしてこの祭壇の高みからタイタンとオリンポスの神々の交替のドラマに立ち会う機会を与えられ、

この神々の世代交替の悲劇的実相が『ハイベリオンの没落』の内容となるはずであったのである。

以上、キーツが「ポエジー」の世界に耽溺する歓びを歌う詩人から出発し、やがてこの耽溺から覚め、

現実の世界の苦悩を我が苦悩として歌う「高尚な生活」の詩人へと成長するというプログラムにしたがっ
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て生きょうと努力したこと、このプログラムは楽園の歓びを歌う詩人から、楽園喪失以後の苦悩を歌う詩

人への成長と言い換えることができることを明らかにし得たと思う。そしてキーツがこのような成長のプ

ログラムを繰り返し歌っているために、キーツが楽園から楽園の喪失へ向かう方向のみを詩心の成長と考

えていたと思われ、この成長のプログラムにしたがって、「ポエジーjの世界を歌う感覚的な歓びの詩よ

りも、「高尚な生活」を歌う人道的、思索的な詩をいっそう高く評価する傾向を生んでいるように思われ

る。すなわちキーツの詩には楽園から楽園喪失へ向かう運動のみがあって、楽園喪失から楽園回復へ向か

う運動はないかのように論じられる傾向があるのである。しかし果たしてそうだろうか。最初の『詩集』

出版にいたるまでに多くの人生の苦痛を経て来たこと、詩人としての出発点でラデイカルな政治詩を書い

たこと、等々を考えると、第一詩集の「眠りと詩」においても、キーツが歌う「ポエジーjの世界は、や

がて捨てて立ち去るべき世界と意識されてはいるけれども、幾多の現実の苦難の後に回復された世界でも

あるように，思われる。第一詩集においても、キーツが極めて暗い現実世界を的確に見つめていなかったな

どとは言えないのである。むしろ「ポエジーJの世界を暗い現実につなぎ止めるための緋として回復する

のでなければ、キーツは暗い現実に圧倒されてしまって、現実の不幸を我が不幸として歌う高尚な詩の世

界の探求に向かうどころで、はなかったのである。キーツは『エンデイミオン』では「毎朝、われわれは花

の緋を編んで、大地にわれわれをつなぎ止めようとしている onevery mOITOW， are we wreathing/ A flowery 

band to bind us to白ee紅白J(1， 6-7)と言っている。もちろん、キーツは「ポエジー」の世界に沈溺してし

まって、外の世界を見ない態度は否定するだろう。しかしキーツは、同時に、回復された「ポエジーJの

世界の効用を暗い現実世界の探求に赴く者の支えという点に見い出していると考えなければならない。そ

れは楽園喪失後の世界に出て行くアダムとイーヴにとって遠い未来に回復さるべき楽園が心の支えである

のと同様である。また楽園喪失以後の世界にあって、楽園(地上の楽園)回復を目指す想像力が極めてラ

デイカルな政治=宗教的な意味を持つことについても、キーツを新しく理解する上で思い起こす必要があ

るだろう。

3 ["ナイティンゲールに寄せるオードJにおける楽園描写の意味
キーツの詩に、楽園から楽園喪失の方向のみでなく、楽園喪失から楽園回復の方向の詩心の運動がある

こと、またこの方向の運動を考慮することによってどのようなキーツの読みが可能になるのか、例を「ナ

イテインゲールに寄せるオードJ('Ode to a Nightinga1e，' 1819)にとって考えてみよう。

このオードの前半はナイティンゲールの歌の世界に没入しようとして繰り返される詩人の努力から構成

されている。第一スタンザは夏を謡歌するナイティンゲールの幸福を我がものと感じた時、キーツが落ち

込んだ一種の麻酔の感覚を歌っている。これは『ハイベリオンの没落jにおいて楽園の中で深い眠りに落

ちるーすなわち「ポエジー」の世界に没入して現実の苦悩の世界を忘却する一ことを表現する際に用いら

れた、強い麻酔薬にあらがい難く麻揮させられる感覚と同じであろう。キーツはナイティンゲールの歌声

が表象する「ポエジー」の世界に入ろうとしているのである。しかしここではまだ麻酔の無感覚が全身に

拡がってゆく過程を「うずき、苦痛 aches;painsJ (1)と感じる覚めた感覚がなお残っている。そこでキー

ツは、第二スタンザで、葡萄酒の助けを借りてナイテインゲールの歌への没入をいっそう完壁にしようと

する。ここでキーツが求めている葡萄酒は「花(フローラ)と緑の国の味わい tastingof Flora and出ecoun仕y

greenJ (13)があり、また「ヒツポクレーネーの泉の赤い水白eblushful HippocreneJ (16)、すなわち詩的
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8 栗山稔

霊感であり、ナイテインゲールの歌と重なる「ポエジー」の世界そのものである。それは肉体を「消滅 fadeJ

(21)させ、「溶解 dissolveJ(21)させて、重荷に満ちた生の現実から脱出させ、生の重荷を「忘却 forgetJ

(21)させる働きを期待されているのである。第三スタンザで、キーツは「忘却Jしようとする現実世界、

現実の生の重荷を列挙する。

The weariness， the fever， and the fret 

Here， where men sit and hear each other groan; 

Where palsy shakes a few， sad， last grey hairs， 

Where youth grows pale， and spec位。thinand dies... 

(24-7) 

疲労困億、熱の病、苛立ち、

人びとは座り込んで、互いの岬きを聞くばかり。

中風の老人はわずかに残る白髪を悲しげにふるわせ、

若者は青ざめ、亡霊のように痩せ細り、死ぬ。

この忘れ去ろうとする現実世界の描写には幾つかの文学的言及が含まれている。まずこのスタンザは「汚

れた肉体の溶解 O!白鉱山istoo too sullied flesh would meltJ (Hamlet， 1， ii， 129)を願うハムレットを思い出

させながら、現実を「忘れ去る」ためにわが身の「溶解」を願うことから始まっている。次に人びとに「岬

き声Jを上げさせる「熱の病Jや「苛立ち」が続く 。この「熱の病jや「苛立ち」はシェイクスピア(William

Shakespeare)やワーズワース仰illiamWordswo巾)を連想させる。シェイクスピアはマクベス将軍に、

暗殺したダンカン王の死体を見ながら「生前はよく熱病の発作に悩まされたが、今は安らかに死の眠りに

ついている afterlife's fitful fever he sleeps wellJ (Macbeth， III， ii， 23)と言わせている。またワーズワース

は「いらいらと、益なく騒ぎ、熱にうなされて生きるこの世出efre由1stirlUnprofitable， and the fever of白e

worldJ (Tintern Abbey， 52-3)と書いている。また白髪の描写は、嵐に打たれ、悲憤にふるえるリア王の、

わずかに残る白髪を連想させるように思われる。キーツはシェイクスピアやワーズワースを連想させなが

ら、高い熱を出す病気の苦痛や、安らかな気持ちではいられない苦悩に満ちた現実世界を描写しているの

である。

しかし文学的な言及が多いからと言って、これらの詩句の背後にキーツ自身の体験が乏しかったとは言

えない。まずガイ病院 (Guy'sHospital)研修生としてのキーツ自身の経験がある。また最後の行は、キー

ツがいつも「かわいそうなトム poorTomJ (King Lear， III， iv， 51他)と呼んでいた末の弟トマス・キーツ

への言及と考えられている。トマスはキーツの看病も及ばず、前年の1818年12月1日、肺結核のためにわ

ずか十九才で亡くなっている。そして二年足らず後の1821年2月、キーツ自身の命をも奪うことになる肺

結核は、おそらく、「疲労困億、熱の病」としてその兆候を現し始めていたと思われる。また前年の6月、

アメリカへ移住した弟ジョージは経済的な行き詰まりを訴えてきており、キーツには心の安まる時はなか

ったように思われる。このスタンザは、当時、いわば四方八方からキーツの生活を脅かしていた現実の重

荷が自然に溢れ出たような趣があるのである。

この生の現実はナイティンゲールの歌の世界に没入するために忘れ去られた世界なのであるが、忘れ去

られたものとして描写することが、逆に、それが決して忘れ去ることのできない世界であることを強調す
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る結果となってしまっている。すなわちナイテインゲールの歌の世界へ詩人を仲介することを期待された

葡萄酒は、その役割に失敗し、詩人は忘れようとした現実世界の重荷を実感してしまう。そこで第四スタ

ンザで、キーツは葡萄酒の仲介を退け、「ポエジーの目に見えない翼jに乗って、一気にナイテインゲー

ルの世界へ飛期する。

Away! away! for 1 will fly to曲目，

Not charioted by Bacchus and his pards， 

But on the viewless wings of Poesy... 

(31-3) 

飛んでお行き、飛んでお行き。私も君のところへ、

豹に曳かせる酒神パッコスの車ではなく、

ポエジーの目に見えない翼に乗って、飛んで行く。

ついでながら、冒頭の‘Away!away!'は、我が国では、研究社英米文学叢書版『キーツ詩集』の斎藤勇の

注にしたがって、酒に向かつて「酒よ、去れ」と命じる言葉として読まれることが多いように思われる。

この読みは酒の仲介を退けるという文脈からみて捨てがたい読みである。しかし続く‘1will fly to由民'と

の関連からは、ナイティンゲールに向かつて命じる言葉として、「飛んでお行き、飛んでお行き、私も君

のところへ飛んで行くJと読めるように考えられる。床尾・薮下両氏編注の北星堂版『キーツ詩集』では

fGo away!酒に向けて言うJを第一義としながら、「ナイテインゲールに向けて『彼方へ(飛びされ)J

と言っていると解釈することも可能jと注されていて、いっそう多義的な読みが提示されていることにふ

れておきたい。

第四スタンザから第五スタンザにかけて描写されるナイテインゲールの世界は、葡萄酒が味わせた「花

(フローラ)と緑の国jではあるけれども、日焼けした男女が踊り、歌い、笑いさざめく南国の明るさと

は対照的に、ナイテインゲールにふさわしい夜の世界となっている。

1 cannot see what flowers are at my feet， 

Nor what soft incense hangs upon血eboughs... 

( 41-2) 

足もとにどんな花が咲き、枝に

どんな花の香炉が揺れているのか見えない。

目には見えないけれど、薫りによって数えられる花から、ナイテインゲールの世界が花と苔の械替を敷き

詰め、満開の花の木に固まれて、満天の星や月明かりもほとんど通さないほど、花の木々がさし交わす枝

で覆われた世界であることが分かる。紛れもなくキーツは現実の苦悩の世界の中で「ポエジーJの世界を

回復したのである。この世界の幽暗は、オード冒頭の死の門口にいるような麻酔の感覚や、わが身の「消

滅Jを願い、現実の「忘却Jを願う願望の延長線上にあって、ナイテインゲールの世界への完全な没入が、

詩人にとっては死によって初めて可能になることを暗示している。これは「ポエジー」の世界の回復を否

定的に評価し、むしろ「ホoエジーJの世界を喪失することを肯定的に一制面する、キーツの成長のプログラ
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ムの意識の現れであろう。こうして第六スタンザで、は死の意識が表面に浮かび上がってくることとなる。

第六スタンザでキーツは求める死を「安楽な easefuU(52)と形容し、「賛沢な richJ(55)経験と考え

ている。このことは「私の静かな息を空中に取り入れる Totake into the幻rmy quiet breathJ (54)死が、「魂

をほとばしらせる pouringfo巾出Ysoul abroadJ (57)ナイティンゲールの歌の「悦惚 ecstasyJ (58)と重

なり合う歓びであることを窺わせる。この死は 『エンデイミオンjでキーツがアドニスの身に空想した死、

すなわちヴィーナスの「霊薬によって、夢に満ちた長いまどろみに変えられた死 Medicineddeath to a 

lengthened drowsiness!The which she fi11s with visionsJ但， 484-5)と同じであろう。キーツは詩心の成長の

プログラムにしたがって、「ポエジーjの世界への回帰を死と考える。キーツは「ポエジーJの世界の連

続である死を「安楽な」死、「費沢なj経験として受け入れるのである。しかし死は都合よくそのような

経験にとどまってはくれないで、、現実の死としても彼を脅かす。ナイテインゲールが歌い続ける「鎮魂の

歌 thyhigh requiemJ (ω)も聞こえない「土くれとなる becomea sodJ (60)という表現には、現実の死は

決して「ポエジーjの世界の連続ではなく、「ポエジーJの世界をも奪い取る虚無であるという意識を表

現している。キーツは現実の重荷の中にあって「ポエジーJの世界を持ち続けるために、「ポエジー」の

世界の連続を「安楽なJ、「費沢な」死として'撞れるのではなく、苦悩の現実に組み込んで生きなければな

らないと悟る。この意識が第七スタンザの主題を規定することになる。

4 ["内なる楽園Jとしての「ポエジ-J
こうして第七スタンザの主題は、決して虚無の死に陥ることのない「不滅の immortaU(61)ナイテイ

ンゲールと、苦悩に満ちた「生々流転 generationsJ(62)の世界に生きなければならない人間の対照とな

る。第七スタンザ二行目「生々流転があとかたもなくお前を踏みつぶすことはない Nohungry generations 

回 ad曲目 downJ(62)の「生々流転があとかたもなく踏みつぶす hungrygenerations田 adJは、一つの世

代が古い世代を踏み越え、続く世代によって踏み越えられる有り様を、さらに、このように踏み越え、踏

み越えられて、繰り返される世代交替の実相を表現している。また‘hungrygenerations tread'の一語一語

にひそむセクシュアルな合意は、世代交替を生殖行為の面からも捉えていることを伺わせる。

キーツが世代交替の問題に深い関心を寄せていたことは、何よりもこのオード執筆の直前に中断された

『ハイペリオンJ(Hyperion， 1819)が、タイタンとオリンポスの神々の世代交替を主題として書かれたこ

とからも窺える。そして‘hungrygenerations田 ad'という言葉遣いは 『ハイペリオン』第二巻のオーケア

ノスの次の言葉と結びつくように思われる。

So on our heels a fresh perfection甘ead，

A power more strong in beauty， bom of us 

And fated to excel us... 

Hyperion， II， 212-4 

新たに完成した者が、腫を踏むほどに近づく 。

われわれから生まれ、われわれを凌駕する運命の、

美の力いっそう強く、力ある者が。

この言葉を含むオーケアノスの発言は、全体として、世代交替による進歩を楽天的に謡歌したものと考え

られている。もちろんそこにはキーツも共感していた時代の進歩思想をみることができる。しかしわれわ
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れはオーケアノスが、産み育てた子どもの世代によって滅ぼされ、追放されて、「極度の苦悩にm血iswoe 
ex仕emeJ(II， 242)沈んでいる親の世代の一員であることを忘れてはならないだろう。オーケアノスの言葉

は、彼の世代が親の世代を踏み越えたように、今、子の世代に踏み越えられると説いて、彼らが「初めで

もなければ、終わりでもない notthe beginning nor the endJ (ll， 190)、世代交替の実相を直視し、この実相

に耐える覚悟を披涯した悲劇的教訓とみなければならない。このオーケアノスの受容の態度は、背後に、

「絶対的な至高の位のために fromsheer supremacyJ (II， 185)世代交替の実相を理解できなかった年老い

た王サートゥルヌスの痛ましい姿を浮かび上がらせる。

第七スタンザの主題が生々流転、世代交替の問題を含んでいると考えると、ルツに言及する次の三行が

重要な意味を持つように思われる。

Perhaps the self-same song出atfound a path 

Through the sad heart of Ruth， when， sick for home， 

She stood in tears arnid白ealien corn... 

(65-7) 

今宵と同じナイティンゲールの歌声は、その昔、

望郷の想いに胸をふさがれて、異邦の麦畑で

涙に濡れた、ルツの悲しい胸にも泌み透った。

旧約聖書ルツ記の女主人公であるこの女性はモアブの人で、飢僅を避けてモアプに移り住んだユダの人の

息子と結婚する。ルツ記に先立つ師士記のサムソンとデリラの物語は、聖書の民のサムソンとその征服者、

抑圧者であるべリシテ人のデリラとの聞に婚姻関係があった事実を示しているわけだから、聖書の民とは

敵対関係にあったモアブの人ルツのこの国際結婚も特に例外的な結婚で、はなかったのだろう。やがて男と

夫が亡くなった時、故郷へ帰る姑のナオミに付いてルツはベツレヘムへ移住する。そしてこの三行が歌っ

ているように、彼女にとっては異邦の地で落ち穂拾いをして姑を養うのである。旧約聖書申命記に「畑で

穀物を刈り入れるとき、一束畑に忘れても、取りに戻ってはならない。それは寄留者、孤児、寡婦のもの

としなさいjと書かれているように、落ち穂を残すこと、ある場合には意識的に落ち穂を残すことは、古

代イスラエルの社会補償制度てあったと考えられる。この人道的な社会保障によってルツは姑を養ったの

である。

やがてルツは、自分の畑へ来て、落ち穂を拾うことを許してくれた親切なボアズという男が、農作業小

屋に泊まり込んだ時、姑に言われて、その寝床へ忍んで行く。姑が嫁に男の寝台へ忍んで行くように指図

することには驚かされるのであるが、姑に外固まで付いて来て、孝養を尽くして仕えるほど従順な嫁とは

言え、ルツが姑のこの指図に逆らう様子もみせずに従うことにもまた驚かされるだろう。しかし姑のナオ

ミと嫁のルツはやはり申命記の次の提に従っているのである。「兄弟が共に暮らしていて、そのうちの一

人が子どもを残さずに死んだならば、死んだものの妻は家族以外の他のものに嫁いではならない。亡夫の

兄弟が彼女のところに入札めとって妻として、兄弟の義務を果たし、彼女の産んだ長子に死んだ兄弟の

名を継がせ、その名がイスラエルの中から絶えないようにしなければならない。」ボアズは姑のナオミに

対して申命記の言う「兄弟の義務jを負うべき立場にいる親戚とされているのである。姑のナオミは嫁の

ルツを身代わりとして夫の「名がイスラエルの中から絶えないように」する責任を果たそうとしたのであ
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る。寝床へ忍んできたルツに気付いたボアズは、ルツがナオミの身代わりとして、申命記の義務を果たす

ことを求めていることを悟る。翌日、ボアズは彼以上にルツニナオミに対して責任を果たすべき立場にあ

る者に、その責任を取ることを求める。そしてその男が責任を果たし得る状況にないことを確認した上で、

ルツ=ナオミを妻って妻とし、ルツ=ナオミに対する「兄弟の義務Jを果たす。そしてこの二人の子の孫

として有名なダピデ王が出ることになる。

キーツのルツへの言及の背後にはこのような二代にわたる女性の物語がある。すなわち飢僅、敵国への

移住、国際結婚、夫と息子との死別、帰郷、異邦の国への移住、田園の労働、田園の習俗、愛、再婚、子

どもの養育、素朴な信仰等、連綿としてとぎれることのない民衆の生活、世代交替が物語られる。聖書に

はルツが「異邦の麦畑Jで涙を流す場面はない。しかしルツの生活は、施しを受けた食事を残して持ち帰

り、姑に食べさせなければならないほど貧しかった。また落ち穂拾いの農作業は、古代イスラエルの社会

補償制度とは言いながら、ナオミの「娘よ、その人[=ボアズ]のところで働く女たちと一緒に出かける

のはけっこうです。そうすればほかの畑で人にいじめられるのを免れるでしょうjという言葉からも想像

できるように、苦労の多い、若いルツにとって、レイプの危険に身を曝すことにもなりかねない危うい労

働であった。これらの点を思うと、いかに孝心厚い彼女にも、故郷のモアブを偲んで、望郷の思い耐え難

く、「異邦の麦畑Jで涙を流して立ち尽くし、ナイテインゲールの歌声にわず、かな慰めを得た瞬間があっ

たと想像することは極めて自然で、あろう。このような瞬間を想像させるルツの苦しい労働の期間は、彼女

が若い未亡人からボアズの妻、オベデの母へと立場を変えてゆく変化の過程であって、 jレツ記が物語る民

衆の世代の流れを集約的に提示する時期として、極めて適切であると言わなければならない。さらにこの

世代の流れの先にダピデまでも念頭に置く必要があるだろう。ダピデは悪霊に取り懸かれたサウル王を慰

めるために宮廷に召し出された竪琴の名手であり、また「サウルは千を討ち、ダピデは万を討ったjと歌

われる勇士であって、サウルの娘ミカルの夫として王位継承権を得、サウルと対立しながらついにイスラ

エルの王となる人物である。ここにも世代の展開、激烈な世代の交代、王朝交替の物語がある。‘hungry

generations田 ad' にひそむ性的な合意まで念頭に置くとすれば、ルツへの言及には誕生一生殖死のサイ

クルを繰り返す世代交代、ある場合には踏み越え、踏み越えられる激烈な世代交代の物語があるのである。

またダピデがサウル王を慰めるために宮廷に召し出された竪琴ひきで、あったことを考えると、第七スタ

ンザの次の二行も簡単に読み過ごせなくなるだろう。

The voice 1 hear this passing night was heard 

In ancient days by emperor姐 dcrown... 

(63-4) 

過ぎ行く今宵、聞くこの歌声は、

遠い昔、皇帝と百姓も耳にした歌声。

‘emperor and crown'は、普通、「皇帝(王)と百姓(農夫)Jと読まれている。例えば「ロングマン詳注

イギリス詩人叢書j中の『キーツ詩集』の編注者アロット(MiriamAllo仕)は次の詩句を参照させて、「皇

帝と百姓Jという読みを支持している。
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Scepter and Crown 

Must tumble down 

And in the dust be equal made 

With the poor crooked scythe and spade... 

(上記『詩集j530ページ参照)

王坊や王冠も

転げ落ち、

土の中では、粗末な丁字の鎌や、鋤と

平等の運命。

13 

また「ペンギン・イギリス詩人文庫J版の『キーツ詩集』の編注者バーナード (JohnB叩 wd)は‘clown'

に‘coun町man，peasant'という注をつけている。アロットやバーナードは‘clown'が今日では、普通、

サーカスやパントマイムの道化役者の意味で使われるから、ここでは「百姓」という古い意味であること

を注意しておく必要を感じたのだろう。もちろん筆者も「皇帝と百姓jという読みを全面的に否定しよう

とは考えていなし、。「皇帝と百姓Jという読みも、身分の高低を問わず、イテインゲールの歌声が全ての

人々を魅了したことを感じさせてくれる。またこの読みも身分の上下を問わず連綿として繰り返されてき

た世代交替のドラマを十分に感得させてくれる。アロットが参照させている「土の中ではj皇帝も百姓も

「平等の運命Jという句は、特にこのドラマを感じさせる。しかしルツから拡がりサウル王と宮廷の竪琴

ひきダピデに及ぶ連想の輪の中で読み返すと、この連想が遡及して、「王と(王を慰めるために竪琴を奏

でることもあった)宮廷の道化Jという読みも排除できないように思われる。そして王と道化とナイテイ

ンゲールという三者が揃うと、シェイクスピアの 『リア王』の嵐の場面を思い出さないわけにはいかない。

そもそもこのオードを『リア王』と結びつけ、‘emperorand clown'からリア王と道化とナイテインゲー

ルを連想させるコンテクストは徐々に整えられてきたと言える。例えば既にふれた第三スタンザの五行目

の「中風の老人はわずかに残る白髪を悲しげにふるわせjは、嵐に打たれ、娘たちの忘恩に対する怒りに

ふるえるリア王のわずかに残る白髪を思わせていた。また六行目の「若者は青ざめ、亡霊のように痩せ細

り、死ぬ」が弟トマスへの言及であることも既に指摘したが、この若年で病死した弟はキーツの心にはい

つも「かわいそうなトム」として存在していた。キーツはこの「かわいそうなトムJという言葉を『リア

王』の嵐の場面から採取して、弟トマスを呼ぶのに使用していたことについても既にふれた。第三スタン

ザ五行目と六行目の背後にいるリア王と「かわいそうなトムjが、第七スタンザで、この二人が重要な役

割を演じる嵐の場面を連想させるコンテクストを構成し始めていたと言える。嵐の場面でさまざまな悪魔

に取り愚かれた様を装って登場する「かわいそうなトムJ=エドガーは「悪魔めがナイテインゲールの声

になって、かわいそうなトムにつきまとっているThefoul fiend haunts poor Tom in the/ voice of a nightingaleJ 

(田， vi， 31-2)と言う。われわれは「かわいそうなトム」に取り患いたナイテインゲールがリア王にもフー

ルにも取り患いているように感じる。こうして遠い昔ナイティンゲールの声を聞いたという‘emperorand 

clown'をリア王とフールと重ねて読む連想のコンテクストは完結するのである。また‘hungrygenerations 

回 ad' から展開する連想の中に「絶対的な至高の位のために」生々流転の実相を理解できなかった年老い

た王サートゥルヌスの姿を捉えておいた。そしてサートゥルヌスの姿は、同じように「絶対的な至高の位

のために」真実を洞察できなかったもう一人の年老いた王リアの姿と重なっていたのである。
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『リア王Jはある意味で激烈な世代交代の物語と言える。リア王と三人の娘の主筋は、リア王の「自分

の固い決心としては、政治上の面倒な心づかいを、ことごとく老人のからだから振り払って、年若くそし

て逗しい人たちに委ね、重荷をおろして死出の旅路を這って行くつもりだ」仏 i，38-41)という世代交代の

希望から出発する。しかしこの主筋は、リア王が「至高の位のためにj娘たちさえ理解できなかったため

に、道化の台詞を借りれば「庭の雀が郭公を長く養いすぎたので、雛に頭をつつき切られたJ(1， i， 224-5) 

とでも表現できるような、異常な世代交代へ展開してしまう。一方、グロスターとエドマンドの脇筋にも、

「息子が成人し、父親が老衰すれば、父が伴の保護を受け、停が父の収入を処理するのが当然だJ(1， U， 72-4) 

という子どもの野望から、「老人が倒れる時こそ青年は立ち上がる」但1，iv， 27)という野望の達成にいた

る、異常な世代交代が認められる。『リア王Jは世代交代の実相を、たとえ異常なものであっても、直視

せざるを得なくなる人間を描く点で、キーツの fハイベリオン』と共通の主題を扱っているのである。

さらに‘hungrygenerations tread'は世代交替を生殖行為の面からも捉えていることを指摘したが、この

こともまた『リア王』を連想させるように思われる。なぜなら世代交替の実相についてのリア王の理解は、

生殖行為の結果に対するリアの態度の変化を通して語られているからである。リア王は、最初、「天地を

揺り動かす雷よ、地球のまるまるとせり出したはらみ腹を、ぺちゃんこに潰してしまえ。自然の母胎を砕

いてしまえ。恩知らずな人間を造る種をすっかり流してしまえJ(皿， U， 6-9)と叫んで、、世代交替の原因と

なった生殖行為を呪っている。しかしリア王は最後には「夫婦の寝床でこしらえた娘J(lV， vi， 118-9)であ

ろうと、「暗くふしだらな場所J(V， ui， 171)、邪淫の床でもうけた息子であろうと、生殖行為の結果である

子どもが、行為者である親を踏みつけることに変わりはないと悟らなければならなくなる。‘hungry

generations住ead'のセクシュアルな合意は 『リア王jのセクシュアルなイメージの氾濫を思い出させるの

である。

このように‘emp巴rorand c1own'の背後にも、ルツ記への言及と同様に、激烈な世代交代を生きる人間

の苦t悩が広がっていると考えると、第四スタンザの‘Away!away!'から、最後の第八スタンザで我に返る

まで、キーツは「ポエジーjの世界に浸っているなどとは言えなくなるだろう。第四、五、六スタンザに

は、確かに、「ポエジーJの世界が歌われ、それは捨て去って現実に回帰すべき世界であるかも知れない。

しかし第七スタンザにナイテインゲールの歌というかたちで、その聞き手の人間の、激烈な世代交代に伴

う苦悩に満ちた現実の世界と、相互に浸透しあって存在している「ポエジーjの世界は、それを捨て去る

ことが成長と言える世界ではない。それは現実の苦悩を生きる人間にとって何らかの意味(慰め、希望)

を持つ世界へと変化していると言わなければならない。

第七スタンザに「ポエジーJの世界と生々流転の現実世界とが共存していると考えると、このスタンザ

で最も人口に謄突した次の三行はどちらの世界に属するのだろうか。

The same that oft-times hath 

Charmed magic casements， opening on the foam 

Of perilous seas in fairy lands forlom. 

(68-70) 

同じ歌声が、遠い昔、仙界の荒海の

泡立つ波に向かつて聞いた魔法の窓を

魅了することもたび、たび、あった。
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ハーン (LafcadioHearn)はこの三行について次のように書いている。

中世のロマンス、おとぎ話の多くが荒海の真ただ中に位置する魔法の城を描いている。もし清らかな生

活を送る勇敢な騎士が城にたどり着き、魔法使いのあらゆる誘惑から徳の力で身を守ることができれば、

彼は金や銀の財宝、王女を妻に迎えるという大きな報いを受ける。しかし彼はまず危険な・海で嵐に遭わ

なければならない。魔法の窓を魅了するという表現は、もちろん・・・窓をさっと開いて、耳をすまし

ている窓の中の人を魅了するという意味である。誰か王女が魔法の城に幽閉されており、魔、法使いか巨

人の魔力から彼女を解放してくれる善なる騎士の到来を待っている様子が暗示されているのである。 l

ハーンの言葉はこの有名な詩句の解説のおおかたの傾向を代表している。この詩句はロマンスあるいはお

とぎ話の夢幻的な世界のエッセンスを三行に煮詰めたロマン派の詩美の極致であり、現実世界の生々流転

などとは無縁であると考えられているのである。筆者は、ただ、ここでも王女と騎士の結婚という人間界

の生々流転につながる主題が、結婚にいたる苦難の道程で捉えられていると言い得るばかりである。

ハーンはキーツの詩句と重なる情景は多くの中世ロマンスやおとぎ話に見られると述べているけれども、

特定の中世ロマンス、特定のおとぎ話を挙げてはいなし、。特定の作品を挙げるまでもないほど、民族の想

像力が見慣れた情景であると言いたげである。しかし‘Ru血'と‘emperorand c1own'と同様、 ‘magic 

casements'も、特定の作品と関係づけることによって初めて、生々流転の具体例として、十分な意味を読

み取ることができると考えられる。そして関連づけるべき作品は、同時代の人びとに広く読まれ、キーツ

もまた愛読したゴシック・ロマンスの中にあるように思われる。例えばキーツが特に好んだラドクリッフ

(Ann Radcliffe)の作品は、このオードにも幾つかの影響を与えていることが知られている。リドレー (M.R.

Ridley)は第二スタンザのプロヴァンスの祝祭の描写や、第五スタンザの花の世界の描写に、 『ユードルフ

オ城の神秘J(The Mysteries of Udolpho， 1794)の影響を認めた上で、‘magiccasements'には同じ作品から

三つの箇所を重ねてみせる。2 一例は次の箇所である。

窓は海を見下ろしていた。突然、雨混じりの突風が海原に起こり、恐ろしい激しさで、泡立つ波を岩に

たたきつけた。波しぶきが舞い飛び、城の位置は高かったけれども、強い力で、窓を打った0 ・・・月が、

時折、海を覆う雲の切れ目から、ほのかに光り、あたりに砕けて泡立つ白い波を浮かび上がらせた。

リドレーの引用した箇所に、閉じ作者の『イタリア人J(The ltalian， 1797)で、投致された女主人公エレナ

が海辺の邸宅で夜を明かす場面(第二巻七章)を付け加えることができる。窓に明かりも見えず、車寄せ

に通じる並木道はひっそりと静まりかえった、城とも見紛うこの邸宅の雰囲気は「非常に荒涼として、寂

しい s仕ikinglyforlorn and solitary Jと表現されていて、キーツもオードで二度繰り返して用いた‘forlorn'

という語の使用が注意をヲ|く。この城の、海に面して窓のある、魔法のからくりの存在を疑わせる、 一室

に閉じ込められたエレナは、寝台に忍び寄る暗殺者の幻影に怯え、危険から遠ざかるように窓に寄って、

外を眺めながら、不安な夜を過ごす。

に
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エレナは窓辺に身を寄せていた。明るさが強まって、前よりもはっきりと部屋の内部が見えるようにな

り、彼女はいくらか落ち着きを取り戻して、薄闇に徐々に浮かび上がる外の光景に目を凝らした。月が

大海原に登り、遥か水平線の彼方まで、休みなく波立つ海面が拡がる様子を照らし出していた。真下で

は、泡立つ波が海辺の岩に砕け、白い長い線を描いて沖へ退いて行った。エレナは規則正しい、厳かな

波の音に耳を傾け、寂しく荘厳な風景にいくらか慰められて、月が中天に登り、また夜明けの兆しが海

に現れ、東の雲が深紅色に染まり始めるまで、窓の格子を離れようとはしなかった。

キーツの「魔法の窓Jの中にも、ナイティンゲールの歌声を聞き、泡立つ波を見つめることによって、身

に迫る危険の恐怖を紛らそうとしている王女を想像することができるだろう。またエレナの不安な夜は彼

女がヴイヴア jレディとの愛を成就するために通らなければならない過程で、あった。そしてやがて訪れる二

人の愛の世界が「仙界の情景 ascene of f;白aer可y子-品ndJ(第三巻十二章)と表現されていることも弘、第七ス夕

ンザとの関連で注意しなければならないように思われる。また、当時、ゴシック・ロマンスが社会的強者

の弱者に対する迫害を糾弾するという政治的な意味を託されていたことを考えれば、「魔法の窓」と生々

流転する現実世界との関係はいっそう強まるように思われる。

「魔法の窓jの三行においては、「仙界の情景jとしか言いようのない幸福な愛の世界が幽閉された王

女の未来に望見されているばかりではなく、同時に、それが窓の中の世界そのものでもあるという印象を

受ける。そもそもキーツにおいては窓の描写は愛、愛の行為と密接に結びついているように感じられる。

『聖アグネス祭前夜j(The Eve of St. Agnes， 1820)のマデイリーンの寝室の窓はよく知られた例である。

そのステンドグラスを通して流れ込む月光を浴びながら、マデイリーンは夢に恋人と会うことを念じて床

につく。この時既に寝室に忍んでいた恋人ポーフィローは、いわばマデイリーンの夢の中に融け込むよう

に彼女と結ぼれる。マデイリーンの寝室の窓はこのような官能的な愛の世界、愛の行為と結びついている。

第七スタンザの「魔法の窓jの詩句には、愛の世界に到達する過程の苦悩と同時に、マデイリーンの寝室

のような愛の世界そのものが二重に映し出されているように感じられる。それは‘hungrygenerations田 ad'

の生々流転のセクシュアルな合意を、三つの例の中では最も美しいかたちで展開していると言うことがで

きるだろう。

このようにみてくると、第七スタンザの「王と道化(皇帝と百姓)J、I}レツ」そして「魔法の窓Jは‘hungry

generations tread'の具体例として、五E漠とした遠い過去から未来永劫にかけて流転 (passing)してゆく人

間生活の実相を、その異常なまでに激しい側面において、悲しく静かな側面において、また愛の苦悩と愛

の行為において、表現していると言える。そしてこの生々流転する人間界に向かつて響くナイテインゲー

ルの歌声は、遠い昔に失われた楽園として、楽園喪失以後の世界に生きなければならない詩人が、成長の

ために捨て去らなければならない世界であると言うより、詩心の中に回復された「内なる楽園jとして、

生々流転の現実に身を委ねて生きなければならない人間を現実につなぎとめる「花の粋J(慰め、希望)

となっているのである。

5 ["外なる楽園Jとしての「ポエジ-J
さて、キーツがこのオードを執筆した頃のイギリスは、投票権を持たない人びとが地主階級による投票

権の独占を批判し、政治、社会の改革を求めて、民衆とともに革命の暴徒となりかねない状況であった。
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そしてキーツはこのような革命的な世代交代が理想的な社会への進歩に必須の過程だと考えていた。例え

ば弟ジョージ夫妻に宛てた手紙には次のような言葉がある。

全ての文明国は、道理の光に照らされ、ゆっくりと、たえず、いっそうよい方向に変わってゆく。・

三つの大きな変化が進行してきた。第一は前進、第二は後退、第三はふたたび前進0 ・・・イギリス人

はヘンリ一八世の奴隷だ‘ったが、ウィリアム三世の時には自由人となった。その頃フランス人はルイ十

四世の惨めな奴隷だ‘った。イギリスの先例と、フランスとイギリスの自由思想家がこの専制に反対する

種を蒔いた。種は地中でふくらみ、はじけてフランス革命となった。しかし革命は不幸な結末となった。

それはイギリスで自由の前進を止めてしまったのだ。宮廷は十六世紀の独裁に戻る希望を抱き、事態を

いろいろと操作して、国民の自由を浸食し、全ての改革、改善に反対する恐ろしい偏見を広めた。現在

のイギリス人の闘いはこの偏見に打ち勝つことだ。イギリス人を鼓舞しているのは彼らの苦難だ。この

意味でイギリスの現在の苦難は、恐ろしい経験だが、幸運なものと言える。フランス革命は第三の、い

っそうよい方向への変化を一時的に停止させた。今、ふたたび変化が進み、それも効果的な変化だ。こ

れはホイッグ党とトーリ一党の争いではなく、善と悪との争いだ。(1819年9月18日付、弟ジョージ夫

妻宛書簡)

第七スタンザから読みとれる激烈な世代交代は、結局、キーツの時代の現実を映すものであり、キーツは

激烈な、革命的な世代交代によって、人類は理想的社会へ進歩してゆくと信じていたのである。ここでわ

れわれは自由や平等という人類の政治的な大義の実現の問題が、楽園の回復、神の国への上昇の問題、心

の「内なる楽園」ではなく、現実世界に外在化された理想社会という「外なる楽園」実現の問題として、

聖書的、宗教的な言語を政治的言語として使用することによって表象されていた時代の政治=宗教的思想

風土を思い出さなければならない。

聖書は、全体として、楽園からの下降に始まり神の国への上昇、楽園への上昇に終わる人間の歴史につ

いて物語っている。そしてこの最後の上昇は決して平穏の中に成就されるのではなく、上昇の前段階では

天変地異が起こり、アンチ・キリストとか偽予言者とかいう者たちが次々と現れて人びとを惑わす。人び

とは分裂し、戦争が勃発し、革命が起こり、迫害や殺裁が行われ、多くの人びとが苦しみに端ぐ。その時、

キリストが天使たちを従えて再びこの世界に現れ、人びとを裁かれ、人びとを神の国へ導かれる。そして

自分たちの生きる時代を聖書的な終末の時代、神の国への上昇のために通過しなければならない前段階の

時代と意識する考え方がヨーロッパではよくみられる。イギリスについて言うとキーツを含むロマン派の

時代と、ロマン派の人々が自分たちの時代とよく比較したピューリタン革命の時代に、この考え方がみら

れる。ピューリタン革命の時代を代表する詩人ミルトンがロマン派に大きな影響を与えたのは、この考え

方が共通の基盤としてあったからである。キーツは「ミルトンにとっての生は私にとっては死J(前掲書

簡)と言って、結局はミルトンから離れてゆく。キーツはミルトンの英語のラテン語々・法を嫌って、シェ

イクスピアの英語固有の表現に還ってゆく。しかしキーツは、ロマン派の多くの人々とともに、時代の混

乱、フランス革命、ナポレオン戦争、産業革命等々による政治的、社会的変動、混乱を人類史の最後の上

昇の前段階の混乱と考え、その後に「外なる楽園jの到来を待望するミルトン的な政治=宗教的思考法は

持ち続けたように思われる。
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聖書の黙示録で語られる神の国への上昇は、人類史の最後の絶対的な上昇であるが、聖書にはいわば相

対的な人類の上昇が繰り返し語られている。例えば創世記のノアの洪水もそのひとつである。聖書は人類

の祖先であるアダムとイーヴが神に対して不服従の罪を犯して楽園を追われる物語を最初においている。

この人類の堕落の過程で人間はさまざまな罪を犯し、人間の世界には悪が満ち溢れるという状況になって、

神は自ら創造したものではあるけれども、すっかり人間に愛想を尽かしてしまわれ、大洪水によって、人

間を滅ぼしてしまわれる。しかしこのような状況の中でもひたすら神を信じているノアとその一族に神は

目を留められ、箱舟によってこの一族を救われ、この一族から新しい人類を興される。これは絶対的な終

末、神の国の到来ではなく、相対的な、一つの時代の終末、新しい時代の到来と言うべきものである。キ

ーツなどは時代の混乱を一つの相対的終末、新しい時代への進歩と考えていたと思いわれる。したがって

キーツは「この意味でイギリスの現在の苦難は、恐ろしい経験だが、幸運なものと言える」と考えるので

ある。

キーツが「ナイティンゲールに寄せるオード」で歌う「ポエジーJの世界は、自己の成長のプログラム

の出発点として、やがて「より高尚な生活」のために捨て去るべきものではなく、詩人の心に回復されて

「より高尚な生活」の支となるべき機能を持つことについては既に述べた。しかしミルトン的、聖書的な

考え方からみると、それは苦難の現実に生きる詩人の心に回復され、彼を支える内面化された「内なる楽

園jにとどまるだけではないように思われる。それは回復すべき楽園として未来に望見されるものであり、

理想の社会として現実に外在化さるべき「外なる楽園Jのヴイジョンとして政治的な意味を持つもとも考

えなければならないのである。ロックハート (JohnGibson Lockhart)が悪名高いキーツ攻撃の評論「コッ

クニ一派の詩J('Cockney School of Poe町')において、キーツの「ポエジーjの世界を、形式はコック

ニーのジャーゴンで書かれたでたらめな韻律、内容は公序良俗に反する不道徳と執劫に攻撃したのは、古

典的な形式の欠知や肉感的な内容のためばかりではなく、それがミルトン的、聖書的な思想風土の中でラ

デイカルな政治的意味を持つことを嘆ぎ取っていたからであると思われる。「うっかり忘れるところだ、っ

たが、キーツはコックニ一派の詩のみならず、コックニー派の政治活動にもくみしている。」ロックハー

トを初めとする同時代の人びとはキーツの「ポエジー」の世界の急進的な政治的意味を十分に知っていた

のである。キーツはナイテインゲールの歌声が消えさった後、自己の成長において捨て去らなければなら

ないものとしてプログラムしてきた「ポエジー」の世界の複雑な機能を思って、呆然としているように思

われる。

注

本稿は日本英文学会第48回大会のシンポジウムで報告した着想を再考・発展させて纏めたものである。

注はイギリス・ロマン派とこの時代の政治=宗教的な思想風土との関係についての他の論孜と、将来、統

一的に、クロスレファレンスを含めて、作成する計画であり、本稿では出典等を本文中に示すにとどめ、

最小限にすることとした。

1 Lafcadio Hearn，‘on白eLyrical Beauties of Keats' in The English Romantic Poets (北星堂，昭和27年).

2 M.R. Ridley， Keats' Craftmanship， a Study in Poetic Development (Russell and Russell， 1962)， pp. 219， 224 
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組 d228-9. 

Abstract 

10hn Keats programmes the growth of his poetic mind as a series of developments from a 

poet who ‘overwhelms' himself in the joys of the world of‘poesy' to a poet of human hearts 

‘to whom the miseries of the worldl Are miseries， and will not let [him] rest.' In出isplan of 

poetic development， 1 argue， Keats models his world of poesy on Milton's description of 

paradise in Paradise Lost， and he is obsessed by the thought that he should exile himself from 

出ep紅adiseso that he may become a poet of human hearts in the world after the paradise is 

lost for human beings. So Keats's works tend to be categorized into the poems of poesy and 

出epoems of human hearts， which， if出eyare found， are estimated more highly. But Keats 

never grows out of the world of poesy， and in his works in general the poems of poesy go side 

by side inseparably with poems of human hearts in spite of the programme of his poetic 

development. We should think that the wor1d of poesy is， if we use Milton's words， a restored 

‘paradise within，' which has a funtion to enable a poet of human hearts to stay on in the real 

world after the loss of paradise. It is also a vision of fuωre‘paradise without，' towards which 

human beings gradually progresses， and as such， it has a function to give a political message 

to people who live difficult lives in the world after the loss of paradise. 1 explain these 

functions of Keats's world of poesy with a special reference to the ‘Ode to a Nightingale. ' 
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日本人と異文化理解1)

AWARENESSOFLANGUAGEANDCULTURE 

大谷泰照

Yasuteru OTANI 

1 はじめに

「世界最高の数学学力Jと「世界最低の外国語能力j。日本人につきまとうまるで対照的なこの2つの国

際的評価自体が、実は、大いなる国際的誤解である。

しかし、当の日本人の間でさえ、自らに対するこんな制面があらためて点検されることもなく、そのまま

に鵜呑みにされているのが実情である。なぜこの種の誤解が大手をふってまかり通るのか。ことの実態は、

果たしてどうなのか。この問題の検討を手掛かりにして、新しい異文化理解のありょうを、言語と文化の視

点から問い直してみたい。

2 国際数学学力テストの結果

日本の教育が世界の注目を集めている。わが国の経済や技術の発展の鍵を、その教育のなかに探ろうとす

る見方が海外で強まっているためである。しかも、国内ではとかく深刻な荒廃にあえぐといわれる最近のわ

が国の学校教育が、片や海外では、たぐいまれな成功例として高い評価をうけることが多い。2)

なかでも、各国が一様に強い関心を示しているのが、日本の数学教育である。数学の国際学力テストのた

びごとに、日本の生徒はきまって欧米諸国をはるかにしのぐ高い成績をあげる。

たとえば、 1964年に国際教育到達度評価学会(IEA)が、ユネスコの援助のもとに、世界で最初の大規模

な国際数学教育到達度調査を行った。世界 12か国'132，775名の生徒を被験者としたこの調査に、わが国か

らも国立教育研究所が代表機関となって 10，257名の生徒が参加した。その結果は、 IEA報告書として 1967

年に発表された。 3)

世界のマスコミは、この報告書のなかでも、国別の数学学力の指標として、とくに 13歳生徒(中学2年

生)の平均得点(表1)4)の部分に注目して、それを大きくとりあげた。とりわけ、わが国の「数学学力世界

-Jが派手に喧伝された。

単に得点の単純な比較だけでなく、その背景をなす教育条件として無視できないクラス・サイズや公教育

費などのデータを考えあわせてみても、 13歳生徒については、確かに日本は参加国中最少の教育費と最大

のクラス・サイズという、いわば最劣悪の条件のもとで、見事に最高の得点をあげたことになる。世界が仰

天したのも無理はない。

21一



2 大谷泰照

表 1:l3歳生徒(中学2年生)

云ぞ
オースト イギリス フィンラ イギリス スウェー
ラリア ベルギー (イング ンド フランス 日本 オランダ (スコット デン アメリカ 平均

ランド) ランド)

平 均 占

(70点満点) 20.2 27.7 19.3 24.1 18.3 3l.2 23.9 19.1 15.7 16.2 19.8 

標準偏差 14.0 15.0 17.0 9.9 12.4 16.9 15.9 14.6 10.8 l3.3 14.9 

数学週時間数 5.1 4.6 4.0 3.0 4.4 4.5 4.0 4.6 3.8 4.6 

クラス・サイズ
(人) 36 24 30 36 29 41 25 30 26 29 

l人当たり公教

育費 ($) 240 288 348 l30 81 191 361 483 545 

それに比べると、他の欧米諸国はいずれも不成績というほかはない。とくにアメリカは日本と好対照をな

し、国防教育法などに支えられたほぼ最高の教育条件に恵まれながら、得点はわが国の約半分で、順位も最

下位に近い。この成績は、科学超大国を自認する当時のアメリカにとっては、その 10年前のスブートニッ

ク・ショックに次ぐ深刻な衝撃であったといわれる。雑誌Timeも、‘百letests undermined the conviction of 

American education白atbetter teaching lies in sma11er classes.ヴ)と述べて、そのろうばいぶりを伝えている。

このようなl3歳生徒の国別得点結果は、果たして何を物語るのであろうか。日本が異常とも思える高い

成績をおさめ、一方、先進欧米諸国、とくにオーストラリア、イギリス、アメリカなどの英語固が、そろっ

て低い得点しかあげることができなかったのはなぜか。

IEA報告書は、その要因と考えられるものとして、各国の社会的背景、教育環境、学校制度、カリキュラ

ム、教員構成などの諸条件をあげて分析をこころみた。また日本人生徒については、わが国立教育研究所の

報告書 f国際数学教育調査j(1967年)は、生徒の学習意欲と家庭環境を、成績に影響を及ぼす最大の因子

であるとみている。

その後も海外では、日本の「高い学力Jの秘密を様々な角度から探ろうとする動きが目立つ。来日した

IEAのTorstenHusen名誉会長は、日本の数学教師の資質の高さを指摘した。 6)アメリカのPsychologyToday 

誌7)は、わが教育ママを、首ebest‘Jewish Mother 'in the world'と評して、これを日本人の高い数学学力を

生む原動力とみている。イギリスのNature誌8)は日本人の知能指数の高さをあげている。そして、今や海

外では、日本人生徒を、‘computer-brainedsuperhumans'9)などと呼ぶことさえもめずらしくない。

こんな海外の動きに力をえて、囲内でも日本人の優秀さを強調したり、教育荒廃どころか、逆に日本の教

育の現状を大成功とみる論説さえも目立ちはじめた。 10)

ところが、l3歳生徒の成績に目を奪われて十分に報道されなかったが、実は、この時、同時に 17歳生徒

(高校3年生)の数学到達度についても調査が行われている(表2)。

意外に思えるかもしれないが、この 17歳段階では、日本はイスラエルに首位を奪われて、 12か国中6位

の得点におわっている。日本の理科系 17歳生徒の同一年齢に占める比率が、上位5か国に比べていくぶん

高いことを考慮にいれでも、l3歳生徒の成績からは予想もしない結果である。

- 22ー



日本人と異文化理解 3 

表2:理科系の 17歳生徒(高校3年生)

よそオースト イギリス フィンラ イスラエ イギリス スウェー

ラリア ベルギー (イング ンド フランス 西ドイツ Jレ 日本 オランダ (スコット テ2ン アメリカ 平均

ランド) ランド)

平 均 占

(69点満点) 21.6 34.6 35.2 25.3 33.4 28.8 36.4 31.4 31.9 25.5 27.3 13.8 26.1 

標準偏差 10.5 12.6 12.6 9.6 10.8 9.8 8.6 14.4 8.1 10.4 11.9 12.6 13.8 

数学週時間数 6.9 7.4 4.4 4.0 8.9 4.2 5.0 5.4 5.1 6.2 4.6 5.5 5.5 

クラス・サイズ

(人) 22 19 12 23 26 14 20 41 19 21 21 21 

同一年齢層に

占める比率(%) 14 4 5 7 5 5 8 5 5 16 18 

表3:各国の共通テストに対する標準化成績(基準は文科系の 17歳生徒)

よそ
オースト イギリス フィンラ イギリス スウェー

ラリア ベルギー (イング ンド フランス 日本 オランダ (スコット デァン アメリカ 平均

ランド) ランド)

13歳出走耐尋点 -1.52 -1.22 -1.47 -1.33 -1.53 -0.90 一1.33 -1.53 -1.64 -1.69 -1.49 

理科系の 17歳
生徒得点 0.86 1.66 1.61 1.28 1.63 1.55 1.53 1.18 1.18 0.14 1.11 

得点の伸び 2.38 2.88 3.08 2.61 3.16 2.45 2.86 2.71 2.82 1.83 2.60 

さらに、表3でみられる 13歳から 17歳までの成績の伸び率では、実に 10か国中8位に落ちこみ、他の

多くの国々に比べて、高学年になるにつれて進歩の度合いが著しく鈍化していることを明瞭に示している。

中学2年生では世界最高の成績をあげた日本人生徒が、高校3年生になると、なぜこれほどまでに低調

なのか。その聞に、いったい何が起きているのであろうか。こんな疑問に対して、 IEA報告書もわが国立教

育研究所報告書も、なんら満足な解答をあたえることはできなかった。 Hus白説も、 PsychologyToday誌説

も、 Nature誌説も、この点ではとうてい説得的であるとはいえない。

3 文化型としての数学学習

この問題の解明をはばんでいるものは何か。それはおそらく、数や数式を個別言語に依存しない超民族的

な普遍性をもった万国共通語と考えて疑わないわれわれの姿勢そのものにあるのではないか。いいかえれ

ば、数学の学習自体も、すぐれて文化型 (Kul知町pus)の問題であるという事実を見落としてしまったいわ

ばわれわれの素朴な「数学信仰Jにあると考えられないであろうか。とすれば、 IEA国際数学到達度テスト

も、単に狭い意味での数学学習の成果とみるよりも、むしろ、もっと根の深い、いわば学習者自身の個別言

語文化にかかわる問題としてとらえ直す必要がありそうに思われる。

たとえば、テスト初級問題に出た 2x3という簡単な数式ひとつをとってみても、これは疑いもなく全
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4 大谷泰照

被験者に対して完全に同じ意味をもつことを自明の前提として出題されている。しかし、実際には、日本

人と欧米人では、この数式の意味するところが正反対になるという事実に出題者は気づいていなし3。それ

ぞれの言語の構造によって、乗数と被乗数の位置は逆転するのである。日本語では 12の3倍」、すなわち

2 
2+2+2を意味し、-2dーと書く。これに対して、たとえば英語では、 12倍の3J(two times白ree)と読み、

3 
3+3と解され一三L と書くのが一般である。

同じ数式について、日・英語聞に以上のような意味の違いが生ずるのは、明らかに各自然言語に固有の構

造が、普遍的であるはずの数式を個別的に拘束した結果にほかならない。こうみると、 IEA国際数学到達度

テストの結果そのものも、単なる数学教育の問題としてよりも、むしろより広く被験者の個別言語文化の

問題として、あらためて考え直してみる必要がありそうに思われる。

こんな観点から、 IEA国際数学テストの日本人の成績に影響を及ぼしたと思われる要因を、主として英語

国民のそれと対比しながら考えてみたい。

1) 数詞 .10進法

数は言語を超越した普遍的な概念とされてはいるが、世界で最も簡明な数調と、最も完全な 10進法の数

詞組織をもつのは、中国語と、それをとり入れた日本語などいくつかの漢字文化圏の言語である。 11)これ

が、日本人の数観念の率直な発展と、数の容易な取扱いに果たした役割ははかり知れない。それに比べる

と、ヨーロッパ語の数詞の体系は、単純性と合理性に欠ける点で、はるかに不完全で不便だといわざるをえ

ない。ヨーロッパのとくに西部や北西部の諸言語にあらわれる 10進法、 12進法、 20進法の混数法はその

ひとつである。たとえば、 91を、フランス語では4x 20 + 11 (quatre-vingt-onze)，デンマーク語にいたって

は1+4ト20(en og halvfemsindstyve)と表すれこんな複雑な数詞をもっ国があることが、果たして日
本人に信じられるであろうか。これらの数詞が、本国人にとってさえいかにわずらわしいものであるかは、

戦後の一時期フランスで、 80、90をそれぞれ簡明なoctante，notanteに改めようとする運動が起こった一事

からも明らかである。

英語にも 40をtwoscore，人生70年を threescore and tenと表現する 20進法の習慣はいまだに失われて

いなし3。また、 dozen，gross， inch， footなど12進法の名残りも根強く、イギリスやアメリカでは、九九表も

9 x 9まででは追いつかず、 12x 12まで、あるいはそれ以上を必要とするほどである。

こんな混数法が、 10進法を基本とする現代数学との聞に不適合を起こさないはずがない。イギリスでは、

1ペニー x12 = 1シリング、 1シリング x20 = 1ポンドという混数法の複雑な通貨単位を、ついに 1971年

に10進法に改めた。アメリカでも、近年になってやっとメートル法採用の動きがでてきた。これらは、い

ずれも従来の混数法の不合理と不利とを悟ったためにほかならない。

しかし、ヨーロッパの数調のうちでは最も出来がよいといわれる英語でさえも、その最大の泣きどころは

II ~19 の数詞の不規則きである。 ll ， 12 は，日本語では、 10 進法にもとづく算用数字の記数法そのままに、

整然と「ジ、ユウ・イチJ(10 + 1)， 1ジ、ユウ・ニJ(10+2)と表すのに対して、英語ではten-one，ten-twoとは

ならず，eleven， twelveという特別の形をとらなければならない。そのために、英語国の児童には、日本の児

童とは違って、 10を位取りを表す特別の数とみる意識はとほしい。 12)
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さらに 19までの数も、たとえば16(sixt田 n)を10+6とは表さず、ドイツ語流の 6+10の形をとり、し

かも 60(sixty)とまぎらわしい。とくに 10代の数の理解について、英語国の幼い児童が日本の児童には考え

られないつまずき方をしやすいといわれるのも、実はこんな数詞のなせるわざなのである。

数は本来、度量衡よりもさらに一段と抽象度の高いものであって、それだけに思考の基本を規定する力

が強い。したがって、簡明な数詞と徹底した 10進法をとる日本語と比較した場合、数の単位観念の明確度

という点からみれば、英語の数調とその体系が、とりわけ初等段階の数学学習者にあたえる心理的障害は、

決して過小に評価することはできない。演算については、これが、とくに加算・減算の習熟に及ぼす景完草は

無視することができない。

2) 乗法九九

さらに、日本人と英語国民の数学学習にあたって、それぞれの母語の性格が大きな影響をもっと考えられ

るものに、乗法九九の学習法がある。九九は、いうまでもなく同数の累加を一度に行う計算であって、この

学習が数学の正確で迅速な運用能力を身につけるための基礎になるものである。

ここで見落としてならないことは、英語には、 one，two， three …という一種類の基数詞しかないのに対し

て、日本語には、イチ、ニ、サン…という漢語系統のものの他に、ヒトツ、フタツ、ミ ッツ…、さらには

その変形としての、ヒイ、フウ、ミイーという和語系統の基数調があるという事実である。しかも、それ

らが自由に転枕したり、短縮されたりして、ヨーロッパ語には例をみないほど多様な数調を形作ることがで

きる。さらに、単純な音節構造のために同音異義語の豊富な日本語の特質とあいまって、それらの数詞は有

意味な一種のゴロ合わせによる読み方すら可能である。

電話番号にまで意味をもたせて、

878-4187 (花はよい花 一花屋)

298-5454 (服はゴシゴシークリーニング屋)

181-8604 (一杯やろうよーパー)

648-2108 (虫歯に入れ歯一歯科医)

などと読むことさえできる。国家予算のような膨大な数字でさえも、こんな方法でいとも簡単に読みこな

してしまう。こんな芸当は、ヨーロッパ語ではとても想像もできないことである。

日本語のこの特徴は数学の学習にもとり入れられている。たとえば、

ゾ互 1.41421356… 

(ひと夜ひと夜に人見ごろ…)

v'3 1.7320508 ... 

(人並みにおごれや…)

π3.14159265… 

(産医師異国に向こう…)

などと、小数点以下7，8ケタまでも苦もなく記憶できるのは、まさに日本人生徒の独壇場であって、欧米人

がしばしば驚異の目をみはるところである。13)英語固では、たとえば円周率はかろうじて、
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Now， 1， even 1， would celebrate 

3 4 5 9 

In rhymes mapt， 出e great 

2 6 5 3 5 

Immorta1 Syracusan， rivaled nevermore ... 

897  9 

などという詩を作り、用いられた各単語のle悦 rの数が3.1415…となるように工夫するのが関の山である。

しかし、これさえも詩を覚えること自体が容易でない上に、うっかり綴りを間違えば、数値は途方もなく

狂ってしまう危険がある。とうてい日本語の比ではない。

日本語の乗法九九は、けっしてゴロ合わせではないが、上記のような数詞をはじめ日本語の特徴を巧みに

生かして、英語の九九とは比較にならぬほど簡潔で、唱えやすく、記憶しやすい形式を整えている。わが国

最初の完全な九九表は、すでに970年の『口遊(くちずさみ)Jの中にみえるが、題名が示すとおり、当初

から目で見るものというよりも口で唱え、そらんじるためのものであった。

たとえば3x 3は、日本語では「三かける三は九j、英語ではThreetimes three is (are) nine.と読む。しか

し、九九表の場合には、英語では一般にそのための特別の省略・簡略化を行わず、そのままの文章式を暗記

するのに対して、日本語では必ず「三三(さざん)が九」という特殊な形を用いる。まず、数調は記憶に便

利な形に転批・簡略化されたものを使う。文章としても「かけるjは省略され、さらに積が10以上になる

と助詞「がjも脱落する。その結果、日本の九九は、日本人の心に訴えるといわれる例の四拍子のリズムを

おびて、子守り唄のように覚えこまれる。このような口請の容易さは、ヨーロッパ語では考えられもしない

ことで、中国語およびその影響をうけた朝鮮語や日本語の九九の大きな特色である。

さらにその九九も、 10進法の徹底した日本では、 1x 1から 9x9まででこと足りる。ところが、英語固

ではこうはいかない。アメリカのカリフォルニア大学ロサンゼルス校とフロリダ州のエカード大学で、英

語を母語とするアメリカ生まれのアメリカ人大学生・大学院生732名に対して行った筆者の調査によれば、

彼らの94%が日本とは違って、なんらの簡略化もほどこさない長い英語の文章式の九九を覚えているが、

1 x 1にはじまり、 9x9に終わる九九を習ったものは全体のわずか21%にすぎない。 55%の学生が12x 12 

まで、 3%が13x13まで、さらに3%が15x 15まで、 18%が25x 25までという気の遠くなるような九九

を教わったという。イギリスやカナダにおいても事情は大差がない。

わが国では、乗法九九は小学校 2 年生の後半のわずか 1~2 か月、文部省の学習指導要領によれば約 20

時間で教わり、ほとんどすべての子どもが反射的に口をついて出るまでに習熟する。ところが、イギリスの

小学校では、一般にこれを 2，3年生、アメリカ、カナダでは3，4年生の2年間をかけて学習し、なお完全に

記憶できない生徒が多いのが実状である。たとえば、アメリカのカリフォルニア州とニューヨーク州の平均

的と思われる小学校計5校から筆者が得た報告では、ここ数年、それぞれの小学校卒業時に、九九を身に

つけている児童の割合は4O~50%というほぼ一致した結果がでている。とすれば、このあたりがアメリカ

の13歳生徒を考える場合の一応の目安とみることができそうである。

また、先の筆者の調査でも、アメリカの大学生・大学院生の実に 38%が九九をほとんど、もしくは不完
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全にしか覚えていないと答えている。これらの数字は、われわれ日本人からすれば、確かに容易には信じが

たいものかもしれない。しかし一方、日本人の l∞%近くが自由に九九をあやつれるという事実は、アメリ

カ人からみると、それ以上に信じがたい話であることも、また同時に忘れてはならない。

一般に、アメリカ人にとっては、乗法九九表はあたまから記憶するというより、他の数表と同様に、必要

に応じて参照するという意識が強いようである。手許に九九表のないとっさの場合には、加算の繰り返しを

筆算で行うことが多い。これは、欧米諸国では多かれ少なかれ共通した現象であるが、表意文字の伝統をも

っ視覚的文化の日本で、古来、九九が聴覚的であり、表音文字をもっ聴覚的文化の欧米で、九九が「ピタゴ

ラスの表」として、逆に視覚的傾向をもつのは興味深いことといわねばならない。

もちろん、数学などの演算型の教科に習熟するためには、単に「記憶」に頼るだけでなく、これを「理

解Jすることが重要なことはいうまでもない。しかし一方、基本となる計算の結果を言E憶して、それを複雑

な演算に応用することが不可欠なのは、乗法・除法が加法・減法と明確に異なる点でもある。この九九の成

否が、とくに乗算・除算の習熟に及ぼす影響は少なかろうはずがない。

以上のように考えてくると、数学学習の基礎的段階、とくに有理数の四則詐算に及ぼす個別言語の景簿の

意外な大きさに気づかざるをえない。日本人の子どもたちが欧米の小学校へ転校すると、ほとんどの場合、

算数だけはクラスの最上位の成績をおさめる。あるいは、アメリカの成人の暗算能力が日本の中学生より

も劣ると報告されたりする。しかし、これらも単に日本人の数学的能力の問題や、あるいは数学を白眼視し

たJohnDeweyの教育学に多くを負うアメリカ教育制度の問題としてよりも、むしろ基本的には、それぞれ

の母語がもっ言語的性格の問題として、より深く考え直す必要がありそうである。

それを、一層はっきりと裏付けるデータがある。たとえば、日本人の小学生で、あっても、アメリカに住ん

で、暗算にもっぱら英語を使う子どもたちの場合には、やや事情が違ってくる。カリフォルニアのそんな子

どもたちについて行った筆者の調査によれば、彼らは暗算に日本語を使う子どもたちに比べて、四則計算の

正確さと迅速さに関するかぎり、確かに不利な結果が認められるのである。英語を母語とするカリフォルニ

アの日系米人の場合にも、ほほ類似の傾向が観察されている。

ところが、アメリカ人やカナダ人の小学生でも、日本に住んで、暗算にもっぱら日本語を使う子どもたち

の場合は、日本人に比べても少しも遜色はない。京都在住のそんなアメリカ人とカナダ人の子どもたちに

対する筆者の調査によると、彼らは暗算に英語を使う子どもたちに比べて、四則計算については明らかに

有利な結果が認められるのである。

これはいうまでもなく、個別言語に依存しない超民族的な普遍性をもっと思われている数学の学習にも、

実は、学習者の言語がけっして無関係ではありえないことを明瞭に示すものである。知的能力が何よりも大

きく関わりをもっと考えられている数学の学習でさえも、それを国(言語・文化)レベルで比較してみると、

より大きく学習者自身の個別言語が関わりをもっていることがわかる。

こう考えてくると、 IEA国際数学テストにおいて、表1の日本の 13歳生徒が異常なまでに高い成績をお

さめたことも合点がいこう。簡明な数詞、完全な 10進法の数詞組織、それに記憶に便利な九九をもっ日本

人生徒が、加減乗除の四則言七算に圧倒的な強みをもつことは、彼らが問題別にみても、基礎的算数と上級算

数という算数技法的な問題にずば抜けて高い得点をあげたことによく表れている。

また、こんな文化型としての日本人の「数学強さjは、当然、わが国の学校数学教育が整備される以前か
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らのものである。明治期に来日した外国人が、そんな日本人について書き残した記録は少なくない。たとえ

ば、すでに明治 16年に大阪で聞かれた在日外国人宣教師会議で、日本人の九九の記憶力と数学学力の高さ

に驚いた立教女学校のアメリカ人宣教師は、わざわざ、

‘百ley[the Japanese] have a good memo可姐d訂egood mathematicians.' 14) 

と報告しているほどである。

なお、これまでみてきたことから、先の IEAテストに、もしも日本と類似の文化的条件をもっ中国や韓

国が参加したとすれば、それぞれの国の数学教育の現状は一先ず切り離しても、かなりの高い得点をあげ

たであろうことは、けっして想像に難くない。現に、アメリカのPsychologyToday誌(1983年9月号)や

Science誌(1986年2月14日号)は、それぞれ日本、台湾、アメリカ 3固の小学生について行った数学学力

調査の結果を報告しているが、それによれば、そのいずれの調査の場合にも、台湾の子どもたちの成績は日

本と十分に措抗していて、アメリカよりもはるかに高い成績をおさめている。 15)

3) 数式

以上は、英語と比較した場合に、数詐算において日本が有利であると考えられる条件であった。しかし、

これとは反対に、日本語が英語に比べて不利な立場に立たされる場合もある。数学記号を使った数式がそれ

である。

日本では、数式は、交通標識などと同様に、口にだして読むためのものではなく、単に見たり書いたりす

るものと考えられるほど、われわれには読みづらいものが多い。たとえ読めても、数式とその日本語の読み

方とは、まったく別物という印象すらあたえる。しかし、英語では、これがそのまま立派に読めることを忘

れではならない。

簡単な例として、 1+2=3をあげてみよう。英語では、 Oneand two are (is)血ree.と式の順序に従って自

然な英語で読みくだすことができる。日本語の場合には、 一般にこれを「ーたす二は三Jと読ませている。

しかし、このような読み方が、自然な日本語でないことはいうまでもない。日本語本来の読み方からすれ

ば、動詞が後置されて、「ーに二をたすと三になるjでなければならない。すなわち、日本語に忠実な数式

に示せば、 1，2+3=である。「ーたすこは三jは、日本語の語順を破って、数式に合わせるためにあとから

無理矢理にこじつけた、いわば一種の「あてレコjにすぎないのである。

以下の数式を、日・英語で読み比べてみると、それは一層はっきりする。

2/3 

two over吐rreeor two-thirds 

三分の二

α-b-':-c>d 

αminus b divided by c is greater白anor equa1 to d. 

αから、 bをCで割ったものを引くと、 dより大きUい、叫カか、等しい

l
b

ρρbVンf六(x
int匂疋gralf合旨romα tωo b of f of x 
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f(x)をαから bまで積分する

これらを日本語で読もうとすれば、漢文の場合と同様に、返り点をうって逆戻りしなければ読めないこと

が理解できょう。しかし、これはいわば当然のことであって、元来、数式はたまたま 16世紀から 18世紀

にかけてヨーロッパにおいて、ヨーロッパの言語を象って作り出されたという歴史的事情を反映したもので

あるにすぎない。いかなる自然言語に対しても等距離・中立であるはずの数式は、実はこのようなまことに

恐意的な産物にすぎないのである。

ヨーロッパ語の構造に準じた数式が、演算される量の聞に演算記号をおいた形1+2=3であるとすれば、

日本語に準じた数式は、 1，2+3 =のように演算記号を後置したものでなければならない。現に、 1951年に、

ポーランドの数学者J.Lukasiewicsはこのような数式を提唱して、それは彼にちなんで逆ポーランド記法と

呼ばれている。この記法は、単に日本語の構造に合致するというだけでなく、一切のかっこを用いずに計算

の方法を明示できるという利点をもつため、コンピューターでは実際にこの数式が利用されているほどで

ある。

したカfって、
m ni 

乞αi~ンり

のような記法も、逆ポーランド記法にならって、

ijXLiαL 
のように逆転させてみると、はじめて「第行-xz-n個の和に第z-aを掛けたものを m個足せJと、日本語

でまったく自然に読みくだすことができるのである。

要するに、現行の数式は、ヨーロッパ語にとっては自然言語の延長であるにすぎないのに対して、日本語

からみれば、生活言語とは全く異質の構造をもつものといわなければならない。そして、日本人生徒にとっ

ては、この数式と日本語との聞の甑酷は、数式が宅殿町七するにつれて顕在化し、以後、その矛盾は次第に拡

大して、数学への不適合の大きな原因となっていることは否めない。

それは、 IEAテスト理科系 17歳生徒の部の日本の成績を問題別にみると、解析幾何、解析、代数、論理、

微分、積分の順に低くなり、とくに微分、積分では、国際的にも最下位に近い成績しかあげられなかったこ

とにも、はっきりと裏書きされている。この数式の複雑化は、日本の多くの生徒の数学アレルギーが急速に

増大する 13~15 歳の時期とほぼ符合していて、彼らの算数(初等数学)と数学の学力の聞に、欧米人にはみ

られない大きなギャップを生じる結果になっているのである。先にあげた表2(17歳生徒)及び表3(標準

化成績)は、このような事情を端的に示したものとみることができる。

4 r日本人の知的水準J

以上のように考えてくると、 IEA国際数学学力テストのいわゆる「数学学力世界一」の得点も、それが

そのまま一般に信じられているほど、日本人の数学的能力の高さを示す指標とはいいにくいことが理解さ

れよう。

1986年1月、学校教育のレベル低下に悩むアメリカ教育省は、 WhatWorks:・ResearcカaboutTeaching and 
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Learningと題する 65ページの異例の全国民向けパンフレットを作った。その中で、明らかに日本を強く意

識して、日本が最高点をあげ片やアメリカは最低に近い成績しかあげられなかったIEA国際数学学力テス

トの結果を、全国民にわかりやすくグラフで示している。その上、レーガン九統領が自らその序文の筆をと

り、強い危機感をもってアメリカ国民の奮起をうながした。わが中曾根首相の例の「アメリカ人の知的水

準j発言がとび出すのは、それから半年後のことであるが、明らかにその背景には、世界的に注目された

アメリカ圏内のこんな動きがあった。考えてみれば、われわれは、いわばいわれのない優越感にひたって、

あまりにも有頂天になりすぎていたようである。

それにつけても、このような理解は、一圏内的な調査だけでなく、広く国際的な対比研究をまってはじめ

て明確に得られるものであるだけに、 IEAテストのような大規模な国際的調査が、言語の果たす重大な役

割に最後まで気づかず、単に表層的な教育条件の分析に終始したことは惜しまれる。もちろん、このテスト

に表れた各国の教育到達度には、それぞれの社会的背景、教育環境、学校制度、カリキュラム、教員構成、

学習者の学習意欲など、諸々の要因が複合的に働いていることはいつまでもない。しかしながら、さらにそ

の根底には、個別の言語文化の厚い層が、 IEAが予想もできなかったほどの強い拘束力をもって横たわって

いる現実を見落としてはならないであろう。「異言語文化理解」ゃ「異文化間コミュニケーションJがこと

もなくいわれることの多い昨今、現代科学・技術の担い手として最高度の普遍性をほこる数学をもってして

も、なお個別の自然言語に対して完全な治外法権を主張することができないという事実を、この際、われわ

れは認めておく必要がありそうに思われる。

5 国際英語能力テストの結果

数学と好対照をなすのが、日本人の外国語の能力に関する国際的ー制面である。たとえばEdwinO. Reischauer 

は、機会あるごとに、日本人の英語能力について次のような厳しい批判を繰り返した。

The amount of effort， time and money put into English language teaching and leaming probably 

produces smaller results in Japan than anywhere else. 16) 

1959年、日本をはじめて訪れたArthurKoestlerは、日本人を評して 'hopelesslin伊 ists'と断じたことが、

当時話題になった。また、日本人でも江崎玲於奈は、ノーベル賞受賞のためにスウェーデンを訪れた際、ス

ウェーデンの「大半の国民が巧みに英語をしゃべるのに接してみると、日本の英語教育は根本的に解決しな

ければならぬ何かの問題を抱えているJ17)と痛感して、日本の英語教育の非能率を叱った。

とくに最近は、一種の国際的な英語テストである TOE且 18)について、日本の成績の悪さがしばしば話題

になる。たしかに、たとえば、 1993-1995年のデータでは、国別にみると日本は 182か国(地域)中 162位

という成績である。アメリカの国際数学テストの成績と同様、「屈辱的な」成績と映るのであろう。数学学

力が「世界最高jのこの国で、片や英語能力はまさに「世界最低jであるという。これだけ明確な結果を突

きつけられれば、「もはや言い訳はできないJともいう。

しかし、この結果をもって、ただちにわが国の英語教育を国際的には「下の下」と評するとすれば、それ

はあまりにもナイーヴな速断といわざるをえない。さきにわれわれは、民族を超えて等距離・中立である
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はずの数学の学習にさえも、個別の言語・文化が、われわれが予想もしなかったほどに大きな関わりをもっ

ている事実をみた。とすれば、いわば言語・文化そのものである外国語の学習に、学習者の個別言語・文化

が深い関わりをもたないはずなど、とうていありえないからである。

たしかに、 K.ChastainやRodEllisが、演緯的な類推能力を強調する認知教授、法では、知的能力と言語能

力の聞に有意の相関を認めていることはすでに知られている。しかし、彼らは同時に、習慣形成を強調した

オーデイオ・リンガル教授法については、両者間に有意の相関を認めていなし、。またPaulPimsleurは、ア

メリカ人生徒を対象にして、 IQ、英語の成績、全教科成績の平均、適性テスト、全教科成績の平均+適性テ

スト、の各項目について外国語の成績との相関関係を調べている。それによれば、それぞれの相関度は順

に、 0.46，0.57，0.62，0.62，0，72であった。 19)この結果によっても、 IQの外国語成績の予測力は、少なくと

も他の4項目に比べて劣っていることは認めざるをえないであろう。このことは、国際的な外国語テストの

結果を国別(言語・文化別)にみるといっそう明瞭になる。

表4は、 1993-1995年のTOEFLの国別平均得点を示したものである。 20)いうまでもなく、 TOEFLは英

語を母語としない人々のための英語のproficiencytestであるが、もしもこの成績をもって、それぞれの国の

英語能力のひとつの指標と考えるならば、その結果はまことに興味深い。

表4で、最も高い得点をあげたのはどのような国か。それは、英語と同じインド・ヨーロッパ語族のなか

でも、とくに英語と近い関係にあるゲルマン語系の国々(オランダ、デンマー夕、ベルギー、ドイツ、ルク

センブルク、スウェーデン、ノルウェー、スイス)である。ロマンス語系の国々(ポルトガル、イタリア、

フランス、スペイン)は、それに次いで得点が高い。ただし、ロマンス語系でも、広大なスペイン語世界を

なす北中南米諸国(アルゼンチン、メキシコ、コロンピア、ペルー、ベネズエラ)の得点は、アルゼンチン

を除けば、他のロマンス語系の国々よりもさらに低い。次いで、英語から遠ざかるにつれてスラヴ語系(ロ

シア、ただしチェコ・スロパキアはロマンス語系に迫る)、ギリシア語系(ギリシア)の順に得点は下がっ

て、イラン語系(イラン、アフガニスタン)がインド・ヨーロッパ語族のなかで最も低くなっている。

一方、セム・ハム語族(エジプト、エチオピア、アラブ首長国連邦、サウジアラビア)、とりわけ、最後

の2国の得点の極端な低さが目をひく。かつて、 EdwardGibbonが、 'Confidentin the riches of the汀 nauve

tongue，出eArabians disdained出estudy of any foreign idiom.' (The Decline and Fall ofthe Roman Empire)と述

べたことが思い出される。

インド・ヨーロッパ語圏外でも、高い得点の目立つのは、シンガポール、フィリピン、ナイジ、エリア、ケ

ニア、ガーナ、それにインド・ヨーロッパ語圏のインドなど、英・米の植民地経験国であることに注意しな

ければならない。

反対に、欧米の植民地経験をもたず、しかもインド・ヨーロッパ語族とは無縁のアルタイ語族やシナ・チ

ベット語族の国々(韓国、台湾、タイ)は、まるで申しあわせたように得点が低い事実を見落としてはなら

ない。わが日本も、実は、このような国々のひとつであることに気づく必要がある。

このようにみると、北中南米の広大なスペイン語文化圏を除けば、学習者の母語の語系、いいかえれば学

習者の母語と英語との聞の言語的距離と、さらには欧米による被植民地経験の有無が、 TOEFLの結果に見

事なほど鮮明に表れていることがわかろう。
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表4:TOEFL 国別得点状況 (1993 年 7 月 ~1995 年 6 月)
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これは、単に 1993-1995年だ、けに限ったことではない。表Cl)からも明らかなように、 TOEFL発足以来今

日まで30年以上もの問、いいかえれば、受験者層が選ばれた少数のエリートで、あった当初の頃(1964ー1966

年:日本人受験者1，710人)から、広く一般の人々が数多く受験するようになった今日 (1993-1995年:日本

人受験者278，309人)まで、大勢としてこの傾向はほとんど変わっていないのである。

最近、 TOEFLの日本の得点の低さを、日本人受験者数の異常な多さ、いいかえれば受験者の大衆化の結

果とみなすかのような説が目立つ。 22)しかし、単に目先の事象だけにとらわれず、表5に示したような長

期的な視点に立ってみると、むしろ受験者数(層)の変化が、わが国のTOEFLの得点に意外なほど影響を

あたえていないという興味深い事実がはっきりと見えてくる。

日本語とスウェーデン語は、いうまでもなく、英語に対して、けっして等距離関係にはない。日本語は、

世界でも孤立した言語のひとつといわれるが、一方の英語は、日本語とはまったく異質のインド・ヨーロッ

パ語族のl言語であり、しかも、スウェーデン語はこの英語と同族関係にある。異語族言語の学習が、同語

族言語の学習に比べてはるかに大きな困難を伴うことは、あらためていうまでもない。しかしわが国では、

スウェーデン人も、日本人も、英語の学習は同じようにできるはずだと固く信じこまれているようである。

この問題を考えるためには、単にTOEFLだけにとらわれず、たとえば1984年以降、世界の各地で行わ

れるようになった国際日本語能力試験23)をも併せて考えてみるとよい。この日本語能力試験の成績を調査

してみると、逆にTOEFLの得点の低い固ほど高い得点をあげていて、ほほ完全にTOEFLの裏返しの結果

になっている事実がわかる。この結果もまた、上に述べた学習者の母語と学習言語との言語的距離の関係を

はっきりと裏づけている。

このようにみてくると、当然、われわれ日本人にとっても、英語よりはるかに習得の容易な外国語もある

ことに気づく。たとえば、隣国の朝鮮語がそれである。日本の大学の朝鮮語科では、日本人学生は朝鮮語の

文法体系を 4週間もあれば、ほほ完全にマスターするといわれる。また、韓国のいくつかの大学からの報

告によれば、それらの大学で朝鮮語を学んでいる外国人留学生のなかでは、日本人学生の進歩がほぼ例外

なくとび抜けて早いという。韓国側からみれば、朝鮮語を学ぶこれら日本人留学生は、いわば「世界最高の

外国語能力」をもっとさえ映る。

それもそのはずで、、朝鮮語は、事実上、日本語に最も近い外国語とさえいうことができる。文法体系にい

たっては、日本語とウリふたつである。したがって、国際日本語能力試験では、韓国の受験者の成績が常に

とぴ抜けて高いのも少しも不思議はない。言語差の大きいヨーロッパの留学生の成績は、当然、相対的に

低し、。

外国語学習の立場からみた言語的距離については、アメリカ社会科学研究会議とアメリカ学術協議会で

構成する日本研究合同委員会が出した日本研究実態調査報告書がひとつの参考になる。それによれば、英

語国民がフランス語を習得するのに要する時間を 1とすれば、ロシア語には3、日本語には6の時間を要す

ると考えている。 24)また、 multilingualとして知られる GregoryClark (多摩大学学長)は、やはり英語国民

としての自らの体験から、フランス語を習得するのに要する時間を 1とすれば、ロシア語には4、中国語に

は7、日本語と朝鮮語には 10の時間を要したと、折りにふれて語っている。 25)

実は、 DonaldL. Aldermanらは、受験者の母語と英語との言語的距離が、 TOEFLの得点に及ぼす影響に

ついて、すでに注目すべき研究成果を発表している。彼らの研究は、 TOEFL項目の実に88%近くが、受験
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表5:TOEFL 国別得点の推移 (1964 年~ 1995 年)
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者の母語によって大きく影響をうけるという事実を明らかにしている。 26)

6 ["言語・文化的地動説Jへの転回

われわれが、日本人の IEA数学テストや TOEFLの得点をもって、そのまま「世界最高の数学学力jや

「世界最低の外国語能力jと誤信してしまった27)のは、学習者自身の個別の言語・文化が、数学や英語の学

習にいかに大きな関わりをもつかを、すっぽり見落としてしまっていたからである。そして、そんな理解に

立つてはじめて、いわばいわれのない「優越感」と「劣等感jとの間で揺れ動くわれわれ自身の姿もまた、

はっきりとみえてくる。

いやしくも異文化理解を念頭においた新時代の数学や英語の学習は、一般に考えられがちな単なる計算技

術や言語技能の習得にとどまるものではない。むしろ、数学や英語の学習そのものを通して、なによりも絶

対的な自己中心の発想から、多様で相対的な世界の認識への脱皮を促すものでなければならないはずであ

る。それは、いいかえれば、母語・母文化を機軸として世界を認識する「言語・文化的天動説」から、世界

の視点から母語・母文化を考え直そうとする「言語・文化的地動説jへのコペルニクス的転回を意味する。

[注]

Notes 

1)本稿は、平成9年6月 14日、滋賀県立大学で行った平成9年度滋賀県立大学公開講座の講義「日本

人と異文化理解Jの内容を整理したものである。

2)たとえばイギリスでは、 NationalCurriculumをはじめとする近年の様々な教育改革は、明らかに日本の

教育の「成果」に触発されたと考えられるものが目立つ。 MikeHowarth， Britain's Educational Reform: 

A Comparison with Japan 仏ondon:Routledge， 1991)などのように、日本あるいは日・英の教育に関す

る調査報告や研究書の出版が相次いでいる。

3) Torsten Husen (ed.)， International Study of Achievement in Mathematics:・AComparison ofTwelve Countries 

(Stockholm: Almqvist & Wiksel1， 1967). 

4)表1、表2、表3は、いずれも上記IEA報告書の資料を筆者が整理したものである。

5) Time， 1967年3月17日号.

6) r毎日新聞j， 1983年9月 10日夕刊.

7) Psychology Today， 1983年9月号.

8) Nature， 1982年5月20日号.

9)刀me，1990年6月4日号.

- 35一



16 大谷泰照

10)たとえば、三浦朱門「大成功の日本の教育Jr中央公論j1982年4月号;文部省初等中等教育局 『我が
国の初等中等教育J(1985年1月);木田宏「日本の教育の特質Jr季刊・海外日系人j第23号(1988年
10月)など。

11)泉井久之助「数詞の世界Jr言語生活j1973年 11月号.

12) D. Pauling， Teaching Mathematics in Primary School (O.U.P.， 1982)， p.33. 

13)このように数字に意味をもたせて記憶することは、日本語や中国語では可能であるが、朝鮮語の場合

でさえ困難であるといわれる。

14) Proceedings of the General Coゆrenceofthe Protestant Missionaries of Japan (Yokohama: R. Meik1ejohn， 

1883)， p.166. 

15)他にも、 TESOLQuarterly (1981年9月号)やNewYork Times (1986年8月30日)などが、同様の結果

を報じている。

16) Edwin O. Reischauer，‘The English Language and Japan's Role in the World，' The English Teachers' Maga-

zine (Tokyo : Taishukan)， Vol.l 0， No.lO (J担.1962). 

17) r朝日新聞J， 1974年1月4日夕刊.

18) Test of English as a Foreign Languageの略。実施機関は NewJersey 州PrincetonのEducationalTesting 

Service。

19) Pau1 Pims1eur，‘Testing Foreign Language Learning，' Trends in Language Teaching， ed. Albert Valdman 

(New York: McGraw-Hill， 1966)， p.I77. 

20) TOEFL: Test and Score Data Summary， 1995-96 Edition (princeton: Educational Testing Service， 1995). 

21) 1964-1971年分:Educational Testing Serviceにおける筆者の調査による。

197ι1995年分:TOEFL: Test and Score Manual (Princeton: Educational Testing Service)各年版による。

22)たとえば、沖原勝昭 fTOE孔データと日本人の英語力Jr現代英語教育J(研究社出版)第34巻第3号
(1997年6月)など。

23)実施機関は国際交流基金と日本国際教育協会。

24) SSRC-ACLS Joint Committee on Japanese Studies， Japanese Studies in the United States (SSRC-ACLS， 

1970)， pp.309f. 

25)グレゴリー・クラーク 『英語勉強革命j(ごま書房， 1996)， p.93.など。1996年 11月26日、東京・竹

橋会館で行われたELEC創立40周年記念ノ叶、ル・デイスカ ッション「これでいいのか日本人の英語j

にパネリストとして出席した彼は、やはりこの点を強調した。
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26) Dona1d L. Alderman & Paul W. Holland， ltem Performance across Native Language Groups on the Test of 

English as a Foreign Language (Princeton: Educational Testing Service， 1980). 

27)経済企画庁編『国民生活白書(平成8年版)jまでが、表やグラフを示して以下のように述べ、「世界最

高の数学学力jと「世界最低の外国語能力Jの誤信を、あらためて国民一般の聞に広く定着させてし

まった。

i[IEAテストの結果] 日本の中高生の学力は世界の中でも非常に高い水準にあるJ(p.6) 

i[TOEFLの結果]日本の得点をアジア諸国・地域の中で比較すると ..低い成績となっているJ(p.9) 

Abstract 

It is commonly held血atnumbers and number expressions consti加te出efirst universal lan-

guage independent of any naturallanguage. No doubt has been cast on the notion血atmother 

tongue di百erencesmake no di百erencein learning mathematics. Because of its‘universal' ch紅-

acter， mathematics was chosen as血esubject to be investigated in the IEA Intemational Study 

of Educational Achievement. 

A grave defect in血isstudy， however， is the failure to take into account the cultural background 

of the participating countries. For example， the mathematica1 expression ‘2 x 3' is believed by 

IEA examiners to express an identical concept universally. However， it does not. In English， it 

generally means ‘2 times 3，' namely ‘3+3.' InJapan， itmeans ‘2 no 3 bai，' or ヨ+2+2.'That is， 

出epositions of the multiplier and the multiplicand are reversed， because there is no equivalent 

way of expressing ‘A times B' in J apanese. 

When the number system， multiplication tables and mathematical expressions are thus con-

sidered， mathematics remains an artificial language not fully independent of naturallanguages， 

rather than the ideal medium modem science is searching for. The results of血eIEA test wi1l 

reftect not only the degree of achievement in mathematics， but also features of the examinee's 

own language and culture as a background. 
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SOME EFFECTS OF SUMMARY WRITING 

ON READING AND WRITING 

Kiyohiko OKUMURA 

Introduction 

Reading and grammar are focused on in the English c1assrooms in most senior high 

schools in Japan (Okumura， Hirota， Okada and Tokioka， 1995).百lerefore，there is little or no 

room for using English in the reading c1assroom. Students just translate English sentences into 

Japanese and rarely discuss in English what they have read. So the language they use most of 

the tIn1e in their English lessons is Japanese. If they have some writing activities， they usually 

translate Japanese into English (lbid.， 1995). 

百leauthor has仕iedto improve his reading lessons for years， and come to realize出at

writing connected with reading is a key to the change. When writing activities are closely 

related with reading， there can be some discussion in English about what they have read， which 

may also be useful for the students to check and deepen their understanding of what they have 

read. 

Summary writing is very closely related with reading. It necessarily requires students to 

take a wide view of a text， distinguishing important ideas from details. Therefore， it is 

impossible to summarize a text well unless they fully comprehend it. In other words， if a 

teacher has his or her students write about what they have read， it is easy to know how well 

they have comprehended the text， and as a result， the teacher can lead them to more effective 

reading. Petrosky (1982) notes: 

(W)riting about reading is one of the best ways to get 山 dentsto unravel出吋

transactions so出atwe can see how they understand and， in the process， help them 

learn to elaborate， clarify， and illustrate their responses by reference to the associations 

and prior knowledge出atinform them (p.24). 

Summary writing is as effective to comprehension as to retention of a text. Doctorow， 

Wittrock & Marks (1978) experimented on sixth grade students， giving the experirnental group 

paragraph headings to use in their summaries while giving the control group no assignment of 
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2 Kiyohiko OKUMURA 

summarization. The results were that the summary writing group doubled their retention and 

comprehension. Then they concluded出atthe active generation of relations between出c

sentences in a paragraph enhanced comprehension and retention. 

Generally speaking， many reading teachers have their students summarize a text while they 

teach little about how to write a summary. Since most of the students don't know how to 

summarize， they write a summary only by making the text shorter. In fact， they have rarely or 

never been taught how to summarize before ente出19college (see Note 1). 

What does summary mean? The Advanced Learner's Dictionary of Current English says 

that江means'brief account of the chief points.' However， a good summary should be more 

than血at:it should be objective， complete and well-balanced (Reid， 1988). In other words， the 

summarizer's opinion should not be in the summary， every main idea should be contained 

there， and equal attention should be paid to each main idea. Besides， the summary writer 

should avoid plagiarism or copying the original text， and use his own words (Brown & Day， 

1983; Kirkland & Saunders， 1991; Woodward， 1993・94)(see Note 2). A good summarizer 

also combines ideas across paragraphs as well as within paragraphs， and does not stick to出c

order of the original but rearrange it (Brown & Daぁ1983;Hidi & Anderson， 1986; Rinehart， 

Stahl & Erickson， 1986; Sarig， 1993). 

Summarization is no simple task;社irnposesupon us a great deal of∞gnitive operations 

and constraints. As for cognitive operations， summarization requires the comprehension， 

evaluation， condensation， and transformation of ideas of a text (Hidi & Anderson， 1986). 

Johnson (1983) also points out six operations: (1) comprehending individual propositions of a 

text， (2) establishing connections between them， (3) identifying出estructure of the text， (4) 

remembering the content， (5) selecting批 information，and (6) formulating a concise組 d

coherent verbal representation. 

Moreover， there are two sides of constraints when we summarize: extemal constraints and 

intemal constraints (Ki仙nd& Sauders， 1991). Extemal constraints include the pu中O印刷

features of the assignment， tirne constraints， and various conventional constraints. Material 

constraint is also an irnportant extemal cons回int;its familiarity， complexity and length greatly 

affects a summarizer. on the other hand， intemal constraints are a summariz 
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material to be summarized. While reading， the students keep trying to reflect the relationship 

between the assignment and the material. After they have凶edto identify key concepts of血c

material， they begin to write a summary. At each of the five stages (reading the assignment， 

reading the passage， reiating the assignment with the passage， identifying the key concepts， and 

writing a summary)， such metacognitive operations as planning， assessing， and repairing are 

repeated in their mind (Kirkland & Sauders， 1991). 

百lerefore，before teachers require their students to write a summary， it is necessary for 

them to be fully aware of the complexity of summarization process and of the various 

constraints irnposed upon the student summarizers. 

Thus， summary writing requires a lot of things of a summarizer. If it is taught 

systematically， it seems to be a good way to irnprove students' ability of reading as well as 

writing. Although a number of researchers note出atsummary writing is efficient， there are not 

enough data obtained on Japanese students， especially those at the low intermediate level. So it 

is worthwhile to make sure that summary writing can lead these students to be beほrreaders as 

well as better writers. 

The aims of this research 

百leaims of this research are to solve the following questions: 

1. Does summary writing practice make the students better readers? 

2. Does summary writing practice make the students better writers? 

3. Does summary writing practice make the students better summarizers? 

4. Do summary writing activities activate the reading classroom? 

Subjects 

This is a report of a reading course conducted by the author for a total of 76 college 

freshmen who do not major in the English language企omApril， 1996 until January， 1997. 

Classes lasted 90 minutes; about 20 to 30 minutes out of each class was spent on summary 

writing instruction， and the rest of也etirne was spent on reading comprehension. A total of 23 

classroom sessions out of 27 were spent on summary writing. 
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Procedure 

Pretests and posttests 

In order to know and re氾ordthe students' present skills or proficiency in reading， writing， 

and summarizing， three kinds of pretests were given when the reading courses began in April: a 

reading test， an essay writing test， and a summarizing test. 

Table 1 Pre-(Post-) tests and their characteristics 

Genre Sour∞ Task Time 

Reading comprehension TOEFL m.-choice/ T-F 30 min. 
Essay writing JACET Kansai free wroting 20 min. 

Summary writing College textbook 40-to-60 word writing 30 min. 

百lesame tests were given as pos仕estsnine months later between Dec怠mberand January of 

血enext year. 

Regular instructions of summary writing 

The summary writing instruction was composed of two kinds of tasks: text summarization 

and rule-leaming practice. As for the text summarization， the students were required to write a 

summary of about 100 words of each chapter of the textbook named Making Choices: 

American Youth in the 1990s written by N. Reid (1992) which had been discussed in class. 

Each chapter had 8 pages (nearly 2，000 words) of expository passages. So far they wrote 

summaries of 5 chapters and 6 brief summaries of parts of the texts. 百leyusually wrote 

summaries of a longer text at home， and those of a shorter text in class. The students also 

wrote t耐eeother summaries of what they had seen on video， NHK's News English from abc. 

百lerule-leaming practice was usually done in class for less than half an hour.百leauthor 

frrst explained rules with some examples， and then gave some exercises in it， such as 

paraphrasing， superordinating (see Note 3)， topic-sentence inventing， note-taking， key-word 

writing， linking-word using， paragraph writing and so forth. 

What follows is the checklist for summary writing the students always referred to. 

Checklist for summary writing 

(1) Did you select main ideas企om出eparagraphs? 
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(2) Did you write a topic sentence in your summary? 

(3) Did you delete trivial ideas? 

(4) Did you delete redundant ideas? 

(5) Did you substitute a superordinate term for a list of items or actions? 

(6) Did you use linking words effectively? 

(7) Did you write in your own words， instead of copying the text? 

Results 

5 

Table 2 shows the results of出epretest and血eposttest of the summarizing test. Each test 

required the testees to summarize a passage entitled Divorce and remarriage in America in 40 to 

60 English words within 30 minutes (see the text at page 6).百letests were measured in seven 

ge町 es:topic sentence， main ideas， redundancy， paragraph form， usage of summarizers' own 

words， and holistic evaluation. They were rated by three teachers inc1uding the author. 百le

inter-rater reliability has been 86. 

百riscriterion of measurement was invented by the author referring to Sarig's (1993) 

production evaluation model.百lereason why 6 marks were allotted to the geme of main ideas 

in this test was血at出etext consisted of three main ideas (Two marks were allotted to each main 

idea). Six marks were allotted to 'Own word' because of its importance. Furthermore， holistic 

evaluation was added later， since the author found after several trials出atan anal戸ic

measurement cannot evaluate everything. 

Table 2 Comparison between the scores of the pretest and血eposttest of summary writing 

Topic sen-Main ideas Redun- Paragraph Own word Holistic Total (30 
tence (3) (6) dancy (3) (3) (6) (9) marks) 

Pretest 2.19 2.91 1.82 1.73 2.25 3.14 14.00 

Posttest 2.51 3.60 2.29 2.47 4.17 5.90 20.54 

Gain (%) 14.6 23.7 25.8 42.8 85.3 87.9 46.7 

百letotal score of出eposttest increased by 46.7 percent， and sigillficantly higher 

(t=12.866， df=75， p<0.005 ) than血atof由epretest. In every geme the scores of the pos悦 st

are sigillficantly higher than those of the p民test.百legreatest increase is seen in the geme of 

holistic evaluation， 'Holistic.' This seems to be natural， because the improvement in all the 
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other genres must have given the raters favorable impressions. Usage of summarizers' own 

words， IOwn words' is the genre where the students improved most remarkably. Actually， 

most of the students wrote the f凶tsummary in the pretest only by copying many expressions 

of出etext. 

As for the paragraph organization， 'Paragraph'， the basic fonn of a paragraph significantly 

improved by 42.8 percent ( t=8.744， df=75， P<0.005). In the posttest， more paragraphs were 

indented， and the relations between the sentences were more closely connected. 

Are there any differences of the results among the three levels of proficiency ( good， mid 

and poor summarizers) for the summarizing posttest? According to Table 3， the most striking 

characteristic among the 6 genres， is seen in the genre of 'main ideas'. Most of the good 

summarizers pick up all the three main ideas and include them in血eirsummary， but出emid 

summarizers caught one or two of them， and恥 poorsummarize四回ughtone or none of them. 

百世sseems to have much to do with the differences of the reading scores of each group (see 

Table 4). 

Table 3 Comparison of the mean scores of the summarizing pos仕estsamong levels 

Topic sen-Main ideas Redun- Paragraph Ownword Holistic Total， (~O I 
tence (3) (6) da即 Y(3) (3) (6) (9) marks) 

Good 3.0 5.3 2.9 2.8 5.5 7.7 27.1 

Mid 2.5 2.7 2.2 2.3 3.7 5.6 18.6 

Poor 2.2 1.3 1.2 2.0 2.9 2.7 

百legreat differences in the scores of 'redundancy' among the three levels can be explained 

with the similar reasons.百legood summarizers can distinguish main ideas from details which 

can often be redundant， while the poor summarizers， who find it difficult to do that， often 

include redundant ideas in their summaries. 

For the genre of lown words，' most of the students仕iedto use their own words， but the 

poor summarizers made many grammatical mistakes. As for 'holistic' scores， it is natural for 

the good summarizers， who got higher scores in each genre， to have obtained much higher 

evaluation. In fact， the summaries of the good summarizers give the raters pleasant feeling of 

brevity and appropriateness， while those of the poor summarizers displease the raters with their 

frequent errors and unnecessary ideas. 
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The following is the summary writing test used as出epre-/posttest. ・Summarizethe following passage in 40 to 60 English words: 
Everyone knows that the US has one of the highest divorce rates in the world. In 1991， for 

examp1e， there were a1most half as many American divorces as marriages.τ'his means that a1most 

50% of US marriages will end in divorce. What these facts may hide， however， is the fact that 

Americans紅巳 stillvery much fond of marriage. 百lefact is， by the time th巴yare 40， over 90% of 

men and women will have married at 1east once. In addition， the remarriage rates for peop1e who have 

been married and divorced are a1so high. 

he reasons for the high divorce rate in the US are d出1印 1tto pinpoint， but they are definite1y 

connected to the strong ωrrent of individualism in American culture. Most Americans view marriage 

primarily as a ∞ntract between two peop1e which either partner has the right to disso1ve if he or she 

no 10nger finds the re1ationship satisfactory. In many cultures， outside pressur出企omfamily， society 

or religious beliefs may keep unhappy marriages together.百lesetypes of pressures are mostly absent 

会omAmerican re1ationships. 

Another factor contributing to the high divorce rate is the re1ative equality of American 

women within the marriage. 百lereis a much greater potentia1 for discord if both the man and the 

woman have組問凶1say in a re1ationship， than if the man alone has al1 of the authoriη. 

Furthermore， since most American wives work outside of the home， they have the financial 

independence necessary to live on their own in the回seof divorce. 

The primary reason that the American divor田 rateis so high is re1ated to the under1ying 

American attiωde toward marriage. Americans are still very fond of marriage.τ'hey see marriage， 

however， as組 exper凶lent.If it does not work out， they are willing to adrnit that they have made a 

mistake and try again.τ'his probab1y means that， while there may be fewer very 10ng marriages in the 

US than in other countries， there are perhaps fewer unhappy ones， too. 

T. Nishida組dA. Pitillo， ed.， "Serial Monogamy: Divorce and Remarriage in the U .S." 

in Totally American， (Sanshusha， 1995)， pp. 46・7.

• What follows are the summaries written by three students; one (A) got higher scores， 

組 other(B) mid scores， and the other (c) lower scores. All of these are uncorrected. 

(A) 

In this article， the author describes American high divorce rates. We can think some 

reasons about it. First， it is because the American have the strong individualism. 

Second， it is because American women want to have the equality within the marriage. 

45一



8 Kiyohiko OKUMURA 

百lIrd，社isbecause the American regard the marriage as an experiment.百lerefore，US 

has one of the highest divorce rates. (62 words) 

(B) 

Weknow血atUS has one of the highest divorce rates in the world.百lereason for the 

high rates center to the strong current of individualism is American culture and the 

relative equality of American woman. American don't have pressures from outside 

such as family. They action in own belief. 百lIsprobably means there are fewer 

unhappy people in America. (55 words) 

(c) 

In America， the divorce rates are very high. In 1991， for example， there were almost 

half as many American divorces as marriages. Americans still fond of marriages， so 

see marriage as an experiment. While there may be fewer very long marriage in the 

US than in other countries， there are perhaps fewer unhappy ones， too. (57 words) 

百lereare some similarities and differences in the summaries above. First， all the three 

students begin their summary with the right topic sentence， although Student B only changed 

'Everyo即 know附s'to 'Wekno仰w.'Second， S削dentAw出esall the three main ide錨 (3reasons 

for divorce in this case)， but Student B takes in two of them， and Student C only one. Instead， 

Student C's summary is filled with redundant， unnecessary information. Third， Student A's 

summary is well organized， using such connectives as 'first'， 'second' and 'third'， while the 

other students' are ambiguous. 

Lastly， each summarizer uses his or her own words. However， some differences can be 

seen among the three summaries. Student A sometimes bOITOWS independent words (such as 

'individualism， equality .and experiment)， but rarely copies the phrases or clauses used in the 

original. Student B and C often bOITOW the same phrases or clauses from the original， and 

Student C takes in the unimportant details without changing any expressions. 

Table 4 shows the results of出epretest and出eposロestof the reading test. The test is 

composed of two kinds of questions: multiple-choice questions about main ideas and true/false 

questions about details. 百letest is too small to evaluate the the students' exact ability of 

reading， but can give some hint of it if it is considered together with the results of the geme of 

'Main ideas' of the summarizing test. 
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Table 4 Comparison between the results of出epretest and出epos仕estof reading 

Main ideas (25) Details (25) Total (50 marks) 

Pretest 11.7 11.2 22.8 

Posttest 15.0 12.0 27.1 

Gain (%) 28.2 7.1 18.9 

The results of由eposttest show出atcomprehension has significantly improved in both 

ge町esof main ideas and details (t=10.04， df=69， p<0.005; t=8.52， df=69， p<0.005). 百le

gain (28.2%) of the genre of main ideas is comparable to・出at(23.7%) of出esame genre in the 

summary writing test (see Table 2). However，血egain is higher for the main ide描 thanfor the 

details (7.1 %).百ledifference may be because main ideas were focused on in the summary 

writing instruction. The result corresponds with the report by Rinehart， Stahl & Erickson 

(1986)， which notes出atsummarization training significantly affected the recall of major ideas， 

but出atit did not have a significant e百ecton the recall of minor ideas. 

百leresults of血epretest組 d出eposはestof由eessay writing (the title of which is 'My 

Hometown') are also favorable ones. An analysis was made in three genres: the mean number 

of the words written，下unitlength and error frequency. Table 5 shows由atthe number of 

words written in 20 minutes increased most of the three genres (76.4 to 101.4 words). T-unit 

length and error台equencyis almost unchanged. Error f民quencyis somewhat reduced， but 

there is some differences among the levels of proficiency (Table 6). 

Table 5 Comparison between出eresults of the pretest and出epos加 tof essay writing 

Number of words T-unit length Error仕equency

Pretest 76.4 7.88 1/13.79 

Posttest 101.4 8.38 1/16.17 

Gain (%) 32.7 6.30 14.76 

When出edata are∞mpared among the t胎∞ levels(see Table 6)，出epoor writers show 

greater increase than the other groups in the genre of the mean number of the words written， 

and下unitlength increased most for the mid group.百leimprovement泊errorfrequency is the 
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greatest for the good writers， while the poor writers made more mistakes in the second test than 

in the first test. This shows血atfaster writing can give desirable effects on good writers， but 

n削O叫ttωo po∞仰O町rwr阿rite訂r此 (In 出批ee附s路sa勾yw附附ri悩tin喝gt陥附凶側t出批et附凶倒te蹴c凶sw悶er印erequired tωowr阿rit旬ef:加a槌st附c町r組刷da硝s 

much as possible.) 

Table 6 Comparison of the results of由eessay writing tests among出ethree levels 

Number of words T-unit length Error frequency 

Good Mid Poor Good Mid Poor Good Mid Poor 

Pretest 106.1 71.3 51.8 9.21 7.24 7.19 1/15.21 1/12.87 1/13.30 

Posttest 117.5 94.7 91.9 9.39 8.09 7.65 1/21.88 1/13.96 1/12.48 

Gain (%) 10.74 32.82 77.41 1.95 11.74 6.40 30.45 8.00 -6.52 

An analysis of the questionnaire 

百lequestionnaire given at the end of出e∞urseinvestigated the students' self-evaluation of 

their improvement in summarization and in reading comprehension， and so forth. It asked them 

to what extent and in what genres they felt they had irnproved or not irnproved. An analysis 

shows出atmany sωdents felt they had irnproved both in summary writing加 din reading 

comprehension (see Appendix 1 and 2). As for summary writing， most of the students noted 

they had 'somewhat' or 'much' improved in出egenres of writing 'topic sentences'(76.0%)， 

using their 'own words'(77.3%)， and using adequate 'linking words'(66.7%). About half of 

the students felt 'paragraph organization'祖 d'vocabulary and expressions' had also irnproved. 

百lesedata have much in common with those of the summary writing tests mentioned above. 

'Topic sentences' did not irnprove so remarkably for the summary writing test because the topic 

sentence in the test was easy to find， but the students must have felt出atthey could write a topic 

sentence better as they practi∞d summarizing other passages seveTIil times. 

on出eother hand， only 33 to 24 percent answered in the affirmative in出egenres of 
'changing the orders of the description of the original text' and 'grammar and usage.'百世smay

be because the former genre is a little too difficult for the students at the low intermediate level 

to master in a limited period， and because 'grammar and usage' is not particularly focused on血

血esummarization practice. 
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Seeing the responses by each of the three levels， more mid students say they have 

improved in paragraph writing than the other levels (70% for the mid， 40% for the good and the 

poor writers each). For writing 'topic sentences'， each group answered they have much or 

somewhat加proved(80% for the good writers， 90% for出emid and the poor writers each). 

As for reading comprehension， more than 60 percent of the students answered出atthey 

had improved in the genres of distinguishing 'main ideas' from details (69.4%) and of 

'paragraph awareness'( 62.7%). The data also seem to be reliable， because they are similar to 

those of the reading tests. Besides， more than half (53.3%) of the students reply血atthey 

could read a text without translating into Japanese. This may be because the author encouraged 

them to grasp main ideas referring to the top-down type questions he gave beforehand， and 

because he never required them to put English passages into Japanese in his daily reading 

lessons. He also hoped血atreading without仕組slationcould lead to faster reading， and as a 

result， nearly 40% respond出atthey have come to read a little faster， although he did not give a 

special training in faster reading. 

百leauthor asked his students in the questionnaire at the same time whether they had used 

English (L2) only or both Japanese (Ll) and English ωcomplete an English summary， and it 

was found出atfar more than half of them (64%) used L20nly， and出ateven poor summarizers 

(70%) had not used Ll. This shows出atthe target language only is recommended in summary 

writing， at least in college. 

百lestudents' active participation in the leaming activities has been observed throughout the 

course. Furthermore， many students state in the questionnaire that those summary writing 

experiences in the reading classroom have been very fruitful. One student notes， "Summary 

writing practice can make us good readers as well as good summarizers and writers." Another 

says， "百lIsis one of血ebest ways to acquire English." And still another agrees to this way of 

teaching， saying， "In the other reading classes many of us usually feel sleepy and tend to be 

passive in leaming as long as we are not told to translate certain lines in a text into Japanese， 

whereas in this class everyone has had to be actively engaged in reading and writing." 

Finally， it should be added血atthe questionnaire shows few or no students practi∞d 

summary writing in the other English courses for the same period. Therefore， it may be 
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Discussion 

百leauthor originall y started summary writing instruction so出athe would keep his reading 

c1ass 台ombeing monotonous and motivate his students to positively participate in leaming 

activities. Now出at23 c1ass sessions of summarizing instruction are over， his major aims 

seem to have been fulfilled. Moreover， it has been found出at出estudents回nleam many 

things through summary writing at the same time.百lefollowing are some of出eadvantages 

gained from summary writing in the reading c1assroom. 

Summary writing gives students an opportunity to: 

(1) make sure of their understanding of a text， so出atthey can understand the text more deepl y. 

(2) practice distinguishing main ideas仕omdetails in a text. 

(3) practice grasping the gist of a text. 

(4) leam how to organize paragraphs and passages. 

(5) positively take part in leaming activities in the c1assroom. 

(6) bridge the gap between translation and academic writing. 

百leleaming atmosphere in the c1assroom has been very favorable throughout the course; 

the students， while reading， concentrated on distinguishing main ideas宜omdetails， and read 

the texts with the expectations of the later summarization activities. While writing summaries， 

they became a11 the more focused on such activities as grasping the gist， inventing topic 

sentences， combining and rearranging ideas面白etext， writing in their own words， and so 

forth. 

百leauthor started this research with four aims， a11 of which are considered to have been 

attained. The first aim was to help the students read better，出atis， improve in comprehending 

main ideas of a text. This is evidenced by the fact血at出eirscores significantly increased in the 

genre of main ideas both in the reading test and in出esummary writing test. Writing a proper 

topic sentence is also an important factor indicating the understanding of a text.百lescore 

difference of 'Topic sentence' between the two summary writing tests shows出atthey have 

irnproved in getting to the gist. Besides， m組 ystudents say in the questionnaire出atsumma可

writing forced them to take a wide view of a text to discem the gist and main ideas. Some 

students even say出atsummary writing is the most efficient for the irnprovement of reading 

ability. 

百lesecond aim was to help出estudents write be伎町~ Although the essay writing test 

given， may not measure their exact writing ability，社 wasfound出atwriting fluency would be 
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considerably irnproved. 四位 irnprovementin writing f1uency and summary writing is 

considered to be an evidence血atthey have stepped further toward good writers. 

百lethird airn was to make the students be口ersummarizers. By summary writing practice 

they have come to write more proper topic sentences， include more pieces of irnportant 

information distinguished from the details， write in better organization， and above all， use批 rr

own words instead of copying the texts. However， their ability to write in better structure and 

more granImatical sentences is not found to be significantly irnproved. 

To activate出ereading classroom was the fourth aim. An analysis of血equestionnaire 

shows出atthe airn has been accomplished. Most of the students (76.0%) agreed to the ideas of 

the summary writing instruction in the reading classroom， especially because it is effective to 

irnproving reading comprehension and developing English language proficiency. A句'pical

answer was that reading alone tends to be boring and make the students sleepy， but that， on the 

contrary， summary writing makes everyone very active and busy. 百lerewere only two 

students out of 75 who did not出ceit， but only because it required very much work from them. 

Thus， summary writing has been found to give some good effects on reading， writing and 

on the classroom atmosphere. However， there are several problems to be solved. More 

effective and systematic approaches should be devised. 百leway to feedback summaries 

should also be studied. If there should be something common between L1 and L2 summary 

writing， summarizing practice in L1 might be introduced. 

Furthermore， better tests for measuring reading， writing and summarizing ability could be 

used. Especially， developing better ways to evaluate summaries and compositions is a pending 

question. 

On the whole， it has been found出atthe Second Problem indicated by the Writing Teaching 

Group of JACET， 'Writing activities should be introduced in the reading classroom，' is not 

very difficult to solve， and血atsummary writing is a good way， especially because江isclosely 

related with the reading material. 

Notes 

1)百lequestionnaire白eauthor gave to his 76蜘 dentsbefore starting this reading course 

shows出atmore than 90 percent rarely or never written a summary in English， and由atnone of 

them were taught how to write a summary. 

2) Troyka (1987) states， "Be particularly careful about allowing plagiarism to slip into a 
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THESIS STA1EMENT and TOPIC SENTENCES. It is plagiarism to put a sOUfce's main idea 

into your words and pass出atoff as yours in your thesis statement or topic sentences. 

Similarly，社isplagiarism to ∞mbine the main ideas ofseveral sOUfces， put them into your own 

words， and pass that off as your own idea. Your thesis statement and topic sentences must 

reflect your synthesis of material to make them into your own thinking，" p.520. 

3) Superordinating (=generalizing) practice is useful for the students to effectively condense a 

text. This can be the topic-sentence invention practice at the same time. 

E.g. Summarize the following text in one sentence. 

百leJapanese had the same straight black hair and skin color. Also， although the 

Indians could not have known this， the Japanese had been bom with the same so-called 

Mongolian spot at the base of出c註spines.From J. Seward (1984). Changing America， 

Gaku Shobo， p. 2. 

Ans.二今百leIndians and the J apanese have many things in common in their 

physical features./百leIndians and the Japanese resemble each other physically. 
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Appendix 1 

Questionnaire on the summary writing practice (Jan. 1997) 

(A) Do you feel you have improved (or not improved) in the following items on summary 

writing since last April? Choose (1) -(4). 

(1) Much improved. 

(3) Not improved. 

a. Writing a paragraph. ( ) 

b. Indenting a paragraph. ( ) 

(2) Somewhat improved. 

(4) 00n1t know. 

c. Writing a topic sentence in each paragraph. ( ) 

d. Inventing a topic sentence， according to a whole text. ( ) 

e. Writing a summary， distinguishing main ideas from details. ( ) 

f. Writing a summary in your own words， instead of copying a text. ( ) 

g. Writing a summary， changing the orders of the sentences of the sources if necessary. ( ) 

h. Using other linking words than 'and' and 'but.' ( ) 

i. Summarizing in rather a short time. ( ) 

j. Using appropriate vocabulary and expressions. ( ) 

k. Writing in correct usage and grammar. ( ) 

(B) Which of the following processes did you usually take to write a summary in English? 

1. Wrote English notes and/or key words first，組dthen an English summary.. 

2. Wrote a summary in English directly without writing組 ynotes or key words beforehand. 

3. Wrote Japanese notes and/or key words first， and then an English summary. 

4. Wrote a summary in Japanese， and then translated it into English. 

(c) 00 you feel you have improved (or not improved) in the following items on reading 

comprehension since last April? Choose (1) -(4). 

(1) Much凶proved. (2) Somewhat凶proved.

(3) Not加proved. (4) Don't know. 

a. Comprehendi時組Englishtext directly without translating into English. ( ) 

b. Reading a text， being aware of the paragraphs. ( ) 
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c. Reading a text， trying to distinguish important ideas宜omunimportant ideas. ( ) 

d. Reading a text faster. ( ) 

(D) Oid you ever practice summarization in other English classes for this year? 

1. Often. 2. Sometimes. 3. Rarely. 4. Never. 

(E) Write freely what you think of having practiced summary writing面白ereading classroom 

for this year? 

Appendix 2 

Responses to the questionnaire on the summary writing practice (Jan. 1997) 

n=76 

(A) a b C d c f g h 1 k 

1 4.0% 8.0 21.3 10.7 4.0 25.3 5.3 6.7 13.3 1.3 1.3 

2 38.7 21.3 54.7 56.0 34.7 52.0 28.0 60.0 34.7 42.7 22.7 

3 53.3 56.0 18.7 25.3 42.7 20.0 56.0 29.3 46.7 45.3 60.0 

4 4.0 14.7 5.3 8.0 18.7 2.7 10.7 4.0 5.3 10.7 16.0 

(B) (C) a b C d (0) 

1 45.3% 1 8.0 12.0 14.7 1.3 1 0.0 

2 18.7 2 45.3 50.7 54.7 37.3 2 0.0 

3 28.0 3 40.0 34.7 20.0 61.3 3 24.0 

4 6.7 4 6.7 2.7 10.7 8.0 4 76.0 
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THE BUDDHA NATURE 

IN 

THE MAHAPARINIRl弘NASUTRA

Hoyu ISHIDA 

INTRODUCTION 

百lenotion of the Buddha nature plays a crucially important role in leaming Buddha-

Dharma and becoming aware of enlightenment.百leBuddha nature can be understood as 

something like a possibility or a seed of becoming a Buddha--an awakened， realized， or 

enlightened one.τms paper examines the notion particularly expounded in 出C

MahaparinirviilJ.asutra in order to shed some light or throw some question on the problem of血e

Buddha nature in terms of how its notion can be understood.
1 

We start with discussing when and under what conditions the MahaparinirviilJ.asutra 

was composed， and then deal with two major sources or elements on the notion of the Buddha 

nature seen in this su仕a. One is the Indian Buddhist tradition--the theory of tathagatagarbha;血c

other is the non-Buddhist influence of Upanishadic philosophy--the idea of atman.百lepossible 

reason this non-Buddhistic idea was introduced in the MahaparinirviilJ.asutra is discussed.百le

paper next talks about how this notion of the Buddha nature and the sutra itself were a∞epted in 

China and its influence on later Buddhist development. Finally， my interpretations訂epresented 

by a discourse of the notion of the Buddha nature vs. the idea of anatman in early Buddhism， as 

these two notions seem to conflict with each other. 

( 1 ) 

Under the same title， there are two different versions of出eNirv，匂a-sutra.One is 

included in the Digha-nikaya of the Sutta-pi~aka in the Pali cannon and is called the 

MahaparinibbiilJ.asutta (The Discourse of the Great Passing-away)， which describes the last 

days and death of sakyamuni the Buddha. The other is the MahaparinirviilJ.asutra of出C

Mahayana tradition， which expounds the Buddha's presence and the inherence of the Buddha 
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nature in a11living beings.百世spaper deals with the latter version. 

百leoriginal text in Sanskrit was probably wri仕enin early 4th century C.E. India， 

according to Shoson Miyamoto， who gives two reasons for this date.2百貨危streason is based 

on the date出atthe sutra itself gives. According to the sutra， the Buddha says to出ebodhisattva 

KaSyapa， "Seven hundred years after my passing into Mahapa加1IV瓦!la， this Mara-pipiyan 

(Evil One) will gradually destroy my Right Dharma....ρ As for血edate of出eBuddha's death， 

Northem Buddhism usually adopts the theory that the king Asoka came into the world about 

100 years a白erthe death of Sakyamuni. If we take this theory， Miyamoto says， then the death 

of the Buddha is around 386 B. c.， as he calculates the date on the basis of its hypothesis by 
Hakuju Ui.

4 
Seven hundred years a色町出eyear of 386 B.C. is the early 4th century--around 

314A.D. 

While this hypothesis is still debatable， Miyamoto gives another reason or proof for this 

proposed date from the contents of the sutra. As the previously quoted passage of the Buddha 

also indicates， the Mahaparinirv瓦!lasiitraoften describes the fact由atthe Buddha-Dharma was 

damaged or spoiled at the time of血esutra's composition. Historically， although Buddhism was 

still flourishing at出etime of血eGupta Empire (320-500)， the new govemment supported 

Hinduism and凶edto suppress Buddhism. For example， new temples built from and 

subsequent to the time of the Gupta Empire were a11 Hindu， and these temples were sometimes 

rebuilt from or upon Buddhist temples. Miyamoto says出at企omthese facts we are able to 

assume that this sutra was written at the beginning of or during the Gupta Empire. 

Up to today， there訂eonly a few pie∞s of the Sanskrit originals discovered. We still， 

therefore， greatly depend on four Chinese versions and two Tibetan versions which are 

preserved today. 

百leMahaparinirva¥!lasiitra is well-known in China and Japan as a scripture of the 

Buddha nature， the nature or quality which all sentient beings have for becoming Buddha or 

enlightened. According to this doctrine， a11 sentient beings equally possess the nature (seeds) of 

Buddhahood and therefore have由epotentiality of attaining Buddhahood. Delusion prevents 

these seeds from functioning. But once delusion is destroyed， the seeds will become activated 

and enlightenment will be atta泊ed.百lenotion of the Buddha nature， however， seems to be 

contradictory to由atof anatman (non-self) seen in early Buddhism; we will refer to this later. 

E
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百lenotion of the Buddha nature in the Mahaparinirva¥'.tJasutra has two major sources or 

elements. One is from the Indian Buddhist tradition--the theory of tathagatagarbha.百leother is 

from the non-Buddhist influence of Upanishadic philosophy--the idea of atman. We will first 

investigate the influence of tathagatagarbha. 

1) Passages which show血atthe notion of the Buddha nature was directly derived from 

tathagatagarbha: 

1 will in位。ducetwo versions of a story from出eMahapm由主v瓦{1asutra.

A. 百lerewas a bhik$u (monk)， preaching the Tathagatagarbhasutra. 

He said， "All sentient beings have the Buddha nature within themselves. If出c

infinite number of k1e$a (defilements， evil passions) are totally eliminated， then 

Buddha (enlightenment) becomes manifest， ex∞pt白血ecase of the icchantika (those 

without any desire or motivation for Buddha-enlightenment)." 

Then the king and various high officials asked the bhik$u. "Should you become 

Buddha or should you not become Buddha if within yourselves all have the Buddha 

na知re?"

百lebhik$u answered， "1 do not know江1should become a Buddha or not. 

Within myself there truly is the Buddha nature." 

(百leking) asked the bh此$Uagain， "If one is not組 icchantika，then from your 

estimation to me， 1 will become Buddha." 

百lebhik$u said to him， "But within myself there truly is the Buddha nature 

(already)."S 

B.百lerewas a bhik$u， preaching the Buddhaguhyagarbhasutra (唱X仕emely

Profound Scripture of the Secret of the Buddha Matrix"). "All sentient beings can 

eliminate an infinite number of bonds to k1e$a;出atis， they atlain anuttarasamyak-

sarカbodhi("unexcelled perfect enlightenment")， ex∞pt for the icchantika. " 

A king and his high officials said the following: "Bhik$u! Should you become 

Buddha or should you not become Buddha? Is there the Buddha nature or not?" 

百lebhik$u answered， "1 now certainly have the Buddha nature within myself. 

(However，) whether or not 1 will become (a Buddha) still cannot be known for sure." 

百leking said， "Most virtuous one， if one is not an icchantika， one will 

inevitably become (a Buddha)." 
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百lebhik$u said to him: "(It is) truly as the king has said.，，6 

百leTathagatagarbhasiitra is referred to at the beginning of the Fa-hsien version， thus it seems 

apparent出atthe notion of the Buddha nature should be directly derived from the theory of 

tathagatagarbha. 

Diana Paul writes， "Tathagatagarbha refers to a theory in Mahayana Buddhism which 

interprets the nature of the mind as int出lsicallypure (unconditioned) yet defiled (conditioned). 

百leobjective of this theory is to link living beings with the Buddha， encouraging them tωoa仕a泊

e叫n叫li泡g酔仰h加版t旬enme削n凶tし.日……..…"

C∞⑪四叩me"or 川 u凶1路sg伊one'ピピり"つ') 叩 d ga訂rb.肋'ha("womb" or "、emb肱ry卯0"コ)， which has a twofold general 
meaning: womb and the womb's contents. In the first sense of garbha，瓦Iaya-vijnana (store-

consciousness) is the womb in which tathagata is conceived， nourished， and matured. In the 

second sense， garbha signifies the presence of the potentiality for Buddhahood in all existence: 

Tathagatagarbha is the embryonic Buddha consisting of the pure dharmas in a person's aIaya-

vijnana. Tathagata resides in all sentient beings in utero. Dr. Paul says血atfrom these 

definitions of garbha， a passive and an active interpretation can be derived. Garbha as the 

Tathagata-in-utero refers to a receptac1e which possesses or receives the Tathagata. Garbha as 

出eTathagata-in-embryo refers to出eprocess of growth and birth which culminates in the 

Tathagata. Tathagatagarbha， therefore， has a dual function: 1) as the receptac1e of the Buddha 

nature; 2) as a cause for the gradual development and maturation of the Tathagata.
8 

JikidδTakasaki presents a diagram of how sutras or manuscripts of tathagatagarbha訂C

related to each other in a chronological order and of the transmission and evolution of 

tathagatagarbha.
9 

According to Takahashi， the notion of the Buddha nature in the 

Mahãpm加山F五~asiitra is mainly derived from the Tathagatagarbhasiitra.!O 百le

Tathagatagarbhasiitra is greatly influenced by the A vatarpsakasiitra' s idea of tathagata which 

goes back to the Prajnaparamitasiitra.百lePrajnap瓦ramitおiitra，regarding the notion of 

tathagata， seems ωbe derived from one of the Pali Nikayas， the 瓦gama-su tra • 百lenotion of 

the Buddha nature， therefore， can be traced back to early Buddhism along with the theory of 

tathagatagarbha. We would now出ce旬 tumour discussion to the non-Buddhist influence--the 

idea of atman--on the Buddha nature. 

2) Passages which suggest出atthe notion of the Buddha nature was influenced by a non-

Buddhist source: 
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百1ebodhisattva KaSyapa humbly said to the Buddha， "World-honored One， 

today for the first time 1 attained the right view. World-honored One， before this time， 

we all were known as people with heterodox views. World-honored One， in twenty-

five existence， is there atman or not?" 

百1eBuddha said，唱oodSon! Atman is the principle of tathagatagarbha. All 

sentient beings have the Buddha nature.百1atis the principle of atman.百1eprinciple of 

atman台om血every beginning has always been covered by an infinite number of 

k1e~a. Because of this， sentient beings cannot see it. Good Son! Take the example of 

many storehouses of genuine gold in a desti知tewoman's house， where no family 

member knows about them. Then a stranger， knowing upaya (skill in means)， talked ω 

出edesti加tewoman. '1 will employ you. You remove grass and dirt for me.' 

"The woman answered， '1 cannot. If you can show my child the storehouse of 

gold， then afterwards 1 will promptly do it for you.' 

"百1eperson said again， '1 know upaya and can show your child.' 

"百1ewoman replied， 'My family does not even know about it so how could you 

possibly know about it?' 

"He said again， '1 now am able to know about it.' 

"The woman replied， '1 also want to see it with him so you can show it to me 

too.' 

"Then he dug out the storehouse of genuine gold in her house.百1ewoman saw 

it and was joyous in her heart.百llSproduced a special thought and she honored出c

person. Good Son! the Buddha nature in sentient beings is also similar. All sentient 

beings cannot see it， just as the destitute person does not know the treasure storehouse. 

Good Son! 1 now will reveal the fact出ata11 sentient beings have the Buddha nature 

covered by various k1e~a， just as出edestitute person had a storehouse of genuine gold 

but could not see it. The Tathagata (Buddha) today reveals to sentient beings a悦 asure

storehouse of enlightenment， namely the Buddha nature. Hence， all sentient beings 

a宜erseeing this event， will be joyous in their hearts， and they will revere也eTathagata. 

The one who had upaya (in my example) represents the Tathagata. The desti旬te

woman represents出einfinite number of sentient beings.百1estorehouse of genuine 

gold represents the Buddha nature...・，，11

We are able to see出atthese passages do not hesitate to regard the self (atman) equal to 
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tathagatagarbha: "瓦tm組 isthe prInciple of tathagatagarbha. All sentient beings have出c

Buddha nature.百Iatis the prInciple of atman...." In the teaching of Buddhist philosophy， 

equating the Buddha nature to atman is even heretical.百lebasic Buddhist doctrine negates出c

notion of atman as an etemal entity or essence.百leMahaparinirva¥{1asutra， however， expounds 

出atDhanna-kaya (Dharma-body) or nirv布ahas four vi即時 (qu{1a)such as "etemal" (nitya)， 

"joy白1"(sukha)， "with self" (atma)， and市ure"(subha). How should we understand these 

ex民melyaffirmative virtues of tathagata or nirva¥na? 

Although江isnot impossible to interpret nirva{1a in a very affirmative way as such， the 

way of seeing the self as an etemal entity like atman is not a Buddhist view.
12 
We hen∞find that 

there was an influence仕omthe non-Buddhist tradition on the Buddha nature. Buddhist monks 

and scholars in India also must have leamed or been exposed to the Hindu philosophy earlier， 

especially at the time of the composition of the Mahaparinirva{1asutra， when there was a new 

policy of HinduIzation or Sanskritalization by the Gupta Empire. It is therefore even more 

natural to suppose出atthe writer (or writers) of出esutra at出attime should have been affected 

to some degree， consciously or unconsciously， in composing the sutra， for without considering 

the conditions of the time and place， one can not transmit the message effectively to people. 

A.L. Basham describes some of the social conditions of the time. He says血atwhen 

Fa-hsien was traveling in India in order to obtain authentic copies of the Buddhist scriptures， he 

found Buddhism flourishing still， but theistic Hinduism very widespread.百lerecord of 

Fa-hsien shows出atIndia had changed much since the days of Megasthenes， some 700 

years earlier.百lernild ethics of Buddhism and Jainism had gradually leavened Indian 

society， which was now more gentle and humane than in the days of血eMauryas. In 

place of the old sacrificial Brahmanism， Hinduism had appeared， in form not very 

greatly different仕om出atof re∞nt centuries.13 

It is also easy to imagine出atthe writers of出eMahaparinirva{1asutra purposely or consciously 

adopted the idea of atman， referring to the Buddha nature， in order to rninimize企ictionagainst 

the political favor of Hinduism of the time. 

田

After Dharmak~ema 仕組slated 出e Mahapa加1IV勾asutrain North China， interest arose 

h出at訂eaconcerning this text with its stress on the natures of nirv匂aor tathagata: eternity， 

joy， self， and purity. One of the leading figures who kept this interest alive was Hui-kuang 
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(468・537)，who inspired a succession of disciples to study and to write commentaries on the 

sutra. For example， one of these， Fa-shang (495-580)， became converted to Buddhism after 

having read the sutra， and he in tum transmitted the teachings to Hui-yuan (523-592). 

百lesutra was also readily we1comed by many people in China because the notion of 

goodness in human nature had earlier been advocated by Mencius (372・289B.CふMenciusis 

known to his successors as血egreatest Confucian in the history of Chinese philosophy. Like 

Confucius， Mencius based his teachings on the principle of jen (human heartedness)， 

supplemented by出econcept of i (righteousness). These two principles are considered， 

respectively， man's mind and man's path. It behooves man to develop his nature to出efullest 

and to exercise his mind to the limit. He is出efather of血etheory of the original goodness of 

human nature， being the most important Chinese philosopher on the question of human nature. 

Since the assumption血athuman nature was originall y good was already accepted， it was not 

too difficult for the notion of the Buddha nature to be a∞epted by Chinese， even though it was 

a foreign concept. 

When North and South in China were united together， Buddhist doctrines were also 

merged by Chih-i (538-597) in the form of the T'ien-ω(Tendai in Japanese) school， in which 

the notion of the Buddha nature played a central role. This notion also greatly helped出c

development of Ch'an (Zen in Japanese) Buddhism. Meditation was， for example， theoretically 

used as a kind of intuitive method of spiritual training， in order to discover the mind (the 

Buddha nature) within us血attranscends individual differences and the fundamental旧世ty

beneath a11 existence. In the tradition of Pure Land Buddhism， the Mahaparinirva.J}asutra was 

also important.百貨founderof ]odoshinshu or Shin Buddhism in Japan， Shinran (1173-1262)， 

for example， copiously quoted many passages from this sutra in his major work 

Kyogylδshinshδ， especially in the third volume titled "Shin (Faith)， "出ekey chapter of his 

whole work. Although由eFa-hsiang (Hossδin Japanese) sect took a negative position against 

the notion of the Buddha nature， many other schools or sects including the Hua-yen (Kegon in 

Japanese) school were influenced by the M.油aparinirv瓦nasutra.

CONCLUSION 

In conclusion， the question of whether or not the Buddha nature and anatman (non-self) 

are contradictory to each other can be summarized as follows: 

a) When early Buddhism refeπed to an励lanas one of出cτbreeSeals of Buddhism， 
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inc1uding du位ha(suffering) and ani加 (impermanency)，it did not negate出enotion of self. It 

simply negated the notion出atthe self was permanent as an etemal entity or substance. 

According to early Buddhism， the existence of self was temporary and conditional， but not 

identical， since出eself itself was in a constant change and did not stay in the same form 

forever. Therefore， as long as we do not regard the Buddha nature as祖 etemalentity， there is 

no essential contradiction between the notion of the Buddha nature and the theory of an励nan;

the Buddha nature is the possibility or seed， which is also transforming， of becoming a Buddha 

or enlightened. 

b) We are also able to say出atboth early Buddhism and Mahayana Buddhism focused 

on different angles or槌pectsof the problem， and出atthese differences produced just different 

ways of viewing things. Early Buddhism focused on analyzing phenomena and came to 

conc1ude出atthere was no ever-lasting self or ego as an entity， according to the principle of 

siinyata (emptiness). On the other hand， in Mahayana Buddhism， the focus was shifted to who 

or what could attain enlightenment， as seen in the bodhisattva ideal for instance. In this pursuit 

of the subject of enlightenment， the notions like tathagatagarbha or the Buddha nature inevitably 

became a matter for their attention and concem. 

NOTES 

1) In my paper， "百leProblem of Practice in Shen-hui's Teaching of Sudden Enlightenment" in 

Academic R々ports01 the University Center for lntercultural Education， the University 01 

Shiga Prφc印reNo.1， December 1996， pp. 51・63，1 discuss the issue of practice when it is 

applied to sudden enlightenment in Ch'an or Zen Buddhism， where the notion of the Buddha 

nature is of vital importance. In this paper， 1 make an attempt to focus solely on its notion and 

to present a problem within the Buddha nature. 

2) See D勾・δbukkyono sem・tsushiteki・kenkyii(Tokyo: Sanseidδ， 1970)， p. 490. 

3) The TaishδShinshii Daizokyδ12， p. 643. 

4) Indo tetsugaku抑止yii，vol. II (Tokyo: Iwanami shoten， 1965)， pp. 5-111. 

5) From the Fa-hsien (340?・420?)Chinese version， Taishδ12， p. 881. The Fa-hsien version 

was translated between 417 and 418. 

6)百lesame version仕om血eDh氾mak~ema(385-433 or 436) Chinese translation， Taishδ12， 

p. 404. This version was translated between 414 and 419 (or 416-423). 

7) See "百leConcept of Tathagatagarbha in the Sumaladevi su回 (Sheng-manChing)" in 
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Journal o[ the American伽倒的1Society 99.2 (1979)， p. 191. 

8) Ibid.， p. 191. 

9)めloraizδshisδnokeisei (Tokyo: Shunjiisha， 1975)， p. 769. 

10) Takasaki indicates出at血e1ρtus sutra also has some impact on the notion of the Buddha 

nature in the MahapaIInIIYa¥nasiltra. 

11) From the Dharmak~ema version， Taisho 12， p. 407. 

12)百10Ugh1 am not saying here出at出eM油apm割前瓦1}asiltraspecifiωlly states the Buddha 

nature or tathagatagarbha is the atman as an etemal entity. 1 am insisting出atthis sutra at least 

does not hesitate to use the self or atman， which has an Upanishadic connotation， referring to 

the Buddha nature or tathagtagarbha. 

13) The Wonder That Was lndia (New York: New York Press， Inc.， 1977)， p. 66. 
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HOLLYWOOD MOVIES， AMERICA STEREOTYPED 

WalterKLINGER 

Movies訂ean important resource and tool for the English language classroom. 

When we study a foreign language， we learn not only about the grammar and vocabulary， 

but also about the thoughts， feelings， fe紅s，and dreams of the people who speak血e

language. The English as a Second or Foreign Language class “serves血ecrucial 

function of cultural as well as linguistic orientation" (McGroarty 1993).百leready 

availability and appealing content of Hollywood movies makes them an easy and popular 

choice of material for both teachers and students.τbis essay discusses what血eymight 

say about American society， what makes them so at位active，and how出eymight be used 

in the classroom. 

One must be w紅yin making facile generalizations connecting film and society， 

for the study of society is not same as the study of representations of society (Powers， 

Ro血man& Ro出man1996:8)， but it is enlightening， and even important，ωtry and see 

what movies might show about the society which produces them.百lereis a large body of 

critical writing about movies and society， about television and society， about media and 

society. The central function of media， according to one theory of mass communications， 

is the creation of community. For Americans living in their own country， television is 

perhaps “the primary provider of血eaffirmative cultural vision，" of America as a 

national community (Maltby & Craven 1995:383). However， besides the occasional TV 

series like， famously， Dallas， it is American movies由atthe worldwide audience has 

ready access to， and which provide a major source of information， or misinformation， 

about American society. 

Movies have a cultural function:血eyaffirm and maintain the culture of which 

they are part (Maltby & Craven 1995:8); they present a portrait ofnationallife (Burgoyne 

1996:121). Movies reveal direct1y or indirectly something about national experience， 

identity， culture， temperament， ideologies， and aesthetic principles (Belton 1994: 123); 
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出eyare time capsules， giving insights into加 era'svalues and moods， dreams and 

desires; they are a barometer， showing changes in a coun仕y'svalues. They have become 

one of our chief means of telling each other about the world (Rosenstone 1996:206). 

Movies may be considered as a genre of modem folklore， a mythology出at

explores modem social conflicts， con住adictions，and attitudes (Maltby & Craven 

1995:114). One concem of ethnology is the search to find out why certain images and 

narratives have been considered important to pass along. As Gollin (1997) says，“We 

want our fairy tales and bed-time stories and hymns of religious fai由 tospeak about the 

Itru出slof血isworld. Hollywood provides." 

Movies show the cultural conditions白atproduced them， and what it is in the 

culture出atat住actsaudiences to出em.They function as a two-way mirror: the viewer 

can see through the mirror at the movie， but movies also reflect the audience. French 

film theorist Bazin said出at“moviesshow society as it wants to see itself' (Maltby & 

Craven 1995:55). 

Aspects of national identity are always coming into being， taking shape and 

changing. Movies are texts， documenting who we訂e，or who we think we訂e;出ey

reflect changes over出eyears in self-image， styles of dress and behavior (Belton 

1996:2). Yet movies do not show the real， but a re-imagined， re-invented version of the 

real (hooks 1996:1). Alfred Hitchcock described his films as tasty concoctions，“slices of 

cake" rather血an“slicesof life" (Belton 1994:27). In the archetypal Hollywood movie， a 

big-budget spectacle produced by one of the big studios出血eappropriately-named 

Tinsel Town， glitter and fantasy as often as not replace raw social realism. 

Society， the popular rnind， is not monolithic， but complex. lt is divided by age， 

th social class， gender， region， ethnicity and race. 20'"-Century America is a mass culture， 

but people think of themselves as unique individuals， and identify with a specific class， 

race， gender， and ethnic group， and with their intimate relationship to smaller social units， 

farnily， friends and communities. America is a multie血nicmass， comprising a diverse 

range of people， including New England Protestants， lrish and ltalian Catholics， rniddle-

European Jews， Asian-Americans， African-Americans， Latinos or Hisp組 ics，gays and 

lesbians. American movies show a wide range of di百erentkinds of people. Movies， to be 

。。
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economically successfu1， must a1so try to appea1 to these various groups， and members of 

different groups will furthermore read， interpret， or understand the movies different1y. 

There is no sing1e myth or ideo1ogy， a system of be1iefs血atindividua1s ho1d 

about the rea1 conditions of their existence， but if one cou1d imagine出atthere is one 

common American ideo1ogy， it may be the primacy of the individua1， as derived from the 

Bib1e， the Enlightenment and Romanticism， and enshrined in the Constitution. It is血e

difficu1ty，出estrain and instability， of reconci1ing the contradictions of individua1 with 

group interests，由atforms a major由emeof血eAmerican movie (Rubin 1996:61). One 

centra1 theme of ET (1982)， for instance， is how to accept the a1ien， the outsider， without 

disturbing the American nuclear fami1y way of 1ife (Wood 1996:221). 百leWestem 

movie also often examines the priorities and tensions between the individual and the 

community (Maltby & Craven 1995:122). 

There is in American ideo1ogy a nosta1gia for an idyllic past when the se1f was 

who1e， unified with the 1arger community (Be1ton 1996: 19).百lesuccessfu1 American 

Graffitti (1973) and simi1ar 1ater fi1ms 100k back at a supposed1y happier， more innocent 

and peacefu1 time before the assassinations and nationa1 agonies of血e1960s (Be1ton 

1994:311). American moviegoers took to he訂t血eCandide-1ike character in Forrest 

Gump (1994)， whose convictions and va1ues of honesty， integrity， innocence， optimism， 

and devoted 10ya1ty remain unchanged no matter what happens to him through turbu1ent 

times (Be1ton 1996: 12). Hope is a constant in American ideo1ogy and movies. Still， on 

occasion， as in movies of the Depression years of出e1930s 1ike The Grapes of Wrath 

(1940)， depictions of unemp1oyment， poverty， and racia1 prob1ems may present a 

pessimistic view of individua1 opportunity (Rubin 1996:64). Film noir movies of由e

1940s and ear1y 50s， and 1ater movies 1ike Chinatown (1974) and Taxi Driver (1976)， 

have themes of despair， of the 10ss of persona1 integrity and pub1ic honor， of psychic 

instabi1ity (Schrader 1971:163). Science-fiction movies 1ike 1984 (1956 & 1984)， Blade 

Runner (1982) and Seven Monkeys (1996) simi1ar1y show a fear of the 10ss of 

individua1ity . 

Be1ton in Movies and Mass Culture (1996) describes a由eorythat two dominant 

ideo1ogies， Jeffersonian Popu1ism and Rooseveltian Progressivism， shape American mass 、

cu1ture， and whose 
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from the time of the American Revolution， holds出atdemocracy is based on the self-

sufficient， self-reliant independent farmer or landowner. This American believes in 

equality of opportunity and honest and unobtrusive govemment， but also tends to 

xenophobia and paranoia， believing in threats， if not conspiracies， against his f詑edom

from big business and intemational money power and from co汀uptauthority. He takes 

his orders from his own conscience， not台omauthority figures. In his violent extreme， 

血isstereotype appe紅sin movies such as Stallone's Rambo (1982， '85， '88) and Clint 

Eastwood's Dirty Harry series (1971， '73， '76， '83， '88). Even a more cheerful character 

like Tom Cruise's in Top Gun (1986) does not follow orders， rather does things his own 

way. 

Rooseveltian Progressivism， originating in the early 20th -Century urban reform 

movement to clean up the slums and oppose business monopolies and political 

corruption， has as an aim to educate public opinion and legislate integrity， often by the 

tools of joumalism and educational reform. American film at times uses a joumalistic 

function， to inform about and debate current events and history， such as in Citizen Kane 

(1941)， It' s A Wonde，=向IL俳 (1946)，The China Syndrome (1979)， Silkwood (1983)， JFK 

(1991) and Malcolm X (1992). 

American movies can reflect the impact of historical events on the public psyche. 

百leVietnam War particularly fostered a sense of alienation， cynicism and mistrust of 

authority. In Rambo and DirηHarry， and other films like Catch 22 (1970)， Little Big 

Man (1970)， M*A*S*H (1970)， Platoon (1986)， and Good Morning Vietnam (1987)， 

authority figures are deceitful， incompetent and hypocritical， so the renegade hero must 

take orders from his own conscience (Powers， Rothman and Ro由man1996:92). 

American history，“if properly screened，" says Gore Vidal (1992:87)， is“a 

potential homet's nest，" and so has rarely been done.“When it is attempted，" Vidal 

continues (1992:82)， 

the aim of the exercise is to teach simple patriotism to a people become so 
heterogeneous血atm如 Yof them have little or nothing in common with one 
another， including often the English language. Plainly， it is not easy to inculcate 
patriotism when there is no agreed on patria. 
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Events in the Hollywood movie are therefore rarely put into ideological and 

institutional context; instead， they are seen in terms of an individual 's fate. The problems 

of race relations， as in Guess Who's Coming to Dinner (1967)， are not seen in political 

sources， but are seen as individual human problems， which are resolved by individuals 

(Belton 1994:283). The Deer Hunter (1978) and Platoon (1986) similarly see the 

Vietnam W紅 asa rite of passage of individuals (Quart & Auster 1991 :5). 

hooks (1996:115) calls血lS “society'sdeep dream，"血atsociety can be 

transformed without unpleasant sacrificial political action. It is， she says， an“u1timate 

reactionary message，"血atlove is powerful， transcending national identity and race，出at

politics and struggle are not needed， just desire. 

For a film to be financially successful， it must be seen by as wide an audience as 

possible. The Hollywood movie industry spends a仕emendousamount of time and 

money to find out what the current popular仕endsand values are， and how to package a 

film to gain a large audience by means of star power， special effects and advertising 

campaigns. The more people a movie offends， the more money it will lose， so it s仕ives

to appeal to all groups. To at仕actas m叩 ypeople as possible， no one must be offended. 

The movies出atconform to such a “dead centerism" thus reveal no political extremism， 

either right or left， and downplay ethnicity， fostering instead a spirit of assimilation， co-

operation， consensus and egalitarianism， presenting a ra血errosy glow about life while 

missing a lot of its blemishes (Jones 1992:5， 47). 

That 113 to 112 of Hollywood movie profits come from international sales further 

encourages filmmakers to soften and ignore any themes which will not appeal to or be 

understood by a foreign audience. Foreign audiences are at仕actedto American values of 

speed， style， humor， brashness， confidence， glamour， satire， violence， open spaces， 

glittering cities， cowboys and en仕epreneurs(Sklar 1994:215). Some films do present a 

critical view of American cu1ture， political corruption， murderousness， or greedy 

capitalism， though often in a satirical or humorous way， and with a happy ending， so血at

由eaudience does not become too depressed and refuse to pay for an unhappy experience. 

Thus many Hollywood films in the end affirm a heart-warming belief in the family， 

religion， and the nation， in a comforting restoration of仕aditionalvalues. 
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Movies are a big business but for filmmakers血eyare also works of訂t，and 

artists need to show things the way血eylook to them (Powers， Rothman & Ro血m組

1996:46). Hollywood may confirm or resist the dominant ideology (Belton 1996: 19); at 

times it may be liberal， conservative， radical， nihilistic， ambiguous or confused 

ideologically (Quart & Auster 1991:6)， though chances are血ata Hollywood movie will 

have a liberal perspective. Powers， Rothman and Rothman's survey (1996:52) shows白紙

the relatively small group of Hollywood filmmakers is largely liberal and even critical of 

many American institutions. Filmmakers need to show things the way血eylook to血em，

and may perhaps seek to lead， but， to be successful，出eycannot move too far from the 

audience's tastes and preferences (Powers， Rothman and Rothman (1996:4). 

A movie version of reality is always ideological deterrnined to some degree 

(Sconce 1993: 109)， though the Hollywood production style， in order to maxirnize profits， 

purposely仕iesto let as many viewers as possible enter the movie reality from many 

different perspectives. The Hollywood movie will thus appeal to viewers' interests in the 

big-budget special effects， a particularly appealing story， their favorite st紅s，or出eir

favorite genre--musical， horror， romance， sci-fi， film noir， disaster--or panic， as it is 

known in Japan. Filmmaker Wajda points out出atthe American cinema is very 

commercial， so everything has to be the best， the most expensive， the most honest and 

authentic--and血isis a sign of respect for the audience (Ma1tby & Craven 1995:35). 

The Hollywood movie has over the decades developed consistent， coherent 

aesthetic and stylistic conventions也atthe audience has come to recognize and 

understand due to repeated viewing of movies (Be1ton 1994:xxiii). Production values--

the Hollywood commercial aesthetic--are more concemed with sets， costumes組 d

performances血anwith plausibility， as in The Wizard of Oz (1939) (Maltby & Craven 

1995:27). Hollywood has a formula; it is an assembly line of sorts， a s仕earnlinedand 

econornical production system， s佐essingcl紅ity，simplicity， order and economy (Belton 

1994:22). In the classic movie narrative， an act disturbs the original state of白血gs，at出e

end balance is re-established， and in between there are smaller disturbances with tentative 

restorations of order. At the center of the film， characters struggle to achieve goals and 

solve problems (Belto 
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The Hollywood aesthetic effect is meant to provoke an emotional reaction in the 

individuals in the audience， for the audience goes to a movie in order to experience 

emotion for themselves， more出組曲eygo to see the movie actors or screen characters 

laugh and cry (Maltby & Craven 1995:36). Viewers consume on-screen fantasies， finding 

pleasure in losing themselves in the story (Belton 1994:27). Movies provide glamour， 

escape，出rills，or often a sense of emotional security; but we don 't necessarily want art to 

reflect our own humdrum existence， which， says Quentin Crisp (1988:9)，“has no plot and 

is so badly acted." 百leway to see movies， Crisp says， is to "surrender our whole beings 

to whatever reaction the story demands--gasping， laughing， weeping， wincing， sighing 

with utter abandonment，" as long as the story is done“with passion and conviction." 

For an hour or two， viewers can forget their depression and boredom， defer 

decisions， or forget about war. One can feel the exhilaration of victory， the devastation 

of defeat， the relief of close shaves， or live through one's own death or the end of出e

world， all without risking the real consequences (Anderson 1996:114). We see movies 

not only to escape reality but to lament it (Ma1tby & Craven 1995:136). 

The American cinema in its Golden Age， between World Wars Parts 1組 dH， 

starring Garbo， Dietrich， G紅land，Crawford， Gable， Mae West， Bette Davis， and Olivier， 

was， says Crisp (1988:4)，“a phantasmagoric realm in which feelings ran higher血m

elsewhere， sentIments were purer， human beings were capable of greater nobility or 

degradation." For many viewers， the meaning of the movie is less important than the 

feelings it elicits (Quart & Auster 1991:146). When Casablanca (1942) was first 

released， for instance， the advertising trailers focussed on selling the action， the romance， 

and the stars rather出組曲eplot line (Maltby & Craven 1995:334). The movies promise 

escape， but still describe recognizable social situations， plots and themes. West Side 

Story (1961) tells a story of racial conflict in New York， a仕uesi加ation，though racism 

seen according to the conventions of the musical， one of Hollywood's most dreamlike 

faces (Ma1tby & Craven 1995:362). Movies characters and events must have surface 

accuracy at least， explain themselves adequately， and“conform to notions of psychology 

and character motivation." (Maltby & Craven 1995:149). 

In movie images， characters， and d 
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rneaning is open to contesting and con仕組ictoryinterpretations (Quart & Auster 1991:5). 

Indeed， people， including professional rnovie critics， quite enjoy discussing and arguing 

血eirown viewpoints. In the rnass-produced制 object，say Ma1tby & Craven (1995:30)， 

the consurner has rnore authority over their use and possible rneanings. 

百leHollywood rnovie is白enrn出isway an expression of post-rnodem society. 

People are仕切 toconceptualize the rneaning of an event， a rnovie， for exarnple， 

consistent with their own rnoral aesthetic. Viewers can assign the degree of authenticity 

or value they consider appropriate， based on their individual identification with a 

dernographic group or taste in rnovie style and features (Tornasulo 1996:75， 79). The 

Deer Hunter and Apocalypse Now (1979)， for instance，“stirnulated and gratified rnany 

opposing viewpoints，" bo血pro-warand anti-war (Rosenbaurn 1997:45). 

百lIslegitirnization crisis in society--that objective reality and rneaning is not 

inherent in a thing or an event，出atwe can have no direct knowledge， we have only 

language， rhetoric， and discourse--is declared or decried by Nietzsche， Heidegger， Sartre， 

Levi-S回 uss，Foucault， de Man， Derrida， arnong others (Tornasulo 1996:72). There is no 

clear distinction in the postrnodem world between reality and fiction; there are only 

interpretive drarnatizations (Staiger 1996:51). Kurosawa's Rashomon (1950) is hailed for 

its pioneering depiction of various subjectivities，出atdifferent individuals have different 

viewpoints of one event (Staiger 1996:44). 

Deconstruction住民sto locate the “decisive opposition" contained in works of 

literature and filrn， rather白anto atternpt to decode the rneaning or unrnask ideologies. 

To find the rneaning presurnes出atthere is a secure position of knowledge outside白e

filrn， a fixed， stable opposition between spectator and spectacle， which， as everyone has a 

di百'erentviewpoint， does not exist (Pyle 1993:228). Many rnovies present such 

opposing thernes， the clash between good and evil， hurnan versus rnachine or alien， rnen 

and wornen. Cornedy filrns particularly， like The Odd Couple (1968) and Some Like it 

Hot (1959)， set up supposedly unrelated， opposite individuals， in order to see what 

hurnorous possibilities arise (Rosenbaurn 1997:47). The Westem rnovie， says Bazin， 

shows the basic hurnan reality of the conflict between good and evil (Maltby & Craven 

1995:127). 
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In the postmodern world is also found the obstacle of the postmodern artist， the 

inability to say anything白athas not already been said (Belton 1996: 18)， unlike the 

modernist artists， from Picasso to Proust， individuals with unique identities and styles 

(Jameson 1996:189). Hollywood movies often seem to su百er仕omover-worked and 

over-done cliches and stereotypes， but these also serve their pu甲oses.Most movies are 

about two hours long; even a血reeor five-hour film must still be a compression， a 

distillation of events and characters. “To get on with the story requires telling it 

quickly，" explains Leland (1996)， so“it is impossible to not tell your story without visual 

shorthand，" including character stereotypes and clichむ.Tuch (1996) writes血atSoviet 

pioneer filmmaker Eisenstein held血atstereotypes were essential to filmmaking， since 

audiences understand and react to shots and cuts based on血eirperception of a 
character. The more complex the character， the more problematic the reactions 
become. Stereotypes are used to guide the audience into a clear understanding of 
the narrative: without stereotypes， audiences would not know how to react. Even 
Hitchcock understood血atcertain character types are needed to guide the 
audience toward a proper and correct understanding of what is going on. The 
more complex the character， it seems， the more ambiguous the relationship among 
various shots become. 

Stavis (1996) notes that “the shorthand use of familiar actors is one of the glories 

of the movies of the Golden Age. The audience felt it 'knew' most of the characters the 

minute白eyappeared." Stars are always visible beneath their characters; their fans and 

followers know so well how they are likely to behave in certain situations血atscripts are 

written especially to exhibit their established紅白tsand mannerisms (Maltby & Craven 

1995:252). 

百lestereotyped star or character is not阻 emptycrea加re，however. On the 

contrary，“a resonant cultural myth may be revealed." Jimmy Stewart， for instance， 

created an effect of an “edgy， nervous hesitation in his speech，" as if talking was “a 

shield， behind which more intricate mental processes can take place，" explains Gollin 

(1996)， a style which Jeff Goldblum adopts in many of his films. Such prototypical 

American heroes are 

S住ongand silent because of their integrity， oneness of inner and outer person， in 
which every syllable speaks仕omthe heart， and also because出eyare self reliant 
loners， not dependent on social membership or accept組 cefor their identity， so 
血eyrarely merely chat， and never explain (Gollin 1996). 
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百11S “reluctanthero" is a frequently used mechanism (Maltby & Craven 

1995:254). At times， the movies will play with stereotype，“not to convince but to 

amuse" (Maltby & Craven 1995:254)， like Marilyn Monroe's character in her comedies， 

or Edward Everett Horton's fey character in the Astaire musicals. 

Powers， Rothman and Ro血man(1996)， in a continuing study， took a random 

sample of 440 top-grossing films between 1946-1990 and coded some 4，000 characters. 

Their data shows shifts through the past decades in perspectives in movies regarding the 

military， the police， violence， religion， class， gender and minorities. 

Women make up half of society， though in the movies， only 1/4 of the total 

number of coded characters are women (Powers， Rothman & Rothman 1996:154). 

Women are more出antwice as likely as men coded for romance and marriage， and if出e

movie woman has a high sta加scareer， it is even more likely. After marriage， the movie 

woman's career is no longer important. Movie women have non-traditional jobs 72% of 

the time， not like the real world where a woman is more likely to be a housewife， teacher， 

nurse， secretary， or waitress. 60% of women are por仕ayedfavorably， compared to 47% 

of male characters (Powers， Rothman & Ro血man1996:168). Nine percent of female 

characters were shown with unfavorable characteristics. In movies made betweenl976-

1990， 36% of the movie men resorted to violence; while 27% of movie women did. 

Women as often as not play a role unequal to men: Princess Leia in Star Wars (1977)， 

unlike her brother， is not a candidate to inherit the "Force，" and the alien in ET bestows a 

magical touch on the boy， while merely telling the girl to "Be good" (Wood 1996:220). 

However， later in the Star Wars series， Leia does get a chance， and in movies like the 

Alien and Terminator series， women get their place in the sun to battle evil space 

creatures and save the world. 

Between 1946-1965， only 15 out of 411 rated characters were minority group 

members. In 1966-1975 it increased to 27 out of 258， or 10%， and in 1976-1990出e

figures were 56 out of 429 characters， or 13%. Hispanics appeared as only 1.7% of 

characters， compared to a real 8%. Asians appe訂edas a relatively realistic 2.4% of白c

movie population. Minority characters were portrayed negatively 18% of the time， while 
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white characters were depicted negatively 29% of the time (Powers， Rothman & 

Rothman 1996:175・178).

In 1976-1990 blacks in movies accounted for 9.7%， whereas in real society 14% 

of the American pop凶ationwas black. Black characters were portrayed more favorably 

由加whites，even when blacks used violence and committed crimes (Powers， Rothman & 

Rothman 1996:186). 

These figures indicate血at，while women and minorities are portrayed in less 

realistic numbers than white males，出eyare more likely由anwhite males to have 

favorable images. There are racist elements in the populist ideology， as seen particularly 

obviously in the first major American movie， Griffith's Birth of a Nation (1915)， but， 

with rare exceptions， an American who is blatantly racist toward another American is 

never made to appe訂 sympatheticbecause of his or her racism. Indeed， recent movies 

like Independence Day (1996) takes great pains to make sure as m佃 yof the races of the 

American melting pot are portrayed sensitively. 

Businessmen in the analyzed movies were por仕ayedunfavorably 44% of白etime. 

In the 50s wealthy men were likely to be coded for romance， while in the 70s血eyhad 

characteristics of greed and self-interest (Powers， Rothman & Ro由man1996: 147). Few 

businessmen seem to serve useful pu中osein movie society， which may p紅alleltheir 

often poor image in the real world. Madonna， for example， is often condemned as 

“merely" a businesswoman who knows how to sell her limited talent (Cvetkovich 

1993: 167). The populist and progressive ideologies both seem to unite in criticism of 

great corporations which are believed to destroy economic individualism and political 

democracy (Belton 1996:9). 

Besides stereotyped characters， Hollywood movies rather inevitably feature 

c1iched scenes， of which a compilation can be found in Roger Ebert's Little Movie 

GlossaηI (Ebert 1994). One c1iched scene is血e“Lawof Economy of Characters，" which 

confirms血atthe movie will have no characters血atare unnecessary to出eplot. The 

“Law of Inverse Wariness" provides出atthe more dangerous the prisoner， the more lax 

the security will be.百le“DivineDog Syndrome" ponders the fact血atdogs are never 

- 77 



12 Walter KLINGER 

killed or otherwise die in movies. The “Feedback Rule" says血atwhenever a microphone 

is used， there will be feedback noise. 

Cliche scenes， like cliche characters， can be viewed by different viewers as either 

an amusing or an irritating feature. In a movie-saturated world， we are self-conscious 

about watching countIess movies， and so many movies let us know humorously when 

cliches， scenes and dialogues血atwe have been exposed to many times， are being used 

yet again. Independence Day is cheerfully self-consciously sprinkled with references to 

other science-fiction movies， which the audience， well versed in movies， can take 

pleasure in identifying， as a good game and as a reward for its own sophistication. As the 

best criticism and the best poe住yare rich in associations， so， it may be added， without 

going into the question of how movies and television are eroding literacy， are movies. 

Teachers who find出atHollywood film characters tend to be cliched might have 

doubts and reservations using movies for their English language classes insofar as血ey

“enhance and reinforce stereotypical behavior" (Kraez 1996). This caveat can be resolved 

if the teacher can explain to the class what it is about the stereotyped characters' 

behaviour血atmay be offensive. However， it is an on-going debate， with thousands of 

inconclusive studies on the impact of television violence， as to what extent movies and 

television passively mirror society and provide entertainment， or actively shape people's 

attitudes， for better or worse (Powers， Rothman & Rothman 1996: 10， 40). As Hollywood 

movies are particularly open to different impressions， it is often difficult to speak for 

everyone in saying出ata character is 0百'ensive.

When the language itself used in movies becomes cliched and highly stylized， it 

also becomes easily understandable and fathomable. There is much anecdotal evidence 

describing people who learned English by watching Hollywood movies. Kindlmann 

(1993) says he learned English by watching Charlie Chan and Lone Ranger serials， 

which have highly stereotyped--if perhaps racially insensitiveー-characters，and simple 

story lines and dialogue. My aunt also leamed English by watching daily aftemoon 

television soap operas. 

Movies play a crucial role in English as a Foreign Language， since for students 

living in a non-English language environment， Hollywood movies are the closest thing 
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most of them ever get to authentic listening input， and few other resources are available 

which convey the context for language use to leamers as effectively (Wang 1994). 

For the NES (native English speaker) EFL teacher， movies are one piece of the 

target culture由atteacher and student might have in common and can share. Students are 

often very up on new movies， and eager to see what everybody is talking about. EFL 

students of course miss much of the in-jokes and comments血atrequire an extensive 

understanding of American society. Takahashi (1995:66)， for example， points out由at

her Japanese students coul命1'tunderstand why Thelma in Thelma and Louise (1991) was 

so a仕aidof her husband. As far as movies provide a shared experience，出eycan be used 

to start a dialogue (hooks 1996:2). 

Language， for many people， can be leamed through its linguistic content， by book 

study of grammar and vocabulary， and be leamed fairly enjoyably depending on one's 

disposition to由atkind of study. Another way of considering language leaming is by the 

血eory出atlanguage acquisition is located in the active， creative response to what other 

people say; in expressing thoughts， feelings and opinions. 

Reading requires attention to血edetails of words and sentences in order to build a 

pic同reor an understanding of the meaning， and as such is an extremely satisfying 

experience to血eproficient reader， and a good challenge to the language student. For the 

language student who has a good grasp of grarnmar， reading ability can be used to assist 

in listening comprehension. The multisensory processing of the audio， video， and print 

components of closed-captioned video has been shown in many studies to enhance 

language leaming (Parks 1994). 

For the advanced language leamer， classes may analyze films in terms of plot， 

dramatic situation， acting， directing， photography， character development and resolution， 

or publicity and advertising effects (Tillyer 1994). Film might be approached as it is in 

Film Studies classes， where film can be viewed in genre， auteur， feminist， 

psychoanalytic， Marxist， structuralist， aesthetic， or post-modem theories (Quart & Auster 

1991:9). For lower level classes， other techniques may be used. Students can predict the 

next scene;出eycan watch without sound and write irnaginary dialogues and even 

perform them;血eycan write altemate endings;血eycan listen and complete“story 

strips" (putting parts of the dialogue written on s 
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can write about their own experiences血atrelate to a scene or segment;由eycan “face 

off' with half the c1ass watching a scene with sounds but no talking (usually a 

suspenseful p訂tof a movie) and the other half of the c1ass watching the watchers' faces， 

then the listeners住Yto guess what the watchers saw; etc. (Darlington 1995). 

When we view movies， we bring our knowledge of the styles and conventions of 

other movies we have seen， all of other general and specific cultural and social 

knowledge， and our own individual backgrounds (Anderson 1996:51). Studying movies 

can help us leam the language and something about the society血atuses the language. In 

the Hollywood movie， the world can watch Americans asking themselves and telling 

themselves，“What sort of coun仕Yis the United States， and what sort should it be?" 
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短篇『マッテオjより戯曲『ユーディッ卜jヘ

ーヘッベルの転機(1 8 4 0年頃)についてー

FROM THE NOVELLA MATTEO TO THE PLAY JUDITH 

-ON HEBBEL'S TURNING POINT ABOUT 1840ー

深見茂

Shigeru FUKAMI 

以下の小論は、十九世紀ドイツ語圏を代表する戯曲家の一人フリードリヒ・ヘッベル FriedrichHebbel 

(1813-1863)の戯曲『ユ デイツト jJudith (1 8 3 9年10月2日頃執筆開始、 1840年1月28日頃

完成)と、短篇小説『マッテオjMatteo (1 8 3 9年10月19日頃執筆開始、 1841年2月2日頃完

成)の分析を中心に、ヘッベルにおいてはヨーロッパ近代個人主義の終罵はどのように予感されていたか、

を探ろうとする試みである。これはへッベル自身の作家としての転機の探究と同時に、十九世紀ドイツ語圏

文学の現代的意味を明らかにしようとする論者の総合的試みの一環をなすものでもある。

1 

一般にヘツベルの作家的展開は二十二、三歳頃、つまり 1835、36年頃には既に一応の完了の域に達

していた、と考えられている。そして彼はその処女戯曲『ユーデイツトj(1840年7月6日、ベルリー

ンにて初演)を以てドイツ語圏全域、また、ひろくヨ ロッパ全体にもその名を知られるにいたる作家とし

て出発した。では、この1840年前後まで彼はどうしていたのか、といえば、もっぱら詩と短篇小説を書

いていたのである。そのうち、好情詩や叙事詩は、その後も生涯にわたって作り続けるが、短篇小説のほう

はほとんとマその創作の筆を折ったも同然となってしまう。つまりへッベルが作家としての基本姿勢を確立し

た時期は、実はもっぱら短篇小説を書き続けており、完成された戯曲作家として出発した時、それを捨て

た、というわけである。その理由が深く追究されたことは余りないが、外的要因としては一般に散文は詩と

並んで発表の機会も多く、修業中の作家が糊口をしのぐに適していた、ということは考えられよう。二十

世紀においても、たとえば第二次世界大戦直後、のちに長篇作家や劇作家として名をなすに至った多くの

ドイツ語圏作家が、最初はシヨ ト・ショートや放送劇等により生活をたてていた事実があるからである。

しかし、文学作品の創作という作業は、こうした市場原理のみによっては、それほど簡単かつ都合よく転換

し得る性質のもので、はない。それは同時に、時代精神と作家の資質とに強く制約された現象でもあるから

である。では、ヘッベルの場合、何が起ったのであろうか。年代的に少し仔細に見ると、すでに記した年号

から判るように、短篇小説『マッテオ』は、 1839年10月という、処女戯曲『ユーデイツト』とほぼ同

n〈
d。。
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時期に書きはじめられたが、戯曲のほうが一気阿成に作業が進められたため、その問、背後に押しやられた

こともあろうが、これに一年遅れの 1841年には完成している。つまりへッベルが戯曲作家として出発

した同時期に『マッテオ』も発想されていたのである。しかもまさにこの『マッテオ』を以てヘツベルは、

ほぼ短篇小説の筆を折ったのである。これは我々の好奇心を刺激しないではおかぬ事実ではなかろうか。今

日まで余り問題にされぬのは、ヘッベルの短篇小説をその習作時代の未熟作品として軽視する傾向が研究

史に流れているからであろう。たとえば、やや古いが、へッベル研究を始めようとする者に指針を与える入

門書として出版されたアンニ・メーツAnniMeetzの『フリードリヒ・ヘッベル.iFriedrich HebbeZ (Stuttgart 

1962)にも短篇小説作家としてのへッベルへの言及は皆無である。

さて、こうして我々は『マッテオ』から『ユーデイツト』への移行、ないし『マッテオ』と『ユーデイツ

ト』との内的関係、を垣間見ることによって、ヘッベルの作家姿勢の確立の実態を、逆に申せば、ヘッベル

の転機の本質を究めることができるであろう、との作業仮説を設定することが許されるのではなかろうか。

そこで、まず、ヘッベルが戯曲の大家としてその第一歩を踏み出す契機となった『ユーデイツト』とはどの

ような作品であり、それはドイツ語圏演劇の歴史の上で、どのように位置づけし得るかを瞥見しよう O

2 

作品の梗概は次の通りである。時代はパピロンの王ネブカドネツアール(紀元前605-562)の頃、

彼の将軍ホロフェルネスは、アンモン人アヒオールの警告を無視して、ユダヤ人を蟻減すべく、彼らの町

ベトゥーリエンを大軍をもって包囲する。(尚、この物語は資料として旧約聖書外典の『ユデイト記』に依

拠しているが、史的事実としては、将軍ホロフェルネスも、町ベトゥーリエンも検証され得ない由である。

つまり、ユダヤ人の聞に伝わる架空の創作伝承と考えられる。)さて、かくてベトゥーリエンの町は飢餓と

渇きによって自滅す前となる。その時、ユーデイツトというユダヤーの美女が立ち上がる。資料『ユデイト

記』では、単なる未亡人となっているが、ヘッベルはこの女性に複雑な設定を与えている。すなわち彼女

は、十四歳の時、結婚させられるのだが、その初夜において夫マナッセスは彼女を抱こうとして、突如、何

を見たのか恐怖と驚博の表情と身振りも露に立ちすくみ、指一本触れることができなくなる。この状況は

六ヵ月後、夫マナッセスが死去するまで変らず、夫は死に際に、初夜の折の秘密を打ち明けようとして果た

さず息絶えた、というのである。以来三年が経っている。つまり、ユーデイットは現在約十八ないし十九歳

の、処女でありながら未亡人であるという設定なのである。決起を促しても遼巡するのみの無能な男ども

を尻目に、このユーデイットは、ユダヤの民を救い、ベトゥーリエンの町を解放する仕事を果たすために自

分はエホヴァの神から選び出だされたことを自覚して、美しく装い、五日間を暗殺計画成熟のための時間と

してユダヤ教の大祭司に乞うてのち、侍女ミルツァを従えて、単身ホロフェルネスの陣営に向う。怪物将軍

ホロフェルネスの男性的魅力に圧倒されるが、計画通り、「ユダヤの民は堕落し、自分が脱出してやって来

たのも、ユダヤ人をホロフェルネスに売り渡すためであるj、という意味ことを述べる。すなわち具体的に

は、「エホヴァの神はベトウーリエンの町を見捨てた、五日ののち神は町を滅ぼすであろうJと予言し、自

らは潔斎に入る。五日目、ホロフェルネスは約束の日が来た、とユーデイツトを自分の天幕の寝床にヲlき入

れて犯す。(尚、前期原資料では、女主人公は寝床に入るに先立ち、ホロフェルネスを徹底的に酔わせたの

ち、これを殺害し、貞操は守っている。)ユーデイツトは自分が男によって一人の女性として、また人間と
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して扱われず、虫けらのごとく犯されたことに怒り、事が終わって満足げに熟睡するホロフェルネスの首を

切り落としたのち、一旦は死を覚悟するが、ミルツァを巻き添えにはできぬ、とて急逮、男の首を携えて町

に逃げ戻る。将軍を失ったパピロン軍は総崩れとなり、ユダヤ軍は大勝利を収める。(歴史的事実は周知の

ごとく逆で、パピロン軍は都イェルサレムを占領し、ここからいわゆる「バピロンの幽囚」といわれる民族

の他国への連行捕囚の悲劇が始まるのである。)きて、故国の英雄として彼女を讃える民衆の歓呼の声に固

まれつつユーデイツトが、自分がホロフェルネスの息子を苧んでいないことをひたすら願う、絶望的祈りを

捧げるうちに幕となる。

3 

今日まで、この作品は、シラーの『オルレアンの乙女.1Die Jungf均uvon Orleans (1801)との詳細な比較

研究が繰り返しなされて来た。それは、研究史的に周知の事実として、ヘッベルが本来、実はシラーの『オ

ルレアンの乙女』を批判すべく、彼と同じくオルレアンの乙女を主人公とした芝居を書こうとしてなし得

ず、結局、ユーデイットを主人公としてシラ 批判の理念を表現することとなってしまったことがあるから

である。ヘツベルは「シラ のオルレアンの乙女なんぞは蝋人形館行きさJ(Brief an E.Lensing vom 17. 1. 

1837)とまで、罵っているのである。

つまりシラーの『オルレアンの乙女』の理念構成が、女主人公の召命への信念に発する決起と行動、敵将

の一人への恋心による神の道からの離脱とそれ故の敗北と就縛、祈りを通じての恋愛の清算と召命感への

復帰、およびそれによる奇跡的脱出成功と名誉の戦死と救済という図式であることへの反発から、ヘッベル

が新たなる女性像を創造し、全く別個の動機から行動させようとしたことが、彼の明確な創作意図である

ことが判明しているからであるO のちに触れるが、この研究路線が重要であることにはもちろん今日も変

りはない。

ところで、今一度、『ユーデイット』のモティーフやテーマをよく吟味してみよう。強力な隣国の圧政、そ

の圧政を象徴するかのごとくこれの走狗として一人の狭滑にして征服欲満々たるエネルギ、ツシュな代理人の

登場(rオルレアンの乙女Jには明確にこれに当たる特定人物はない)、これに対抗すべく立ち上がる民衆
とその指導者たち、そしてこれ又、彼らのエネルギーを象徴するかのごとき一人の強靭な意志を持った英雄

の出現と、その手による敵代理人の死、敵軍の敗走による自由の再生、英雄を賛美する民衆の中を独歩する

孤立した英雄の姿、等々を示すこの五幕の散文悲劇は、ドイツ語圏演劇に少しでも馴染んだ者たちをして、

おそらくむしろ直ちに、同じシラーの作品で、はあっても、今一つの別の著名な戯曲を想起せしめるに違いな

い。すなわち、それは『ヴイルヘルム・テル.1Wilhelm Tell (1804)である。

そこで、今は主人公の性別を度外視し、この『テルjの前提や、葛藤の結ばれ方とその解決の仕方を筋書

きを分析しながら簡単に概観してみよう。

4 

時代は、劇中で述べられる歴史的事件から考えて 1308年、つまり十四世紀初頭と想定される。舞台

はスイス。ここにヴイルヘルム・テルという、弓の名手である猟師がいた(実在ではない)。替力知力とも

に抜群である上、情厚く、正義心強く、事にあたって沈着しかも敏速、ということで、スイス人民の英雄

。。
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的存在であった。さて、神聖ローマ帝国直轄地としてスイスは古来、封建君主の支配を受けず自由国家と

しての特権を享受してきた。しかし、時の皇帝位の保持者オーストリアのハープスブルク家は、派遣しで

ある敏腕の代官ゲスラ を中心とする帝国支配権の代務者たちの権力と策謀を通じ、スイスの特権を剥奪

して、これをオ ストリアの属領として併合することをもくろんでいた。そこで、当時のスイス国を形成

するウーリ、シュヴイーツ、ウンターヴアルデンという三つの州の代表者が、深夜ひそかに集会を持ち、謀

反の密議を行なう。ここで作品の第一のキーポイントが訪れる。すなわち人々は民衆への影響力を狙って、

テルに対しても当然この密議への参加を強く促すのだが、彼は応じないのである。行動の必要がある時は

いつでも言ってくれ、だが議論や相談ごとはお断りだ、と語り、「強者は、一人でいるとき、一番力を発揮

するのだjと言い放つて去ってしまう。ところが、そのテルが村の辻に槍の先端に載せて掲げられた代官

ゲスラーの帽子に礼をすることが強いられていることを知らずに行き過ぎたことから、謀反の意志ありと

見魯められ、ついに自分の子供の頭上に載せたリンゴを遠くから射抜くことを命ぜられる、あの有名な場

面が現出する。見事にリンゴは射落とすが、隠し持った第二の矢が、もし失敗して息子の生命が奪われた

折には間髪を入れず代官を射殺するためのものと知ったゲスラーは、テルを地下牢に幽閉することとする。

しかし、護送中の船が湖上で、折からのフェーン現象による大嵐のため難破の危機に瀕したのを利用して、

テルは単身湖岸に脱出し、キュスナハトという峠でゲスラ 一行を待ち伏せしつつ、これもまた有名な長

い独自を行なう。これがこの作品の第二のキーポイントである。すなわち「わが子の頭を標的としなけれ

ばならなかった者は、敵の心の臓を射抜く権利を得たこととなるのだJと自己の行為を根拠づけ、いとし

き子らを暴君の復讐の手から守るために、父親としての自分は今、殺人の矢をつがえようとしているので

ある、と語る。つまり、テルの行為は家父長としての自衛行為にすぎないのである。ところが、折しもか

ねて申し合わせてあった民衆蜂起の機は熟し、テルがゲスラーの胸板に矢を射立てるのと時を同じくして、

スイス全土に反ゲスラ一、反オーストリアの武力革命の炎が燃え上がり、ついにハープスブルク家の勢力

はスイスから一掃される。かくて、スイス万歳、ヴイルヘルム・テル万歳の幕切れとなるわけだ‘が、実は

ここが作品最後の、そして最重要キ ポイントなのである。すなわち、テルは暴動の指揮者でもなければ、

民衆の指導者でもない。この作品は決して革命劇などではなく、あくまでヴイルヘルム・テル個人の人間と

運命とを追うドラマなのである。それは要するに、こういうことになろう。つまり、完成された人格を持っ

た家父長としての一個人が、己れの判断と決意とに従って行動するとき、それは革命という歴史的必然性

と完全に一致する、というわけである。個人と社会の合一、己れの欲するところに従いて、のりを越えず、

のヨ ロッパ版であり、市民階級が目指した近代個人主義の理想像なのである。

5 

この『テル』と比較するとき、へッベルの『ユーデイットJは、枠組みは驚くほど類似しながら、その前

提、および葛藤の結ばれ方と解決が、『オルレアンの乙女』とは別の意味で全く異なっていることが判る。

すなわち、かねてより自分を用いようとしているエホヴァの神の意志に対する予感を持っていたユーデイツ

トは、ついに第三幕努頭における長い祈りの独自によって、その召命感を明確化させ、いわば神の摂理の道

具としての道を突き進む。彼女はこう祈る、「おお、私の心の中で葛藤の結び目が解ける思いがする。今こ

そ私は知った、なぜ、神よ、あなたが私をこのように美しく造られたかを。今こそ私は感じ取った、なぜ、
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あなたが私に子供をめぐまれなかったかを。子供のために自分を二倍にもいとおしく思う必要のないこと

が嬉しい。かつては呪いと考えていたことが、今こそ、祝福に思えてきた。J("セrke，Bd. 1， S.29)と述べて

I(鏡の前に歩みよる)J (ebenda)のである。『テルJとの比較で申せば、『ユ デイツト』では、個人は完全

に歴史的必然性の歯車のーっとして自覚し、かつ行動するので、あって、そこに個性の独立と自己判断は一切

ない。しかしながら、すでに彼女に求愛して止まぬ男エフラーイムの話から、ホロフェルネスという男に

対して抱いていたユーデイツトの漠然たる敵隔心と好奇心 (1あの男に逢って見たいわ。<傍ぜりふ>まあ、

私としたことが何ということを言ってしまったのかしらJ(Werke， Bd. 1， S.24)は、第四幕で本人に実際会う

ことにより更に高められたのか、最終幕である第五幕において、五日の潔斎明けを待ってユーデイツトを呼

び出したホロフェルネスが、襲いかかるエフラーイムの剣の切っ先を苦もなく媒したのち、「自分を殺すこ

とは歴史の歯車を変える偉業であり、もし自分が自分で、なかったら、みず、から是非やってみたいくらいであ

る、しかし卑劣なやり方はお前だ、って軽蔑するだろうj、という意味の言葉を述べたのに対し、「あなたは

偉大で¥他の者らは棲小で、す。<低声で>父祖の神エホヴァよ、どうか私自身から私をお守り下さい。唾棄

すべきはずの者を敬いたくなりそうなのです。これこそ本当の男だわ。J(Werke， Bd. 1， S.60)という言葉ま

で吐くにいたる。つまり、ここでユ デイツトは神の道具としての使命感を忘れ果て、一人の女として目覚

めるにいたったと判断される。それだけに、ホロフェルネスが、自己の唯我独尊を語り、相手の意志も存在

の意味も完全に無視する態度に出るや、取り乱し、「女を敬うことを学ぶがよい。この女がお前の前に立っ

ているのは、お前を殺すためなのだJ(恥rke，Bd. 1， S.62)と叫び、「ヘブライの女を思い知るがよい、屈辱

のかぎりを蒙ることで幸福の絶頂を感ずるような連中ばかりを相手にして来たのだろうJ(ebenda)とまで

罵るがホロフェルネスはブドウ酒を一杯飲む間だけ抵抗させてやるよ、と答える。そして悠々と杯を干し、

「きあ、だだをこねるのも、これでおしまいJ(ebenda)と言いざま襲いかかり、ホロフェルネスによって無

理矢理寝床に連込まれ犯されるや、ユーデイツトは、女としてこれを許しがたいこととして、男を殺し、歴

史的使命を心ならずも完遂してしまうのである。

このように見てくると、『ユ デイット』において、主人公は歴史的必然性の歯車としての集団的自我か

ら、近代的自我の自覚にやっと目覚めることにより歴史的必然から逸脱しかかるが、まさにその近代的自我

が相手によって無視され押し潰されたことにより、再び歴史的必然性の歯車に復帰したかの如く解釈され得

ょう。これは、シラ の『オルレアンの乙女』を一歩近代化した、アンティテーゼ、つまり進歩路線であ

り、ここにヘッベルにおける近代個人主義疑惑、それ故のペシミズムとして、十九世紀的歴史哲学への先進

性が論じられる所以がある。しかし同時に、他方、作品のこの理念の構成的進行形態としては、集団的自

我から近代的自我に目覚めるに至ったとの図式のゆえに、シラ の『テルjと比較すれば、それより以前、

つまり退歩路線であり、バロック時代の聖者劇に逆戻りしたかのごとき、古色蒼然たる時代遅れの作品でも

あると断罪もされかねない、といっアムピ、ヴァレントな印象の、すなわち相反する感情を観客にヲ|き起こす

演劇が誕生してしまったのである。他のへッベル劇にも共通している、この矛盾感情惹起効果、斬新さに

ギラギラしていて、しかも同時に陳腐さでボロボロという印象は、どのようにして解き得るのであろうか。

既に触れたように、論者は18 3 9年発想の短篇小説『マッテオ』の中に、そのための鍵の一つを見ょうと

するのである。
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6 

梗概を述べながら作品の本質的部分を指摘し、そのテーマと、それがヘツベルの作家活動においてどのよ

うな意味で決定的転機となり得たかを説明してゆきたい。

時代はおそらくヘッベルと同時代と思われる。イタリアのジ、ェノア市の下町に住む青年マッテオは、家

柄もなく、特別な才能もなかったが、その勤勉で謙虚な人柄は人々からよく信頼と好意とを得、市民のさ

まざまな雑用を引受けて片付ける、一種の便利屋を勤めて生活を立て、自足した生活を送っていた。とこ

ろがそのマッテオがある時、庖痛を患って生死の境をさ迷う。その問、熱にうなされて眠るうちに、かね

て'憧れていた隣の未亡人の娘フェリーツイタに誘われた夢を見る。ここでマッテオは今までの消極的生き

方をやめ、一人の青年として、また人間として、積極的自主性に生きゆこう、その手始めとして、もし治っ

たらフェリ ツィタに声をかける行動に出る決意をする。しかも、幸いに回復し寝床を上げて初めて外出し

た日、まさに夢の通り、美しく着飾ったフェリーツイタに逢ったのである。ところが彼女は彼の顔を一目見

るなり、まあ、あなたはなんて醜くなってしまったの、と叫ぶではないか。新生第一歩を踏み出そうとした

瞬間、一切を粉砕された彼は、その後かつての知人や得意先すべてを訪ねるが、とキこへ行っても、抱搭のあ

ばたに埋め尽くされた彼の顔を見ては、何人も彼を彼とは認めてくれず、かくて一切を否定され、今までの

人生のすべてを失ったも同然のマッテオは浮浪者となって街を俳佃しはじめる。

夕方、ねぐらを探していたマッテオに、一人の紳士が近付きパルパルッチ氏を殺してくれ、と財布を渡し

に来る。怒ったマッテオがそれを投げ返すと男は、「はて、人違いだったかjと立ち去る。つまり殺し屋と

思われたのである。ここでマッテオは、自分にとっても、また、この小説のテーマにとっても重要な最初の

言葉を発する。すなわち、

人間、見てくれのままにしか見てもらえぬのなら、よし、その見てくれのままの人聞になろう

じゃないか。 (Werke， Bd. 11， S.469) 

するとそこへ、当のパルパルッチ氏自身がやってくるではないか。マッテオは人殺し業に入る前にこれを最

後としてと、物乞いをしてみる。するとパルノヌルッチは気前よく金をくれた上、自分はベテロ・パウロ教会

のそばに住むパルパルッチだ、首を吊りたくなったら縄代をやるぜ、というせりふを吐いたので、マッテオ

は金を投げ返す。かくて次の日も夜、ナイフを持ち、だれでも出会いしだい殺ってやろうと俳梱するうち、

一人の男が梯子を使って一軒の家に侵入するのを目撃、夜這いと理解して梯子を外して後、その家の主人を

起こすと、老主人は、それは泥棒だ、と騒ぎだす。なんだ、そういうことかと梯子を再び架け直しておいて

やるが、泥棒はあわてて飛び降り、足の骨を折って逮捕される。マッテオは新米殺し屋が盗っ人を絞首台に

送る手伝いをやってしまったことに苦笑する。

次にある胡散臭いことで有名な小路にさしかかると、一人の男が男児をつれてやって来るのに逢い、ナイ

フを構えようとすると、その男は、マッテオ君じゃないか、ょいところで、逢った、私のボディガ ドを頼む

よ、と声をかけて来たのみならず、男児にいたっては、マッテオのナイフを見付けて楽しげにそれをもてあ

そぶ。ここで、この小説のテーマにかかわる、かつ、マッテオに取っても重要な第二の思想が彼の頭をかす

めるのである。すなわち、

そもそも人間それ自体は無に等しく、いつもまるで鏡のように、その時々に映し出す姿の者と
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してしか通用しない存在であるかのように彼には思えてくるのであった。(Werke，Bd. 11， S.473) 

さて、家に着くと男は子供を置き、マッテオには玄関からは誰も出すな、と言い置いて裏口から入って行

く。やがて一人の男が表口から逃げ出して来たのでマッテオがこれを阻止しようとすると、男は彼に切り掛

かり負傷を負わせる。マッテオはかっとなって少年の手から自分のナイフを奪い取り、男を刺し殺す。

ここから、やや複雑な活劇が次々と展開するので要約して述べると、マッテオの殺した男は、子連れ男

の親友でありながら(かつ同時にそれがかのパルパルッチに他ならなかったのだが)、子連れ男の妻と密通

していたその夜、現場を押さえられて逃げ出ょうとしてマッテオに殺されたわけである。続いて妻が夫に

引摺り出されてくる。妻は愛人を殺されてマッテオを呪うが、夫が自分を絞め殺そうとするのに割って入

札これを止めようとした子供が夫の手によって壁に投げ付けられ、夫が「果たして俺の子か」と殴いた

のに対し、必死の絶叫を以て、夫の子に間違いないことを誓う。かつ、姦通を後悔し、夫に詫びを入れる。

そして、夫がパルパルッチの死体の始末に行っている聞に、命じられたようにマッテオの傷の手当てをし、

夜食の用意をする。

かくて、この家の従僕として雇用されることになったマッテオは、自分の醜さの故に得た地位に満足し、

たとい人間存在がその上を動いている輪を一旦は切断しても、又うまく繋いでくれた、永遠なる力と和解

する。以上である。

いかがであろうか。特に書き出して引用した二つの文章を再度ここに今度は一つに繋いで読んで見れば、

ここに示された思想の本質はもはや何の説明も要すまい。すなわち、「人間、見てくれのままにしか見ても

らえぬのなら、よし、その見てくれのままの人間になろうじゃないかJIそもそも人間それ自体は無に等し

く、いつもまるで鏡のように、その時々に映し出す姿の者としてしか通用しない存在であるかのように彼に

は思えてくるのであった。J

つまり、それまで習作をも含めて二十篇余の短篇小説において繰り返し、運命に弄ばれながらも、特異な

性格、異状な頑固さ、偏執狂的なまでの目的意識ないし愛情、といったものによって、運命に抵抗し、ま

さにそうした個性のために破滅してゆく人物を描き続けていたヘッベルが、 1839年10月、全く趣向

の異なる短篇小説 fマッテオjを発想し、しかもその作品を以て短篇小説の筆を折った(完成作品として

の例外は『雌牛.1Die Kuh < 1 8 4 3年5月から6月にかけて発想、 1849年1月18日完成>のみであ

る10 rハイトフォーゲル氏とその家族.1Herr Haidvogel und seine Familieは、 1848年にはじめて印刷
されたが、作品自体は既に18 3 5年に欄筆されたた作品である。)ことに今注目してこの作品を追った結

果、我々はここに一つの結論を得たと考えられよう。

すなわち、不変にして一貫性のある個性はもはや存在しない、人格とは、主体相互間に、その折りその折

り瞬時発生し、かっ、その恋意的根拠と些末的因果関係とをその都度変更する現象の連続にすぎない。従っ

て、個人の決断と行動とその結果の叙述の必要性も、また、その決断の根拠や理由を纏々記述したり、読者

説得の努力をしたりする必要性や可能性も、同じく消滅してしまったのである。

本来、ここで時代精神は叙事文学に対し、語りの、ナラティヴの根本的変更をせまっていたのである。そ

して十九世紀末から二十世紀にかけての散文文学は明確にその方向に向かつて歩みだしていった。しかし、

ヘッベルは今一つの選択として、ノヴェレ(短篇小説)を捨てた。語り手が、主人公の心理と動機とを逐一

説明解釈することを特色とする十九世紀までの散文文学のジ、ヤンルである短篇小説を捨てたのである。そ
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して登場人物のみが、その都度、自己または他者の行動の根拠を説明、解釈するに過ぎず、かつ舞台上の存

在のみを実態として観客に提示し、パ フオ マンスさせればよい演劇へと移行して行ったのである。

7 

こうして我々はここで最後に、視点を変えて再度 『ユーデイツトJを吟味しておかねばならな くなった。

つまり、市民的個人主義に立脚したシラーの観念論的人格論の延長上で見て、ヘッベlレが極めて前衛的であ

ると同時に、バロック演劇をさえ連想させるほど著しく退嬰的であると判断してきた演劇論を、見当違いと

して捨て去り、今度は構造主義的人間観から読み直そうというわけである。この観点の洗礼と訓練を受けた

目に今、全編に亙って明らかになるのは、中心人物たちの人格の他者依存性に他ならない。すべてを羅列す

る冗長を避け、典型例のみを代表的に指摘してゆくと、まず、その巨人性において疾風怒涛期の主人公たち

(彼らの真の巨人性も今日再吟味に曝されているが)を連想させるといわれてきた敵役であるホロフェルネ

スでさえ、その科白からは他者性に生きる姿が浮かびあがって来る。たとえば、彼はまず第一幕で、

ホ口フエルネス隊長の一人に)ラクダどもに手綱をつけよ。

隊長:既に付け終えてあります。

ホ口フェルネス:はて、わしはもう命じておいたかな。

隊長:いいえ、しかし、今にもお命じになろうと予想できましたので。

ホ口フェルネス:わしの考えをこの頭から盗もうとは、貴様、いったい何様だと思っておるか。

わしは、その厚かましい、先走ったやりかたが我慢ならぬぞ。まず、わしの意志があり、

次に貴様たちの実行が来るのだ、その逆はならぬ。よく覚えておけ。 (Werke，Bd. 1， S.12) 

という問答を交わし、続いて

これが、おのれの心を他人に読ませず、永遠に一つの秘密たらしめておく手管なのさ。[.• • • • .] 

わしの今日は、決してわしの明日ではない。臆病な虚栄心から、おのれの前に膝を屈し、いつ

までたっても、今日のおのれに、明日のおのれを憧れさせるような馬鹿な手合いと同じように

思ってもらっては困る。わしは今日のホロフェルネスをずたずたに刻んで、明日のホロフェル

ネスに食わせてやるのだ。人生とは、ただただ退屈に食いつないで行くことではな く、存在を

日々生まれ変わらせ、再生させることだ。 (Werke，Bd. 1， S.l2f.) 

として、いわば不変の本来的自我の存在を否定する。更に、第四幕で、ユーデイットが、ホロフェルネスに

対し、相手の論理を逆手にとり、もし私があなたなら、ここで矛を収めて、ユダヤの民にこう言うでしょ

う、「お前たちはわしに反抗し、わしを侮辱した。まさにその故にわしはお前らの命を助けてやろう。わし

は報復はするが、まさに他ならぬお前たち自身によって報復してやるのだ。さあ自由に出て行くがよい。た

だし、その自由を恵まれたということは、つまりわしの奴隷と化することになるわけだがなJと、と言う

と、ホロフェルネスカ宮、

女よ、そういうことをお前が懇請した、という、まさにそのことによって、わしにそれを出来な

くさせてしまったということが判っているのかな。その考えがわし自身の中で発想されたもの

- 90一



短篇 『マッテオjより戯曲『ユーデイツト』へ

なら、あるいはわしは実行したかも知れぬ。しかし、その考えは、お前の考えてある以上、絶

対わしは同じ考えを持つことはせぬ主義なんじゃ。気の毒じゃがお前の民はアヒオールの申し

ていた通り、全滅の憂き目に遭おう。 (Werke，Bd. 1， S.51) 

9 

と応じていることで、この男の本質は一層明確化する。すなわち、ホロフェルネスは一見、強固な意志、確

固とした信念を持った存在のように描かれながら、その実は巨人主義時代の人物像のパロデイーに過ぎず、

唯々、他者知何によって、まるで物理学的反発力によっての如く、反カメレオン現象を示すことにしか、そ

の位置価値は認められ得ないような存在に過ぎないのである。

対する主人公ユーデイツト自身も同様の手法で描かれる。すなわち、神の摂理による歴史の完全な道具と

自覚するユーデイツトは、自分が女としては次のような存在であると考えている。

女など無に等しいのです。唯々、男を通じてのみ一人前になれるのです。つまり、男によって母

親となれるのです。女が生む子供こそは、女が自分の存在することに対し、大自然に差し出し

得る唯一の感謝の印なのです。石女は呪われた存在です。処女でもなく、女でもない私は二重

に呪われています。 (Werke， Bd. 1， S.23) 

しかも、男エフラーイムが求愛に現われると、彼に対し、ホロフェルネス殺害を要請するが、とうてい不可

能なことと拒否されると、

いいですか、もし、あなたが歓呼の声を上げてこの考え方を受け入れていたら、もし、あなた

が別れの言葉もそこそこに時間を惜しんで剣をわしづかみするような態度であったなら、おお、

その時には、私は自分でよく判ります、その時にはきっと私は、泣きながらあなたの行く手を

身をもってさえぎり、最愛の人への心配に震える心で、それがどんなに危険なことかを説得し、

あなたを引き止めるか、さもなくば一緒について行ったでありましように。(Werke，Bd. 1， S.27) 

と応ずるのである。これは先程のホロフェルネスと同質の反応である。

そして、神の摂理の健偏から、男の虜に成り果てると、

処女にとって、処女であることが終わる時ほど偉大な瞬間はない。その時、直前まで処女が押

さえねばならぬ血の騒ぎのすべてが、また、飲み込まねばならぬため息のすべてが、あの瞬間

に捧げる犠牲の価値を高めるのだわ。処女が、おのれの全てと交換に、悦惚と至福とを事けよ

うと思ったとしても、果たしてそれは高望み過ぎるかしら。 (Werke， Bd. 1， S.65) 

と期待し、寝室に引摺りこまれたユーデイツトは、ホロフェルネスに前に身を投げ、配慮を乞う。しかし、

ホロフェルネスは彼女の胸当てをはぎ取り、乳房を露出させる。続いて接吻を迫られ、相手の唇を噛むと、

男は「おいおい、さかりがつき過ぎておるぞ、やり過ぎじゃJ(Werke， Bd. 1， S.66)と期笑してユーデイツト

を直ちに犯してしまうのである。(ただし、以上の場面は、すべてユーデイツト自身の報告によって描写あ

れており、舞台上で実際に演技されるわけではない。検閲全盛の十九世紀である。)かくて、 -llは室外へ

走り出たユーデイツトは、再び寝室へととって返し、ホロフェルネス自身の剣で、気持ちょげに眠る彼の寝

首を掻くのである。(これは舞台上で、丹念、かつ詳細に演じられる。)
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その後、彼女は侍女ミルツァとの対話で、神によりホロフェルネスを殺すという未亡人としての救国の使

命も、ホロフェルネスにより女になれ、といっ処女としての自己使命も、全く同質であり、自分が神と男と

いうほぽ同質に近い二つの他者への依存性に生きる存在であることを自覚する。すなわち、

ミルツァ:あなたは報復とおっしゃいますが、では一つおたずねしたい。その美貌をふりかざ

して、この異教徒の陣営においで、になったのは何故なのですか。ここに足を踏み入れさえ

しなければ、報復する必要などなにもなかったのではありませんか。

ユーディット:ここへ来たわけは、きまっているじゃないの。自分の民族の悲惨な状況にむち打

たれるようにして私はきたのです。迫り来る飢餓、おのれの動脈を切り開いてまで、弱っ

た子供に飲むものを与えようとした、あの母親への思いからです。そうだわ、今、私はお

のれの行為に自分で納得できた。そのことを、自分のことにかまけて、みんな忘れてしまっ

ていたのよ。

ミルツァ:おや、お忘れになっていたの。それじゃ、あなたがその手を血で染められた時、そ

のご自分の行為の理由は、民のためではなかったというわけですね。

ユーディットゆっくりと、心打ち砕かれて)そうよーその通り お前の言う通りよ一民の

ためではなかったー私をあの行為へ走らせたのは、自分自身のことばかりを考えてのこと

だ、ったのよ。 (Werke， Bd. 1， S.67f.) 

最後に、ユデイツトは

ホロフェルネスの息子だけは生みたくない。ミルツァや。わたしの胎が石女であるよう神に祈っ

ておくれ。ひょっとしたら神の御憐れみがあるかも。 (Werke，Bd. 1， S.75) 

という有名な科白を以てこの戯曲は幕となるのだが、これは、すでに引用したユーデイツトの言葉からも判

るように、女は子供によって初めてその位置価値を得て、無から何者かとなり、かつ、子供こそは、大自然

に女が捧げる唯一の感謝となってしまうからである。つまり、自己の主体性確立のための殺人のごとく見

えながら、さにあらず。ここに 『ユーデイツトJを通じてへッベルによって提示されたものこそは、主体相

互間の約束事としての他者による自己への位置価値の付与、これへの期待が裏切られ、拒否され、自己が

「透明なる存在Jへとおいやられることが、今後の演劇舞台上の、否、およそ文学作品一般における、報復

や殺人の根拠となるであろうとの宣言の一つの魁けであったのである。

8 

近代個人主義的自我から構造主義的自我への推移ないし対比、という本論文の主題に鑑みての今後の研

究課題としては、まず、へッベルがその晩年に執筆を開始し、ほぼ完成に近いところまで来ていた、断片

『デメートリウスjDemetrius ( 1 8 5 8年制作開始)と、彼がまさに模範とし、かっその完成を意図してい

たとされる、同じく未完の、そしてシラーにおける近代個人主義的観念論離脱の作と見られる、シラ一作

断片『デメートリウスjDemetrius (1 8 0 5年)との比較検討があろう。「おのれが何者であるかを知ら

なかった男Jというモティーフは、まさに「他者依存性j、もっと具体的に申せば、「歴史ないし革命、の、
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鏡ないし器、としての人間jというテーマによってへッベルをシラーに結びつけると考えられ得るからで

ある。次に、ヘッベルが新しい世界像、人間像を描くに用いる器としてはふさわしからず、として捨て去っ

たノヴェレ(短篇小説)に、では、他の十九世紀ノヴェレ作家たちは、どのような工夫を施して新思想を盛

るにふさわしい器にしようと努力したかの検証であろう。そして、すでに述べたように、この問題へのアプ

ローチの要諦は、間違いなく「語りjの変革の分析にあると思われる。スイスのケラ一、 C.F.マイア一、

ドイツのドロステーヒュルスホフ、ラーベ、フォンターネ等の登場であり、二十世紀にいたっては、ホフマ

ンスタ ル、ヘルマン・ブロッホ、ムジール、カフカ等、オーストリア文学の作家たちの活躍である O

テクスト FriedrichHebbel， Werke in 5 Banden. Herausgegeben von Gerhard Fricke， Wemer Keller und Karl 

Pるmbacher.Carl Hanser， Munchen 1963ff. (zit. Werke) 

註

1)この作品は『マッテオJ以後に書かれた唯一の完成短篇小説であり、しかも 1849年という成立年は、

『マッテオ』から十年近くも経っているという点で、論者の観点からも注目に価する。何故ひとたび

は捨てた短篇小説をヘッベルは、長い断絶ののち、再び、それも手法的には殆ど以前と変わらぬスタ

イルで着手したのだろう。これも論者にとって興味ある未着手のテーマである。そこで、この問題に

関する論者のおおよその作業仮説をここに述べておきたい。まず、わずか五ページ弱のこの短篇の梗

概は次の通りである。爪に火をともす思いで貯めた金でやっと購入した牝牛が、今夜到着するのを、

三歳の男児とともに待つ農夫アンドレ アスは、支払うべきターラー紙幣を一枚一枚取り上げ、それ

らを得た時の苦労話や由来を思い出しては悦に入っていたが、やがて紙幣を包んでおいた古新聞紙を

ローソクで燃やしてパイプに火を点けたのち、その古新聞紙を床に投げ捨て、牝牛の到着を迎える

べく戸口へ出る。その隙に、父がパイプに火を点ける動作をじっと見ていた幼児が、ベンチの上には

い上がり、ターラ一紙幣を次々にローソクの火で焼いてゆく。父が気付いた時には最後の一枚が燃え

尽きるところであった。子供が目を戸口に向け、この有様に化石のごとく立ちすくむ父に「もっとJ

(..Mehr!“)と言うの聞くや、その言葉に逆上した父アンドレーアスは、「もっとだと、この悪魔の申し

子めJ(..Mehr， du Teufelsbrut?“)と叫び、おのれの息子を壁に叩きつけ、頭蓋骨を叩き割って殺して

しまう。我に返り、己れの行為の重大性に気付いた父は、息子に乞われた時の科白を反復して、「よ

しょし、もっとやってやるJIもっとな、たっぷりもっとだJ(..Mehr!“sagte er dann， ..noch mehr， viel 

mehr“)と言いながら屋根裏で首吊り自殺をしてしまう。折から牝牛を連れ、従僕の少年ハンスと共

に帰ってきた妻ゲーシェは、わが子の無残な死体を見て卒倒。他方、主人を探して屋根裏へ登ったハ

ンスは、ぶらがっている主人の死体の股ぐらの聞に自分の首を突っ込んで、しまい、動転して転がり落

ち、首の骨をおって死ぬ。その際、少年のローソクの火が農家を焼き尽くし、かくてアンドレーアス、

妻ゲーシェ、幼児、少年ハンス、それに火中に突っ込んで、きた牝牛の全ては、家とともに焼かれて終

となる。以上である。さて実はこの物語を読んだ者が直ちに連想する、ドイツ文学作品上の有名なエ

ピソードがある。それはゲ テの自伝『詩と真実jAus meinem Leben. Dichtung und陥 hrheit勢頭、

すなわち第一部(1811年完成)第一章で紹介されるゲ テ幼年時代のーエピソ ドである。小牧
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12 深見茂

健夫訳によって見ると、「お向ふに住んでゐた、故市長の遺児であるフォン・オクセンシュタインの

三人兄弟は私を大へんかわいがるやうになって、色々なことをして私を相手にしてからかった。平素

は真面目で、寂しさうであったその人達は、私をけしかけて種々のいたづらをさせたが、それを私の

家人はよく話の種にした。さういふいたづらの一つだげをここに挙げよう。陶器の市が聞かれてゐた

ときであった。家の中のすべては静まり返ってゐた或る日の午後のこと、私は格子の間(ま)で私の

皿や査を相手に勝手な遊びに耽ってゐたが、ただそれっきりでは何のこともなかったので、 一つの皿

を街上に投げつけて、それが面白く砕けるのをよろこんだ。オクセンシュタイン兄弟達は私が嬉しき

うに手を拍って興がってゐるの見て、「もっとやれJ(..Noch mehr!“)と叫んだ。私はすぐさま一つの

査を投げた。さうしてひっきりなしに「もっとやれJ(..Noch mehr!“)と叫ぶ声に応じて、次ぎ次ぎ

に小皿、小鍋、小瓶を一つのこさず舗道へ叩きつけた。隣人達は喝采をつづけてやまないので、私は

彼等を喜ばせることが無上に嬉しかった。しかし私の貯へは尽きた。それでも彼等は「もっとやれJ

(..Noch mehr!“)とたえず叫んだ。そこで私はいきなり台所へ飛び込んで、陶器の大皿を取って来た。

それが壊れるときはたしかに一入面白い観物だった。私は幾たび、も往ったり、来たりして、皿棚の上

の手の届くかぎりのものは順々に一つづっ持って来た。兄弟の者はあくことを知らないので、私は曳

きずって来られるだけの陶器の全部を叩きつけて同様に壊はしてしまった。誰かがやって来て私をと

めたのは大分あとのことだった。不幸はすでに起ってしまったのちだった。J以上である。両方の物

語に共通するのは大人の宝物を幼児が全く別の目的のための楽しみに粉砕消費することを覚え、「もっ

と、もっと」と破壊三味に耽る点である。ヘツベルと 『詩と真実』の実証的相互関係は未詳であるが、

旧世界の価値観の崩壊と新思想の登場とを、大人の価値観の少年の手による粉砕によって表象させる

手法は、十九世紀末ドイツ語圏文学共通の一つの特色であることは、拙論『グリルパルツアーの「嘘

吐く者に災いあれ!JについてJ(r滋賀県立大学国際教育センター研先紀要』第l号 1996年12 

月 95-1 04ページ〉 において言及した通りであり、ここにヘッベルはノヴェレ(短篇小説)の再

生を、やはりあくまでそのテーマ性から求めていたと、論者は推論するものである。

Abstract 

With the short story“Matteo，" Friedrich Hebbel (1813-1863) ended his interest in compo-

sition in the genre of novellas (except for “Die Kuh" of 1849)， and soon after made his debut 

as one of the most successful German dramatists of血e19th Century with the play“Judi出"

What change came about in him between these two works ? In血isessay， we maintain出ata 

decisive tuming point in Hebbel's Weltanshauung can be determined through an ana1ysis of出e

play“Judith" and the novella “Matteo." To wit， his rejection of c1assical lndividualism and his 

movement to modem structuralism in the gestalt of由eintersubjective-oriented Personality. 
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LA RENAISSANCE SELON BERNANOS 

Ritsuko NAGASHI島fA

Introduction 

Apres la chute de l'Empire romain， on voit s'instaurer la monarchie feodale， et la 

societe qu'elle determine est pour Bernanos la forme sociale la plus eloignee de l'esprit 

romain.1 11 considere le Moyen Age qui l'a developpee comme l'epoque ou l'esprit de la 

chretiente s'est eleve le plus haut， et ou l'identite reelle de la France s'est formee. 

Mais cela ne veut pas dire qu'avec le Moyen Age l'esprit romain a completement 

disparu. Les id白sinspirees par l'esprit romain <<se developp[ent] sournoisement， 

silencieusement， a travers [le] vieux droit francais， de caractere feodal et coutumier>>2. 11 

continue a disputer le terrain a l'esprit de chretiente. 

La plus importante de ces resurgences est bien sur celle que l'on a nommee <<la 

Renaissance>> p紅白qu'ils'agissait alors de revaloriser l'ancienne civilisation greco-romaine. 

Elle a donne libre cours a cet ancien esprit toujours latent pendant tout le Moyen Age et 

m紅queBernanos le debut de la revivification comme en temoigne ce passage du Chmin de la 

Croix des Ames: 

En realite， depuis la Renaissance， l'esprit du cesarisme romain n'a cesse de 

gagner tout ce que perdait l'esprit de chretiente.3 

Dans cette etude， nous allons凶 iterles mouvements consideres p紅 Bernanoscomme 

des resurrections de l'esprit romain dans la longue periode qui va de la chute de l'Empire 

1. Voir notre etude Rome et sa tradition selon Bernanos in Academi Reports ofThe University 

Center for Intercultural Education， 1996， pp.105-121 
2.CCA， p.888 
3.Ibid.， p.697 
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2 Ritsuko NAGASHIMA 

romain a la fm de l'Ancien Regime， parmi lesquels la Renaissance du XV色meet du XVIeme 

siecle. 

1. Qu I est-ce que <<Ia Renaissance持?

11 parait que clest Giorgo Vasari， peintre florentin du XVIeme siecle， qui a employe 

pour la premiere fois le mot <<la renaissance>> (la renascita) dans son livre de l'histoire de 

l'art. Ill'a employe dans le sens de revitalisation de 11紅tclassique de l'Antiquite commencee 

par Giotto. Mais en general， on attribue a Bruckhart la paternite de la definition de la 

Renaissance; celui-ci ayant e加dieglobalement la culture， la politique et la religion， a etabli la 

notion de Renaissance. Et pourtant， chez Michelet， deja dans sa Renaissance publiee en 

1855， deux ans avant l'oeuvre de Bruckhart， nous trouvons a peu prとsla meme definition 

que celle donnee aujourd'hui a ce terme si repandu. 

L' aimable mot de Renaissance ne rappelle aux amis du beau que l' avenement 

d 'un art nouveau et le libre essor de la fantaisie. Pour 1百rudit，c' est la renovation 

des etudes de l' Antiquite; pour les legistes， le jour qui commence a luire sur le 

discordant chaos de nos vieilles coutumes.4 

Avant tout donc une nouvelle tendance dans le domaine des beaux arts et de 

l'architecture， puis un developpement dans les etudes de l'Antiquite， poロepar le progres de 

la philologie， son influence sur la pensee， et enfm le changement dans le systeme politique. 

Nous ne trouvons dans les essais de Bernanos (ni dans ses oeuvres litteraires 

d'ailleurs) aucune mention qui laisse supposer qu'il attache la moindre importance a <<l'art>> 

dans le sens de l'esthetique pure. 11 ne s'interesse pas a ce qulon appelle <<llart pour l'art>>， ni 

a l'academisme pur. 11 appelle l'ensemble de cette floraison de beaux紅白，d'architectures et 

d'e加desde la cul加reclassique <<bacchanalωpour evoquer la Rome paienne. 

[...] cette bacchanale de la Renaissance， les ruffians barioles， princes， ministres， 

4. Michelet， Jules: La Renaissance in auvres Completes， Vol. VII， F1ammarion， 1978， p.51 
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3 

astrologues， cardinaux， peintres et poetes， drapes d'or ou bardes de fer， tous 

manges p紅 lemal napolitain， menant leur ronde infemale， […]5 

Les somptueuses eglises de la Renaissance materialisent pour lui l'esprit paien de 

l活poquepe凶trantjusque dans la maison de Dieu， et font contraste avec les cathedrales du 

Moyen Age， solennelles mais sobres. 

[…] des opulentes eglises de la Renaissance， si dorees， si confortables， des 

luxueux salons de prieres si propices aux examens de conscience minutieux， 

diriges P紅 desprofesseurs de psychologie， […] 6 

Mais no佐eauteur mentionne le plus souvent a propos de la Renaissance son <<realisme 

politique>>. Car， c'est a cette epoque meme que se voit elaboree et perfectionnee cette idee， 

notarnment et principalement par Machiavellui-meme. 

Bemanos accumule， tout au long de sa carriere d'ecrivain， des attaques contre le 

<<realisme>> de ses contemporains， dont nous n'avons que trop d'exemples. Et si les Romains 

ont invente le rねlisme，ce sont les hommes de la Renaissance qui l'ont amene a une 

sophistication inouie. Le nom de Machiavel est frequemment cite par notre auteur non 

seulement en tant que nom propre， mais aussi en tant que nom commun.7 Bemanos evoque 

par son nom， l'image classique de la Renaissance florentine faite d'un entrelacs d'episodes 

parsemes de ruses， de mariages politiques， de guets-apens noctumes， d'empoisonnements， 

etc.， un monde depourvu de tout sens e出ique，ou tous les moyens sont bons pour atteindre 

son but. C'est certainement une image populaire de la Renaissance， mais Bernanos 

l'approuve pleinement. Ainsi raille-t-ille <<rea1iste>> contemporain: 

Je ne crois pas au: <<par tous les moyens>>. Cette formule grossiere a presque pris 

rang d'axiome， comme beaucoup d'autres， cheres au monde modeme， parce 

qu'elles sacrifient la notion de la quantite a celle de la qualite， qu'elles se basent 

5. GCSL， p.505 
6. CCA， p.189 
7. Voir par exemple SDV， p. 542; NAF， p.633; CCA， p.249 
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4 Ritsuko NAGASHIMA 

sur l'operation la plus elementaire de l'arithmetique， l'addition. Dix moyens sont 

plus efficaces que cinq， cent que dix， milIe que cent --et ainsi de suite. Mais il y 

a de bons moyens， il y en a de mauvais， il y en a d'incompatibles qui s'annulent 

reciproquement... Le premier idiot venu n1en est pas moins toujours sur de 

remporter son petit succes de salon en prononcant cette maxime， surtout s'il 

l'accompagne d'un sourire cruel et cynique a la Machiavel， qui fait courir un 

leger frisson dans le dos des jolies femmes， toujours un peu tent記s，helas ! p紅

l'idee du仕uitdefendu.8 

Il est bien connu que Machiavel a nourri son sens du realisme politique de la lecture de 

<<L'Histoire Romaine>> de Tite-Live. Quand Bemanos accuse des <<gens qui pretendent 

resoudre tous les problemes de la vie politique ou sociale grace aux exemples tirむ de

l'histoire rom出ne>>9，ou qu'il critique Maurras de ne pas avoir <<autant le sens de notre propre 

histoire que celui de 1もistoireromaine>> 10， il est tres probable qu'il pense au Florentin. Il 

nous est permis de penser qu'il etablit un lien etroit entre les realistes contemporains， les 

hommes de la Renaissance et les hommes de l' ancienne Rome. 

D'au住ep訂t，le realisme de Machiavel completement pragmatique ne s'attache qu'aux 

valeurs terrestres qui sont <<relatives>> selon Bemanos， et ne se soucie nullement de l'Absolu， 

ni le transcendent. Ainsi peut-on dire qu'il a fait apparaitre une forme de politique ind-

ependante de la religion， tout a fait differente de celle de la societe feodale du Moyen Age ， 

qui， elle， etait fondお sur1壬thiquechretienne. Bemanos situe ces valeurs relatives aux 

antipodes de celles de la chevalerie， notamment de celle de l'honneur. Aussi oppose-t-il ces 

valeurs comme on peut le voir dans lee Grands Cimetieres so凶 laLune:

[...] aucun homme sense n1aura jamais l'id白 saugrenued'apprendre les lois de 

l'honneur chez Nicolas Machiavel ou Lenine. […] L'honneur est un absolu. 

Qu'a-t-il de commun avec les docteurs du Relatif?11 
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La Renaissance selon Bemanos 5 

Onre住ouvela meme opposition dans Nous Autres Francais: 

Elle [l'espece de puissance dont l'epee est le symbole] n'est nullement 

l'embleme de la force brutale， du moins pour les hommes d'Occident. Elle est 

celui de la chevalerie， le signe de l'honneur chevaleresque. […] un tel esprit n'a 

rien de commun avec Machiavel et le rl匂lismelatin.12 

Ce realisme， qui ne connait pas l'honneur， engendre la conception de l'Etat. Bemanos 

oppose la notion de l'Etat a celle de la patrie， qui elle， est e住oitementliee a la notion de 

l'honneur. C'est ainsi qu'il peut ecrire: 

[…] l'Etat ne connait ni honneur ni justice.13 

C'est justement a cette periode que l'Etat， qui s'a百'aiblissaitdepuis la chute de l'Empire 

Romain， revient avec force， remplacant la monarchie medievale. 

11. L'influence du realisme politique sur la France 

Quant a l'influence de la Renaissance sur la France， c'est surtout de celle dans le 

domaine des beaux-arts et de l'architecture que l'on parle， et parr凶 lesnoms souvent cit白

figure celui de Leonard de Vinci， qui a ete invite en France p紅 Fr加 coisIer. Mais comme 

nous avons刊，Bemanos ne donnant qu'une importance secondaire aux紅ts，il ne mentionne 

aucun pein住e，ni aucun architecte italiens. P紅 contre，il s'interesse enorrnement a voir en 

quoi la Renaissance a a百ectela France politiquement et socio-religieusement. 

D加 trepart， Bemanos considere non seulement que la Renaissance est nee en ltalie， 

mais aussi qu'elle appartient essentiellement aux Italiens， c'est-a-dire， a la posterite des 

Romains， et donc qu'elle est une culture etrangとreaux moeurs francaises， voire a la France. 

Bemanos semble supposer qu'elle est parvenue en France par deux voies avant de s'y 

installer: une est celle des legistes venus directement d'ltalie， et l'au仕eest cel1e d'un emprunt 

12. NAF， pp.633-4 
13. EH， p.812 
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6 Ritsuko NAGASHIMA 

par l'intermediaire de la royaute espagnole. 

II・1.Les legistes 

Bemanos emploie souvent le mot <<legiste>>， qui est un terme historique pour d己slgner

les specialistes des lois ou les conseillers juridiques des rois， dans ses oeuvres de combat， et 

il constitue un de ses mots-clefs. 11 app紅 aitle plus souvent en relation avec la Renaissance. 

En effet dans nombre de cas， lui est accole le qualitatif <<de la Ren泊ssance~入 14

Bemanos situe la premiere apparition de legistes dans l'histoire de France au XIe 

siecle. Ils anticipent deja le r句lismepolitique que perfectionnera Machiavel a l'epoque de la 

Renaissance. Voici en quels termes Bemanos les evoque: 

Des le Xle siecle， elle [l'idee de socialisme d'Etat] eut ses propagateurs et ses 

techniciens; on les appelait des legistes， et ils avaient decouvert le machiavelisme 

bien avant Machiavel. Nos rois les entretinrent a grands frais， comme d'utiles 

mais peu avouables collaborateurs， jusqu'au jour ou la Renaissance rehabilita， 

restaura， exalta contre l'Evangile hurnilie l'antique esprit des Cesars. 15 

On considとreque c'est au XIeme siecle que fut fondee en Italie l'Universite de 

Bologne， sumommee ulterieurement <<la nourrice des lois>>. Dans cette universite， on a cree et 

elabore pour la prerniere fois un systeme juridique， en e加diantles anciens textes concemant 

le code justinien， qui， depuis longtemps avait ete oublie dans l'Europe occidentale. Et les 

etudiants ayant etudie a Bologne， a leur retour au pays， exercaient souvent un pouvoir 

politique considerable aupres du mon訂que.Ils etaient appeles les <<legistes>>. Les legistes ont 

aboli les lois coutumieres que gardait jusqu'alors la societe feodale --ce que Bemanos 

appelle <<notre vieux droit francais de caractere feodal et couturnief>> 16 --et retabli les lois 

romaines， qui elles etaient considerees universelles. 

Le ballet des legistes devient particulierement intense sous le regime du Philippe le Bel. 

14. GCSL， p.572， EH， p.812， CCA， p.778， SDV. p.587 
15. CCA， p.888 
16. Ibid.， p.888 
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La RenaIssance se/on Bernanos 7 

Bemanos， diplome en droit， doit etre parfaitement au courant du cours de ces evenements. 

D'ailleurs， nous pouvons aussi remarquer que Michelet， dont les oeuvres sont 

familieres a Bemanos depuis sa jeunesse， s' attarde aussi assez longuement sur les legistes du 

Philippe le Bel， et nous trouvons chez lui une idee proche de celle de no住eauteur: 

Ces legistes， […]白rent，sous le petit-fils de Saint Louis， les tyrans de la France， 

Ces chevaliers en droit， ces ames d 'horrible froideur dans leur imitation servile 

du droit romain et de la fiscalite imperiale. Les Pandectes etaient leur Bible， leur 

Evangile. Rien ne les troublait dとsqu'ils pouvainet repondre a tort ou a droit: 

Scriptum est …A vec des textes， des citations， ils demolirent le Moyen Age， 

pontificat， feodalite， chevalerie. Ils allerent hardiment apprehender au corps le 

pape Boniface VIII; ils brulerent la croisade elle-meme dans la personne des 

templiers.17 

Ce passage est a mettre en p訂alleleavec la maniere dont Bemanos stigmatise le role de 

ces legistes: 

Lorsque Philippe le Bel meditait quelque佐icheriepolitique， ou plutot des qu'il en 

avait decide l'execution， il ordonnait a ses legistes de la justifier par avance au 

nom du Droit […].18 

Quoiqu'il ne cite pas de noms， il n'y a aucun doute qu'il pense a Pierre Dubois ou a 

Guillaume de Nogaret: le prernier est celebre pour le role qu'il ajoue d剖1Sles a百airesqui ont 

oppose le Roi de France au Pape Boniface VIII， et le second， pour les ruses qu'il a utilisees 

afin d' aneantir l'Ordre des Templiers qui constituait pour Bemanos un des symboles de la 

cheva1erie. 

Bref， ce sont les legistes qui ont commence a <<legaliser>> au nom de la Loi tout ce qu'ils 

voulaient， meme les injustices， a savoir， ce que Bemanos reproche souvent a ses con-

17. Michelet， Jules: Histoire de France， livre V， in auvres Completes， Vol.VIII， Flam 
marion，1975， p.58 
18. LA p.ll0-lll 
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8 Ritsuko NAGASHIMA 

temporains: remplacer les notions du <<droit>>， de la <<justice>>， et de la <<legitimite>>， p紅 celle

de la <<legalite>>. Ainsi， ils ont contribue au developpement de la doctrine du realisme 

politique. 

Jusque la， le seigneur feodal n'etait seigneur que pour ses sujets directs， mais la loi 

romaine fait du monarque le seigneur de tout le peuple， lui deceme une autorite absolue. La 

tradition romaine qui confiait la souverainete exclusive pour garder <<l'Ordre>> est ressuscitee 

avec la loi romaine. Ce qui a prepa託 lamonarchie absolue， en remplacant la notion de 

<<Pa仕le>>p訂 cellede <<Etat>>， comme le rappelle Bemanos dans Les Erz.向ntsHumilies: 

L'Etat s'est substitue a la Patrie [...]. Et les courtiers de ce troc， les legistes 

crasseux de la Renaissance， barbouilles de grec et de latin， ont mene l'operation 

avec toute la clairvoyance de la haine. Car ils haissaient l'ancienne France， ils 

dedaignaient son idiome， ils meprisaient ses moeurs， ses訂ts，sa foi， ils l'eussent 

donnee tout entiere pour la moindre des republiques transalpines --la France 

modeme a ete faite p紅 desgens qui tenaient l'ancienne en mepris.19 

Bemanos considere que l'essence de l'esprit francais qu'il appelle <<l'Ancienne France>> 

reside dans la monarchie feodale --la monarchie chretienne selon sa propre expression --

du Moyen Age， et que la monarchie absolue est un systeme tout a fait etranger a la France， 

d'origine italienne， a savoir de descendance romaine， greffe a la monarchie仕ancaise.Et il 

denonce les legistes comme responsables de cette operation. 

La theorie du <<Droit divin>>， qui est apparue avec le penchant pour la monarchie 

absolue elle aussi a ete inventee p征氏cessite，selon Bemanos， par des theologiens courtisans 

et serviles， dans le meme esprit que celui des legistes. 11 met l'accent sur le fait qu'elle n'a 

rien de commun avec la monarchie chretienne qu'il tient pour ideale. Voici en quels termes il 

les白stigedans la meme oeuvre. 

La monarchie de droit divin a ete inventee par des theologiens courtisans qui 

s'efforcaient de definir dans leur langage une conception de l'autorite a peine 

19. EH， p.812 
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seuls. 

differente de celle des legistes de la Renaissance. 11 n'y a jamais eu que ces 

domestiques pour pretendre ajouter ce verset aux commandements de Dieu: <<Aux 

Bourbons tu obeiras <<Ainsi qu'a Dieu memement.>>20 

Ces legistes portent donc une lourde p紅tde responsabilite， mais ils ne sont pas les 

11・2.La monarchie espagnole 

Comme nous l'avons ecrit precedemment， Bemanos est persuade qu'un autre element a 

con仕ibuea conduire la France vers la monarchie absolue， comme ill'ecrit dans Le Chemin 

de la Croix des Ames: 

[…] la tradition de la monarchie absolue --celle de Charles-Quint， de Philippe 

11， de Louis XIV lui-meme， si fortement influence par le sang espagnol qu'il 

tenait de sa mere.21 

Ces noms cites directement ou indirectement ici， ceux de deux rois espagnols et celui 

d'Anned'Au仕icheauquel fait allusion l'expression <<le sang espagnol qu'il tenait de sa mere>> 

( mere de Louis XIV et epouse de Louis XIII， Anne d'Autriche est nee en Espagne en tant 

que petite fille de Philippe 11) sont evocateurs. Bemanos semble vouloir dire que la 

monarchie absolue a ete importee en France par la voie de la famille royale espagnole， qui， 

elle， avant la France， l'avait deja etablie a 1百poquedes Rois Catholiques， Ferdinand 11 et 

Isabelle. n evoque泊nsil'in仕oductionde ce principe 釦anger:

La maxime Vox Populi Vox Dei n'est nullement modeme， elle est restee chez 

nous， pendant des siecles， un axiome populaire， accepte de tous， jusqu'a ce que 

les theologiens simoniaques au service de l'abjecte Monarchie clericale espagnole 

aient traduit en langage catholique les definitions des legistes italiens de la 

20. lbid.， p.812 
21. CCA， p.778 
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Renaissance， imposees plus tard p訂LouisXIV au c1erge gallican， contrairement 

aux traditions religieuses de la Maison capetienne et a no住eDroit nationa1.22 

La monarchie feodale 合ancaisedu Moyen Age， pour Bemanos， ne faisait qu1un avec le 

peuple. Bemanos， tout royaliste qu1il est， n1est nullement partisan du Droi Divin. Celui-ci 

rend le pouvoir royal absolu， et enleve au peuple le droit de se revolter con住ele roi. Bref， il a 

donne une signification religieuse a ce qui avait ete fait P紅 leslegistes. La theorie ainsi etablie 

n1avait donc aucun rapport avec la tradition de la monarchie francaise， elle a ete importee 

d ， Espagne et a ete gre能 esur elle. 

<<Tout pouvoir vient du peuple>>一一telfut， en e百'et，le principe essentiel du droit 

royal en Europe avant que les rois catholiques dlEspagne et leurs theologiens 

serviles eussent invente la theorie du droit divin qui a comme immobilise 

rinstitution monarchique， brise son elan.23 

Lerねlismepolitique， si nefaste a la France aux yeux de Bemanos， n' a pas limite son 

influence deletとrea l'institution monarchique， ill'a exercee aussi dans l'Eglise. 

111. Le Realisme politique dans rEglise 

111-1. corruption dans rEglise 

Le Realisme qu1a cultive la Renaissance et qui a transforme la politique seculaire， a 

cause， a llinterieur de rEglise， une serieuse corruption. Nous apercevons ce que no仕eauteur 

pense de cet etat de rEglise du XVIe siec1e， apres les critiques qu1il adresse aux hommes de 

rEglise de son epoque， qui， eux aussi， selon lui， faisaient preuve de r，ねlismepour aboutir a 

un compromis avec la richesse: 
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Les gens d'Eglise diront la-dessus ce qu'ils pourront. Leurs predecesseurs du 

XVIe siecle ne sモtaientpas moins laisse duper qu'eux-memes p紅 lespolitiques 

realistes de la Renaissance， et je dis， j'af:面me，je proclarne qu'ils ont alors vendu 

la Chretiente， paye du sang chretien leurs peintres， leurs sculpteurs， leurs 

orfevres， leurs gitons et leurs catins.24 

La Chretiente medievale qui se voulait simple et pauvre a laisse place a la luxurieuse 

Eglise de la Renaissance， et cela， surtout en Italie OU avait commence et fleurissait ce 

mouvement de la Renaissance. Sur son accablante corruption， il note: 

Au temps OU l'ltalie simoniaque， toute pourrie sous ses ors et ses brocards， 

faisait de la Ville Sainte une caveme de voleurs， une citeme de luxure， […]25 

ou encore sur les farneuses indulgences qui symbolisent la corruption de l'Eglise， 

Jarnais la vente des indulgences n'avait rapporte aussi gros.26 

Enfin， Bemanos considere le realisme de la Renaissance comme responsable de 

l'alteration de l'Eglise ca白olique:il a enleve a la communaute chretienne le caractere simple 

qu'elle avait garde a仕aversle Moyen-Age， et l'a inclinee a la politique. 

111-2. L'lnquisition et la terreur 

L'Inquisition est communement consideree comme une institution moyenageuse et elle 

represente le cote le plus <<tenebreux>> de cette epoque. En e百et，cette institution a ete etablie 

en tant que systeme au debut du Xllleme siecle， aprとsavoir ete introduite plusieurs fois au 

cours du Xlleme siecle pour lutter con仕eles h仕白ies，tache qui a ete confiee aux dominicains 

en 1232. 

24. GCSL， p.450-1 
25. LA， p.42 
26. GCSL， p.505 
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Cependant， Bernanos， lui， la situe dans le courant de la Renaissance. Car cette 

institution etait etayee par la loi ecclesiastique， qui avait ete formee a l'exemple de la loi 

romaine， et qu 'elle aussi， etait nee de l'union du pouvoir seculaire et de l'Eglise， et， surtout 

en Espagne， elle avait servi a fortifier la puissance royale juste au moment ou la monarchie 

absolue s'installait. Ainsi evoque-t-ill'Inquisition en reflechissant sur l'anticlericalisme de 

son epoque: 

Des milliers et des milliers de braves gens qui faisaient baptiser leurs enfants， se 

mariaient a l'句liseet n'eussent voulu pour rien au monde etre enterr白

<<civilement>>， votaient <<con住eles cures>>， par crainte d'une nouvelle Inquisition， 

d'une nouvelle alliance des pretres et des militaires contre la liberte de pensee. 

Que l'Eglise ellememe ait renonce depuis longtemps a justifier les erreurs et les 

demences de la fameuse Inquisition des rois catholiques， ces braves gens n'en 

savaient rien.27 

Comme le remarque Joseph Jurt (Notes， 11， p.1461)， son attitude vis-a-vis de Saint 

Dominique et le mouvement qu'a mene celui-ci， se modifie entre Saint Dominique publie en 

1926 et Les Grands Cimetieres sous la Lune de 1938. Dans Saint Dominique， il dessine une 

image du saint hardie et jeune en esprit， qui combat les heretiques avec l'amour divin. Tandis 

qu'il note dans Le Grand Cimetiere sous la Lune: 

Meme avec des penseurs comme M. Doriot， je doute que vous meniez a bien une 

Reforme intellectuelle du Proletariat calquee sur celle que le vieux Renan 

proposait jadis a la France. Saint Dominique avait reve quelque chose de 

semblable pour la Chretiente， une vaste restauration de la doctrine dont ses 

FrとresPrecheurs， eussent ete les ouvriers. A l'exemple des communistes 

d加jourd'hui，les Heretiques de l'epoque menacaient les classes dirigeantes dans 

leur foi et dans leurs biens. Ces dernieres ont vite reussi a faire comprendre aux 

gouvernements que la Foi pouvait attendre mais que le salut de la Propriete 

27. CCA， p.216 
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exigeait des mesures energiques. En sorte que les Precheurs ont fini p訂 fournir

les cadres d'une vaste entreprise d'epuration analogue a celle que j'ai vue 

fonctionner en Espagne et qui porte， dans l'Histoire， le nom d'lnquisition.28 

Bemanos at住ibuel'Inquisition toujours aux Rois Catholiques espagnols， dont il cite les 

noms， comme nous l'avons vu plus haut， en tant que les promoteurs de la monarchie 

absolue. L'Inquisition permettait a l'Eglise d'ecraser les heretiques， en meme temps qu1aux 

Rois Catholiques d'unifier la nation au nom de la religion. Le chef d'Etat et l'Eglise y ont 

donc trouve un profit commun. 

Depuis les premiers siecles， l'Espagne est un pays chretien. Pour le preserver 

des Maures， des juifs et de la plus grande heresie de l'Occident， les hommes 

d'Eglise n10nt guere menage sa chair et son sang. Ils ont trouve dans les Rois 

Catholiques des collaborateurs si zeles que les papes eux-memes devaient 

rassurer p紅白isla bigoterie soupconneuse de ces grandioses maniaques dont les 

ambassadeurs， a lire certains de leurs rapports publies jadis p紅 M.Champion， 

espionnaient la cour de Fr組 ceau nom de Mgr l'archeveque de Tolede， les sbires 

de la Sainte-Inquisition recueillant les suspects au passage de la仕ontiere.Bref， il 

serait impossible de citer， en Europe， un pays ou l'Eglise a trouve plus d'allies， 

ou， s'ille fallait， de complices.29 

En outre， ils pouvaient fmancierement en tirer profit， en sequestrant les biens des juifs 

inquisitionnes et expulses. Bemanos con住editdonc Victor Hugo selon qui l'Inquisition a ete 

causee par une sorte de仕enesiereligieuse: 

Lorsque les Rois catholiques exterminaient les heretiques， c'est-a-dire en somme 

les rebelles， les contempteurs de la doctrine d'Etat， les trotzkistes， on aurait 

parfaitement tort de croire， avec le vieil Hugo， qu'ils souffraient d'une crise de 

folie mystique， a forme sadique. Ils savaient住むbience qu'ils faisaient. Apres 

28. GCSL， p.390 
29. Ibid.， p.486 
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eux， la theorie paienne de la Raison d'Etat ne s'est pas beaucoup modifiee， 

[...]30 

Enfin， ceux qui pratiquaient l'Inquisition le faisaient avec toute leur lucidi低，pourune 

raison politique， exactement comme les dictateurs <<rねlisteωd'aujourd'huiqui pratiquent 

lモpurationdes elements dangereux. 

Ici， Bemanos semble tenir a cette appellation de <<Rois Catholiques>>. Celle-ci etait 

donnee aux rois d'Espagne depuis les Rois Isabelle et Ferdinand， comme l'appellation de 

<<Roi Tres Chretien>> aux Rois de France. Le mot <<catholique>>， signifiant <<universel>>， voire 

<<mondial>>， pourrait etre pris dans le sens d'<<unique et orthodoxe>>. 11 est donc fort 

vraisemblable que l'association de l'adjectif <<catholique>> et de <<roi>> represente， aux yeux de 

Bemanos， la structure d'une coalition des pouvoirs et des interets --coalition de la p訂tie

exc1usive et dogmatique de l'Eglise et le pouvoir seculaire qui est l'essence meme de la 

monarchie absolue. Bemanos n'utilise pas pour les Rois francais l'appellation de <<Roi Tres 

C面白ien>>， et pourtant， quand il mentionne les <<Rois Catholiques>>， ne compare-t-il pas 

implicitement cette appelation-ci a celle-la? En effet， l'expression <<Roi Tres Chretien>>， elle， 

ne comprend pas le sens de protecteur de l'autorite religieuse. 

Bemanos pense d'ailleurs que la meme alliance des pouvoirs seculiers et religieux dans 

1 'Espagne absolutiste a donne lieu a un evenement historique: la repression du soulとvement

flamand en 1566. Ill'appelle <<la Terreuf>> tout comme celle dont il a ete t釦10inen Espagne. 

Et il revint a plusieurs reprises sur cette <<Terreur>> comme le montrent les passages suiv組 ts:

A la verite， l'histoire nous demontre que le systeme [de la Terreur] sert a tout le 

monde， et la Terreur des Rois Catholiques dans les Flandres etait une sacree 

terreur.31 

La Terreur des Rois Catholiques en Flandre a verse plus de sang qu'aucune 

Jacquerie. Le pillage d'une ville par la canaille， n'en coutat-il pas un seul 

30. CCA， pp.694-5 
31. GCSL， p.4lO 
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cadavre， sera toujours un spectac1e atroce.32 

Dans ces passages des Grands Cimetiers Sous la Lune， il demontre que la Terreur， qui 

est prise vulgairement pour une forme de regime inventee par les revolutionnaires et les 

extremistes， peut etre causee， tout au contraire， par un ordre etabli. En l' occurrence， c'est 

l'exigence de conserver l'interdependance entre le pouvoir et l'autorite religieuse qui l'a 

in仕oduite.

11 est interessant de remarquer egalement， que Bemanos， consciemment ou non， 

at住ibuecette politique de Terreur aux <<Rois Catholiques>>ー-aux pluriels et avec majuscule， 

donc a Ferdinand et a Isabelle --quoique ce fut Philippe 11 qui fut sur le trone au moment ou 

cette affaire a ec1ate. En effet， roi d'Espagne depuis 1556， il faisait pression sur les 

protestants par le biais de l'Inquisition. A l'epoque des Rois Catholiques， la Flandre 

n'appartenait pas au Royaume de Castille. Cet anachronisme semble etre du a ce fait que 

Franco tenait le regime des Rois Catholiques comme l'ideal de l'Espagne. Quand il redige 

Les Grands Cimetieres sous la Lune， Bemanos doit le savoir， et probablement fait le 

rapprochementen住ece qui est en住ainde se passer en Espagne et les Rois Catholiques. 

Conclusion 

Le mouvement de la Renaissance a commence p紅 separercompletement le pouvoir 

seculier de l'autorite religieuse， en introduisant l'idee du r句lismepolitique. C'est le premier 

changement qu' elle a apporte a la societe medievale. Elle a detruit la vision de monde 

uniforme， simple et ch尚tienneque concevait 1 'homme du Moyen Age. Mais son influence ne 

s'y est pas arretee. 

C'est une ironie du sort que l'esprit du realisme ne ainsi de la paganisation du monde a 

fmi， par la suite， p訂 s'introduire dans 1 'Eglise， et a cause sa degradation. Ce qui entrainera 

sans tarder la Reforme de Luther. 

Pour Bemanos cependant， le mouvement de la Renaissance reste jusqu' au bout 

etranger a la tradition Francaise. Celle-ci， qui date au Moyen Age， continue a vivre tout au 

long de l'histoire malgre de仕equentsassauts de son courant rival: celui de la tradition 

32. Ibid.， p.431 
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romaine. La Renaissance est certainement la plus vigoureuse et la plus eprouvante de ces 

evenements menacants qu' a住aversesla France. 

Abreviations 

包 II Essais et ecrits de combat， 1， Gallimard， 1972， <<Bibliotheque de la Pleiade>> 

GCSL 

NAF 

EH 

lA 

CCA 

Abstract 

Les Grands Cimetieres sous la lune [in包 II]

Nous au住esFrancais [in包 II]

Les Enfants Humili白[出包II]

Let仕eaux Anglais， Ga11imard， 1946 

Le Chemin de la Croix-des-Ames， Rocher， 1987 

We extract from Georges Bemanos' political essays the ideas conceming the 

Renaissance. For him， the movement of Renaissance is by no means a positive phenomenon: 

It does not mean a joy of the recovery of humanity nor the liberation仕omreligious pressure. 

It diverted the French society with its influence of the revived仕aditionof roman civilization， 

仕omits proper cultural heritage -血espirit of what he names “the Christian monarchy" --

to change it into the absolutism or the rule by power， caused also the corruption of the 

Catholic church. 
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深層格について

ON THE SEMANTIC ROLES 

呉凌非

WULingfei 

Abstract 

It is very important to develop a set of semantic roles to describe the meaning 

structure of the sentences of the source language in the machine translation systems 

which use case grammar. Usually more血anthirty semantic roles are introduced 

into the machine translation systems. But from the point of view of linguistics， to 

find out a proper set of semantic roles is important. In this study， a set of semantic 

roles which includes Object， Agent， Reference， Trace， Instrument， Manner， Space， 

Time and Cause is introduced. It is verified出atmost of the meaning structure of 

the Japanese can be described with the set of the semantic roles developed in this 

s加dy.

1 はじめに

深層格という概念は文の深層上の概念であり、主語、目的語といった文の表層上の概念とは異なる。こ

ういう深層格についての研究としては、日lmore(1968， 1971)、Cook(1972， 1973)、Anderson(1987)、Starosta

(1988)、長尾(1988)、石川・坂本 (1989)などが見られる。本稿では、 loca1istの観点に基づいき深層格に

ついて考える。より正確な深層格を定義することにより、深層格を使った、より正確な動詞の意味も得ら

れるのである。

また、草薙 (1975)に従って、文 (sentence)が記述する「実世界の対象Jを「現象」と称する。以下で

は、「現象Jと同じ意味で「出来事Jという用語を使うこともあるが、そういう場合では、「出来事jはも

っぱら動的現象を指す。深層格の分析に入る前に、これからの議論に使われる三つの概念を区別しておく

必要がある。

山参入者:r現象Jあるいは「出来事Jに直接にかかわるものをいう。この概念は出来事のレベルの概
念であり、文の表層では、おもに名詞に対応している。

ロ]深層格:r出来事jにおける参入者の役割である。この概念は、草薙 (1975)が考案したモデルで考
えれば、人間の認知のレベルの概念にあたり、具体的には、行為者格、対象格といったものが考え

られる。
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[3]項:文の表層に現れるものである。この概念は言語表現のレベルの概念であり、具体的には、英語

では、名詞句、前置詞句に当たり、日本語では名調句、言い換えれば、格助詞と名詞からなるフレ

ーズのことを言う。副詞はモダリティの部分で記述するものと命題の部分で記述するものとに分け

なければならないが、本稿では、その命題の部分で捉えるべき副詞をも文の表層において、「項jと

して捉える。

草薙が述べているように、「現象jを記述するに当たって、捉え方の違いにより、言語表現上にも違い

が現れてくる。例えば、夢を見る現象について語る場合、日本語では、 (1)のように表現するが、同じ現

象を中国語では、 (2)ように表現する。

(1) 太郎が昨夜夢を見た。

(2) 太郎昨天晩上作了個夢。

つまり、中国語の場合では、「夢を見るJというふうに表現するかわりに 「夢を作るjというふうに

表現している。

上記のような表現上の違いがあるものの、それぞれが記述する「現象Jの参入者には違いはないはずで

ある。具体的に言えば「太郎J、「昨夜J、「夢jの三つの「参入者」は(1)と (2)では、同じである。強い

て言えば、参入者の実際の出来事における相互関係は言語表現に左右されないはずである。そして、誰が

見てもそれらの参入者が同様な関係にあるという事実性の上に、格文法が成り立っていると考えられる。

したがって、深層格を捉える際、視点を「出来事」に参加する参入者に置き、その参入者の「出来事」に

おける役割を重視すべきである。出来事において、参入者が増加したり、消滅したり、変化したりするこ

とがあるため、出来事が開始する時点と出来事が終了する時点の参入者は必ずしも一致しない場合がある。

そのために、深層格を捉える際、出来事が開始する時点の参入者を把握し、そして、それらの参入者を出

来事の全過程において動的に追跡し、それらの参入者が果たす役割を判断する必要がある。例えば、

(3) 花子が小麦粉で、団子を作った。

が記述する出来事が開始する時点では、出来事に参加する参入者は「花子」、「小麦粉Jである(もちろん、

この出来事に参加する要素にはほかにも場所、時間、道具なども考えられるが、ここでの議論には本質的

な影響がないため、考察外とする)。出来事が終了する時点では、参入者は「花子」、「団子jに変わって

いる。この出来事の全過程を動的に捉えることによって、「団子」は「小麦粉」から変化してきたもので

あることカfわかる。

上記のように、参入者は出来事を構成する基本的な要素であると考えられるが、意味役割のレベルでは、

そういう「参入者」はさらに多数の異なる範障に分けられる。本稿では、その異なる範障を統括的に深層

格と呼ぶ。以下では、その異なる範轄すなわち深層格について具体的に検討して行きたい。

2本稿における深層格

2.1 対象格 (0吋配。

あらゆる文の深層において、例えば、

(の主主きれい。

の下線部のような状態あるいは属性が藷られる主体、
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(5) 主主、流れる。

の下線部のような移動あるいは変化の主体、

(6) 太郎が差益E主殴る。
の下線部のような行為を受ける主体、などを表す中心的な成分が見られる。この中心的な成分の果たす役

割は従来の研究では、対象格と定義されている。深層構造において、対象格は欠かせない深層格である。

が、文の表層では、

(7) 太郎が貯金する。

のように、対象格を表す成分が顕在的に現れないこともある。ただし

(8) 太郎がお金を貯める。

のように言い換えれば、対象格が存在していることがわかる。なお、 (7)の場合は、対象格が動詞に語葉

化されているとする。

同様なことは英語にも見られる。例えば、

(9) John bribed the janitor. 

では、贈る対象となる「賄賂J(bribe)に対応する「項jは顕在的には文に現れていないが、動詞 bribe

に語葉化されている。

ところカ宝、 FiIlmore(1971:241)は

(10) This jacket is w紅m.

のThisjacketを道具格、

(11) Summer is warm. 

の Summerを時間格、

(12)τne room is w紅 ID.

のTheroomを場所格、としてそれぞれ捉えている。とすれば、文の深層において、対象格が必須的な

存在ではないことになる。

しかし、 (10)では、百lIsjacketを道具格とすれば、行為者格との共起が可能になる。しかし、 warm

という動詞と行為者格との共起はありえない。 Thisjacketを対象としてその属性を記述し、対象格とし

て捉えれば、問題はない。同様に、 (11)と (12)では、それぞれ Summerと百leroomの属性を記述す

るもので、 Summerと百leroomはいずれも対象格として捉えるべきである。たとえある名詞が時間あ

るいは場所の意味を持っているとしても、必ずしも時間格あるいは場所格で捉える必要はない。この点に

ついて、 Cook(1972:44)は次のように述べている。

“The nouns in the proposition， on the other hand， are not cases 

but ‘case candidates'. The same noun may be used in different 

context as Agent， Experiencer， Object， Beneficiary， or Locative， 

depending upon the verb with which it is used. . 

つまり、ある項が文における意味役割を判断するには、その名詞の意味ではなく、述語の意味を中心に

決めていかなければならない。

既に触れたように、対象という参入者はあらゆる出来事に欠かせられない参入者である。具体的には、

その属性あるいは状態が記述される参入者、あるいは動作を直接に受ける参入者、あるいは行為者によっ
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て関係付けられる参入者、あるいは出来事において物理的状態あるいは抽象的状態の変化を遂げた参入者、

あるいは移動の主体を含む。

2.2 行為者格(Agent)

従来の研究では、行為者格が、出来事を引き起こす役割で、有生物であると考えられてきた。例えば、

Fillmore (1968)は行為者格に「有生物jという意味範障を付けている。しかし、 Sas北i(1974:34)は

(13) The computer and出eUS master played chess. 

という例をあげて、 Fillmoreの行為者格に関する定義の問題点を指摘している。Fillmoreによれば、 and

で接続するこつの深層格は同一種類の深層格でなければならないが、 (13)では、 theUS mas闘は行為者

格であり、 The∞mputerも行為者格でなければならない。コンピュータなどの機械類 (MCN)は言語的

に行為者と同じ現れ方をする、ということの裏付けとなる。さらに、 Chafe(1970)では、行為者格をあ

ることを行う能力 (potent)を持つものとしている。が、いずれも行為者格を出来事を引き起こす役割を

持つものとしている。すると、

(14) 木が花を咲かせる。

における「木」も上記に言う「出来事を引き起こす役割を持つもの」であり、行為者格で記述することが

できることカfわかる。さらに、

(15) 国が防災政策を練る。

における「国jもそういう「出来事を引き起こす役割」を果たしており、行為者格で記述することになる。

このように、行為者格に対応する参入者は「人間Jであったり、「動物jであったり、「植物」であったり、

コンピュータのような 「機械」であったり、「国J、「政府jのような政治的・社会的組織であったりする

ことがありうる。このように、行為者格に、意味範轄として「有生物J(本稿では、植物を有生物として

考える)の他に、「機械」、「組織」と言ったカテゴリーを付ける必要があろっ。ただし、 Chafe(1970)が

言及した能力で考えれば、「人間 (組織、団体を含む)J、「動物J、「機械J、「植物」が「出来事を引き起こ

すJ能力は次第に減っていくことは言うまでもない。つまり「人間j、「動物j、「機械」、「植物」が行為者

の役割を持つ参入者として参入できる出来事は次第に限定され、「人間J> 1""動物J> 1""機械J> 1""植物J
という階層を成していると考えられる。この階層において、ト ップの「人間jがその次のものを道具とし

て、「で格」で表現できるが、

(16) 太郎が自分のパソコンで数学の問題を解いた。

(17) われわれはあのロボットで宝を探す。

その逆、すなわち「人間」以下のものは「人間」を道具として、「で格jで表現することは不自然である。

? (18) パソコンが生盟主数学の問題を解いた。

? (19) ロボットが盗座主宝を探す。

「人間jが持っている能力が最も強く、活動できる範囲がもっとも大きいため、典型的な行為者であると

いうことには疑う余地はなかろう。

ところで、益岡 (1987)によれば、

(20) 太郎がうっかり次郎の足を踏んだ。

114 



深層格について 5 

において、「太郎Jが無意志的行為の主体であるため、行為者格ではなく、出来事の原因であり、原因格

で記述すべきであると主張している。つまり、出来事に参入する際、行為者は意図的に出来事を引き起こ

す必要があると考えられている。ところが、

ρ1) 太郎が寝ている。

のような例が記述する出来事において、「太郎Jが意図的に行為をなしている

かどうかは判断しにくい。なぜなら、 (21)の例には二通りの意味が考えられるからである。一つの意味は

「熟睡jの意味であり、このような場合、「太郎」は故意に行為をなしているのではなく、「無意志的行為

の主体」であると考えられる。したがって、「太郎」は行為者格で記述することができず、存在状態の対

象として対象格で記述しなければならない。もう一つの意味は「姿勢を保つことJであり、このような場

合、行為者の参入を認めなければならない。つまり、「太郎Jが「現象」の主体であると同時に、「姿勢を

保つ」という行為を行う行為者でもある。

以上、行為者格の特徴について論じてきたが、それらの特徴に基づいて行為者格を次のように定義でき

ょう。

行為者格は、出来事を引き起こす参入者の役割を記述する深層格である。ただし、行為者となる参入者

は典型的には「有生物」である。場合によっては、コンビュー夕、ロボットのような機械も言語的に、人

間と同様なふるまいをし、行為者としての役割を果たすことが可能である。また、園、政府などの「政治

的・社会的組織jも場合によっては行為者として認められる。したがって、行為者格に「有生物jのほか

に「機械」、「組織jという選択制限を行為者格に付ける必要があろう。

以上、対象格と行為者格について論じたが、出来事のレベルでは、対象と行為者の二つの参入者は最も

基本的な要素であると考える。対象のみが現れる場合、出来事は対象によって具現され、対象と行為者が

両方現れる場合は、出来事は行為者と対象によって中心的に具現されると考えられる。深層格のレベルで

言えば、対象格と行為者格は最も基本的な深層格であり (Chafe1970)、他の深層格はこの二つの深層格

に比べ、より周辺的になってくると考えられる。次に、対象格と行為者格以外の深層格について検討して

みたい。

2.3 参照格(Reference)

本稿では、対象と他のものとの間にある種の静的関係が成り立つ場合、その「あるものJを参照物と呼

ぴ、そしてその参照物の果たす役割を参照格と定義する。

例えば、

(22) 庭に桜の木がある。

(23) 庖は中心部から離れている。

(24) 小屋が南に向いている。

(25) 果物が水分を含んでいる。

(26) 先生は学生に親切だ。

(27) 次郎は太郎に似ている。

はいずれもそういう対象と参照物との静的関係を表す文であると考えられる。具体的には、 (22)は、対象
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と参照物との位置上の関係を表しており、「桜の木jが対象であるとすれば、「庭Jはその参照物として捉

えられる。 (23)は、対象と参照物との距離上の関係を表しており、「庖Jが対象であるとすれば、「中心部J

はその参照物として捉えられる。 (24)は、対象と参照物との方向上の関係を表しており、「小屋」が対象

であるとすれば、「南」はその参照物として捉えられる。 (25)は、対象と参照物との包含と被包含の関係

を表しており、「水分」が対象であるとすれば、「果物」はその参照物として捉えられる。 (26)は、対象が

参照物に対する感情あるいは態度を表しており、「先生」が対象であるとすれば、「学生jはその参照物と

して捉えられる。 (27)は、対象が参照物との間の比較の関係を表しており、「次郎Jが対象であるとすれ

ば、「太郎Jはその参照物として捉えられる。このよっに、対象と参照物との聞にさまざまな関係が存在

していることカfわカ、る。

参照格を定義することにより、従来では説明しにくい文もより容易に説明することができる。

例えば、

(28) John resembles Fred. 

について、 Cook(1977)では、 JohnとFredを同じく対象格としている。とすれば、一つの文には、同

じ種類の深層格が二つ現れることになり、「一文一格の原理jは成立しなくなる。逆に、 JohnとFredと

が異なる役割を持っているとすれば、それぞれをどのような深層格で記述するかが問題になってくる。

Fillmore (1971)はJohnとFredとが違う役割を持つとしているが、 Fredはどの深層格に当たるかは触

れていなし、。

本稿で定義した参照格で考えれば、 Johnは語られる対象であり、 Fredはその参照物である。すなわち、

Johnは対象格として捉えられ、 Fredは参照格として捉えられる。

以上は対象格と関わりを持つ参照格について述べた。次に対象の移動あるいは変化を表す役割について

見てみることにする。

2.4 軌跡格 (1岡田)

出来事において、対象という参入者が移動あるいは変化する場合、その移動あるいは変化の全過程を動

的に見れば、一つの連続画面を構成している、と想定することができる。その連続画面は、 Cornrie(1976: 

78)のことばを借りて言えば、無数の異なる「局面J(phase)から構成されていることになる。さらに、

その無数の「局面」もまた一つの「軌跡」を描いているように思える。文の表層では、変化あるいは移動

を記述するには、その全ての異なる「局面Jを漏れなく記述することは不可能であるため、「始点」や「終

点ム場合によってはその「中間点jを取り出して記述するのが普通で、ある。例えば、対象の移動を記述

する場合は、

(29) 茎主出る。

のように、移動の始点を表層で記述したり、

(30) 列車は主匿盟主通った。

のように、経過した中間点を表層で記述したり、

(31) 主埜ι着く。
のように、移動の終点を表層で記述したりしている。また、
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(32) 小舟が企山主よ盗主主、王盗こと流れている。

あるいは

(33) He walked fmm the cemetery gate to the chape1 .al旦&血豆姐旦.al.[Fillmore 1971:257] 

のように、文の表層において、移動の軌跡についてより詳細に記述することもある。場合によっては、

(34) He walked down the hill across the bridge血rough也e

pas知reto the chapel. [Fillmore 1971:257] 

7 

のように、移動の軌跡についてさらに詳細に記述することも可能である。このように、移動の軌跡に関し

て、任意の局面を取り出して、文の表層で記述することも可能である。

同様に、対象の変化を記述する場合も、

(35) 交通が混乱状態から回復した。

のように、変化の始状態を表層で記述したり、

(36) 布を緑に染めた。

のように、変化の終状態を表層で記述したり、あるいは

(37) 色が丞から鐘に変わった。

のように、変化の始状態及び終状態の両方を表層で記述したりすることが可能である。ただし、本稿で考

察した範囲内では、変化の中問状態が文の表層で記述されることは見あたらなかった。

このように、対象の移動あるいは変化について文の表層において、さまざまな記述が可能であるが、深

層において、移動あるいは変化の軌跡は一つである。 しかし、従来の研究では、始点格、終点格、ない

し経路格を定義し、例えば、 (33)における fromthe cemetery gateを始点格で捉え、 tothe chapelを

終点格で捉え、 alongthe canalを経路格で捉えている (Fillmore1971)。すなわち、移動の軌跡に対して、

この三つの役割を付与していることになる。とすると、始点格及び終点格は従来の「奪格J、「与格jのよ

うな表層格とはさほど変わらないし、また、 (34)における across白ebridgeと白rough出epas仰向のよ

うに複数の同種の深層格が一つの文に現れることになる。また、多くの場合は、移動の軌跡全体の特徴を

考慮する必要がある。例えば、「回るJの場合は、円状の軌跡が想像されるし、「降るJの場合は、「高所

から低所へjという軌跡の全体像が考察の対象でなければならない。このほかにも、軌跡のさまざまな特

徴が見られる。

なお、移動の対象あるいは変化の対象が抽象的なものになってくると、

(38) 噂は町中に広まった。

(39) 彼は英雄になった。

のように、対象の移動あるいは変化もより抽象的になってくる。

以上の議論を踏まえて、本稿では、軌跡格を次のように定義する。

軌跡格は、出来事における対象という参入者の移動あるいは変化を記述する役割である。構成的には、

軌跡格は移動あるいは変化の全過程を含んでいるが、文の表層上、軌跡格は、始点、終点、場合によって

は、中間点(経路)によって表される。

本稿では、参照格と軌跡格を定義し、そしてこの二つの深層格によって、静態、瞬間態、動態の出来事

を記述する。軌跡格と類似する内容を記述する概念として、 Jackendoff(1972:39)における CHANGEが

見られる。Jackendoffによれば、移動の場合、 CAUSEの結果として、 CHANGEが発生する。CHANGE
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の項 (argu-ment)は sauceとgoalである。ただし、 Jackendo妊の CHANGEは出来事のレベルの概念

であり、深層格ではない。このほかに CHANGEと本稿における軌跡格との間に次の違いが見られる。

[1] CHANGEはおもに具体的および抽象的移動を記述するが、軌跡格は具体的および抽象的変化をも

記述する。

[2] J ackendoff はCHANGEの項として sauceとgoalを設定しているが、軌跡格の場合は、軌跡全体

を捉えており、文のレベルにのみ、始点、終点、中間点など要素が現れる。

[3]本稿では、文の意味の記述において、軌跡格と参照格は相関性を持つ概念であるが、 Jackendoffで

は、 CHANGEは独立した概念である。

なお、軌跡格が対象の変化を記述する役割であるため、参照格と同様に、対象格にもっとも密接にかか

わっている深層格であると考えられる。

2.5 道具格仰菌加ment)

道具格は、行為者にコントロールされ、出来事を完成させるために行為者と対象との間の仲介役を果た

す役割を記述する深層格である。

上記の定義のほかに、道具格について次のようなことを付け加えることが必要である。

[1]道具は行為者にコントロールされるものであるため、道具格は行為者格に依存する深層格であると

考えられる。

[2] Taylor (1971)によれば、命題において、述語は行為者格と共起することができれば、道具格と共起

することもできる。つまり、深層格で動詞の特徴を記述する際に、同時に行為者格と道具格を使う

必要性はなく、行為者格と道具格のいずれかを選べばよい。

道具という意味役割は「行為者格にコントロールされるもの」である点に関して疑う余地はない。道具

格のもう一つの特徴として、道具が行為を対象に伝えるためには、道具と対象とのなんらかの接触(物理

的接触、あるいは媒介を通じた接触)が必要である。この点について次の例で説明してみたい。

(40) 太郎は刷毛で、壁を塗った。

(41) ?太郎は脚立で壁を塗った。

(42) 太郎は脚立を使って壁を塗った。

(40)はごく自然な文である。しかし、 (40)が記述する出来事において、「脚立」というものの使用が容

易に想像されるにも関わらず、 (41)のような言い方は不自然である。なぜなら、 (40)が記述する出来事

のなかで、「脚立jが「壁Jとの間に物理的に接触することはなく、「塗るJという行為を直接に壁に伝え

ていないからである。換言すれば、「脚立Jが行為者と対象との聞の仲介役を果たしていないからである。

ただし、 (42)のように言い換えれば問題はない。

2必様態格 (Manner)

行為者あるいは対象に伴う状態、外見、振舞いそして具現の方式、ルール、基準、頻度などを表す要素

がある。本稿では、このような要素が深層において果たす意味的役割を様態格と定義する。例えば、

(43) エプロン姿でク ッキーを作った。
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(44) われわれは隼盟主敵を攻撃する。

では、「エプロン姿でJ、「集団で」はともに行為者の様態、

(45) 魚を遡皇室食べる。

では、「刺身でjは対象の様態、

(46) 鳥が速いスピードで飛んでいる。

(47) 太郎は主主主主東京にいく。

(48) 大会はスイス方式で行われた。

(49) 漢字をよ王ι書いた。
では、下線部は行為の様態を記述している。

9 

基本的には、深層格は動詞を中心とする概念であるが、上記のょっに、内容的には、様態格は行為者の

様態、対象の様替、行為の様態の三つに分けられ、本稿ではそれらをそれぞれ M-agent、M-objective、

M-predica犯で区別する。場合によっては、様態格は具体的にはこの三つの中のどれに当たるかは不明で

あるということも有り得る。例えば、

(50) 太郎は文章を盟主ι書いた。
では、「簡単に」は「太郎jの「書く jという行為の具現の様相を修飾している可能性もあれば (M-

pr吋icate)、できあがった「文章」の状態を修飾している可能性もある (M-objective)。なお、上記の (50)

では、「簡単に」は具体的にどちらの意味を取るかを判断するには、さらに文脈情報が必要であろう。

2.7 場所格 (Space)

出来事は行為者、対象、道具などの参入者によって演じられる「劇Jとして考えるとすれば、「舞台J

の一角として考えられるのが場所である。その場所が出来事における役割を深層格で記述すれば、場所格

になる。場所格があまりにも直観的であるため、従来の研究では、それに関する異論は見られない。本稿

では、場所格を「出来事が起こる空間範囲を表す深層格Jと定義する。なお、場所格について、次に述べ

るような特徴が見られる。

[1]場所格の次元性

場所格は出来事が発生する空間範囲を記述するものであるが、Leech(1969)によれば、その空間範囲に

は次元性が見られるということである。具体的には、その次元は一次元、二次元、 三次元のように分ける

ことができる。しかも、この空間範囲はより小さい空間範囲を内包することもできれば、より大きい空間

範囲に内包されることも有り得る。つまり、ある一つの点を中心とすれば、その点を内包する空間を無限

の層に分けることができる。逆に、その中心点で出来事が発生したとすれば、その出来事を中心点の外側

のそれぞれの層から見ることもできる。したがって、ことばの上では、一つの単文に複数の場所を記述す

ることがありえる。例えば、

(51) 東京では、太郎は室内で遊んだ。

では、「東京では」と「室内でJは共に出来事の空間位置を記述しているが、「室内jは空間上「東京Jに

内包されている、ということは言うまでもない。つまり、 (55)では、「遊ぶ」という出来事が発生する場

所は実は一つであり、「室内jという「中心点jなのである。同様に
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(52) He was sitting under a紅白inthe p也rkon the bench 

Tuesdayaf包moonabout three o'clock. [Fil1more 1971:258] 

において、 undera悦 eとinthe parkはともに出来事の発生の空間範囲を記述する「項」である。ただし、

under a住民は inthe parkに内包されており、かつ出来事が発生する最小範囲でもある。言い換えれば、

under a住民と inthe parkは出来事が発生する場所に関して、同一の場所を指している、ということであ

る。このように、表層的には、複数の場所を記述するフレーズが現れることが有り得るが、深層的には、

一つの場所格を指している。

[2]場所格と参照格との区別

2.3で述べたように、参照物と対象との聞に、位置関係あるいは距離関係あるいは方向関係が存在する

際、参照格に入る名詞に場所的な特徴が見られ、場所格に類似している。しかし、参照格は特定の述語と

しか共起できないのに対し、場所格は出来事が発生する空間範囲を表す深層格であるため、あらゆる述語

とも共起できる。例えば、

(53) 墓亙主且、太郎は主主1:住んでいた。

(54) 亙亙主且、!lDJ;犬がいた。
(55) オーストラリアでは、一月が暑い。

(56) アインシュタインは主主主主有名だ。

(57) アメリカでは、私は学生だ。

の例において、場所格(下線部)はいずれの例にも現れているが、参照格(破線部)は (53)と(54)にし

か現れていなし、。また、形態的には、場所格に対応する文の表層上の格助詞は典型的には「でJ(では)

であるが、参照格の場合は、典型的な格助詞は「にJ(には)である。

[3] 1をJによってマークされる場所格

次例に見られるように、出来事全体を包むような動的場面を記述する項が見られる。

(58) 昼2皇室敵を探している。

本稿では、このような成分をも場所格を表すものとして捉えている。

2.8 時間格(百me)

Fil1more (1971)では、時間格を「ある出来事が起こる時間を表す役割Jと定義しているが、内容的には、

時間はさらに「時点jと「時間jの二つに分けられる。例えば、

(59) オリンピック大会は午後3時に始まった。

では、「午後3時Jは「時点Jを記述しており、

(6町太郎は三盟国走っていた。

では、 13時間jは「時間」を記述していることになる。(59)と(60)の二つの例では、「時間Jはいずれも一

つの項によって記述されているが、次の例の下線部のように、「時間」は二つの項によって記述されてい

る。

(61) 太郎は3時から 6時まで走っていた。

つまり、動作開始の時点は 13時からjで、動作終了の時点は 16時までJである。このように、構成上
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では、時間格は軌跡格に類似しているところが見られる。ただし、時間格はあらゆる述語とも共起するこ

とができるが、軌跡格は対象の移動あるいは変化を表す述語としか共起することはできない。

2.9 原因格 (Cause)

原因格は、出来事を引き起こす原因を表す深層格である。例えば

(62) 電車が且主止まった。

(63) 人々の生活はインフレで苦しくなった。

(64) ものが豆主主落下する。

(65) 童五茎主治った。

(66) 太郎はオフィス・ラブで首になった。

などの例文において、下線部はいずれも上記の原因格によって捉えられる。

「原因」と類似しているものとして「理由」もよく取り上げられるが、両者の根本的な違いは、前者は

人間の意志に左右きれない客観的ものであるのに対して、後者は話者によって関係付けられたものである。

例えば、

(67) 雨が降ったから、傘をさした。(草薙裕私信)

(68) 先生に叱られたため、学校をやめた。

の二つの例では、下線の部分は「理由jを表しているが、このような「理由」は出来事の結果、すなわち

(6η における「傘をさしたJと(68)における「学校をやめた」との問に必然的な因果関係が見られず、

人間の主観的な判断を表したものである。また、 (67)と (68)のように、「理由Jを表す文は、構造的に

は複文が多い。そのために、本稿では、理由を表す成分について、理由格を定義して捉えるのではなく、

複文として捉える。

3 まとめ

以上では、本稿における深層格の種類について中心的に論じてきた。それを次のようにまとめる。

本稿では、行為者格、対象格、参照格、軌跡格、道具格、様態格、場所格、時間格、原因格の9つの深

層格を定義している。この中で、行為者格、対象格、様態格、道具格、場所格、時間格、原因格の7つの

深層格は従来の研究にも見られるが、参照格と軌跡格は本稿で定義した深層格である。参照格は対象との

関係を表す深層格であるが、軌跡格は対象の移動あるいは変化を表す深層格である。この二つの深層格を

定義することによって、文が表す出来事の全貌をより容易に捉えるのみならず、行為者格、対象格、参照

格、軌跡格の四つのj知音格に基づいて、動詞を概念的に再記述することも可能である。
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ナノレベルの周期構造を持つ誘電体格子表面の

SNOM像の電磁界解析

ELECTROMAGNETIC THEOREM ANALYSIS OF 

SNOM IMAGE OF A DIELECTRIC GRATING WITH 

A NANOMETER-SIZE PERIODICAL BOUNDARY SURFACE 

高橋信行

Nobuyuki TAKAHASHI 

Abstract 

We analyze using Floquet's由eorem，the near field generated by a plane wave in-

cident from a dielectric grating with a nanometer-size periodical boundary surface. 

The near fields are represented in terms of complete system wave functionals with 

Fourier coefficients. These coefficients are determined by applying the approximated 

boundary conditions expanded up to出efirst order of grating groove depth. By血e

numerical calculations， we show出atsome examples of the near field intensity distri-

bution， depending on height from surface， generated by TE plane wave incident on a 

periodical boundary surface. 

1 周期境界を持つ表面

走査型トンネル顕微鏡(STM)が電子のトンネル効果を用いて微小物体を計測するのに対し、走査型近接

場光学顕微鏡(SNOM，NSOM: Scamung Near field Optical Microscope)は誘電体の光プロープを走査するこ

とによって試料表面のエパネセント波を計測し、その形状を可視光の波長以下の分解能で観測しようとす

るものである 1)0 SNOMでしばしば、その解像度を見積もるために各種のグレーテイングを測定に用いる

ことがある。しかし、このグレーテイング表面にどのような近接場が発生するのかの理論的な解析は、意

外にも行なわれていなし3。そのため、 SNOMによって得られたグレーテイングの形状画像の解釈も明確に

は行なえていない。本研究では、グレーテイングの表面上に発生する光の近接場を理論的に明らかにする

ため、図 1に示すような表面に凸凹な溝が周期的に作られた周期構造を持つ誘電体キ各子が空気と接する場合
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y 

領域1 1:'0 

Z 

図 1:周期構造を持つ誘電体格子

に、その境界面上の空気領域に発生する近接場の解析を行なう。解析には、周期構造線路での電磁界の伝

搬、散乱、回析の解析に用いられるフロケの定理、モード展開理論を用いた2)。

解析においては図 1に示すように、 Z方向に一様な2次元の誘電体格子と空気が接する無限の周期構造を

持つ境界を仮定する。座標系は、境界に平行な方向を z軸、境界に垂直な方向を U軸とする。周期境界の 1

周期の長さを L、誘電体格子の溝の深さを t、溝の幅を sとし、 U軸の原点を溝の底、 z軸の原点をある溝

(m =0)の中心とする。また、空気、誘電体の各領域を領域I、領域11とし、領域I、11の誘電率Eを次のよ

うに仮定する。但し、透磁率μは各領域で共通のμ。とする。

E:o， y>t 

ε0， 0<ν 三t，Iz-mLI<s/2 
m=O，土1，土2，'"，土∞ (1) ε= < 
' ε1， O三y< t， s/2 < Iz -mLI三L/2

E:)， ν<0 

なお領域Iを空気、領域11を誘電体とするため、 ε0<ε!としておく。

2 TE平面波入射による近接場

2.1 電磁界のモード展開

ここでは、まず、 TE平面波(S偏光)が領域II(y，zの負の方向)から境界に入射した場合に、領域Iに発生

する近接場を考える。但し、以下では時間因子としてはp(ωt)を仮定することにする。

入射波にTE平面波を仮定するため、電界は (Ex，O，O)となり、

が成立する。

ιo‘制 {_1i å~x. H. = -t (_1 iθι 午= ‘ H" =t I一一 .t1. ー 1一一 l一一
芯 --y ¥ωμ0)θz ぷ ¥ωμ0)θν

θ2Ex .θ2 Ex . .2_.. D " 

一 ー一一一θy2 ・ θZ2 ・ W Cf-".L..Ix - V 
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ナノレベルの周期構造を持つ誘電体格子表面の SNOM像の電磁界解析 3 

平面波が無限周期構造を持つ境界に入射した場合に境界のある点で発生する電磁界は、その位置より 1周

期離れた点における電磁界と同じ性質を持ち、波の振幅が単にある定数倍されているにすぎない。これを

示したのがフロケの定理(Floquet's血eorem)3)である。すなわち、フロケの定理とはある係数が定数あるい

は同じ周期性を持つ高階の常微分方程式に対して、上記の性質を有する解の存在定理である。この定理を

式(3)のスカラー波動方程式の2階の常微分方程式に適用すれば、 Ex(y，z)を

N 

Ex (y， z) = L en (y) exp(一仇z) (4) 
n~-N 

とモードに展開することが出来る。ここでNは有限な整数であり、これを大きくとることによっていくら

でも精度よく近似することができある。また、仇は

sn = sO +苧 n=日 ，土2，...，土N (5) 

と書け、各モードのz方向の位相定数である。式(4)はN→∞でフーリエ級数に収束し、 en(ν)はフーリ

エ係数となるが、ここではNを有限に留めるため、九(y)は一般に切断項数2N+ 1に依存する単なる yの

関数である。しかし、領域I、IIでは各々誘電率が一様であるため、白(y)は2階の微分方程式

d2eπ(y) にh2一石T 一(q;;')" en (y)= 0， j = 0，1 

仙 IYs; -w2ε。μ0，y > t (j = 0) 仙

q';;.J = < SS(q';;.J) > 0 
lゾs;-w2cIμ0， y < 0 (j = 1) 

を満たし、その解の形は en(y) とその微分 e~(y) を用いて形式的に

(6) 

(7) 

en(y) 
e~(t) 

en (t) cosh[q~)(ν - t)] + ゴõ) s凶[q~)(y -t)]， Y > t 
'ln 

(IL.l ， e~ (0) o;~J.. dl) 
Eπ(0) cosh[ι y] +て訂了 sinh[q;;'y]，Y < 0 

巴/n

(8) 

(9) 

で与えられる。ここで、九(t)， e~(t)， en(O)， e~(O) は未知数である。

このように各領域での en(ν)が異なるため、式 (4)で表せる Exも各領域で異なる。従って、各領域での

電界を区別するため領域IのExをEF)、領域IIのExをELl)と書き、区別する。同様に、 (2)から導かれる

Hy，Hzについても肩に (0)，(1)を付けて区別する。安浦理論4-6)にしたがえば、領域Iの界EP，HP，H?
を領域II'の空気の部分(Iz-mLI < s/2)に、また領域IIの界再l)，HJl)，H;l)を領域II'の誘電体の部分

(s/2 < Iz -mLI三L/2)にまで拡張して使用することができる。

2.2 境界条件の近似

誘電体格子と空気の境界面を式で表せば

-c泊

h(z)三ドt-t L Ce叫 (uπez/L) (10) 

e~ ∞ 

Ce 
s sin(ors/ L) 

L o叫L
、‘，J
'
E
A
 
l
 

'
S
E

、
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となる。しかし、厳密に言えばh(z)はフーリエ級数を表しているため h(土8/2)= t/2であり、図 1に示すよ

うな表面の高さを表していない。ここでは、近接場領域の構造物として表面牙舛犬を考えているため、電磁波

の波長に比較して tは十分小さいとして、 z 土8/2における界の接続を無視する。

接線電磁界Et.Ht 

Et 

Ht 

Ex 

(;;: 
が、式(10)で表した誘電体格子と空気の境界で

z-mLデ土8/2

z-mL=土8/2

(12) 

(13) 

/ IE?) -E~O) 1 2 dl → 0， / IH?) -H~O) 12dl → o (14) 
J境界上 J境界上

となるようにすれば、求める電磁界を決定することができる。しかし、境界面は滑らかではなく、直角の

端点を含むため、式(4)の級数は端点を除いた境界および領域で一様収束、つまり広義一様収束する。従っ

て、端点を除いた境界上で式(14)を満たすょっにすることが出来る。しかし、これを厳密に解析するには

数値解析に頼る必要がある。ここでは、近接場問題を取り扱っていることを考慮し、格子の溝の深さが十分

小さいと仮定して解析解を導くことにする。

2.3 周期境界上の電磁界の表現

上記の仮定により、領域Iでは式(8)より、

en(y) 士三 eη(t) + e~ (t)(ν-t) 

e~ (y) e~(t) + en (t)(q~))2(ν - t) 

また、領域IIでは式(9)より、

en(y) 竺 E叫(0)+ e~(O)y 

e~(ν) 竺 e~(0) + en(0)(q~ ) )2y 

と近似できる。従って、式(10)を用いて境界面上の電磁界を表せば

E~O)(h(z) ， z) 

H~O) (h(z) ， z) 

E~l}(九(z ) ， z )

H~I ) (h(z) ， z) 

行主剖主訂{em(ω叩叶tのト)ト一ι仰(οωtの佐)

( 孟司)三孟~ {十←いいら似仰L以川(ο…t
孟剖(い匂叫州(ρ川O

(同￡司) ~孟剖2主訂~{e:，，(o) + em(州いm(叫 2ttEVげL}
-1β'nz-12m7rz/L xe問/

- 128-

(15) 

(16) 

(17) 

(18) 

(19) 

(20) 

(21) 

(22) 



ナノレベルの周期構造を持つ誘電体格子表面の SNOM像の電磁界解析 5 

となる。式(14)を満足させるため

rL/2 
I {E~l)(九(z ) ， z) -E~O)(h(z) ， z)} exp(tsoz +伽πzjL)dz 0 
J-L/2 

rL/2 
I {H~l)(h(z) ， z) -H~O) (h(z) ， z)} exp(仇 z+伽 πzjL)dz 0 
J-L/2 

(23) 

(24) 

η=0， 土1，士2，・・・ 3土N

とすれば、未知係数の代数方程式

en(t) -eπ(0) -e~(O)t 

N 

t L Cn-m {ι(t)ーら(O)} (25) 

m=-N 

N 

ι(t) -e~ (O) -en (0)(q~))2t t L Cn-m {(q~)2em(t) 一 (q~)2em (0)} (26) 

間 =-N

が得られる。tを十分に小さいとしているので、式(25)はtの1次のオーダーで成立する。従って、以下で

は式(26)のみを考えて未知係数を決定する。

式(8)，(9)は一般解であって、式(8)は

r ~ u¥. e~ (t) l "，q~) (百 t).~ 1 r ~ ff¥ e~ (t) 1 "，- q~)(y- t en(ν)=zlh(t)+「 r |en +z|en(t) 「 r|e η (27)
，i. L q;;' J ，i. L q;;: J 

と書き直せる。式(27)の第二項は領域Iでν軸の正の方向に進む電磁波、第一項は負の方向に進む電磁波を

表しいている。今、入射波としては領域11からのTE平面波のみを考えているため、領域Iにはν軸の負の

方向に進む波は存在しない。従って、上式の第一項は零でなければならない。つまり、

e~(t) = -q~)en (t) (28) 

となる必要がある。従って、

e~(t) = -q~)eπ (t) c::: -q~)eπ(0) -q~)te~ (t)ご -q~)en(O)+ (q~))2teπ(0) (29) 

なる関係が導かれる。一方、領域11ではy軸の正の方向に進む波としては入射百平面波のみであるため、

|η1> 0の高次のモードに関してはy軸の正の方向に進む波は存在しない。つまり、

e~(O) = q~)en (O) ， π = 土 1 ， 士2 ， ' " ，土N (30) 

となる必要がある。

これらを用いれば

ー
一
丸~一

n
u
 

ρし L Ii:n-mem(O)， η=0，土1，士2，'"，士N (31) 

m =-N 

(mヲIn)

が得られる。但し、

I q~) + e~(O) j eo(O) +ω2(ε0-et>μ0(1-sjL)t， 
Dn 三 D(sn，t) = < 

I q~) +q~ ) +ω2(ε0-el)μo(1-sjL)t 

フ (s¥(sin( mr s j L)¥ 
κπ 三 w¥εo一εt>fJotCn=ω2(eO - é t>μo~~ハヲ可了)

n=O 
(32) 

n=土1，土2，'" ，士N

(33) 
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2.4 未知係数の決定

本論文では近接場問題を考えているため、誘電体格子の溝の深さ tは十分小さいと仮定した。従って、

t=Oである滑らかな境界に平面波が入射した場合に励振される電磁界が、境界が周期的であっても主であ

るし、入身す波の位相定数をモード展開における基本モードの位相定数p。とする。この仮定によって励振され

る電磁界はeo(O)に比較して全て十分小さいと考えられるため、

九 (0)=主主eo(O)， n =土1，土2，...，-:1N 
~n 

(34) 

とすることができる。一方、 η=0のモードに対しては別途eo(t)を決定する必要がある。式(26)の未知方

程式に戻り、この式に (28)、(34)を適用することにより

q(め+(qg)ft(1 -st/ L) 
eo(t) = iU 川、 U ，m《::.-， eo(O) 

qOUJ 一 (q~V))2st/L 
(35) 

を得る。従って、入射平面波から eo(O)、。。を与えることで誘電体格子上に発生した近接場を求めることが

できる。

3 数値計算

式(34)，(35)を用いて計算した周期境界上の近接場の強度分布を図3から図6に示す。数値計算に於いて

は、誘電体の比誘電率をε0=1.0，ε1=1.5、モード展開数を N= 100として計算した。図2に以前、我々が

マイクロ波で、行った近接場の強度分布の測定結果を示す7)。この実験では、パラフイン片(高さ 3mmx幅

55mm)を置いたパラフインプリズムに約 3cmのマイクロ波を入射角 600で入射した場合のプリズム上に発

生する近接場の強度を測定したものである。このマイクロ波の実験条件に合わせたパラメタを用いて、本

解析手法で計費した近接場の強度分布を図3に示す。両者を比べることにより、本解析手法がマイクロ波実

験の結果をよく説明していることがわかるO さらに、実際の SNOMの測定で用いられる波長以下の構造に

よって発せする近接場の強度分布を図4、図工図6に示す。各国は誘電体格子の溝の深さを 0.05入とし、格

子の幅が0.5入，0.05入，0.15入とした場合の近接場の強度分布である。但し、入は真空中の入射TE平面波の波

長を表す。これらの図から明らかなように、表面に非常に近い位置の近接場のみしか表面形状を反映してい

ない。このとこは、一般に SNOMの測定で言われていることに一致している。
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経営情報システムにおける意思決定支援システム

DECISION SUPPORT SYSTEMS IN 

MANAGEMENT INFORMATION SYSTEMS 

亀田彰喜・吉田勝康*

Akiyoshi KAMEDA and Katsuhiro YOSIllDA 

Abstract 

τhe practical use of computers as a business s住ategyfor management has been 

studied in Japan since the 1960s. At first computers were used just for office work， 

and later， general ideas of management information systems were developed with 

information processing technology. 

Management information systems were studied in two fields. One field of 

study was business management with the development of information technology 

and communication networks. Another field of study was business management of 

top managers in companies. Because of the severe change in the economy recently， 

management information systems is the most important method to win the 

competltlOn among many compames. 

百ledevelopment of the information processing technology 0百'ersnew uses for 

computers in such areas as strategic information systems and decision support 

systems. Particularly， decision support systems are the most important of 

management information systems to support top managers in companies. 

1 はじめに

近年の日本経済は、非常に低い成長を続けており、特にパブ、ル経済崩壊以後、多くの企業がリストラク

チャリングやリエンジニアリングおよび新規事業開発等により、経営の効率化のためにいろいろな取り組

みを行ってきた。このような経済の低成長の状況下で企業が存続し、成長するためには、新たな企業間競

争に対応した経営の合理化、活性化、経営体質の強化、さらに長期的な視野に立った経営戦略を打ち出さ

なければならない。

経営戦略の一方策として、 1960年代に入ると、企業経営におけるコンビュータの利用の研究が積極的

*秋田経済法科大学短期大学部
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に行われるようになった。我が固においても、コンピュータが事務処理として本格的に導入されるように

なったが、当初は、人手による単純作業を単にコンビュータ処理におきかえたものであった。しかしその

後、情報技術の発展とともに精力的に研究が進められ、経営情報システムなど種々の企業経営に対する情

報システムの概念が生まれてきた。

これら種々の情報システムのうち、経営情報システムは、その後、二つの領域に分かれて研究が進めら

れていった。一つは、多種多様な情報機器や情報通信システムの発達とともに進められる経営管理の研究

領域である。もう一つは、企業経営における意思決定者を主体とした経営管理の一環としてのシステムの

研究である。

最近のように、日々変化する経済情勢下において企業間競争に勝ち抜くためには、たえず変化する経済

環境への適応を図り、柔軟で機動力のある経営体質を作り上げていくための、また最高責任者である意思

決定者をサポートする情報システムがなおいっそう必要となってくる。そこで、後者のような研究領域が

ますます注目され、重要視されてきている。

すなわち、今日のような景気の長期低迷の状況下で、より企業間競争が激化していく中で情報を積極的

に収集し、その情報を効果的に活用することが企業間競争において優位にたつことになる。そのためには、

企業経営における最高責任者をサポートする意思決定支援システムが有効な手段として重要な意味を持

つ。

そこで本稿では、経営情報システムにおける意思決定支援システムの意義と活用について考察すること

にする。

2 企業経営における経営戦略

一般に戦略には、国家の戦略もあれば、企業の存続目的とした戦略もあり、多様なレベルでの戦略があ

る。戦略を企業経営の観点から取り上げるならば、経営戦略、マーケット戦略、戦略的情報システム等が

挙げられる。

この「戦略」という用語が、経営学において取り上げられるようになったのは、 1960年代のアメリカ

である。戦略という概念を最初に経営学に導入したのはチャンドラー (A.D.Chandler)の『経営戦略と

経営組織』の中においてであって、彼はこの中で経営戦略を「企業の基本的長期的目標・目的の決定、と

るべき行動方向の選択、これらの目標遂行に必要な資源の配分jと定義している。

さらに「経営戦略Jについて、より実戦的な観点から展開したのは、アメリカの経営学者アンゾフ(H.1.

Ansof:のであった。アンゾフは、企業経営における戦略について、 「企業の事業活動についての広範な概

念を提供し、企業が新しい機会を探求するための個別的な指針を設定し、企業の選択の過程を最も魅力的

な機会だけにしぼるような意思決定ルールによって企業の目標の役割を補足する。 jと定義づけている。

また、アンゾフは、企業における意思決定を戦略的決定、管理的決定、業務的決定の3種類に区別してい

る。戦略的決定とは、 「企業の環境との関係を確立する決定jであり、その核心をなすものは、どのよう

な事業、あるいは製品・市場を選択すべきかに関する決定、つまり多角化の決定である。戦略的決定は、

他の決定と比べると、非反復的で高度の不確実性に富んでいる。このような不確実性のもとで行われる決

定の「決定ルーJレjとなるのが戦略である。その構成要素は「製品・市場の領域j、 「成長ベクトル(多

角化、技術開発、市場開発あるいは既存事業内での成長のいずれかによって示された企業成長の方向)J、
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「競争優位性(企業が競争上の優位性を生み出すための製品、市場の特性)J、 「シナジー(製品・市場

分野間の相乗効果)Jの4つであるとしている。

戦略にはさまざまな考え方があるが、不透明な時代であるからこそ、戦略も長期的計画などが必要なわ

けである。ゆえに、常に5年ないし、 10年先の企業や時代の流れや社会現象などを予測しながら、企業の

競争力を強化し、業界において競争的優位に立つことを目的とするものである。

経営戦略をより現実化し、より実践的なものにさせるには、情報システムをどのように活用し、どう使

いこなしていくかにかかっている。このようなことから近年、企業経営における戦略的情報システムに関

心がもたれるようになった。

3 企業経営と戦略的情報システム

我が国の企業における情報化についてみるならば、

・1960年代後半はコンビュータが各企業に導入され始めた情報化社会の誕生としての模索時期
・ 1965年~1980年はコンビュータや通信技術の進歩による産業の情報化の進展時期

・ 1980年~1985年はパソコンやワープロの導入などにより情報化が個人レベル、いわゆるパーソナル

化した時期

・ 1985年~1990年は高度情報社会と呼ばれ、情報化が経済的要求を中心にしたものから、個人、社会

の要求を中心に進められた時期

・1990年代以降は情報および情報メディアが人間社会のあり方そのものに深く影響を与えるように
なった時期

という分け方ができる。

このような情報化の流れの中で、 1980年代の後半になって、新しく登場してきた戦略的情報システムが

脚光を浴びるようになった。

この戦略的情報システムは経営の効率化を目標としてきた一般的な情報システムとは異なり、企業間競

争に生き残り、優位に立つための情報システムとして開発された。すなわち、このシステムは他の企業よ

りも優位に立つための革新的な手段として、また情報システムを企業経営の武器として活用するための情

報システムである。このような目的を持ったシステムが戦略的情報システムである。

我が国では、コンピュータが本格的に事務処理として使われるようになったのは 1960年代からであっ

た。が、コンピュータの技術革新がわれわれの創造を越えて、急速な技術革新 ・情報化の進展にともなっ

て、コンピュータの利用分野がますます拡大している。従来の情報システムでは、事務や業務の処理の合

理化を目的とした、内的システムであったのが、この戦略的情報システムは経営のやり方そのものを変革

する道具として、コンビュータの使い方を工夫し、経営の革新を試みたということになる。

戦略的情報システムについて、ワイズマン(c.Wiseman)は「戦略的情報システムの主要な機能は、定

型的なトランザクション処理を行い、決まった形式の帳票を定期的に発行することであるし、検索と分析

の能力を提供することであることもある。戦略的情報システムの主要な用途は、企業の競争戦略、すなわ

ち自社の競争優位の獲得や維持あるいは他社の優位の削減のためのプランニングを、支援もしくは形成す

ることである。」と述べている。
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従来の情報システムは、大半が企業内部の経営の効率化・省力化・コスト削減などから計画・構築され

てきた。つまり、企業内部における事務や業務の処理作業を単にコンビュータに代行させていた。それに

対して、戦略的情報システムは企業間での競争優位を争う経営戦略を支援するために、独創的な情報シス

テムを計画・構築されるものである。したがって、戦略的情報システムは、企業内部の業務改善などでは

なく、企業聞における競争市場での優位性を確保するために構築する独創的な情報システムである。しか

し、これらの情報システムがいくら優秀であっても、これらをより効果的に活用するためには、経営者の

意思決定が的確に行われなければならない。意思決定を的確に行うためには経営者をサポートする情報シ

ステムが必要となる。それが近年、注目されている意思決定支援システムである。

4 企業経営における意思決定の意義

我々は日常生活において、さまざまな場所で、意思決定を行っている。それは、慣習化した生活の中で行

われているとみることができる。すなわち、人は、必ず行動する前に意思決定をしているのである。しか

し、同じ条件のもとでの人は、必ずしも同じ行動をとらない。それは、それぞれの思考過程が異なってい

るからである。すなわち、意思決定とは、環境の変化に対応して、何らかの目的を持つ主体が、その目的

を達成するために行う一連の行動を選択することであり、言い換えれば、意思決定は、個人の特定の目的

のため、または組織の目的を達成するために行う行為である。

意思決定は、いうまでもなく、企業内外の環境が比較的安定している時期には、さほど重要ではない。

しかし今日のように、企業内外の環境が厳しくなればなるほど、的確な意思決定が必要となり、意思決定

の能率やタイミングが企業経営の様々な段階で影響を及ぼすことになる。具体的にいえば、意思決定者が

誤った判断を下したり、また意思決定のタイミングがズレたりすると、企業にとって、黒字・赤字を問わ

ず「倒産jという危険性をもたらす。

上述のように、経済情勢の変化が厳しく、益々社会が宅鯨住化してきている今日において、意思決定のタ

イミングは容易ではない。当然のことながら、長期不況、技術革新の進展、消費構造の変化等の中で、企

業経営も大きく変わろうとしているのが現状であるO このような背景の中で、経営者あるいは管理者は、

直感的判断や経験による適切な意思決定を適時に行うことは、非常に困難であり、意思決定の遅れが企業

経営において決定的な破滅の原因となる事態を招く。したがって、変化する経営環境に対応するためには、

戦略的意思決定がますます重要となってくる。

5 意思決定の過程

一般に、経営活動におけるプロセスを分類すると、 Plan-Do-See (計画一実行一統制)という 3段階

に分けることができる。企業経営における意思決定とは、いうまでもなく、経営管理職能全般にかかわる

ものであるから、計画も統制も明らかに経営の意思決定であると考えることができる。

意思決定の概念を科学的に体系付けたのが、アメリカの経営学者、サイモン (H.A.Simon)であった。

サイモンによると、いくつかの代替案の中から最もよいと思われる lつを選択することが意思決定ではな

く、決定にいたるプロセスに着目するところに重要な意味のあることを指摘した上で、意思決定のプロセ

スを明らかにしたのである。彼によれば、意思決定のプロセスは、次の4つのフェーズで行われるとして

いる。
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①情報活動 (intelligenceactivity)……意思決定を必要とする条件を見きわめるために環境を探索す

ること。

②設計活動 (desi伊 activity)・…・・可能な行動の代替案を発見し、作成し、分析すること。

③選択活動 (choiceactivity)…・・利用可能な行為の代替案のうちから特定な案を選ぶこと。

④検討活動 (reviewactivity)…・・・代替案を実行した場合の結果を検討すること。

以上のように、サイモンの意思決定のプロセスは、情報活動→設計活動→選択活動→検討活動の順序で

進んで、行くのであるが、しかし現実の意思決定は、もっと複雑である。意思決定はそのタイミングも重要

であるが、そのプロセスも重要である。そして、意思決定のプロセスは多くの時間を要することもある。

それは各段階での「決定Jの段階に至るまで、それ自体が宅騨な意思決定過程をなしているからである。

例えば、選択活動の段階で適切な代替案が見つかればこれを選択することになるが、逆に代替案を見つけ

ることができなければ、前の段階である設計活動の段階にさかのぼって再検討を加えて意思決定をするか、

もしくは最初の段階にまでさかのぼって、あらためて再検討する。あるいは、目標または目的達成の水準

を修正しなければならない。このょっに意思決定のプロセスは、 l回のプロセスで終わるのではなく、部

分的にフィードパックしながら全体を通して、何回か繰り返し行われることになる。

6 戦略ならびに戦略的意思決定

今日のように、激動する経済環境の中で勝ち抜いて行くためには、経営戦略が企業の存続と発展にとっ

て決定的に重要であるということは、経営者・管理者などの間では共に認識されている。それは、企業が

どのような経営戦略を展開するかによって、企業の業績、ひいては企業の成長・長期的発展に大いに影響

を及ぼすからである。

経営戦略における「戦略Jという語は、戦いの以前に、筋道の通った考え方をすることである。または、

戦いの目標である「境界線」を定めることを志向することでもある。したがって、「戦略」とは、戦闘に

勝つための「戦術jに対し、戦いを勝利に導くための方策、または、対策をうつことである。

要するに、戦略という用語はもともと戦いのための方策として意味づけられ、使用されてきたのである

が、戦いのみに限定するのではなく、すべての機能や組織体にも適用することができるのである。

チャンドラーは、戦略的意思決定は、政策や手続きの策定の戦略的なものであり、企業の長期的な体質

に関する意思決定として規定している。さらに、戦略的意思決定に対置される戦術的意思決定については、

政策や手続きの策定の戦術的なものであり、業務を円滑かつ能率的に運営していくためには必要な日常諸

活動に関する意思決定であり、その決定は、賃金、設備あるいは人員などの諸資源を割当てたり、割当方

法を変えたりすることを通して実施されるべきものであると主張している。

これに対し、アンゾフは、企業における意思決定のレベルを戦略的意思決定、管理的意思決定、業務的

意思決定の3つに区分している。

①戦略的意思決定とは、主として企業の内部問題よりも外部問題に関係のあるもので、特にその企業

が生産しようとする製品ミックスと販売しようとする市場の選択に関するものである。

②管理的意思決定とは、最大の業績能力を生み出すように、企業の資源を組織化することに関するも

のである。

- 139一



6 亀田彰喜・吉田勝贋

③業務的意思決定とは、通常、その企業の活動力と関心の大部分に影響を与えるもので、その目的は

企業の資源の転化のプロセスにおける能率を最大にすること、換言すれば、現行業務の収益性を最大

限にすることである。

すなわち、アンゾフは戦略的意思決定の位置づけと内容を明確にするという課題から接近しようとして

いるのである。したがって、戦略的意思決定は企業の内部問題よりも、むしろ外部環境に関するデータか

ら意思決定のための情報を抽出することである。さらに環境の変化に対応した弾力的で、創造的な意思決

定も必要である。いずれにしても、意思決定のためには経営者や経営管理者の立場から考えれば、企業の

経営活動にとって真に重要なものはデータではなく情報であるといえる。

7 各種情報システムと意思決定支援システム

激変する経済情勢下で経営戦略を展開するためには、経営者の意思決定が重要な意味を持つと論じてき

たが、コンピュータが企業に導入されて以来、コンピュータの技術開発、さらに通信技術などの進展の下

で、企業情報システムについての種々の概念が生まれてきた。

企業情報システムについての主な概念を発生順に、列挙すると次のようになる。

① ADP (Automatic Data Processing:自動データ処理)

② IDP (Integrated Data Processing:統合データ処理)

③ MIS (Management Information Systems:経営情報システム)

④ DSS (Decision Support Systems:意思決定支援システム)

⑤ OA (Office Automation:オフィスオートメーション)

⑥ SIS (S凶 tegicInformation Systems:戦略的情報システム)

これら情報システムの目的は、 ADPおよび IDPは経営面での省力化やコスト低減であり、 MISは

1960年代半ばから唱えられた概念で、経営者の視点から意思決定を支援するシステムであり、企業経営に

コンピュータを導入することにより、経営の効率を上げようとする試みであったのであるが、期待された

ほどには経営の中枢に入り込むことができなかったのである。また、 DSSは1970年代の初頭から唱えら

れた概念で、非構造的な意思決定を支援するシステムであり、阻Sの失敗の教訓を受けて、トップ・マネ

ジメントの意思決定を支援するためのコンピュータシステムである。 OAは個人の情報処理能力向上、そ

して戦略的情報システムは、差別化・既存事業の質的改善のためのシステムである。

1971年には、第1次、そして 1982年には第2次電気通信の自由化が行われ、情報処理におけるネット

ワーク化が進展し、高度情報化社会への入口として大きな役割を果たしたものといえる。したがって、通

信回線が自由化されたことにより、各地の情報処理システムが相互に連携できるようになったのである。

さらに、電電公社が民営化されたころから、 DSSを企業経営の中へ取り入れるという流れが出てきたのも

事実である。

DSSは、簡単に言えば、意思決定 (Decision)をサポート (Suppoロ)するシステムであるいえる。

すなわち、 DSSは情報システムをベースとして、企業における意思決定者がデータと解析手段によって、

構造の明確でない経営の諸問題に対処していくシステムである。

「データと解析手段によって、構造の明確でない経営の諸問題に対処していくシステムであるjというこ

nu 
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とは、具体的に私達がある決定を下す場合には、決定を下すためのさまざまな情報を収集する。次に、集

められた情報、あるいはデータなどは、ただ単に集めてくるのではなく、決定を下すための参考資料とな

るように合理的な形で加工しなければならない。この加工処理を行うものが解析モデルと言われているも

のである。この解析モデルについて言えば、非常に複雑な数学モデルの場合と単純にウェイトづけをして

並べ変えるだけの場合とに分けることができる。例えば、意思決定者が社長である場合には、社長が自ら

コンピュータのキーボードを操作して、意思決定を下すことになる。つまり、コンピュータの中には具体

的なデータやモデルがあり、意思決定者はそれをもとに企業経営に必要な情報を得て具体的な行動に移る。

以上の例の他にも、さまざまな用途で意思決定支援システムが利用されており、その有効性を示す多く

の事例が紹介されている。意思決定支援システムは、経営管理上、重要な意思決定に関わる問題で、分析

の自動化が困難な問題について、経営者・経営管理者の意思決定を支援することを目的とする情報システ

ムなのである。

8 おわりに

現代のように、政治経済・社会・産業の構造的な変革の中で、企業経営の形態も大きく変わろうとして

いる。このような時代の変化に対応して行くためには、企業経営においても柔軟な経営戦略が必要となる。

経営情報システムは、経営管理者に必要とする情報を提供することを目標に研究・開発されたのである

が、現実のシステム，の多くは金銭の情報とか物の量とかいった言七算情報が中心であり、奇跡最の中で発生す

るデータのみが蓄積されるだけで、今日のょっな複雑な問題に対して対処することは困難であると考えら

れたのである。そこで、経営情報システムをより発展させるために、最新の情報技術や通信技術、さらに

ニューメディアなどの技術を取り入れ、さらに意思決定者のために必要な情報と適切な分析資料を提供す

るシステムの構築が求められるのである。これが意思決定支援システムである。

このように意思決定支援システムは、意思決定者の要請により開発を進めていくことが多いため、シス

テム開発においては固定的ではなく、意思決定者の評価をもとにシステムの改良や開発を進めていくのが

一般的である。

したがって、従来の経営情報システムは、その企業内の情報しか扱わなかったのであるが、意思決定支

援システムの場合は、企業外の情報も広く集めてくる必要があるといえる。情報ネットワークが密接につ

ながってきたことにより、そのネットワークを通して可能になったのである。つまり、取り扱うメディア

が非常に拡大したということである。

最近、経営情報システムをより実践化したシステムとして戦略的情報システムが注目を浴びてきた。こ

れは、企業にとって企業の生き残りをかけたシステムといえる。このシステムは、経営戦略に情報戦術を

直接的に活かす手段であり、あくまでも他の企業との競争のための手段としてとらえるべきである。また、

戦略的情報システムが構築されれば、それで終わりと言ったわけではなく、やがて他社も追い上げてくる。

したがって、最初の戦略的情報システムが構築された時点で、経営者は何よりも先ず、今後の政治・経済

情勢の見通しを中期的・長期的に把握するための情報を的確に読み取り、次の段階である戦略的情報シス

テムの構築に取りかからなければならない。

情報化社会の発展に伴い、情報システムは単なる業務の省力化という限られた目的から大きく飛躍し、
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競争優位を実現させるための戦略的情報システムが求められる。この戦略的情報システムにおいても意思

決定支援システムは大きな役割を担っている。

いずれにしても、意思決定支援システムは近代の企業経営においては欠かせないシステムであるといえ

る。
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山岳選手のリュックサック装備による漸増運動負荷テストの検討

A STUDY OF A PROGRESSlVE EXERCISE TEST ON 

MOUNTAIN ATHLETES WITH RUCKSACKS 

岡本進

Susumu OKAMOTO 

Abstract 

The purpose of血isstudy was to investigate a method for assessing aerobic 

power for mountain athletes. Maximal oxygen intake (V02max) and the ventilatory 

threshold (VT) were measured during a progressive exercise test on a treadmill with 

rucksack (WR) and non-rucksack (NR) in 10 (5 ma1e， 5 fema1e) junior mountain 

athletes. 

The mean value of maximal running velocity and exhaustion time obtained 

仕omWR was significantly lower由加 thevalue obtained from NR， respectively. 

V02max obtained from WR was 3.39士0.201lmin(male)，2. 14+0.071/min (female)， 

and the value obtained from NR was 3.47+0.151/min (male)， 2.08+0.171/min 

(female). No significant di百'erenceswere observed between WR and NR V02max 

responses. V02 at VT (V02@VT) obtained for WR was 2.43 +0.29l/min (male)， 

1.60土0.14l/min(fema1e)， and the value obtained for NR was 2.51士0.24l/min

(male)， 1.62士0.14l/min(female). V02@VT were not significantly di百'erentWR 

compared to NR. 

These results indicated出at出eWR test is a useful and practical method to 

assess aerobic working capacity in these mountain athletes. 

1 緒言

国民体育大会における少年の山岳競技には踏査

競技と縦走競技とがある。踏査競技では読図の正

確さと所要時聞が競われるのに対して、縦走競技

では実質的には特区間コースとよばれる山麓から

山頂までの所要時聞が競われる。団体競技である

ため、 3人目のゴール時間がチームの成績となる。

いずれの種目も、チームに対して一定重量のリュ

ックサックによる負荷が義務づけられている。リ

ュックサックの重量は、踏査競技と縦走競技ある

いは男子と女子で異なるが、チーム(3人)に対し

て20~35kgが負荷される。競技に要する時間は、

近年の大会をみると踏査競技では80~1∞分、縦走

競技では4O~80分である。このように山岳競技で
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は、長時間にわたる重量物を背負った歩・走運動

となることから、選手には体力的には優れた全身

持久力が要求される。

全身持久力はおもに有酸素性能力に依存するこ

とから、生理学的には有酸素パワーの大きさが競

技力と関わって重要な意味をもつことになる。有

酸素パワーは、最大酸素摂取量 (V02m血)あるい

は無酸素性作業関値(Anaerobicthreshold: AT)が

最も信頼できる指標とされている lム11)。前者は酸

素運搬系を、後者は組織の酸素利用系を反映する

と考えられており、持久的競技選手の競技成績に

は、この両者が重要な決定要因となる。 V02max

の測定には、これまで多くの方法が考案され、標

準化されている。しかし、 ATについては、研究者

によって血中乳酸の動向に注目した乳酸闘値

(Lactate threshold: LT)や血中乳酸濃度が4ミリモ

ルになる強度 (Onsetof blood lactate accumulation: 

OBLA)、あるいは換気動態に着目した換気関値

(Ventilatory threshold: VT)などの類義語が用いら

れており、その生理学的な解釈についても現在な

お議論があり、必ずしも測定法が標準化されてい

るわけで、はない。このうち、 VTは非観血的でガス

交換パラメータのみを用いるという簡便さから、

最近で、はV02maxと同時に測定する方法が普及す

るようになった。

これまで、の有酸素パワーの測定は、 トレッドミ

ルを用いた走運動、あるいは自転車エルゴメータ

ーを用いたベダリング運動が中心として行われて

きた。このほか、スイムミルを用いた水泳8，9，12)や

ローイングエルゴメーターを用いた漕艇14，19)など

の運動様式を対象としてこれらを観察した研究も

みられる。しかし、山岳競技を模擬した運動形態、

すなわち荷物を背負って坂道を歩・走行するとい

った運動様式による有酸素パワーの測定は少なく、

著者の知る限り山本の報告26，27)にみられる程度に
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すぎない。そこで、本研究はトレッドミルを用い

て、山岳競技をシミュレーションしたリュックサ

ック装備(以下担荷)による漸増負荷運動を行い、

非装備(以下空身)による方法と比較検討すると

ともに、山岳選手の有酸素性パワーを評価するう

えでの担荷による測定上の妥当性について検討を

試みた。

2 方法

2.1被検者

被検者は少年山岳選手10名(男子5名、女子5

名)である。これらの選手は、国体少年の部の出

場をめざして日常的に専門的なトレーニングを積

んでおり、滋賀県代表としての強化指定を受けた

選手である。被検者の身体特性を表1に示してい

る。体脂肪率は、皮脂厚計(栄研式)を用いて上

腕背部および肩肝骨下縁部を計測し、 Nagamineら

17)および:'srozecら3)の式を用いて算出している。

2.2最大酸素摂取量 (V02max)および換気性作

業闇値 (VT)の測定

Table 1. Physica1 characteristics of出esubjects. 

Sex Subject Age Height Weight Fat 

(yrs) (cm) (kg) (%) 

S.N. 17 173.9 62.9 13.5 

A.K. 18 177.0 65.0 13.8 

Male Y.J. 17 174.6 58.6 9.2 

N.H. 17 174.4 58.4 9.5 

M.A. 16 177.4 61.4 8.6 

M巴釦 17.0 175.5 61.3 10.9 

S.D. 0.7 1.6 2.8 2.5 

S.S. 17 154.9 42.9 12.9 

K.c. 17 155.9 46.5 13.9 

Female S.O. 17 149.7 57.0 24.1 

J.I. 17 159.0 49.3 15.8 

Y.K. 17 151.0 51.4 23.4 

Me担 17.0 154.1 49.4 18.0 

S.D. 0.0 3.8 5.3 5.3 
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V02maxおよび VTはトレッドミルを用いた多

段階漸増負荷法にて求めた。測定のプロトコール

は図 lに示している。トレッドミル(ミナト医科

学:脱却0)の傾斜角度を男子では 7%に、女子

では 5%に固定し、 80mlminから 30秒ごとに

5m川mずつ速度を漸増させ、歩行から走行に移行
させながら疲労四億(Exhaustion)に導いた。担荷

による測定では水を注入したペットボトルをリュ

ックサックに数個入れ、総重量をlOkgとし、空身

による測定とは日を変えて実施した。トレッドミ

ル歩行に慣れるため、いずれもウオーミングアッ

プをテストの開始速度で10分間にわたり実施した。

運動中の呼吸ガスは、エアロモニタ(ミナト医

科学:姐-280S) を用いて分析し、プレスパイプレ

スによる換気量 (VE)、酸素摂取量 (VOふ炭酸

ガス排出量 (VC02)をそれぞれ30秒ごとに分時デ

ータとして算出した。運動中の心拍数 (HR)は、

心電図モニタ(バイオビュー2E61VX、日本電気

三栄社製)を用いて30秒ごとに測定した。

V02maxの判定基準としては、次の3つのうち

2つ以上を満たす場合とした。

1) V0
2
のレベリングオフ22)

3 

(Ll V02<150ml/min) 

2)呼吸交換比l的(Respiratoryexchange ratio: RER) 

RER孟1.15

3)運動時心拍数の最大値2) (HRm凱)

HRmax註180beatsJmin

VTは、 Wassermanらの報告mに準拠して次の3

つの条件を満たす場合とした。

1) VElVC02の変イヒを伴わないVElV02の上昇点

2) VEの非直線的増加

3) VC02の非直線的増加

ただし、 VElV02に明瞭な上昇をみいだせない場

合には、 2)および3)を参考に総合的に判定した。

なお、これらの測定は1996年4月から5月にかけ

て滋賀県立大学健康・体力測定室で実施した。測

定時の室温は21.5::!:::0.6"C、湿度は59.9:1::3.7%であ

った。

2.3統計処理

担荷時と空身時との平均値の差異の検討は対応

のある t-検定により行った。統計的有意水準は危

険率5%未満とし、 pく0.05，p<O.OIおよび p<u.OOl

に分けて表示した。

3 成績

呼吸循環パラメータの走行速度に伴う変化につ

いて、被検者 N且の例を図2に示している。 VE，

V02および VC02の呼気ガスパラメータは、担荷

時および空身時ともに速度が増すに伴って増加し

ており、担荷時の値は空身時に比して終始高値で

ある。 HRは、運動開始後の低速時では空身時に高

値を示すが、速度が 110mlminに達する頃では担

荷時が高値を示すようになる。この初期における

逆転現象は、被検者 N.H.を含めて2例に観察され

た。 V02の終末の動態では、担荷時ではレベリン

グオフが、空身時ではプラトーの現象が観察され

る。
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走行速度に対する担荷時と空身時の値の差に注

目すると、 VEは運動開始直後にはあまり差がみ

られないが、走行速度が140m団血を越えるあたり

から差が拡大し、終末には再び接近する。 v02は

運動開始時にみられた差を保ちながらほぼ平行し

て増加していくが、終末には両者の差が減少す

る。 vco2は走行速度が増すにつれて両者の差が

拡大する傾向がみられる。被検者 N且で示した呼

気ガスパラメータの変動の様相は、他の被検者に

も共通的に観察された。

表2には、終末段階で得られた最高走行速度と

疲労困億時間について担荷時と空身時とで比較し

ている。平均値と標準偏差についてみると、担荷

時の最高走行速度は、男子が 218:t4m細血、女子

が177:t6m/minで、あり、空身時の男子247士6m1min、

女子196:t 5m1minを、いずれも有意に下回ってい

る。疲労困億時間については、担荷時の男子では

15.5 :tO.4min、女子では11.4:t0.5minであり、空

Table 2. Maximal running velocity and exhaustion也ne
by means of rucksack and non-rucksack test 

Sex m
 

河

川

、

.
J

m

m

 

u

i

、

油。bU
叫

紙

切

但

m
 Md 

u
 

eJ 

S.N. 

A.K. 

Male Y.J. 

N.H. 

恥1.A.

M巴姐

S.D. 

P 
S.S. 

K.C. 

Female S.O. 

J.1. 

Y.K. 

恥.fean

S.D. 

Ruck Non-R 
215 255 

225 240 

R

一0
6

と
9

7

α
一1
1

N
一

L
民
一

'
i

今

4

山
一

1
ι

R

一1
ー

215 250 15.4 18.8 

220 245 15.7 18.1 

215 245 15.2 18.1 

218 247 15.5 18.3 

4 6 0.4 0.6 

p<0.01 p<O.OI 

170 190 10.9 12.7 

185 205 12.1 14.1 

180 195 11.7 13.2 

175 195 11.1 13.1 

175 195 11.1 13.1 

177 196 11.4 13.2 

6 5 05 05 

z pく0.001 p<O.OOI 

Ruck:Rucksack test， Non-R:Non-Rucksack t巴st
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Table 3. Maximal ventilation， maximal oxygen intake and maximal 

heat rate obtained 企omrucksack and non-rucksack test. 

VEmax や02m阻 HRmax 

Sex Subject (l/min) (l/min) (beats/min) 

Ruck Non司R Ruck Non-R Ruck Non-R 

S.N. 133 148 3.47 3.52 198 202 

A.K. 160 151 3.67 3.62 193 187 

Male Y.J. 144 149 3.40 3.56 203 202 

N.H. 118 125 3.25 3.42 194 190 

M.A. 119 127 3.17 3.24 185 183 

M巴組 135 140 3.39 3.47 195 193 

S.D. 18 13 0.20 0.15 7 9 

S.S. 94 87 2.10 1.92 203 200 

K.C. 79 78 2.08 2.03 195 191 

Female S.O. 91 100 2.25 2.36 194 197 

J.1. 96 87 2.16 2.01 180 187 

Y.K. 100 101 2.10 2.08 205 206 

Me佃 92 91 2.14 2.08 195 196 

S.D. 8 10 0.07 0.17 10 7 

Ruck:Rucksack test， Non-R:Non-Rucksack test 

身時の男子18.3土0.6min、女子13.2::!::: 0.5minをい

ずれも有意に下回っている。

表3にはVE，VC02， HRのピーク値ついて担荷

時と空身時とで比較している。平均値と標準偏差

についてみると、担荷時のVEmaxl土、男子が135

::!::: 181/min、女子が92::!:::81/minで、あり、空身時の男

子では140士131/min、女子では91::!::: 101/minで、あ

る。 V02maxl土、担荷時の男子が3.39::!:::0.201/min、

女子が2.14::!:::0.071/minで、あり、空身時の男子では

3.47 ::!:::0.15l/min、女子で、は2.08::!:::0.171/minで、あるo

HRm邸は、担荷時の男子が195::!:::7beats/min、女子

が195士10beats/minで、あり、空身時の男子では193

::!:::9beats/min、女子では196::!:::7 beats/minで、ある。

これら呼吸循環パラメータのピーク値には、男女

とも統計的に有意差は認められない。

表4にはVT発現時の酸素摂取量 (V02@VT)

および心拍数 (HR@VT)を示している。担荷時

と空身時を平均値と標準偏差で比較すると、

V02@VTは担荷時の男子では2.43::!::: 0.291/min、

女子では1.60::!:::0.14l/minで、あり、空身時の男子

2.51 ::!:::0.24l/min、女子1.62::!:::O. 141/minをともに下

147 

回っているが、両者に有意差は認められない。

HR@VTは、担荷時の男子が164土14beats/min、

女子では169::!:::lObeats/minで、あり、空身時の男子

167::!::: 13beats/min、女子170士15beat凶nrnをともに

Table 4. Oxygen intake and heart rate at 

ventilatory threshold obtained from 

rucksack and non-rucksack test. 

V02@VT HR@VT 

Sex Subject (l/min) (beats/min) 

Ruck Non-R Ruck Non-R 

S.N. 2.72 2.86 175 184 

A.K. 2.32 2.49 151 157 

Male Y.J. 2.15 2.39 170 170 

N.H. 2.75 2.61 176 172 

M.A. 2.19 2.21 146 150 

Mean 2.43 2.51 164 167 

S.D. 0.29 0.24 14 13 

S.S. 1.52 1.64 176 178 

K.C. 1.55 1.41 157 144 

Female S.O. 1.84 1.80 176 178 

J.1. 1.60 1.66 158 174 

Y.K. 1.47 1.59 176 177 

Mean 1.60 1.62 169 170 

S.D. 0.14 0.14 10 15 

Ruck:Rucksack test ， Non-R:Non-Rucksack test 
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下回っているが、両者に有意差は認められない。

図3にはV02max(上図)および、V02@VT(下

図)の体重当たりで求めた相対値について、担

荷時と空身時との関係をプロットしている。両

図ともに回帰係数1.0の回帰直線上に集中して

おり、両者の関係は密接な関係にあることを示

している。相関係数を求めると、 V02max/Wtで、

は男子が 0.851、女子が0.799、全体では0.957

(p<u.001)で、あった。 VOiWt@VTで、は男子が0.904、

女子が0.664、全体では 0.902(p<u.OOl)で、あった。
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4 考察

一般に、 V02maxの測定で、は、運動様式が異な

れば得られる値も異なることが知られている。た

とえば、 トレッドミルで求めたV02maxl土、自転

車エルゴメーターのそれより 5~15%高U何.21)。と

ころが、トレーニングを積んだ熟練した自転車選

手の場合では、自転車エルゴメーターの方がトレ

ッドミルより大きな値を得たという報告がみられ

る20)。また、水泳選手ではトレッドミルよりスイ

ムミルで測定した方がより高い V02m皿が得られ

たいう報告もみられるいお。これらは作業に動員さ

れる筋量の差に依存すると考えられている。

また、運動様式の違いによってVTがどのよう

に変わるかについては、 Davisらめが健康な男子

大学生を対象に測定し、脚の自転車エルゴメータ

ー運動で得られたVTの値は腕エルゴメーター運動

のそれと比べて明らかに大きく、脚の自転車エル

ゴメーター運動とトレッドミル運動とでは差が認

められなかったと報告している。競技者について

は、 Withersら25)はよくトレーニングされた自転車

競技選手と長距離選手のVTを測定して、自転車エ

ルゴメーター運動による値よりトレッドミルによ

る値のほうが有意に高いことを報告している。ま

た、三浦ら 15)がトライアスリートの選手を対象に

水泳、自転車こぎおよびランニング時のVTを比較

している。 V02@VTで、はランニング、自転車こぎ、

水泳の順に大きく、水泳と自転車こぎおよび水泳

とランニングとの聞に有意差を認めているが、

V02m出に対する V02@VTの割合(%V02m砿

@VT)では有意差が認められなかったと報告して

いるO

これらの先行研究から、競技選手においては、

日頃のトレーニングと同じ形態の運動を行わせた

方が、より正確な V02m但やVTを測定すること

ができるのであろう。本研究では、山岳選手の有

酸素パワーを評価するには、できるだけ競技を模
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擬したリュックサック負荷による運動形態を用い

ることが望ましいと考え、トレッドミルを用いた

登り勾配を歩・走行する運動様式を取り入れ、同

一プロトコールにて空身による歩・走行運動と比

較した。

最高走行速度および疲労困億時間における担荷

時の値は、空身時に比べ有意に下回り、その聞の

同一走行速度に対する呼気ガスパラメータの応答

では終始上回っていた。これらは、担荷時の運動

が単に体重の移動だけでなく、重量物の運搬とい

う物理的強度が一様に付加されたことに由来して

おり、当然の結果と考えられる。

生理的運動強度としての V02に注目すると、

担荷時の値を走行速度が増す方向へシフトさせる

ことによって、空身時の値とほぼ重なり合うこと

から、両者はパラレルな関係にあった(図2)。し

かし、シフトさせる移動距離、すなわち、担荷時

の空身時に対する生理的強度の増加量には個人差

がみられた。これは、被検者の体重差を考慮せず

に一律に担荷重量をlOkgとしたことから、個人に

よる生理的負担強度が相対的に異なったことによ

って生じたと考えられる。

V02m自の絶対値を担荷時と空身時の平均値で

比較したところ、男子で、は担荷時に3.39l/min、空

身時に3.471/min、女子で、は担荷時に2.141/min、空

身時に2.08l/minが得られたが、いずれも統計的に

は有意差は認められなかった。現在、 V02maxは

レベリングオフ、HRmax、RERおよび血中乳酸の

4つの基準に!照らし合わせて判定されている 16)。

本研究では血中乳酸を除き 3つを採用したが、レ

ベリングオフの基準に関しては、実際にそれが観

察されたのは担荷時では4名、空身時では2名で

あった。それ以外のケースでは基準の範囲内であ

ったことからプラトー現象を呈していたことにな

る。 RERについては、1.14~ 1.40の範囲にあり、

1ケースを除きほとんどのケースが基準値を上回

っていた。担荷時の平均値を求めると男子が1.31、

女子が1.33であり、空身時の男子1.23、女子1.21を

有意に上回っており、担荷時には、より無気的代

謝に傾斜していることを伺わせた。 HRmaxについ

ては全てのケースが基準として設定した

180beats/minを越えており、両運動時の平均値に

はほとんと守差がなかった。いずれにしても、担荷

時および空身時ともに全員が3つの判定基準の大

半を満たしており、設定したプロトコールは適切

であったと考えられる。

VT関連の指標についてみると、 V02@VTの担

荷時の絶対値は男子および女子ともに空身時より

わずかに低値を示したが、有意差は認められなか

った。これをHR@VTでみても同様の結果であっ

た。 VTに影響を及ぼす要因の1つに、関値を検出

するためのプロトコールの問題が指摘されている

18，24)。山本初)は登山を模擬したトレッドミル歩行

運動を行い、傾斜、速度、担荷重量を漸増させた

時の乳酸と呼気ガスパラメータの動態を観察して

いる。それによると、傾斜と担荷重量を一定にし

て歩行速度を漸増した場合と歩行速度と担荷重量

を一定にして傾斜を漸増した場合では、ともに、

VT付近でみられる呼気ガスパラメータの一般的な

現象、すなわち、 VEおよび~VC02の急激な増加に

加えて、 VElVC02および~VElV02のそれぞれの換

気等量は、運動初期の低下から転じて増加を始め

るなどが観察されたとしている。しかし、速度と

傾斜を一定にして担荷重量を漸増した場合では、

これらの現象が明瞭で、なかったとして、 1段階自

の負荷の設定が高すぎたことを原因としてあげて

いる。これは男子l例のみの報告であり、各段階

における持続運動は4分間であった。換気動態の

変化をとらえるにはランプ負荷法が好ましい刊こ

とから、本研究では30秒ごとに負荷を漸増させる

ことにした。この結果、多量の測定データが得ら

れ、全ケースについて比較的容易にVTを検出する

ことができた。 V02に対する他の呼気ガスパラメ

ータの変化の担荷時の特徴は、 VEおよび~VElV02
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ではほぼ空身時の値と重なり合ったのに対して、

VC02では上回る傾向を示し、 VEIVC02で、は下回

る傾向を示したことである。これは担荷時には

VC02が過剰排出された影響を受けたことを示し

ている。しかし、変曲する時点には担荷時と空身

時とに大きな違いはみられなかった。

山岳競技の競技成績には体重当たりの相対値が

密接に関係すると考えられることから、相対値に

ついても検討を試みた。担荷時のV02maxJWtおよ

び1VO/Wt@VTは、いずれも空身時と有意な直線

関係にあった。

いずれにしても、担荷時に得られたV02maxお

よび VTには空身時のそれと比較して差が認めら

れなかった。このことは、リュックサックによる

担荷重量が生体に負担度を増していたとしても、

運動様式としては同じ歩・走運動であることから、

運動に動員される筋群や筋量には差がないと考え

られ、単に機械的な運動強度に依存したためであ

ろう。

このように、荷物を背負って坂道を歩・走行す

るといった山岳競技を模擬した運動様式において

も、 V02m出の発現およびVTの現象が観察された

こと、しかも、得られたV02maxおよびゃVTの値

が空身と比べて差がなかったことから、担荷によ

る漸増運動負荷テストは、山岳選手の有酸素パワ

ーを評価する方法として、実用的で有用な方法で

あると考えられる。

5 総括

山岳競技選手の有酸素パワーを評価する方法を

検討するために、山岳競技選手10名(男子5名、

女子5名)を対象として、競技を模擬したリュッ

クサック装備(担荷)による漸増負荷運動をおこ

ない、非装備による方法(空身)と比較した。結

果の概要は、以下のとおりである。

(1)最高走行速度の平均値と標準偏差において、

岡本進

担荷時の男子が218土4m川m、女子が177土

6m油血で、あり、空身時の男子247土6m川m、

女子196土5m川血を、いずれも有意に下回っ

ていた。

(2)疲労困億時間の平均値と標準偏差において、

担荷時の男子が15.5:tO.4min、女子が11.4:t 

0.5minであり、空身時の男子18.3:t0.6min、

女子13.2:t0.5minをいずれも有意に下回ってい

た。

(3)最大酸素摂取量の平均値と標準偏差において

は、担荷時の男子が3.39:t0.20l/min、女子が2.14

:t0.071/minであり、空身時の男子では3.47土

0.151/min、女子では2.08:t 0.17l/minとなり、

両者の聞には男女ともに有意差は認められな

かった。

(4)換気性関値(VT)発現時の酸素摂取量(V02@

VT)の平均値と標準偏差においては、担荷時

の男子では2.43:t 0.291/min、女子では1.60:t 

0.14l/minで、あり、空身時の男子2.51:t0.24l/min、

女子1.62:t0.141/minをともに下回ったが、両

者との間には男女とも有意差は認められなか

った。

(5)換気性関値 (VT)発現時の心拍数 (HR@VT)

は平均値と標準偏差においては、担荷時の男

子が 164:t 13beats/min、女子では 169:t 

lObeats/minであり、空身時の男子 167:t 

13beats/min、女子170:t15beats/minをともに下

回ったが、両者に有意差は認められなかった。

(6)山岳競技を模擬した担荷による運動様式にお

いても、通常(空身)と同様の呼吸循環応答

の様相が示された。

以上のことから、担荷による漸増運動負荷テス

トは、山岳選手の有酸素ノTワーを評価する方法と

して、実用的で、有用な方法であると考えられる。

なお、本研究の測定に当たっては、滋賀県山岳

連盟強化委員会の北村仁司(滋賀県立能登川高等

学校)、野洲道広(湖南農業高校)両氏に多くの協
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ウォーキング運動が中高年女性の

生活習慣病危険因子に及ぼす影響

EFFECTS OF BRISK WALKING ON RISK FACTORS OF CHRONIC 

NON-C01¥⑪flJNICABLE DISEASES IN 1¥但DDLE-AGEDWOMEN 

寄本明

Akira YORIMOTO 

Abstract 

Considering the safety and e百'ectsof exercise and training as precautions 

against chronic non-communicable diseases， relatively long-term and low-intensity 

exercise can prevent obesity， corpulence， hypertension， diabetes mellitus， and 

hyperlipidemia， and as a result， improve one's health. A typical form of exercise 

which demons仕atesthe above effects is出atof walking. A study was conducted to 

investigate the e百'ects of brisk walking on risk factors of chronic non-

communicable diseases in middle age. 

百lesubjects were 214 middle-aged women who participated in the 100 days-

walking program (more血an50%HRmax， longer than 20 minutes walk， more than 

3 days a week) held from 1991 to 1996. Their height， weight， distribution of body 

fat(%fat)， total cholesterol (TC)， HDL-cholesterol (HDL-C)， triglyceride (TG) ， 

arteriosc1erotic index (AI)， grip s住ength，jumping reaction time， standing trunk 

flexion， c1osed-eyes foot-balance， heart rate under submaximal exercise， and 

maximum oxygen uptake were measured before/after this program. 

Following this walking， %fat， TC， TG， and AI decreased significantly， but 

HDL-C did not change significantly even after 100 days. Grip strength， standing 

trunk flexion， and c1osed-eyes foot-balance increased， while jumping reaction time 

and heart rate under submaximal exercise decreased significantly as a result of 

walking exercise. In conc1usion， these results suggest血atlong-term low-intensity 

exercise can improve both serum lipid profile and physical fitness. 
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1 緒言

成人病とは成人に多くみられる疾患全般をさし

て広い意味で用いられており、特に高血圧症、心

疾患、糖尿病、高脂血症が代表的な疾患である。

この成人病による死亡は国民の死亡原因の約 114

以上を占め、 年々増加傾向にある。特に、循環器

系の疾患や心臓病の誘因となる高血圧症、糖尿病、

高脂血症等の有病率は急増を示している 12)。成人

病の発症には栄養過多、運動不足、精神的ストレ

ス、休養、喫煙、飲酒などの生活習慣が深く関与

していることから、生活習慣病と名称が改められ

ようとしている。また、これら発症原因のなかで

も運動不足との関連が注目され、その予防や治療

における運動の習慣化の重要性が指摘されている

6，7，8，23，24，25，27，28) 。

一方、中高年者の健康・体力を保証するには狭

義に生活習慣病(成人病)の予防、治療にとどま

らず、生活の質を向上させることが不可欠であり、

日常生活が他人からの介助なしに独立して行動で

きることが基本的な条件となる。そのためには運

動の継続が有効な方法のひとつと考えられる。生

活習慣病予防や健康・体力の保持のための運動は、

運動の強度、時間、頻度といった条件によって異

なることが知られており、安全性と有効性との両

面からみて運動強度は重要なファクターであるお)。

さらに、運動は継続、習慣化することが効果の維

持・継続に重要となる 28)。

中高年者にとっては、安全で効果的な運動とし

てウォーキング運動があげられる。このウォーキ

ングは日常生活における基本的な身体動作で、誰

にでも安全に行える有酸素運動であり、とくに中

高年者の運動としてその有効性が報告

2，4品川9ぷ，27;18)されている。本研究では、 1∞日間

のウォーキング運動が形態、血清脂質および体力

値に及ぼす影響を観察し、中高年者の生活習慣病

危険因子に及ぼす影響を検討した。

寄本明

2 方法

研究は 1991年から 1996年に滋賀県下、木之本

保健所、愛東町およびびわ町保健センターが実施

したウォーキング教室を対象として行った。これ

らのウォーキング教室はウォーキング運動を運動

強度 50%皿 max、運動時間1日20分間以上、運

動頻度週3日以上、運動期間 1∞日間継続するこ

とを目標として実施された。さらに、このウォー

キング運動期間前後には血液検査、形態および体

力測定が行われた。解析対象被検者は上記の運動

条件を満たし、 ウォーキング期間前後の各種検査

および測定を行った中高年女性 214名で、年齢は

50.5:t8.2歳であった。

ウォーキング期間前後には、形態、血圧、血液

諸成分および、体力の各測定を行った。形態として

は身長、体重、体脂肪率の測定を行った。血液諸

成分としては総コレステロール σC)、 高比重リ
ポ蛋白コレステロール σIDL-C)、中性脂肪 (TG)

の血清脂質を測定した。また、動脈硬化指数(AI)

を σC-HDL-C)庄町L-Cの式より求めた。体力測

定としては握力、光刺激による全身反応時間、立

位体前屈、閉眼片足立ち、 3分間の踏台昇降運動

(台高35cm、昇降24回/分)時の心拍数を測定し

た。なお、一部の被験者については最大酸素摂取

量を自転車エルゴメーターを用いて推定した。

ウォーキング期間中の食事内容は普段通りとし、

特に配慮しなかった。一部の被験者については栄

養摂取量の調査をウォーキング期間前後に各2日

間実施した。各自の摂取した飲食物を朝、昼、夕、

間食別にグラムまたは目安で記録してもらい、四

訂食品成分表をもとに 1日のエネルギー摂取量、

栄養素の摂取量を算出した。

なお、統計処理は平均値の有意差検定として

Studentの pairedt却 stを用い、 5%水準をもって

有意とした。
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Table 1 Physical characteristics， blood pressure 
and heart rate before and after walking 
仕組nmg.

Pre 

Mean SD 

Height (cm) 153.4 5.5 

Weight (kg) 54.4 6.3 

SBP (mmHg) 124.9 16.5 

DBP (mmHg) 76.8 10.2 

HR (beats/min) 68.7 6.8 

SBP : Systo1ic blood pressure 
DBP : Diastolic blood pressure 
p : Significant leve1 

3 結果

Post p 

Mean SD 

153.2 5.6 

54.5 6.3 

124.5 15.9 

76.1 11.1 

68.9 7.4 

表lには身長、体重、安静時の収縮期血圧 (SBP)、

拡張期血圧のBP)、心拍数のウォーキング期間前

後の変化を平均値と標準偏差で示した。ウォーキ

ング期間前後で身長および体重の形態値に差は見

られなかった。安静時の血圧は前値および後値と

も収縮期で約 125mr世語、拡張期で約 76mmHg 

と変化せず、安静時心拍数においても差は見られ

なかった。

体重と体脂肪率のウォーキング期間前後の変化

を図 1に示した。ウォーキング期間前後の体重に

は変化が見られなかったが、体脂肪率は前値が25.9

:!:5.4%、後値が24.6土5.4%と1.3%減少しており、

これは有意な低下で、あった (p<O.∞1)。

血清脂質 TC、HDL-C、TG、動脈硬化指数 M の

ウォーキング期間前後の変化を図2に示した。 TC

Weight (kg) %Iat(%) 

60 35 
p<0.001 

50 30 

40 
25 

301 U 54.4 54.5 
20 

20 

10 15 

。
Pre 

10 
Pre Post Post 

Fig.l The effect of walking住ainingon the body 

weight and distribution of body fat. 

TC (mg/dl) HDL-C (mg/dl) 

300 
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p<0.001 801ι  

60 

200 
40 
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20 
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TG (mg/dl) AI 

150 
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2.0 

50 
1.0 

。 0.0 
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Fig.2 The effect of walking住ainingon the serium 

lipid and lipoprotein profiles. 

はウォーキング期間前に比べ後で 9mgldlの低下

を示し、その差は有意であった (pくO.∞1)0TGは
TCと同様、ウォーキング期間後に低下を示し、そ

の差も有意で、あった (p<O.05)。一方、 HDL-Cにお

いてはほとんど変化が見られず、 ウォーキング期

間前後ともに 61mgldl程度で、あった。 AIはウォー

キング期間前に比べ後で低値を示し、その差は有

意で、あった (p<O.Ol)。

Grip strength (kg) Standing trunk flexion (cm) 

40 
p<0.001 25T1 lp<0.01 

30 
20 

15 

20 

27.8 28.9 10 

10 
5 

。
Pre Post 

。
Pre Post 

Jumping reaction time (ms田) Closed eye loot balance (5配)

|1∞1 
80 

ω]~J 山11::
300-1 H 432 

20 

200 i" r E-.(" 
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。
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Fig.3 The effect of walking仕ainingon the physica1 

fitness profiles. 
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Fig.4 Change in heart rate during step test before 

and after walking回 ining.

寄本明

Table 3 Changes of Ca， P， and Mg concentration in 

blood and urine by walking training 

Pre Post p 

Mean SD Me姐 SD 

Blood 

Ca 9.05 0.60 8.74 0.25 * 
P 3.49 0.49 3.44 0.41 

Mg 2.32 0.26 2.34 0.16 

Urine 

Ca 9.37 4.54 9.90 6.41 

P 54.14 23.26 55.88 29.36 

Mg 5.284 2.214 5.107 3.160 

握力、立位体前屈、全身反応時間、閉眼片足立 p : Significant level， * p<u.05 
(mgldl) 

ちのウォーキング期間前後の変化を図3に示した。

ウォーキング期間後の握力および立位体前屈は期

間前に比べ平均値で1.1kg (p<U.∞1)、1.6cm 

(pくOβ1)増加し、光刺激による全身反応時間は 41

msec (p<u.∞1)減少した。一方、閉眼片足立ちは期

間前に比べ平均値で 13秒(ドO.∞1)増加した。

3分間の踏み台昇降運動時の心拍数変化を図4

に示した。安静時はウォーキング期間前後とも 68

拍/分程度であったが、運動開始後は l分目で3.3

拍/分(ド0.05)、2分目で 5.9拍/分(p<U.∞1)、

分目で 5.0拍/分(ド0.(01)それぞれウォーキン

グ期間後に減少していた。

他方、 47名の被験者については自転車エルゴメ

ータによる最大酸素摂取量の推定を行った。その

値はウォーキング期間前で27.1:t4.6 ml/kglmin、後

で27.8:t5.8ml/kglrninであり、後で僅かに増加し

Table 2 Average intake of nu住民ntsper day before ているが、有意な差で、はなかった。
and after walking仕aining.

Pre Post p 

Mean SD Mean SD 

Energy (kcal) 1817 405 1913 340 

Protein (g) 72.4 17.9 78.4 13.7 

Fat (g) 46.9 17.1 50.1 13.7 

Carbohydrate (g) 270.9 68.1 281.7 55.8 

Ca1cium (mg) 702 289 715 198 

Phosphorus (mg) 1074 282 1157 197 

Iron (mg) 12.4 3.8 11.9 2.5 

Vitarnin A (IU) 2975 1786 3029 1175 

BI (mg) 0.95 0.3 1.04 0.23 

B2(mg) 1.29 0.14 1.36 0.26 

C (mg) 170 103 180 60 

p : Significant level 

表2にはウォーキング期間の前後に実施した栄

養摂取状況調査の結果を示した。なお、この調査

は27名について実施した。摂取されたエネルギー、

タンパク質、脂質、糖質、カルシウム、リン、鉄、

ビタミン A、BI、B2、C にはいずれも期間の前後

で差は見られず、ほほ同ーの栄養摂取状態が維持

されていた。

表3には血中および尿中の Ca，p， Mg量をウォ

ーキング期間前後の平均値と標準偏差で示した。

血中 Caは期間後に有意に減少 (p<u.05)していた

が、血中 P、Mgには変化が見られなかった。ま

た、尿への Ca、P、Mg排池量も前後で変化は認め
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られなかった。

4 考察

現代の日本では高齢化が進む一方で、高血圧症、

高脂血症、心疾患、糖尿病など生活習慣病の有病

者やその危険性のある者が増加している。これら

生活習慣病の危険因子のひとつとして肥満があげ

られる。肥満は摂取エネルギーの過剰や消費エネ

ルギーの減少により生じた余剰のエネルギーが身

体へ過剰に蓄積した状態であり、代謝系および心

血管系に悪影響を及ぼす。ウォーキング運動が体

脂肪へ及ぼす影響は、今回の運動条件においてウ

ォーキング前後で体脂肪率が平均値で1.3%有意

に低下したが、体重には変化がみられなかった。

すなわち体組成における脂肪量だけが減少し、筋

肉の萎縮は起こっていないものと考えられる。今

回の結果と同様に中高年者の身体トレーニングは

体脂肪量の減少とともに LBMの増加が報告され

ている 1，10刷。 一般に、肥満治療として、食事療法

だけにたよると体脂肪の他に体蛋白の減少が促進

され、筋肉量、基礎代謝量、体力および意欲の減

退といった弊害があり、運動療法およびその併用

によって体蛋白の分解を防止し、脂肪を燃焼する

ことができるお)。 本研究の栄養調査では摂取栄養

量が一定であり、このような状態でのウォーキン

グ運動は除脂肪体重を維持あるいは増加し、体脂

肪量を減少さす効果があり、肥満予防や解消に効

果があると考えられる。

安静時の収縮期および拡張期血圧はウォーキン

グ期間前後で変化はなく約 125mmHg と約 76

mmHgであった。運動の高血圧に対する効果は、

有酸素運動において本態性高血圧に対してその有

効性が示されており、軽度から中等度の運動 (40

~ 85 % V 02max) で降圧効果が認められている25)。

しかし、今回のウォーキング実施では対象とした

被験者が正常域の血圧者のため前後に顕著な差が

みられず、その正常域を保持していたと考えられ
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に効果があるかどうかは、ウォーキング期間前後

の血清脂質変化から考察できる。血清脂質のうち

TCは 1∞日間ウォーキング後で前に比べ有意な

低下が認められた。 同様にウォーキング運動で

TCが低下することはすでに報告してきた 26，27)。こ

の様に身体トレーニングが TCに与える影響につ

いては、運動習慣のある者はない者に比べて TC

が低いと報告 9，13，23，25)されており、ウォーキングの

ような比較的軽い運動で、あっても TCの改善効果

が認められた。また、今回の被験者のウォーキン

グ後の値は 2∞:t37.9mgldlであり、正常範囲の

220mgldl内であったが、個々人でみるとこの範囲

を超えているものがみられた。 TGにおいては TC

と同様、ウォーキング期間後に低下を示し、その

差も有意であった。TGは運動強度が高いほど早期

に減少が起こり、TG値の高い者に減少が大きく 25)、

継続的に運動を実施している者はその値が非運動

者に比べ低い 6，9，13，24)と報告されている。我々もウ

ォーキングを主として運動習慣者(経験年数平均

5.7年)に TGの低下を認めているが、 3カ月間程

度のウォーキング運動では有意な低下は認められ

なかった 28)。しかし、今回、被験者数を増やし検

討した結果、1∞日間のウォーキングの期間でもそ

の値は低下したおり、ウォーキングのような運動

強度であっても 1∞日間程度で TGの低下が期待

できそうである。 一方、 IIDL-Cはウォーキング運

動による顕著な変化はみられなかったが、運動習

慣のある者はない者に比べその値は高い 2，4，9，22，23，25)

と言われている 。 IIDL-C の増加、特に IID~-C の

増加は抗動脈硬化作用があり、冠動脈硬化症の予

防として有効であり、持久的運動やウォーキング

を長期間実施することで増加することが報告され

ている 2，15，25)。これらのことから、ウォーキング等

の運動習慣は血清脂質に対し、良好な状態に保ち

高脂血症を予防する効果がある。動脈硬化性心疾
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患とは冠状動脈が動脈硬化で細くなったり、閉塞

して起こる狭心症や心筋梗塞であり運動不足が大

きな要因と考えられている。ウォーキングの習慣

化によって動脈硬化指数AIはウォーキング後で前

と比べて有意に低下していた。この AIは動脈硬化

の進行を推測させる指数で、運動習慣のある者で

低値を示し9)、ウォーキングにおいては歩数と負の

相関を示す 2幻 9)とされている。このようにウォー

キングを主とした運動習慣者のTC，TG， AIの低値

は運動の習慣化が動脈硬化を予防し、心血管系に

対する効果が期待でき、虚血性心疾患や動脈硬化

等の心血管系の疾患の予防に寄与することを示唆

している。また、これら血清脂質の改善は 50歳以

上でより顕著であり 26)、中高年者にとってウォー

キング運動は適切な運動強度となっていると考え

られる。

一方、老齢人口の増加と共に骨粗意症の患者の

増加も問題となってきている21)。血中 Caはウォー

キング期間後に有意に減少(p<O.05)していたが、

血中止 Mgには変化が見られなかった。尿への

Ca、 P、 Mg排世量はウォーキング期間前後で変

化は認められなかった。今回のデータからは明確

な示唆はできないが、骨量を維持するためには運

動の習慣化が必要であり 21)、ジョギングやウォー

キングなどの運動の有効性18)が示されている。さ

らに、その効果は短期間では獲得されず、 2~3 年

以上続ける必要がある 17)。また、骨量を維持する

ために最も必要な栄養素のカルシウム摂取量は

702~715 mgl日であり、わが国成人のカルシウム所

要量¥1)の6∞mgl日を確保していた。カルシウム
摂取量は 8∞mgl日でカルシウムバランスが平衡
に達し 20)、その摂取量が多いほど骨量の低下が少

ない 14)という報告もあり、骨量維持のためにはカ

ルシウム摂取量の増加と運動の習慣化が必要であ

る。

体力測定において、握力、立位体前屈、閉眼片

足立ちはウォーキング期間後に前と比べで有意に

寄本明

高い値を示し、全身反応時間および最大下作業時

の心拍数は有意に低値を示した。握力は上肢およ

び手部の筋力、立位体前屈は体幹部の柔軟性、閉

眼片足立ちは脚の支持能力や平衡機能、全身反応

時間は敏捷性、中枢と末梢の神経活動を反映して

いる。すなわち、これらの改善はウォーキング運

動実施により筋力、柔軟性、平衡機能、敏捷性の

機能が向上したことになる。高齢者における体力

の低下は、複雑な神経支配を必要とする項目や、

体重を支えたり移動したりする項目で著しいこと

が示唆されており 7)、ウォーキングの習慣化はこれ

らの体力低下を予防し、加齢による退行減少を抑

制することができると考えられる。

また、運動トレーニングの心臓及び血管系への

効果として、最大下運動時の一定負荷における心

拍数が減少することが知られており、今回行った

踏台昇降運動においてもウォーキング前後で有意

な差が認められた。この心拍数の減少は骨格筋の

酸化酵素活性や毛細管密度の増加といった骨格筋

での酸素利用の改善を介しての心血管系への効果

均 との報告もあるが、心臓への直接的な効果もあ

ると推察される。いずれにしても、ウォーキング

は心血管系に対する効果が期待でき、心疾患の予

防に寄与することを示唆している。

成人病予防としての運動は、一般に比較的軽い

運動において週 2~3 回程度必要であり 6，9， 23)、た

とえ運動量が少なくとも運動習慣の維持が重要で

ある 7，24)ことが示唆されている。ウォーキング・

エクササイスにおいては50%HRmax程度の運動強

度で、 1回20分間以上、週3日以上実施する必要

があると考える。本研究においては運動強度は目

標レベルは設定しているが実施中の管理は行って

おらず本人任せであった。Hardmanら5)は、活発

な歩行(Briskwalking)という指示でウォーキング

を行うと、その際の運動強度は血中乳酸濃度約

2mmol/lの有酸素闇値であり、有効にエネルギーを

消費し、長時間続けられると報告しており、必ず
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しも厳密な運動強度の管理は必要ないと考えられ

る。むしろ、 Cookらめは中年男性にとっては低い

運動強度と思われるウォーキングの長期間の実施

で、運動の効果を認めている。これらのことより、

ウォーキングのような比較的軽い運動であっても

習慣化することにより、中高年者にとっては生活

習慣病予防としての効果は十分期待できると考え

る。

5 要約

中高年者にとっては、安全で、効果的な運動とし

てウォーキング運動があげられる。このウォーキ

ングは日常生活における基本的な身体動作で、誰

にでも安全に行える有酸素運動である。本研究で

は、 1∞日間のウォーキング運動が形態、血清脂質

および体力値に及ぼす影響を観察し、中高年者の

生活習慣病危険因子に及ぼす影響を検討した。

中高年女性214名を対象に運動強度50%皿 max

程度のウォーキング運動を 100日間、 1日に20分

間以上、週3日間以上実施した。その際の生理的

な効果について血清脂質および体力値の変化から

以下のような結果が得られた。

ウォーキング実施により体重は変化しなかった

が、体脂肪率は有意な低下を示し、体脂肪量が減

少した。血清脂質において、 TC、TG、AIの値は

ウォーキング運動期間後に有意に低下を示したが、

HDL-Cでは差が認められなかった。TC、TG、AI

の低下はウォーキングの習慣化により動脈硬化を

予防し、心血管系に対する効果が期待でき、虚血

性心疾患や動脈硬化等の心血管系の疾患の予防に

寄与することが示唆された。

体力測定において、握力、立位体前屈、閉眼片

足立ちはウォーキング期間後に前と比べで有意に

高い値を示し、全身反応時間および最大下作業時

の心拍数は有意に低値を示した。ウォーキング運

動実施により筋力、柔軟性、平衡機能、敏捷性、

7 

持久性の機能向上が認められた。

これらのことより、ウォーキングのような比較

的軽い運動であっても習慣化することにより、中

高年者にとっては生活習慣病予防としての効果は

十分期待でき、運動の習慣化は運動条件の中でも

重要な要素であると考えられる。

本研究は平成8年度及び平成9年度文部省科学

研究費補助金基盤研究(C)(2)(課題番号 08680133)

により行われたものであり，研究の要旨は長野オ

リンピック記念国際スポーツ医科学シンポジウム

において発表した。
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国際教育センター主催のセミナー

1 996年度第3回セミナ-

題

講

目 Japaneseand Westem Women in the Workplace 

師 BeverleyJayne Bishop (滋賀大学外国人教師)

日時:

場所:

講師紹介

199 7年 1月30日(木) 10:30~12:00 

滋賀県立大学 A3-301講義室

ピパリー・ジェイン・ビショップ先生は、イギリスのブラッドフォード大学でヨーロッパ

研究を専攻され、卒業後、同大学大学院で西ヨーロッパの政治学の研究を続けられ、 1992年

にM.A.の学位を取得されました。引き続き、リーズ市庁に研究調査員として勤務され、「西

ヨーロッパにおける都市変化の本質」に関する調査研究に貢献されました。また、この間に

は、外国語としての英語教授者資格を取得しておられます。 1994年の来日後は、イギリスの

大学院修士課程に留学を希望する日本人学生のための予備コースで英語による政治学、社会

学などの講義を担当され、 1995年からは滋賀大学外国人教師として経済学部で英語を教えて

おられます。来日後、ご専門の政治学の分野では、現在の経済構造と女性の雇用の問題を西ヨ

ーロッパと日本について比較する研究に関心を寄せられ、在日中の研究の成果を、今春、帰

国後、シェフィールド大学で博士論文としてまとめられる予定です。今回は先生の日本滞在中

のご研究の一端をお話しいただきました。

997年度第 1回セミナ-

題

講

目 ScientificCreativity and Originality一ワークショップー想像性と独創性

師 S.Ted OY AMA (Virginia Polytechnic Institute and State University教授)

1 997年 6月13 日(金 16:20~17:50日時:

場所: 滋賀県立大学 A4-301講義室

講師紹介

山テッド先生は東京生まれの南米育ちです。南米では高校までアメリカンスクールに通わ

れました。このような生い立ちから、先生は日本語、ポルトガル語、スペイン語、英語の四カ

国語をマスターしておられます。大学はアメリカのエール大学に進まれ、 1976年にご卒業に

なり、その後スタンフォード大学の大学院で、 MichelBoudart教授のもとで化学工学を専攻さ

れ、 1981年に博士号 (Ph.D.Chemical Engineering)を取得されました。触媒の研究では世界的

な学者で、多数の著書、編著書、論文を発表しておられます。

大山先生は、現在、東京大学の客員教授として日本に来ておられます。そこでこの機会に

先生が、日頃、学生に説いておられる「想像性と独創性」についてのワークショップをしてい

ただくようになり、当日は関心のある人たちの参加を得て、活発なワークショップを行ないま

した。
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JAPANESE WOMEN IN THE WORKFORCE: 
ACO島'lPARATlVEPERSPECTlVE 

Beverley Jayne BISHOP* 

1 Introduction 

The publication of Ezra Vogel' s J apan as Number One in 1979 marked the start of an 

explosion of popular and academic interest in Japanese work， Japanese workers and Japanese 

management techniques in the English-speaking wor1d. Recent ye訂shave seen a growing 

interest on the p紅tof industrial sociologists (Jessop， 1987， Elger and Smith， 1994， Graham， 

1994)， who have examined the ‘Japanization' of production elsewhere. 

Like most pre-1970s sociological work examining European or American societies 

however， the Japanese worker in the literature has been assumed to be male， particularly the 

stereotyped company employee， presented either as a well-trained， well-rewarded blue-collar 

worker， eager1y participating in quality circles， or the loyal overworked salaηman. 

Thirty-eight percent of the workforce though is female， according to the Office of出e

Prime Minister， and， since 1982， more than half of married women have worked (Ueno， 

1994). Behind these official figures， moreover， lies a sizeable informal economy. This 

includes women who work in family businesses， on family agricultural plots， take in naishoku 

(homeworking) or give private lessons in cultural arts such as ikebana and kimono-wearing or 

home-tutor children. Increasingly， there has been recognition血atmany of the distinctive 

characteristics of modem Japanese society and economy: the long hours worked by 

salarymen;‘lifetime' employment and the seniority system in larger companies; and the rapid 

growth of the service industry are all， to some extent dependent on having a flexible female 

workforce who do not receive all the welfare and security benefits associated with the 

Japanese model. 

It is not only national institutional characteristics， though， that determine the sexual 

division of labour in Japan. Like all modem industrial economies， Japan is undergoing major 

structural reorganisation. Information technology， transport improvements， economic 

*滋賀大学外国人教師
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integration have made possible the globalisation of production. It is now possible to export 

much semi-skilled manufacturing to Third World economies， where labour costs are cheaper， 

leading to a dec1ine in manufacturing in ‘core' areas of the global economy. 

New technology， however， has also permitted the cen仕eto compete with these areas 

in a different way. Increasingly there has been emphasis on new high quality products and 

quick response to changes in fashion and consumer demand. Economies of scope are 

replacing economies of scales and Japanese ‘Just-In Time' (JIT) production has become a 

model adopted elsewhere. Large and transnational companies， in Japan particularly have 

tried to ensure that their workers are flexible and highly-trained to cope with an quickly 

changing world economy and competition from newly-industrialised countries. It is however 

very expensive to provide high quality training to this core workforce， especially considering 

the generally high standards in Japan， where more than 65% of full-time blue collar workers 

and around 75% of white collar workers undergo structured training programmes after 

starting their job. (Ministry of Labour， 1991) and， until very recently，‘lifetime' employment 

and payment at least p紅tlyby seniority was standard in large companies (Nevins， 1980). 

Recent ye訂stherefore have seen an increase in ‘contracting out' work to subsidiary 

companies， small businesses and homeworkers (particularly in the micro-electronics 

industry). It is also increasingly common for regular (seishain) employees to be permanently 

replaced by employees with part-time or limited contracts. Up to one-third of the dec1ine in 

joyo employment can be attributed to the rise in non-core workers (Koshino， 1989). 

The last two decades have been marked by a growth in the service sector; moves 

towards a more leisure-oriented economy and an increase in the use of information 

technology. The impact on women has been large， because this phenomenon has been 

accompanied by socio-economic changes affecting the proportions of men and women in the 

workforce; the types of jobs available (particularly in the new katakana professions and pink 

collar employment) and the number of tempor紅yand part-time jobs; work and leisure related 

aspirations; and the place of work in women' s life course. 

2 Women and work today 

In the years following the Second World War， Japan was unique in the developed 

world in seeing a dec1ine in the number of women working outside the home， although after 

World War Two the proportion of working women in the total population was arguably出e
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highest of all developed nations because of Japan's still heavily agricultural labour force 

(Iwao， 1993:154). As rice fanning was so heavily labour intensive， the agricultural 

population stayed almost perfectly stable between 1868 and 1940. Capitalist agricultural 

development took a different path to the West and remains based upon the family working as 

an economic unit (Smith， 1959: 210) 

As manufacturing industry grew， it became more difficult for middle class women to 

work. Urbanisation， industrialisation and the concomitant moves towards a nuclear family 

meant there was less help with childcare and housekeeping from relatives. As working class 

women found more financially rewarding employment in expanding industrial sector， 

domestic help also became less readily available and more expensive.百lerapid rise in men' s 

incomes also meant出atmore married women could stay at home and meet the societal ideal 

ofηosai kenbo (good wife， wise mother). 

Women' s labour force p訂ticipationrates actually fell between 1965叩 d1975. 

Starting around 1965， J apan experienced a ‘moral panic' similar to that of the UK when the 

media took up the theme of the supposedly baleful e百ectsof working women on ‘latchkey 

children'. 

Today though Japanese women participate in the workforce in numbers comparable to 

those of women in other modem industrial societies (59.3% of women aged 15-64 in 1989 

compared to 68.1 % in the UK and 56.2% in France (OECD， 1990). 

Like women in other countries， they are likely to eam less than men (51 % of men's non-

agricultural hour1y wage， compared to 68% and 81 % for Britain and France respectively 

Occupationalgroup Men (%) Women (%) All employed persons 

Managers and admini山ators 18 10 14 
Professiona1 occupations 10 8 9 
Associate professional and technical 8 10 9 
Clerical姐 dsecretarial 7 27 16 
Craft and related occupations 24 4 15 
Personal and protective service jobs 6 14 9 
Sales occupations 5 11 8 
Plant and machine operatives 14 5 10 
Other occupations 8 11 9 
All occupations 100 100 100 
All person in employment (1000s) 14，407 11，194 25，601 

Table 1: Sexual Distribution of Occupation in Great Britain， 1991 (Source: OPCS， 1992) 
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Occupational group Men (%) Women (%) All employed persons 
Specialists and technicians 10.6 14.2 11.8 

Adminis回 tivepersonnel 7.2 1.2 5.2 

Office workers 16.6 33.7 22.7 

Commercial workers l3.2 11.1 12.5 

Service indus住yworkers 3.5 11.1 6.2 

Agricultural workers 1.1 0.5 1.0 

Manufacture and transport workers 44.9 28.1 38.7 

Other occupations 2.9 0.1 1.9 

Total 100 100 100 

Table 2: Sexual Distribution of Occupation in Japan， 1988 (Source: Stockman et al， 1995: 66) 

[ILO， 1991: Table 16]) and be doing different work to men. Tables one and two below 

provide a comparison of the sexual division of labour in the UK and Japan 

1 have been investigating Japanese women's experiences of and attitudes to work in 

this context by the administration of 200 written questionnaires and 40 in-depth interviews. 

In ana1ysing the responses， 1 have been struck by the many similarities between the 

experiences of J apanese women workers and West European female employees， as well as by 

some interesting differences. Some of the results of the survey will be used in this paper to 

illustrate or challenge the main economic perspectives on the sexual division of labour and 

their， applicability or inapplicability to the specific situation of women in Japan. 

3 Theoretical perspectives 

The position of women in the labour force is affected by both the character of labour 

supply; in other words the proportion and type of women who are available for work， the 

skills they have to offer and the work血eywant or have the available time to do; and the 

character of labour demand， i.e.出es仕uctureof the labour market; the opportunities available 

to women; the other institutions in society and their requirements of women; and the attitudes 

and behaviour of employers and co-workers of women. Explanations have tended to examine 

either the supply or demand side of the labour market (Granovetter， 1981); 3.，11d both feminist 

and neo-c1assical economists can be criticised for failing to take into account specific cultural 

and social institutional factors. 1 suggest that looking at the mutua1 reinforcement and 

systematic working out all these factors would provide a fuller understanding of what is 

undoubtedly a complex and multi-causal phenomenon. 

Human capital出eoryexplains wage and status differentials by using the idea that 

each worker is a small and independent firm with a certain capital stock (skills and 
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education)， who produces a labour service and sells it to an employer. The reason given for 

women' s inferior position in the workforce is that women do not achieve the same skills as 

men. Most classical economists have usually assumed血atthe rational economic man who 

made decisions about investing in his human capital development was indeed a m鵠， women 

were biologically inferior as workers， and出atwomen were， or should be， married with 

children and economically dependent on husbands or fa白er.Women working outside the 

home were often seen as an undesirable anomaly. (See Pujol [1995] for a summary of the 

opinions of classical economists). 

In 1965 Gary Becker famously challenged the classical assumption出attime spent in 

the household was ‘leisure¥by pointing out血atmany activities carried out in the household 

were ac加allyproductive (Becker， 1965). Household members consumed commodities， 

which were produced with household labour time plus market goods. The New Home 

Economics assumed a rational decision taken in the conjugal unit， whereby men choose to 

specialise in employment and women in domestic tasks and childrearing， because of a degree 

of complementarity between childbearing and child rearing， or because society assigned the 

role of childcare to women (see Mincer Polachek， 1974; Polachek， 1995) 

As women would therefore， spend a significant proportion of their life outside the 

labour market， they would be unlikely to recoup their investment in extended human capital 

development in the form of education and training， and so chose to invest less than men. 

Extended absence from the workplace meant that the woman' s capital diminished still further 

(Mincer and Ofek， 1982)， so if she chose to re-enter the workforce， it would be at a lower 

level than when she left. The fami1y， on the other hand， would raise its utility as a whole， 

because of giving more time to children and raising their human capital. 

This view could be challenged on several counts. 

Firstly， it is true， as New Home Economists predict， there is a link between childcare 

responsibilities and non-participation in the workforce， but it does not necessarily follow that 

this the result of preference or of a priori decision-making. Using data仕omthe 1980 

Population census Yamada and Yamada (1986) did find that fertility was a significant1y 

negative determinant of married women's labour force participation and vice versa in Japan. 

However they attr 
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Women's labour force participation by age 

15-19 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60-64 

Age 

Fig. 1 (Source: Japan -Bureau of statistics， Management and Coordination Agency， 
Survey ofthe Labour Force， cited in Gelb and Palley， 1994:99， UK-
Stockman et aZ， 1995:60) 

Secondly， childrearing no longer plays such and important role in the lives of women 

as in the past. As birth rates have fallen， women spend only a few ye紅sless由加menin the 

workplace. At 1.57， Japan's total fertility rate is one of the lowest in the wor1d. And while 

there may have been some long-term economic advantage in having non-working mother 

closely supervising the education of children in a society characterised by educational 

credentials， families have increasingly placed their faith in cram schools and outside tutors. 

Japanese women's workplace participation resembles an M-shaped curve with a dip for 

childbearing years followed by re-en住Yto the workplace -albeit often at a lower level than 

when they left. The dip resembles， but is slightly sharper出an出atfor West European nations 

(See Fig.1 below for a comparison with the UK). 

Thirdly， it seems likely出atraising children teaches a mother new skills in psychology 

and time management which could be仕組sferredto a workplace， in which case employers' 
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failure to recognise出is，rather than an objective lack of human capital would account for 

some of women' s disadvantage. 

It is particularly interesting to look at the relevance of human capital出eoryto J apan， 

as scholars have paid much attention to Japan ‘educational credentialism' (gakureki 

shakairon). Such educational credentialism， it is紅gued，is a centra1 feature of a meritocratic 

society where a rigorous examination system fair1y allocates individuals to schools， 

universities and jobs. Unlike the British system， the Japanese system is often c1aimed to be a 

means to equality of oppor加nity，regardless of family background (Cummings， 1980). 

(Although the view出atc1ass background has little effect in educational and subsequent 

career achievement has been challenged in recent ye紅s[Ishida 1993].) 

Whi1e there is a fair1y c10se fit between career success and educational attainment for 

British men and women (although women still tend to obtain less favourable conditions than 

men for the same background) and for Japanese men， this is not necessari1y true for Japanese 

women. In fact， Japan seems to be the only country in the industrialised wor1d， where the 

more educated a woman is， the less likely she is to work outside the home (Ministry of 

Labour， 1996:64). This may be because she is more likely to have a high income p紅白er，

who can afford to support a family on one salary， but it is equally likely that she will not be 

given the opportunity to use her education fully inthe workplace. 

While more women than men graduate from high school in Japan， their tertiary 

educational paths are likely to be very different. Thirty-per cent of women go on to tertiary 

education compared to 39% of men. However， women form 90% of the student population in 

junior colleges， but only account for 22% of the undergraduate body at出efour ye紅

universities (Fujimura-Fanselow， 1993: 165)， graduation from which is a prerequisite for most 

‘C紅白r'type jobs. 

Women may choose not to take more advanced courses as these may be viewed as a 

disadvantage in the labour market. It has been widely reported出atsince the onset of the 

recession many companies have refused to hire female university graduates outright， to the 

extent that“[T]oday female university graduates face an employment environment so hostile 

it is commonly described as the ‘Ice Age "'(Sas北i，1995:33) 

Bearing this in mind， many women make the rational choice to enter a junior college r 
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“Now my daughter is debating whether to go-to junior college or university education. 

She says伽 tgetting a university education will be a handicap (かri)when she looks for a job; 

it's true that the situation for women university graduates is very bad and close to 100% of 

junior college graduates can get jobs. But even so， 1 think she should go ahead and go to 

university. It's a hard situation and it's hard for me to give advice to my daughter." (Brinton， 

1989:552) 

Even when graduate women are successful in entering graduate level positions，出lSlS 

no guarantee that they will receive equal opportunities to acquire extra capital. Two of the 

respondents to my survey worked for an extremely prestigious Japanese transnational 

co中oration，renowned for the quality of its training. They complained that English language 

training was offered only to male employees of the same level; which seems to imply that the 

company did not expect them to be selected for business仕ipsoverseas or perhaps expected 

them to quit before they reached this stage in their careers. 

In 1991， only 60% of Japanese female employees had received any training compared 

to 80% of males， while 25% had received training within the last two ye紅 s，compared to 

40.4% ofmales (OECD， 1991:144). 

Contrary to popular belief the proportion of women hired into large Japanese 

companies is actually slightly higher than血atof men， but出eyusually do different jobs 

within the company. The reason for this is that companies have only a limited number of 

career track positions to offer. Hiring women over men into non-career positions means 

considerable wage savings if women retire in a few years to be replaced by new junior college 

or high school graduates at starting wages. Many firms have policies against husbands and 

wives working together， so if， as often happens， two colleagues marry， it is customary for the 

woman to res1gn. 

As Japanese women do not necessarily benefit from the seniority system of primary 

workforce， the low job mobility seen as characteristic of the Japanese model is not necessarily 

advantageous to women. Hence the job mobility of Japanese women is around twice that of 

men. According to Management and Co-ordination Agency -27.5% changed jobs in order to 

seek better working conditions comp紅edto only 5.8% who mentioned marriage， childbirth or 

childcare. 

Many companies do seem to have taken on board assumptions that women are 

essentially short-term workers， unlikely to have， or uninterested in developing skills useful to 
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the company. Cook and Hayashi (1980: 28) listed five reasons given by employers 

rationalising unequal treatment of female staff. Women were weaker， physically and 

mentally， and not so committed to their work; their short working life makes it uneconomical 

to invest in their human capital development; graduates are the worst risk as出eyare likely to 

have a working life of only two three years between graduation and marriage; and since 

women are not trained they cannot take on more demanding tasks. 

It is interesting to read the recruitment literature of some of the larger Japanese 

corporations出atstresses the opportunities for female employees to acquire what might be 

described as human capital for the marriage market. Brother Co.， for example emphasised出e

opportunity to learn tea ceremony at the company dormitory and claimed血atlearning 

bookkeeping at the company would be useful because it would help women learn how to do 

household accounts. The ideal path for a female employee was shown in cartoon form: at 

eighteen she enters the company; at nineteen she prep紅白 formarriage by undergoing bridal 

training， taking company-provided classes in cooking， sewing， knitting and becoming 

onnarashii (feminine or womanly); at twenty she dates， and by 21 is at the altar in a wedding 

dress， quitting the company and using her savings to set up home. (Lo， 1990) 

In these circumstances it is not surprising that the majority of women educated to 

tertiary level choose options which limit their opportunities once they enter a firm but at least 

do not deny them en町.Women themselves do not seem to be entirely free to make human 

capital decisions for which they receive commensurate rewards. Although women do not 

have exactly the same educational and skill achievements， the skills出eydo have are often 

underemployed， and employers are critical actors in decisions about the acquisitions of human 

capital. 

Women' s participation in the work force is also affected by the other tasks society 

expects them to perform. Social imperatives and institutional requirements often reinforce 

each other. The definition of the ideal role of woman as ηosai kenbo (good wife， wise 

mother) emerged in Japan at the end of the nineteenth cen加ry，in tandem with the rise of 

modem Japanese nationalism， which sought to modemise the state and strengthen it against 

Westem imperialism. The kazoku kokka (farnily-state) exalted the family as the foundation of 

the nation， and filial piety was seen as analogous to loyalty to出eemperor. Women' s role was 

essentially home-based. She was to provide her husband with comfort， care of the old， raise 

loyal and patriotic subjects and manage the household (Uno， 1993). 百le1880s and 1890s 
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saw laws passed stifling the emerging women' s suffrage movement and excluding girls仕om

advanced education， such as the college preparatory course in which some had been enrolling 

since the 1870s. The 1989 Civil Code placed ne紅lyall women under the authority of a male 

head of household. Though a central part of official discourse， ryosai kenbo did not however， 

achieve hegemonic status as it demonstrably did not reflect the rea1ity of the lives of factory 

workers and farm workers particularly. The term fell out of use after 1945 because of its 

associations with imperialism， but the assumption of women's tokusei (special character) has 

continued to influence official policy. From 1969 to 1989 homemaking courses in schools 

were compulsory for girls. Tax laws assume reinforce married women's economically 

dependence on their husbands and penalise those men whose wives eam more than 900，000 

yen per annum. Japanese feminists have long debated whether protective employment 

legislation， designed to protect women' s reproductive capacities is progressive， and should or 

exclusionary . 

Women still remain almost exclusively responsible for housework. Of the married 

women in my survey， 71 % were main1y responsible for domestic chores. Major inequalities 

remain in all modem industrialised societies. In the UK for example， in couples where the 

female partner is employed full time， women are responsible for cleaning the house， washing 

clothes， and cooking in， respectively， 65%， 91 %組d70% of households. Japan though 

seems to be an exception to Gershuny's (1992) general hypothesis白atthe more economically 

developed the coun仕y，the more equitable the sexual division of domestic labour. In the case 

of Japan， it seems likely that the long hours worked by Japanese company men means that 

they are un1ikely to a share housework or service themselves regarding the cleaning of clothes 

and provision of meals. Women living in three generation households， at least those where 

p訂entsor in-laws are able bodied， are somewhat less burdened than other married working 

women. 38% of Japanese working women using state childcare found that housework was a 

heavy or very heavy burden; a figure which dropped to only 24% of those living in three 

generation households and 14% where the mother-in-law had the main responsibility for 

cooking (Stockman et al， 1995:114) 

Al出oughJapan's economic rise and households' subsequent acce 
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40% of three year-olds and 90 of 4 and 5 ye訂 olds.Evidence suggests though白at出eraison 

d' etre of these institutions is to socialise children出anto relieve mothers. Nursery and 

primary schools place significant burdens on mothers' time. Working or not， mothers may be 

expected to attend regul紅 P紅ent-teachermeetings， provide highly elaborate 0・bento

(lunchboxes) according to school recommendations and arrange for children to follow 

specific timetables， even during the vacations (Allinson， 1996). 

Again three generation households can relieve some of this burden. A teacher 1 

interviewed was very enthusiastic about her work， teaching children with disabilities. She was 

a civil servant and thus able to take several months matemity leave， but she said出atit would 

have been quite impossible for her to retum to work without the help of her mother-in-law， 

who acted as a full-time baby sitter. 

Many women expressed exasperation about husbands'， children' s and non-working 

housewives lack of appreciation of their dual burden， complaining: 

And 

“1 think that if a women wants to work outside， she should do so and her family 

should co-operate in doing the housework." 

“There訂emany talented housewives and others who want to go out and work 

around me. But their present situation is such出at，because of their husbands' 

disapproval， they have no choice but to give up their dreams. The situation gets 

worse as a woman gets married， gives birth to a child and becomes a mother. It's 

still difficult for women to do whatever they want in this society. Because people 

take it for granted that the woman working outside should be able to manage her 

work at home perfectly， it's important for them to manage things efficiently. 1 

studied abroad for a month with my child. My husband had opposed the idea very 

strongly and it took me more出ansix months to persuade him. When 1 came back， 

people said that 1 was a bad wife because 1 did what 1 wanted to. On the other hand， 

my husband's stock rose and he was seen as a sympathetic husband. It wasn't fa江"

Sociologists and non-c1assical economists， particularly， from feminist and Marxist 

traditions have tended to see the demand for labour as being the main determInant of 

women' s position in the labour market. 

There訂e，it is argued， two labour markets. The primary labour market consists of 

work in large corporations， unionised industries or govemment agencies， where workers 
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receive relatively high wages， enjoy good job security and the possibility of advancement. 

Workers in this labour market have been able to organise e町民tivelyand have managed to 

achieve a remarkable degree of job security for workers in Japanese corporations after the 

Second World War and social benefits through links with social democratic parties in 

Westem Europe.百lesecondary labour market refers to those people who have insecure jobs 

and poor conditions of work. As secondary labour market jobs are usua11y unskilled or semi-

skilled， workers find it difficult to develop the necessary qualities to仕組sferto the primary 

sector. 

Workers in secondary labour markets have less job security and their hours and 

conditions will change with and consumer market fluctuations. 

There is considerable evidence that men and women do work in a segmented labour 

market. (See tables 1 and 2 for a comparison of the Japanese加 dBritish sexual division of 

labour.) Why though should it be women who form the reserve訂myof labour? 

Barron加 dNorris (1976) have identified five major attributes， which make a 

particular group likely to be confined to the secondary labour force. They are easily 

dispensable. It is easy to differentiate them from workers in the primary labour market by 

some conventional social difference. They are less inclined to acquire experience and skills. 

They do not rate economic rewards highly. They are relatively unlikely to develop solidarity 

with other workers. Women， they claim possess all these characteristics and so find 

themselves in the secondary market. How true is this? 

Many Japanese women are dispensable because they are classified as temporary or 

part-time， with concomitantly less job security. This is in spite of the fact that‘p訂t-time'

hours are officially classified as up to 37 hours per week. This， though， is a characteristic of 

secondary labour market positions they are assigned rather血anthe women themselves. 

Gender is a primary social divide in all human societies. (In the United States and 

Westem Europe， migrant workers or ethnic minorities also find themselves in secondary 

labour markets.) 

Women do as indicated earlier have different skills and experience， even though this 

may be the result of the limited opportunities they紅eo百eredrather than their ‘inclination¥ 

As far as economism is concemed， Beechey adapts from Marx the idea of a reserve army 

of labour， and applies it to women. The links between Marxian and ‘dual labour market' 

theory are complex， but it is clear that there is significant overlap between the characteristics 
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of the industrial reserve紅myand secondary labour marker workers. Marx described a 

‘reserve紅myof labour' as being a class of ‘floating'， 'latent'， 'stagnant'‘paupers ' . He 

argued that this group was necessary to capital accumulation since 

a) it could be easily introduced into branches of production as the market expands， and 

easily disposed of again as market conditions change; 

b) it counteracts the tendency of the rate of profit to fall， by acting as a competitive force 

with the core workforce and either depressing average wage levels， or forcing workers to 

submit to greater levels of exploitation. 

Beechey suggest that women married women are p紅ticul紅lylikely to form such an ‘army'; 

they can be paid wages below the value of their labour since血eyare not entirely dependent 

upon it. While this may be less true in the West， where it is increasingly unlikely出ata 

family could exist on one wage-earner's sal紅y，it may be partly true of Japan. Of married 

respondents to my survey， only 31 % stated出attheir primary motivation for working was出at

they ‘needed出emoney' although 14% said出atthe money was useful for their leisure. 8 % 

chose their position because of its compatibility with their other responsibilities. Motivation 

to work， though， was high， with 11 % giving as their primary motivation出atthey enjoyed 

their work， and 28% saying that出eyworked in order to use their skills. 

This may also be true of single women living with their p訂entsin Japan， as many 

seem to be p訂tlyor wholly dependent on their parents for support. In 1985 almost half of 

parents of graduate children paid some of their living expenses， with 8.9% paying almost all 

(Economic Planning Agency， 1995). In the questionnaire 83% of single women living with 

family said that their mother was mainly responsible for housework and 65 % did not mention 

paying utility or food bills or rent to their p紅ents.This might be one reason why many firms 

stipulate出attheir unmarried female employees live with their p紅ents. Large companies 

often provide heavily subsidised dormitory accommodation for single male employees. 

Women are relatively unlikely to organise with other workers to protect their 

positions. Women account for only 28 % of Japanese union members compared to 38% in 

the UK and 50% in Sweden (OECD， 1991: 116). This does not necessarily indicate a 

reluctance on the part of women workers to organise though. Of survey respondents who 

were not union members， 8 % said 
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union activities would take up too much time. 

A strong case can be made that the segmentation is not only allocative -where women 

are segregated into less desirable jobs， but also valuative (Tomaskovic-Devey， 1995). 

Women' s jobs and the skills and responsibilities are socially devalued. Feminists have noted 

the way more powerful groups have been successful in achieving higher skill classifications 

for their work th組 lesspowerful ones (see England， 1992). The term OL (office lady)， for 

example， can cover a wide variety of occupations from filing clerk to trilingual secretary. 

Recent legal battles surrounding sex discrimination in the Health Service in the UK have 

centred not on equal pay for the same work， but on equal pay for work of equal value. 

The demand for female labour is also affected if employers (or fellow employees) can 

be shown to discriminate against female job applicants and employees. As the European 

experience has shown equal employment legislation is of limited value when women and men 

are doing different jobs， and as has been demonstrated above this is usually the case. 30 % of 

survey respondents also said that they had no male co-workers. 

However in the case where women do work in， or wish to work in the same prim紅y

labour force occupations as men， Japanese equal employment legislation is relatively weak by 

intemational standards. 

The Equal Employment Opportunity Law (EEOL) came into e百ecton 1 April 1986， 

with the stated aim of eliminating sexual discrimination in opportunity and treatment in all 

forms of employment. However the articles conceming recruitment and hiring on1y require 

employers to make voluntary ‘endeavours' to仕eatwomen equally in recruitment， hiring， 

assignment and promotion， explaining that this meant to仕y'not to eliminate women as 

potential employees'. In fact， the Ministry of Labour has specifically made firms aware that 

they could still discriminate， when it published an official notice出atit is not a violation ‘to 

employ workers according to a system of separate numbers of men and women to be 

admitted， such as 70 men and 30 women in the same job classification or recruitment' 

because the word ‘eliminate' simply means ‘not to give women any opportunity at all' (cited 

in A Letter to Japanese Women Circle， 1994: 43). 

One of the women 1 interviewed had been selected for her job as a joumalist by 

competitive exam， but explained that血ecompany has recruited‘about ten times 
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training， fringe benefits， retirement age， resignations and dismissal. Firms have the incentive 

to do so because they anticipate customer and employee discrimination. In a personal 

conversation， a representative of an Osaka employment bureau told me出atalthough he 

pushed talented female applicants many companies told him that women sa1espeople would 

be unacceptable to customers. 

Firms also take into account perceived prejudices of customers and male employees. 

According to the Japan Institute of Workers' Evolution (1994) 25.5 of enterprise managers 

feel出atthe genera1 public ‘lacks recognition of sogoshoku women'， 19.1 % stated that male 

superiors cannot deal proper1y with sogoshoku women， and perhaps suprisingly， 15.9% 

argued that‘a problem訂isesfrom interpersonal relations with women on the other track'. 

In many firms sti11 seem to express a preference for typically feminine women to fulfil 

typically feminine positions. An employee of an intemationa1 educationa1 foundation 

complained that she was seen as‘impudent' by male colleagues when she made suggestions. 

In the late 1980s a personnel department memorandum was able to recommend against hiring 

several categories of female applicants， inc1uding young women who wear glasses， are very 

short， speak in loud voices， have been divorced， or are the daughters of college professors 

(Smi白， 1987:17)

Unsurprisingly， women who do succeed， against the odds， in gaining the same initial 

educational qualifications as men， overcoming discrimination and entering ‘career' jobs 

(outside the civil service)， find it difficult to combine working the long hours of a ‘salaryman' 

with domestic responsibilities. Recently the disproportionately high drop-out rate of women 

from the sogo shoku has become a matter of public debate. It seems likely that出isis likely to 

lead to statistical discrimination， as employers are unable at the outset to decide who wi11 quit 

and who will not. The Japan Institute of Worker's Evolution found that 29.1 % of firms 

c1aimed that active utilisation of sogo shoku women was likely to remain problematic (1994). 

4 Conclusion 

Japanese women in the workplace then， like women in Westem Europe are affected by 

mutually reinforcing supply and demand side factors. The expectation that they wi11 be 

mainly or solely responsible for childcare and domestic labour means血atif出eydo enter the 

labour， they wi11 in effect be doing two jobs.百leexpectation that this is inevitably， or should 

inevitably be， the case leads to firms giving women less opportunity to achieve their potential 
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and discriminating free of legal penalty. 

Japanese women's situation is exacerbated though by the extreme time commitment 

expected of workers in the primary sector， which almost requires the domestic labour of 

women to support male workers. Concem about men's average annual workload of 2，308.8 

hours per year is increasingly a matter of public concem (Mami， 1996). 

Numerically the number women working can be expected to increase as there is a 

continued expansion of the service sector and ‘part-time' employment in core sectors. While 

there is little chance of large firms changing their employment practice without legal 

compulsion， small and medium-sized firms and foreign firms are taking on the ambitious 

talented graduate women who cannot make use of their talents elsewhere. 

Demographic change in the form of a very low birthrate and a rapidly ‘greying' 

society， means出atdespite the recession of the early 1990s， a labour shortage is anticipated in 

Japan in the next century. The Japanese govemment implicitly recognised this in its 1992 

White Paper on Labour Relations， which， for the first time， advocated changing the tax 

system and making women ‘principal' employees. It seems that in order to remain 

competitive Japan will have to make greater use of the skills of its female workers. However 

this will not be possible unless there is both legal change and social reform， which each 

reinforce the other 
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SCIENTIFIC CREATIVITY AND ORIGINALITY 

想像性と独創性

S. Ted OYAMA本

In this presentation 1 want to discuss the creative process as applied to problem solving. 

1 will be drawing heavily企omthe work of Roger von Oech (A Kick in the Seat of the Pants 

New York: Harper Perennial， 1986). 

Technical advances can be described graphically by so-called "s Curves." At the point of 

inception technological progress is slow， as advances are made only gradually.百lerecomes a 

point， though， in which progress accelerates considerably， as more and more is leamed about 

the technology. 百llSrate of advance cannot be sustained， and gradually slows down. A 

technology at this point is said to be in a "mature" phase. 百lesestages take the form of S-

shaped curves. 

百lereare many examples of this type of advance as described through S Curves. In the 

訂eaof transportation on water， rowing boats provide a good example. Rowing boats began 

with dugout boats with one to several rowers. It was soon realized出atby arranging the oars 

in a row a large increase in speed could be achieved.百世sgave rise to出emonoreme. Then， 

rapidly came the bireme， and the trireme. In sailing ships， the first development was a single 

mast ship. Then came the two-mast， three-mast， four-mast， and even a seven-mast ship. In 

出efield of elec位onics，a major development was the vacuum tube. In the beginning a simple 

two elec位。dedevice， the diode， was invented which allowed control of the direction of current 

flow. 鳩町 soonthereafter came the triode， quatrode， pentode， and multi-electrode vacuum 

tubes. All these examples show a common thread， the development of a technology by gradual 

adaptation and improvement.百世scan be considered as advancement along a single S Curve. 

In order for there ωbe major advances， progress has ωbe made by jumping from one 

ホ VrrginiaPolytechnic Institute and State University 
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S-Curve to another. An example of this comes from the e1ectronics fie1d， where jumps were 

made from vacuum tubes to transistors and to integrated circuIts. These jumps represent 

revolutionary changes or "paradigm shi白s"which completely change the dominant technology. 

It is precise1y these types of quantum advances也atinvolve creativity and originality. 

Problem solving can be thought as involving three phases， a creative phase， a decision 

phase， and an application phase. In the creative phase ideas are developed， and a person adopts 

the role of "artist." In the decision phase the ideas deve10ped in the creative phase are 

evaluated， and a person adopts the role of "judge." Finally， in the application phase， the ideas 

are brought into action， and the person takes on the role of "waπior. " It is important to keep 

these roles separate. For example， in the "artist" phase where ideas are generated， it's 

important for the "judge" not to come in too early， as fresh ideas may be suppressed because 

they訂'estill not developed. Likewise，面白e"warrior" stage where ideas are to be 

implemented decisively， it can be counterproductive for new ideas to be suggested by the artist. 

Originality and creativity have a preeminent role in the f凶tphase， the artist phase. 

Following Roger von Oech， there are a number of blocks出atneed to be overcome. These can 

be dealt with as follows: 1) Use soft thinking. 2) 1ρok beyond the right answer. 3) Don't be 

afraid to make mistakes. 4) Think ambiguously. 5) Adopt roles. 6) Break rules. 

1) Use soft thinking. Roger von Oech categorizes two types of thinking. 

Soft Hard 

Metaphor IρglC 

Dream Reason 

Humor Precision 

Ambiguity Consistency 

Play Work 

Approximate Exact 

Fantasy Reality 

Paradox Direct 

Generalization Specifics 

百lesoft type of thinking is more diffuse， more able to deal with contradiction， and the 

most appropriate for creativity.百lehard type of thinking is more focused and precise， and best 

used in the下ldge"phase of problem solving. 
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2) 1ρok beyond the right answer. We have been trained throughout our education to 

look for the "right" answer. As the philosopher， Emile Chartier put， "Nothing is more 

dangerous than an idea，江it's出eonly idea you have."泊 ryo白enwe limit our creative process 

when we reach an app訂entsolution. It is important when having reached an answer， to 

continue to look for a second right answer. This may give rise to a better solution. 

3) Don't be afraidωmake mistakes.百leNobel prize winner， Linus Pauling said， "In 

order to have a good idea， you should have many ideas." This means血ata lot of the ideas you 

have will be wrong. You should not be a合計dto be wrong. Mistakes can be stepping stones to 

the right solution. Columbus discovered America thinking he was traveling to India. 

4) 百li出 ambiguously. Many problems can be旬ckledusing d江ferentviewpoints. 

Don't be afraid to reinterpret出eproblem statement. 

5) Adopt roles. In the creative process， sometimes it is useful to adopt roles. Two 

possible roles are those of the "fool"組 d出e"magician." 

百lefool was the court jester in the Renaissance and Middle Ages. He had an important 

function. 百leking in those days was all powerful， and there was a tendency for his 

subordinates to be yes-men. 百lerole of出efool was to challenge ideas and provide new 

perspectives. 

百lemagician deals with symbols which can be useful in creativity. 百lemagician can 

show出atnothing is impossible. 

6) Break rules. 治ryoften we訂C出世tedby our pe民eptionof boundaries. It is 

important to go outside accepted norms in order to reach solutions. This sometimes means 

breaking rules. 

CONCLUSIONS 

1) Creativity requires special thi曲 19outside of the normal. 

2) Adopt roles: artist， judge， warrior. 

3) In solving problems， don't be limited by perceived boundaries. 
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Hoyu Ishida :百leWish to Save AII Beings， Shin Buddhist 4， IntemationaI Association of Buddhist CuIture & 

Nagata Bunshodo， Kyoto， December 1996， 116-24 
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Walter Klinger Tuming Language Studied into Language Leamed: Considering How the Brain Processes 

Information， Academic Reports of the University Center for lntercultural Education， the University of Shiga 

Pr，φ'cture， De田mber1996， 65-78 

小栗裕子 rリスニング向上に効果のあるいくつかの要素 l一著しい伸びを示した学生とそのクラス

にみる特質と指導法-J、 f国際教育センター研究紀要j、滋賀県立大学国際教育センタ一、第1

号、 1996年12月、 79・93

深見 茂 rグリルパルツアーの [嘘吐く者に災いあれ!Jについてj、 『国際教育センター研究紀
要j、滋賀県立大学国際教育センタ一、第1号、 1996年12月、 95-104

Ritsuko Nagashima : Rome et sa Tradition selon Bemanos， Academic R句portsof the University Center for 

lntercultural Education， the Universi砂ofShiga Prそfecture，Decemb巴r1996， 105・21

Ritsuko Nagashima : Le Bo曲巴urchretien resemble-t-il au bonheur d巴ssamourai? IIAS R々portsNo.1997-005， 

1997年6月， 115・23

呉 凌非 r訳語生成の視点から見る r<名詞 1>の<名詞2>J構造j、 f国際教育センター研究
紀要j、滋賀県立大学国際教育センター、第1号、 1996年12月、 123-30

Nobuyuki Takahashi & Hisanao Ogura Probability Distribution of Maxima of Random Surface， Academic 

Reports of the University Center for lntercultural Education， the University of Shi，伊丹φcture，De印mber

1996， 131・49

亀田彰喜 r水産物仲却業者における経営情報システム」、 I国際教育センター研究紀要j、滋賀県
立大学国際教育センター、第1号、 1996年12月、 151・63

亀田彰喜 r水産物流通業者における経営情報システムおよび情報ネットワークに関する研究」、博
士論文、長崎大学、 1997年3月、 165

亀田彰喜 r水産物仲卸業者における戦略的情報システムj、 f地域漁業研究j、第37巻第3号、
1997年4月、 325-43

岡本 進 rボート選手における形態および機能変量による漕力の予測についてj、 I国際教育セン
ター研究紀要j、滋賀県立大学国際教育センター、第 1号、 1996年12月、 165-73

岡本 進・佐藤尚武 r山岳競技に対する科学的サポート(1) 少年強化選手における換気性作業
閲値一j、滋賀県体育協会スポーツ科学委員会紀要、 No.15・16、1997年3月、 1・6

岡本 進・宮本孝・佐藤尚武 r山岳競技に対する科学的サポート(2 ) 少年強化選手における有

酸素パワーと模擬競技の成績との関連性-J、滋賀県体育協会スポーツ科学委員会紀要、 No. 15・

16、1997年3月、 55-60

寄本 明・美徳鍋 r韓国におけるエアロピクス実施中年女性の有酸素能力と l日エネルギー消費
量j、 f国際教育センタ}研究紀要j、滋賀県立大学国際教育センター、第1号、 1996年12月、
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175-83 

寄本 明・岡本秀己・山本和代・吉岡正子 r長時間の習慣的な運動が中高年者の成人病危険因子お
よび体温調節能に及ぼす影響j、デサントスポーツ科学、第 18巻、 1997年、 185-94

T. Yoshida， K. Nagashima， H. Nose， T. Kawabata， S. Nakai， A. Yorimoto，加dT. Morimoto: Relationship 

between Aerobic Power， Blood Volume， and Thermoregulatory Responses to Exercise-Heat Stress， Med. Sci. 

Sports Exerc.， Vol .29， No. 7， 1997， 867-73 

【その他】

(印制物<翻訳、辞典、一般雑誌など>、口頭発表、講演、社会活動、地域社会への参加など)

栗山 稔:発表「私の英語・英文学研究法一最近のイギリス・ロマン派研究J、武庫川女子大学英文学

会、武庫川女子大学、 1997年6月21日

大谷泰照:講演 rTOEFLと日本人の英語能力」、大阪樟蔭女子大学英米文学会総会、大阪樟蔭女子大

学、 1996年11月16日

大谷泰照:シンポジアム「言語と多文化社会j、立命館大学国際言語文化研究所公開シンポジアム、

立命館大学、 1996年12月14日

大谷泰照:講演「英語教育の目的と題材」、語学教育研究所春期講習会、大阪府私学教育文化会館、

1997年3月25日

大谷泰照:講演「これからの英語教育についてj、長浜市小中教育研究会、長浜市立北中学校、 1997

年5月27日

大谷泰照:シンボジアム「多様なニーズにこたえる英語教育とは何かj、1997年度大学英語教育学会

中部支部大会、名古屋外国語大学、 1997年6月7日

大谷泰照:講演「日本人と異文化理解」、平成9年度滋賀県立大学公開講座、滋賀県立大学、 1997年6

月14日

大谷泰照:講演 'ForeignLanguage Education in Jap叩 andKorea -From a Cross-cultural Perspective -" The 

1997 Annual Convention of the Korea Association of Foreign Languages Education， Sukrnyeong Women's 

University， Seoul， 1997年7月18日

大谷泰照:講話「韓国の教育改革を日本から見るj、滋賀県高等学校英語研究会、滋賀県立大学、

1997年10月17日

大谷泰照:講演「日本人と国際化社会J、豊中市市民教養講座、豊中市立中央公民館、 1997年10月23

日
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大谷泰照:調査「桃山と帝塚山j、 f桃山学院年史紀要j、桃山学院、第 16号、 1997年3月、 23-32

大谷泰照:書評 『ガイジン生徒がやって来た一異文化としての外国人児童・生徒をどう迎えるかj

高橋正夫・シャロン・パイパエ著、 I英語教育j、大修館書店、第 45巻14号、 1997年3月、 98・8

石田法雄 :講演「国際交流は身近なところから」、滋賀県水口町「まちづくり推進室j、水口役場、

1996年12月7日

石田法雄:滋賀県TOEIC推進協議会委員、 1997年3月26日就任

石田法雄:財団法人滋賀県国際友好親善協会評議員、 1997年7月19日就任

石田法雄:財団法人国際仏教文化協会ロ1teInternationa1 Association of Buddhist Cul旬re)評議員

小栗裕子:発表「リスニングと動機づけj、関西英語教育学会第1回春期研究大会、京都教育大学、

1997年5月25日

深見 茂(監訳) ・他5名 rドイツ幻想文学の系譜 ティークからシュトルムまで-Jヴィンフリ
}ト・フロイント著、彩流社、 1997年5月30日、 253

深見茂:財団法人祇園祭山鉾連合会理事長

呉 凌非:講演「中国語及び中国事情」、第四回近畿青年洋上大学府県別事前研修会、長浜ドーム宿

泊研修館、 1997年6月8日

呉 凌非:発表「日本語モダリテイの生成処理について」、 計量国語学会、 東京都立大学、 1997年9

月27日

亀田彰喜:シンポジ、ユウム「マルチメディアがもたらす私たちの生活 県民が求めている情報とは-J、

滋賀県教育委員会、ひこね市文化プラザ、 1997年10月29日

亀田彰喜:教育メディア利用促進委員会副委員長、 1997年4月21日就任

亀田彰喜:社会教育施設情報化・活性化推進事業実行委員会副委員長、 1997年8月27日就任

岡本進:県スポーツ振興審議会委員

岡本進:講演「スポーツ生理学」、公認スポーツ指導者資格移行講習会、 1997年11月9日

芳田哲也・中井誠一・寄本 明・森本武利:発表「運動時の体温調節反応に与える男女差に関する

Field調査J、第51回日本体力医学会大会、広島国際会議場、 1996年9月19日

岡本秀己・寄本 明・灘本知憲・杉本悦郎:発表「運動中のヒトのエネルギー代謝に及ぼすトウガラ

シ食の影響」、第35回日本栄養・食糧学会近畿支部大会、滋賀県立大学、 1996年10月26日

岡本秀己・寄本 明・灘本知憲・杉本悦郎:発表「運動中のヒトのエネルギ一代謝に及ぼすトウガラ

シ食の影響(第2報)J、第51回日本栄養・食糧学会大会、お茶の水女子大学、 1997年5月17日

芳田哲也・中井誠一・寄本 明・河端隆志・森本武利:発表 IEffects of Dehydration on Exercise 

Perfonnanc巴 duringVarious Sports ActivitiesJ、'98長野オリンピック記念国際スポーツ医科学シンポ

ジウム、松本文化会館、 1997年10月16日
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寄本明:発表¥Effectsof Walking on Risk Factors of Chronic Non-communicable Diseases and the Daily 

Energy Expenditure in Middle-aged WomenJ、'98長野オリンピック記念国際スポーツ医科学シンポジ

ウム、松本文化会館、 1997年10月17日

寄本 明:講演「呼吸循環機能測定の実際・データの活用法j、平成8年度専門測定診断講座一呼吸

循環系 、県立スポーツ会館、 1996年6月1日

寄本 明:講演[運動生理とその実際j、滋賀県八幡保健所健康推進員養成講座、滋賀県八幡保健所、

1996年8月7日

寄本 明:講演「運動処方とその実際I、滋賀県八日市保健所健康推進員養成講座、滋賀県八日市保

健所、 1996年8月22日

寄本 明:講演「健康づくりと運動j、 「運動生理学j、滋賀県水口保健所健康推進員養成講座、水

口町勤労青少年ホーム、 1996年9月3、10日

寄本 明:講演「健康づくりと運動プログラムj、平成8年度健康運動実践指導者養成講座、県立障

害者福祉センター、 1996年9月13日

寄本 明:講演「ウオーキングによる健康づくりJ、彦根健康推進協議会平成8年度楽しく動いて健

康づくり大会、ひこね燦ばれす、 1996年10月22日

寄本 明:講演[暮らしと健康管理一今、健康にとって運動(身体活動は)必要か?J、滋賀県高等

学校PT:必車合会湖東ブロック研修連絡協議会、ひこね燦ばれす、 1996年10月22日

寄本 明:講演「骨粗意症の予防一じようぶな骨で元気で長生き j、壮年期・熟年期健康管理学講

座、 甲西町、 1996年11月18日
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国際教育センターに対する研究費交付一覧

滋賀県立大学特別研究費交付一覧

・平成8年度 ( 5件、 合計2，500千円)

区分 氏 名 研 'プ~ 諜 題 金額

(千円)

特別 石田法雄 中国禅、神会の頓悟「行jに関わる問題における一考察 500 

特別 長島律子 ベルナノスにとってのルネッサンス・宗教改革の意味 500 

奨励 高橋信行 ナノレベルの周期構造を持つ誘電体格子表面のフォトンSTM像の 500 

電磁界解析

特別 小栗裕子 第二言語習得(効果的なリスニング習得法) 500 

奨励 呉凌非 KNPに基づく中国語のモダリティの生成 500 

- 平成9年度 ( 3件、 合計2，074千円)

区分 氏 名 研 ~ 課 題 金額

(千円)

特別 石田法雄 『浬繋経』における仏性に関わる問題における一考察 790 

特別 寄本明 習慣的な運動が中高年者の成人病危険因子および体温調節能に及ぼ 790 

す影響

奨励 呉凌非 中国語モダリティ表現の生成システム開発、評価 494 

滋賀県立大学在外研修費交付一覧

・平成7年度

種類 氏 名 右耳 イ彦 先 研修期間 石野 修 内
円合今唱 支給額

(円)

短期 寄本明 大韓民国忠商牙 平成8伺月10日 日韓国の中高年者の生活活動内容 431，997 

山郡、ソウル ~3月II日 とエネルギー消費量を心拍数から

測定し、職業・運動習慣別に分析

する

短期 小栗裕子 米国ワシントン 平成8伺月13日 TESOL等の国際学会に出席し、英 490，987 

D.C.、シカゴ、 ~4月1 日 語教授法に関する情報と資料を収

イースト・ラン 集する

シング

に
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- 平成8年度

種類 氏 名 石野 修 先 研修期間 研 修 内 合円相 支給額

(円)

短期 奥村清彦 フィンランドユ 平成8年7月31日 国際応用言語学会において情報交 458，142 

パスキュラ、へ ~8月15日 換・資料収集し、次回東京大会の

ルシンキ、キッ ための調査を行う

テイラ

短期 石田法雄 米国ボストン、 平成8年8月2日 ハーバード大学図書館等において 444，717 

ケンブリッジ ~9月11 日 資料を収集し、同大学ゴードン・

カーフマン教授の指導を受ける

- 平成9年度

種類 氏 名 右耳 修 先 研修期間 研 修 内 合円相 支給額

(円)

長期 小栗裕子 米国ミネアポリ 弔ま9年7月2日 ミネソタ大学のサマーセ ッション 1，240，334 

ス、シカゴ、ニ ~9月 28 日 の受講と資料収集により、心理学

ューオーリン と言語習得との関係について研究

ズ、イースト・ する

ランシング

短期 大谷泰照 英国ロンドン、 平成9年7月21日 1 992年発足の国家統一カリキ 557，122 

ヨーク、エジン ~8月5日 ユラムにおける異言語教育の成果

ノ1フ についての追跡調査を行う

文部省科学研究費補助金交付一覧

・平成7年度(1件、 合計 1，000千円)

区分 氏 名 研 ~プbb 課 題 金額

(千円)

奨励A 高橋信行 不規則境界を持つ光導波路における導波モードの放射と結合 1，000 

- 平成8年度(1件、 合計上 100千円)

区分 氏 名 研 ~プ回b 課 題 金額

(千円)

基樹iJf究 寄本明 長期間の習慣的な運動が中高年者の成人病危険因子および体温調節 1，100 

(C) (2) 機能に及ぼす影響
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国際教育センターに対する研究費交付一覧

- 平成9年度(2件、 合計2，800千円)

区分 氏 名 研 ~デ回u 課 題 金額

(千円)

基礎研究 寄本明 長期間の習慣的な運動が中高年者の成人病危険因子および体温調節 500 

(C) (2) 機能に及ぼす影響

重点領域 高橋信行 ナノレベルの周期構造を持つ誘電体格子表面の走査型近接場光学顕 2，300 

研究(2) 微鏡像の電磁界解析

その他の研究費助成金交付一覧

・第 18回財団法人石本記念デサントスポーツ科学振興財団学術研究
年度 氏 名 研 究 課 題 金額

(千円)

平成8年 寄本明 長期間の習慣的な運動が中高年者の成人病危険因子に及ぼす影響 300 

(他3名)

- スポーツ科学等研究助成金(財団法人水野スポーツ振興会)

年度 氏 名 研 究 課 題 金額

(千円)

平成9年 寄本明 体液量が体温調節能に及ぼす影響 1，000 

(他4名)



国際教育センタ一関連施設の紹介

-ff1t庚・4詳カ科学jがめょするの一

1 はじめに

これまで大学における保健体育教育は、昭和24年新制大学発足以来「保健体育」という科目名で「実

技2単位、理論2単位Jからなる必修科目として一般教育科目に位置づけられてきた。平成3年の大

学設置基準の改正により一般教育、専門教育といった科目区分が法制上廃止されるなど、教育課程編

成の自由度が大きく増し、保健体育教育においても各大学でカリキュラム改革が進められた。

滋賀県立大学(本学)は大学設置基準の大綱化と時を同じくして開学したわけであるが、保健体育

科目は、「健康・体力科学」という科目名で国際教育センターが提供する全学共通基礎科目として位

置づけられた。

2 本学の教育理念と健康・体力科学の目的

本学設立の目的は、学則第 1条に示されているとおりであるが、教育・研究の方針は本学設置認

可申請によると「豊かな人間性を育みつつ、基礎的な知識・技術を身につけ、社会経済環境の変化に

柔軟に対応できる創造性豊かな人材の育成」である。

本学の教育理念を実現するために、健康・体力科学が担つ使命は、スポーツなどの身体運動を通

して、修学および研究の基礎となる心身の健康の保持増進、運動文化の伝達・発展、社会性・道徳性

の育成、身体運動を自律的に実践する能力の育成などを図ることにあると考える。

3 r健康・体力科学jの特徴
1) r健康・体力科学jの内容
健康・体力科学は 1年次に「健康・体力科学 1J、2年次に「健康・体力科学nJそれぞれ半期 1

単位、計2単位を履修する必修科目である。授業は健康や体力、スポーツ文化に対する認識を深め、

生涯を通じた生活習慣を改善、体力づくりの定着化を図るため、講義と実技を一体化して実施してい

る。

講義においては身体活動と健康の関わりや身体活動の必要性を理解し、生涯スポーツへの動機づ

けを明確にする。実技においては生涯に亘って運動習慣が継続できる実践能力を体得するため学内の

スポーツ施設を利用したスポーツ種目およびスポーツの多様化を図り生涯スポーツを発展させるため

野外スポーツ種目の各コースを開講する。

2) コース選択制の採用

生涯スポーツの実践および発展のため、学内外の施設・設備を利用した多様なスポーツの中から、

個人の目的に応じた種目を選択させる「選択制Jを導入した。選択は健康・体力科学IおよびEで、

次の開設コースからそれぞれl種目としている。開設されるコースは、学内のスポーツ施設を使って

ハ吋
d
Q
d
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展開される球技コース(バスケットボール、バレーボール、バドミントン、車球、テニス、ソフトボ

ール、サッカー)、身体表現コース(ダンス・エキササイズ)および運動処方コース(健康運動プロ

グラム、体力トレーニング)と学外の施設を利用して集中実習として展開される野外活動コース(ゴ

ルフ、海洋スポーツ、スキー)により構成されている。

各コースのねらいは，球技コースでは基礎から試合までのスポーツ技術の系統的な獲得、運動処

方コースでは各個人の目的(健康維持、体力向上をめざした肥満予防および解消等)に応じた安全で

効果的な運動の実践、野外活動コースでは自然を対象としたスポーツ活動を通して自然と人間との関

係を追求することにある。

なお、これらのコースは専任教員2名、非常勤講師4名が担当している。

「健康・体力科学jが開講される最初の授業において、ガイダンスを実施し、各コースごとに展

開される種目について、担当教員から授業計画が説明される。以下にガイダンスの際に用いている「健

康・体力科学Jシラパスおよび施設紹介を示す。

体育館全景
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う

体育館

健康体力測定室

体育館

2階トレーニング施設

テニスコート
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野球場

陸上競技場
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健康・体力科学IおよびEシラパス

滋賀県立大学

1. r健康・体力科学Jのねらい

(1 )テーマ

幅一聞の一一スポーツの諸

健康や体力、スポ一ツ文化に対する認識を深め、生涯を通じた心身の健康の保持増進を図るため

に科学的にその知識や方法を講義と実技を一体化させて修得する。

講義においては、身体活動と健康の関わりや身体活動の必要性を理解し、生涯スポーツへの動機

づけを明確にする。

実技においては、自己の体力を把握するとともに、各種の運動やスポーツの中から選択的に実践す

ることによって、生涯にわたる継続的運動習慣を身につける。

(2)めあて

「一一一一一

l.健康・体力の保持増進に必要な運動の科学的知識を理解する

2.スポーツ科学の知識を生かした安全で合理的な実践能力を育てる

3.スポーツの文化的意義を理解し、スポーツ享受能力を高める

4.生涯を通じてこれらの運動習慣が継続できる自律的態度を育てる

2. r健康・体力科学Jの内容
(1 )履修学年、単位および配当時間

授業科目 履修学年 単位数 配 当 時 間

健康・体力科学I l年後期 1 (必修) 30時間(2時間/週X15週)

ー・・・・・・・・ーーーーー・・ーーーーーー・・曲曲・ーーーーーー ー・・・・・・・ーーー・ーーーーーーーーーーーーー・・・・・・・・・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー喧ーーーーーーーーーーーーーーーーー

健康・体力科学E 2年前期 1 (必修) 30時間(2時間/週X15週)

3 .授業の計画

(1 )コース選択制とコース共通

コース選択・球技コース(バスケットボール、バレーボール、バドミントン、卓球、サッカ一、

テニス、ソフトボール)

.野外活動コース(スキー、ゴルフ、海洋スポーツ)

.運動処方コース(健康運動プログラム、体力トレーニング)

・身体表現コース(ダンス・エキササイズ)

コース共通.体力テスト

.講義(健康科学および体力科学)

・軽スポーツ(体操、ニュースポーツなど)
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(2)健康・体力科学 lおよびHの開設種目

コース名 健康・体力科学 I 健康・体力科学 E

球技コース バスケ ットボール ノてレーボール

ノてドミントン ノてドミントン

テニス テニス

サッカー 卓球

ソフトボール

身体表現コース ダンス・エキササイズ

運動処方コース 健康運動プログラム 健康運動プログラム

体力トレーニング 体力トレーニング

野外活動コース スキー(集中実習) ゴルフ(一部集中実習)

海洋スポーツ(集中実習:カヌー、

ヨット、ボードセーリング)

(3)授業の展開例

健康・体力科学 I 健康・体力科学E

l ガイダンス(コース選択) コース別ガイダンス

2 コース別ガイダンス 2 講義3

講義 1(運動の動機づけ)

3 コース別実技 3 コース別実技

~ ~ 

(基礎から応用まで) (基礎から応用まで)

7 7 

8 講義 2 8 講義 4

9 コース別実技 9 コース別実技

応用 応用

~ 試合 ~ 試合

試験 試験

15 15 
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4 .授業の実際

-種目選択に当たっては、授業科目ごとに開設されている種目の中から、自らの能力、適性、興味、

関心に基づいて、それぞれl種目を選択する。ただし、野外活動コースのスキーと海洋スポーツ

を継続して選択することはできない。

.選択種目の決定は、種目希望調査(登録カード)に基づいて行うが、種目定員(学部によって異

なる)をこえる場合は希望順位(第 2~第 5 希望)を考慮、して調整する。

・授業の展開では、基本的にはグループ学習とし、計画・実践・分析・総括といった実験実習の活

動形態を重視する O

・野外活動コースは、全学部学生を対象として学外での集中授業を基本とするが、コース共通は学

内にて他のコースと合併で行う。また、実習ガイダンスは 時間外に実施することがある。

5.成績評価について

試験またはレポートの成績と出席状況等により評価をする。ただし、欠席回数が4回以上(1単位

につき)のときは、原則として当該科目の単位は認めない。

6. そのイ也

(1)実技授業における服装はスポーツウエアーを着用すること。

(2)靴は選択種目に適したものを利用することが望ましい。体育館用の上履き靴として利用するには、

靴に赤マークをつけること。

(3)更衣室のロッカー(鍵なし)は自由に利用できるが、長期の個人的利用は認めない。

(4)貴重品は種目ごとに貴重品箱を用意するので、必ず預けるようにすること。

(5)テキストは用いないが、参考書については必要に応じて随時紹介する。
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大学が、教育研究水準の向上や活性化に努めるとともに、その社会的責任を果たしていくために

は、不断の自己点検・評価を行い、改善への努力を行っていくことが重要であり、このため、各大学

自身による教育研究活動についての自己評価を行う必要がある。本学でもこの趣旨に基づき、教育研

究水準の向上を図るとともに、本学の設置の目的および社会的使命を達成するため、教育研究活動の

現状等についての全学的な自己点検・評価を行っている。

本センターでも全学的な教育研究活動の現状等についての自己点検・評価の一環として、国際教

育センターが担当する全学共通科目のうちの言語による国際的なコミュニケーションのための外国語

教育、国際的な情報伝達に欠かせない情報処理教育、健康に対する知識と体力を養うための健康・体

力教育の科目受講者全員に対してのアンケート形式による授業評価を平成 9年 4月より各科目系列毎

に順次開始した。

各科目系列の授業開始時期が異なるため、紀要出版時では、センター担当科目全体としてのアン

ケート調査に対する十分な分析は行えていないが、各科目系列で、行ったアンケート内容、その集計な

どの簡単な結果をここで紹介する。また、センターでは、今後もアンケート調査を継続的に行い、そ

の結果を継続的に比較・対照することで、教育研究活動の自己点検・評価に役立てていく予定であり、

その結果は順次、センタ一紀要に掲載していく。

1. 外国語教育に関するアンケート([-1年次開始時のアンケート」の結果の報告)

このアンケートは、外国語や外国語の授業について、新入学生の意識のありょうをありのままに

問い、本学の外国語教育の改善に役立てようとするものである。

今回の調査の対象は、平成 9年度の新入学生全員である。調査は、環境科学部、工学部、人間文

化学部の英語Iの全 11クラスにおいて、入学後 2，3週目にあたる 4月 21日から 5月 2日の間に

行われた。回答総数は 480名であった。

回答データの集計には、高橋信行助教授と垣立俊和調査員をわずらわした。また、アンケートの

とりまとめには大谷泰照があたった。

[ 11性別

全体

L 男

2_ 女

学部別

環境科学部

L 男

2. 女

工学部

無回答 2名

- 207一
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1.男 113名 (89%)

2. 女 14名 (11%)

人間文化部

1.男 62名 (36%)

2. 女 111名 (64%)

[ 2 ]所属学部学科

1. 環境科学部環境生態学科 30名 ( 6%) 

2. 環境科学部環境計画学科 94名 (20%)

3. 環境科学部生物資源管理学科 56名 (12%)

4. 工学部材料科学科 59名 (12%)

5. 工学部機械システム工学科 68名 (14%)

6. 人間文化学部地域文化学科 68名 (14%)

7. 人間文化学部生活文化学科 105名 (22%) 合計 480名

• 本学の一般選抜(入試)個別学力検査では、環境科学部環境計画学科にのみ「英語Jが課
されている。

[ 3 ]あなたが卒業した学校は、次のどれですか。

A:中学校

1. 国立

2. 公立

3. 私立

B:高等学校

1. 国立

8名(2%) 

415名 (93%)

24名(5%) 

4名(1%)

2. 公立 366名 (84%) 

3. 私立 68名 (15%) 

・昭和 56年以後、全国の公立中学校の英語授業時間数は、一律に週 3時間に削減された。
一方、私立中学校では、公立とは別に、その後も週 5~6 時間の英語授業を行っているの

が一般である。

[ 4] [海外在住経験のある人のみ]あなたの海外生活について。

A:それはいつ頃ですか。(いくつ答えても構いません)

1. 小学校入学以前 5名

2. 小学生の頃 7名

3. 中学生の頃 2名

4. 高校生の頃 8名

B:それは(合計して)どのくらいの期間ですか。

5. 1年未満 33名

6. 1年以上 2年未満 9名

7. 2年以上 3年未満 2名
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8. 3年以上 5年未満

9. 5年以上

2名

O名 合計 25名

- 海外在住経験者は 46名と、全回答者の 1割に近いが、そのうち、在住期間が 2年以上に

及ぶものは 4名にとどまる。

(5] [海外在住経験のある人のみ]あなたは、海外のどの地域に在住しましたか。(いくつ答えても

構いません)

1. 英語圏

2. 英語圏以外のヨーロッパ語圏

3. アジア語圏

13名

2名

4名

4. その他 O名 合計 19名

( 6] [中学校入学以前に(囲内で)英語を習ったことがある人のみ]英語を習ったことについて。

A:それは、いつ頃ですか。

1. 小学校入学以前 10名

2. 小学校低学年の頃 20名

3. 小学校高学年の頃

B:それは、(合計して)何年くらいですか。

4. 1年くらい

5. 2年くらい

6. 3年くらい

7. 4年くらい

8. 5年以上

111名

61名

36名

13名

7名

9名

合計 141名

- 中学校入学以前に英語を習ったことがあるものは、 480名中 141名(29%)。これは、京

阪神地区の中学入学者の平均的実態にくらべるとかなり低い。

( 7 ]あなたは、中学・高校で受けた外国語の授業をどう思っていますか。

1. 全体として満足している 13名 (3%) 

2. どちらかといえば満足している 61名 (13%)

3. どちらともいえない 163名 (34%)

4. どちらかといえば不満足で、ある 147名 (31%)

5. 不満足で、ある 90名 (19%) 合計 474名

• i満足Jiどちらかといえば満足J(合計 16%)にくらべて、「不満足Jiどちらかといえば
不満足J(合計50%)がはるかに多いことが目立つ。

・所属学部による差異はほとんどみられない。
( 8]それは、なぜですか。(自由に書いて下さい)

1. i全体として、満足している」と答えたもの

楽しかった

先生がよかった

好きだ、った
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その他

2. Iどちらかといえば満足しているjと答えたもの

英語が読めるようになった

英語の力がついた

楽しかった

先生がよかった

よくわかった

役に立った

その他

3. Iどちらかといえば不満足で、あるjと答えたもの

話せない

役に立たない

面白くなかった

わからなかった

受験本位であった

実用的で、なかった

文法中心であった

訳読中心であった

文法が嫌いであった

難しかった

面倒であった

その他

4. I不満足である」と答えたもの

話せない

実用的でなかった

わからなかった

面白くなかった

受験本位であった

訳読中心であった

役に立たない

先生が嫌いだった

やる気がなかった

文法中心であった

難しかった

授業がマンネリであった

その他

15名

8名

8名

6名

6名

3名

41名

21名

13名

13名

13名

13名

9名

6名

3名

3名

2名

18名

17名

17名

13名

11名

8名

6名

4名

3名

3名

2名

2名

・「不満足Jの最多の理由は「話せない」であるのに対して、「満足」の最多の理由は「読
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めるようになったjである。

・「話せないjとともに、「役に立たないJI実用的でない」が目立つ0
・「わからない」が異常に多い。
・外国語の授業に学生が期待する「面白きjとは?

[ 9 1あなたは、大学 1年次生として、いまの自分の英語の学力をどの程度だと思っていますか。

全体

1. 非常に高い 1名 ( 0%) 

2. どちらかといえば高い 26名 ( 5%) 

3. 普通 141名 (29%)

4. どちらかといえば低い 180名 (37%)

5. 非常に低い 134名 (28%) 合計 482名

学部別

環境科学部

1. 非常に高い O名 ( 0%) 

2. どちらかといえば高い 15名 ( 8%) 

3. 普通 67名 (37%)

4. どちらかといえば低い 62名 (35%)

5. 非常に低い 36名 (20%) 合計 180名

工学部

1. 非常に高い O名 ( 0%) 

2. どちらかといえば高い 3名 ( 2%) 

3. 普通 32名 (25%)

4. どちらかといえば低い 49名 (39%)

5. 非常に低い 43名 (34%) 合計 127名

人間文化学部

1. 非常に高い 1名 (1%) 

2. どちらかといえば高い 8名 ( 5%) 

3. 普通 42名 (24%)

4. どちらかといえば低い 69名 (39%)

5. 非常に低い 55名 (31%) 合計 175名

• 複数の選択肢に回答したものが 2名あった。• 学生自身の自己診断では、「非常に高いJIどちらかといえば高いJ(合計 5%)にくらべて、
「非常に低いJIどちらかといえば低いJ(合計65%)が際立つて多い。

[10 】[設問 9で 1か 2と答えた人のみ]あなたの英語の学力は、なぜそうなったと思っていま

すか。(いくつ答えても構いません)

1. 海外に在住したことがあるから 4名

2. 学校以外(塾、家庭教師、家族など)で習ったから 10名
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3. 中学・高校の英語の授業時聞が多かったから

4. 中学・高校の英語の授業が有益であったから

5. 中学・高校の英語の先生がよかったから

6. 自分が努力したから

7. 英語が得意であったから

8. その他(自由に書いて下さい)

予備校でよい先生に出会ったから

外国映画が好きだから

5名

1名

6名

16名

10名

4名

2名

1名

- 英語の学力が「高いJのは、「自分の努力」のためと考えているものがもっとも多く、「塾、

家庭教師などJI英語が得意jのためがそれに次ぐ。

・「すぐれた教師」をあげたものが 8名もいることは注目してよい。
・「授業時聞が多かったJ(5名)は私立学校出身者である。「海外在住jによって英語の力
をつけたと回答したものも 4名。

[1 11 [設問 9で 4か 5と答えた人のみ]あなたの英語の学力は、なぜそうなったと思っていま

すか。(いくつ答えても構いません)

1. 中学・高校の英語の授業時聞が少なかったから 18名

2. 中学・高校の英語の授業が役に立たなかったから 45名

3. 中学・高校の英語の授業が受験本位(強制的 96名

であったから

4. 中学・高校の英語の先生がよくなかったから

5. 自分が努力をしなかったから

6. 自分に外国語の能力がなかったから

7. その他(自由に書いて下さい)

英語が嫌いだから

やる気がないから

中学の先生が悪かったから

中学からわからなくなったから

高校の授業のレベルが低かったから

工業高校で授業時聞が少なかったから

その他

46名

189名

48名

28名

11名

5名

3名

2名

2名

2名

・自分の英語の学力を「低い」と答えたもの (314名)のうち、圧倒的に多数(189名)が「自
分の努力の不足jをあげている。

・それに次いで多くの学生が「中学・高校の授業が受験本位であったからj学力がつかなか
ったと考えている 0

・「自分の外国語能力Jと「英語の教師の質Jをあげたものが多いことも見すごすことがで
きない。

[1 21あなたは、現在、英語の授業について、どの程度の興味をもっていますか。
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全体

1. 非常に興味がある 50名 (10%)

2. どちらかといえば興味がある 202名 (42%)

3. どちらともいえない 104名 (22%)

4. どちらかといえば興味がない 90名 (19%)

5. まったく興味がない 35名 ( 7%) 

学部別

環境科学部

1. 非常に興味がある 27名 (15%)

2. どちらかといえば興味がある 103名 (58%)

3. どちらともいえない 22名 (12%)

4. どちらかといえば興味がない 23名 (13%)

5. まったく興味がない 4名 ( 2%) 

工学部

1. 非常に興味がある 5名 ( 4%) 

2. どちらかといえば興味がある 41名 (32%)

3. どちらともいえない 41名 (32%)

4. どちらかといえば興味がない 28名 (22%)

5. まったく興味がない 12名 (10%)

人間文化学部

1. 非常に興味がある 18名 (10%)

2. どちらかといえば興味がある 58名 (33%)

3. どちらともいえない 41名 (24%)

4. どちらかといえば興味がない 39名 (22%)

5. まったく興味がない 19名 (11%)

• 本学入学直後の学生たちは、英語の授業について「非常に興味がある」と「どちらかとい
えば興味があるJと答えたもの(合計 52%)が、「まったく興味がないJ、「どちらかといえ

ば興味がないjと答えたもの(合計26%)をはるかに上回っている。

・英語の授業についての興味は、学部によってかなり大きな差異があることがわかる。
[ 1 3 1それは、なぜですか。(自由に書いて下さい)

1. 「非常に興味がある」と答えたもの

英語は役に立つから 15名

英語は好きであるから 9名

英語を話したいから 9名

英語ができると恰好がよいから 3名

英語が理解できるから 3名

アメリカカ王女子きであるから 2名

- 213一



Academic Reports ofthe University Center for lntercultural Education 

外国で暮らしたいから

その他

2. 「どちらかといえば興味があるjと答えたもの

英語を話したいから

英語は必要であるから

英語が好きであるから

アメリカ(外国)へ行きたいから

役に立つから

努力してみたいから

海外へ留学したいから

英語の授業は楽しいから

この大学の先生がよいから

中学・高校とは違ったことをやってくれそうだから

英語の力をつけたいから

大学院へ進学したいから

その他

3. 「どちらかといえば興味がない」と答えたもの

英語は嫌いだから

英語はわからないから

英語の授業は役に立たないから

英語の授業は面白くないから

英語は難しいから

英語の能力がないから

中学・高校の授業と同じだから

専門の勉強に時間をとりたいから

その他

4. 「まったく興味がない」と答えたもの

英語は嫌いだ、から

英語は難しいから

英語の能力がないから

英語の授業はつまらないから

訳読中心だから

英語の授業は役に立たないから

英語はわからないから

英語は必要ないから

英語などどうでもよいと思うから

勉強は嫌いだから
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2名

44名

30名

25名

15名

14名

14名

10名

10名

9名

6名

2名

2名

30名

11名

9名

5名

4名

3名

3名

2名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

3

5

4

3

3

2

2

2

2

2
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その他

[ 1 4] [設問 12について]英語の授業についてそう感じるようになったのは、いつ頃からですか。

1. 小学校 15名

2. 中学 1年生 65名

3. 中学 2年生

4. 中学 3年生

5. 高校 1年生

6. 高校 2年生

7. 高校 3年生

38名

27名

85名

48名

79名

8. 浪人中 30名

9. 大学入学後 85名

・回答を内容別にみると、英語に「興味がある」と感じるようになったのは、圧倒的に中学 1
年生段階である 0

・逆に、英語に「興味がないjと感じるようになたのは、主として高校 1年生および高校 3
年生段階である 0

・浪人中に英語に「興味があるJと感じるようになった学生が多いことは注目に値いする。
・大学入学後は、「興味があるJと「興味がない」とに、ほほ二分する。

【15]あなたの本年度の英語クラス (2クラス)は、次のどれですか。

一省略一

[ 1 6]あなたの本年度の第 2外国語クラス (1クラス)は、次のどれですか。

1. ドイツ語 1(aクラス) 62名

2. ドイツ語 1(bクラス) 71名

3. フランス語I 116名

4. 中国語 1(aクラス) 45名

5. 中国語 1(bクラス) 86名

6. 中国語 1(cクラス) 83名

7. 朝鮮語 1 10名

【17]あなたは、第 2外国語として、なぜそのことばを選択しましたか。(いくつ答えても構いま

せん)

1. 専門の勉強に必要だから 83名

2. 将来、役に立ちそうだから

3. そのことばを話す人口が多いから

4. 美しい(ユニークな)ことばだから

5. 単位がとりやすいと聞いたから

6. 学びやすいことばだから

7. アジアのことばだから

8. その他(自由に書いて下さい)

278名

41名

56名

10名

43名

58名

71名

F
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中国に興味があるから

フランスにあこがれて

これからは中国の時代であるから

ドイツが好きだから

モンゴルの遊牧民と話したいから

中国語は学びやすいから

11名

11名

10名

6名

3名

3名

朝鮮語がとれなかったので 2名

・「将来、役に立ちそうだから」が圧倒的に多い。第 2外国語は役に立たないという、い
わゆる「英語一辺倒」の姿勢は、少なくとも大学入学当初の学生にはあまり見られない0

・言語に「美しい (ユニークな)J ものと、そうでないものがあると思いこんでいるとみら
れる学生が56名もいることは、見逃すことができない。

【18]あなたは、大学で外国語を学ぶことは、一般に、必要だと思いますか。

全体

l. 必要である 320名 (67%)

2. 必要でない 34名 ( 7%) 

3. どちらともいえない 123名 (26%)

学部別

環境科学部

l. 必要で、ある 131名 (74%)

2. 必要で、ない 6名 ( 3%) 

3. どちらともいえない 41名 (23%)

工学部

l. 必要で、ある 81名 (64%)

2. 必要でない 17名 (14%)

3. どちらともいえない 28名 (22%)

人間文化学部

l. 必要である 108名 (63%)

2. 必要で、ない 11名 ( 6%) 

3. どちらともいえない 54名 (31%)

• 「必要であるjが 67%にのぼる。• 一方、「必要でない」も少なくない。
[ 1 9] [設問 18で 2と答えた人のみ]なぜ、外国語は不必要だと思いますか。(いくつ答えても構い

ません)

l. 高校までの外国語で十分である 11名

2. これ以上学んで、もあまり効果がない 16名

3. 専門の勉強で忙しい 17名

4. 外国人の側が日本語を学ぶべきである 25名
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5. その他(自由に書いて下さい)

必要ないものまでやる必要はない

勉強が嫌い

面倒くさい

外国語はやらなくても生きていける

その他

8名

3名

2名

2名

2名

・もっとも多くの学生 (25名)が、自分たちが外国語を学ぶかわりに、「外国人の側が日本
語を学ぶべきであるjと考えている。

・これは、ほほ 1980年代に入る頃から日本の学生の聞に目立つようになってきた傾向であ
るが、外国語教育のイミとあり方を、あらためて考えさせる大きな問題を含んでいそうで

ある。

[2 0 】あなたは、大学の外国語の履修方法はどのようなものが望ましいと思いますか。

全体

1. 任意の 2つの外国語を必修とする

2. 英語だけを必修とする

3. 英語以外の 1外国語を必修とする

4. すべての外国語を選択とする

学部別

環境科学部

1. 任意の 2つの外国語を必修とする

2. 英語だけを必修とする

3. 英語以外の 1外国語を必修とする

4. すべての外国語を選択とする

工学部

1. 任意の 2つの外国語を必修とする

2. 英語だけを必修とする

3. 英語以外の 1外国語を必修とする

4. すべての外国語を選択とする

人間文化学部

1. 任意の 2つの外国語を必修とする

2. 英語だけを必修とする

107名 (23%)

116名 (25%)

61名 (13%)

187名 (40%)

43名 (25%)

46名 (26%)

25名 (14%)

61名 (35%)

27名 (21%)

43名 (34%)

9名 ( 7%) 

48名 (38%)

37名 (22%)

27名 (16%)

3. 英語以外の 1外国語を必修とする 27名 (16%) 

4. すべての外国語を選択とする 78名 (46%) 

・設問 18では、 67%が大学で外国語を学ぶことを「必要であるJと回答しながら、実際の
履修にあたっては、 40%が「すべての外国語」を「必修Jでなく、「選択」とすることを

望んでいる。

[2 1)あなたは、大学の外国語の必修単位数について、どう思いますか。
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A:英語

1. 現在より増やすべきである 59名 (13%)

2. 現在のままでよい 275名 (59%)

3. 現在より減らすべきである 129名 (28%)

B:第 2外国語

4. 現在より増やすべきである 71名 (18%)

5. 現在のままでよい 267名 (68%)

6. 現在より減らすべきである 55名 (14%)

- 英語については、現在の 8単位、第 2外国語についても現在の 4単位の維持を希望する

ものがもっとも多い。

・英語については、 28%が「現在より減らすべきであるJと考えている。
[2 2]あなたは、もしも自由に選べるとすれば、どんなことばを母(国)語にしたいと思いますか。

1. 英語 250名 (55%) 

2. ドイツ語 12名 ( 3%) 

3. フランスEft

4. 中国語

5. 朝鮮語

6. その他(自由に書いて下さい)

7. 何語でもよい

21名(5%) 

18名(4%) 

2名(0%) 

92名 (20%)

62名 (14%) 合計 457名

- あえて選択肢にはあげなかったが、「その他jでは「日本語jがもっとも多い。

その内容は以下の通りである。

日本語

スペイン語

イタリア語

ポルトガ語

モンゴjレ語B

スワヒリ語

デンマーク語

オランダ語

ギリシャ語

ラテン語

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

ハU

氏
U

氏

V

A

ヨ

q

d

1

i

1

i

1

i

1

i

1

L

1

ム

1
i

7

1

 

英語以外なら何語でもよい

欧米語以外なら何語でもよい

[2 3]それは、なぜですか。(自由に書いて下さい)

1. 英語

「国際語であるから」が回答の 9割以上を占める。「外国語の学習の必要がないからj、「他

の外国語の学習が容易で、あるからJなども。
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2. フランス語

ほとんどすべてが「美しいからJ1魅力的であるから」。

3. 中国語

「広大な国J1歴史の古い国J121世紀の大国Jなどの理由が目立つ。

4. 何語でもよい

なげやりな回答、仮定の質問には答えようとしないもの、などの他に、「言語に優劣はない

から」という回答も目につく 。

5. 日本語

「好きJ1美しいJ1表現力が豊かJ1奥床しいJ1敬語がある」など。

[2 41本学の外国語の授業について、意見や希望があれば、自由に書いて下さい。

環境科学部

実用会話を学びたい 24名

面白い授業を希望 12名

英語ができないので、わかりやすく教えてほしい 5名

授業の進度をゆっくりと 3名

中学・高校とは違う授業を 3名

訳読の授業はしないで 3名

英語の長文は読まさないで 2名

英語IIのような授業を多く 2名

スペイン語がやりたかった 2名

英語の時間を多くしてほしい 2名

[以下は 1名]

テストを易しく

単位をとらせて

機器を使って

英語の教師をすべて外国人にしてほしい

クラス・サイズを小さく

文法はやらないで

易しい教材を

現在の授業はとてもよい

もっと黒板を使って

予習をさせないで

映画を教材に

受験英語と違つで満足している

質問に対しては詳しく教えて

大学らしい授業を

心にのこる英文を読みたい
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テストを廃止して

指名はしないで

外国の大学へ留学で、きるように

今やっている通りでいい。最後までついて行くので、一生懸命教えてほしい。われらを甘く

見ないで、難しい内容まで教えてほしい

工学部

実用会話を学びたい

基本的なことを、ゆっくり教えてほしい

面白い授業を希望

役に立つ英語を

宿題は出さないで

テキストの全訳を配布してほしい

[以下は 1名]

第 2外国語の時間を英語より多く

授業の進度をもっとゆっくり

専門分野の英語を

ポルトガル語の開講を

予習が多すぎる

英検に通る授業を

指名はしないで

高校とは違う授業を

朝鮮語と工学部必修科目を重ねないで

とくに不満なし

A先生は一生懸命に教えてくれるのでうれしい

テストの点が悪くても不合格にしないで

予習の範囲を指示してほしい

人間科学部

8名

7名

6名

4名

2名

2名

実用会話を学びたい 24名

基本的なことを、ゆっくり教えてほしい 12名

面白い授業を 4名

役に立つ英語を 4名

映像を多用した授業を 4名

英語は週 1時間でよい 4名

地域文化学科は、語学の時間をもっと増やして 3名

第 2外国語の時間が少ない 2名

高校とは違った授業を 2名

英語 Iの授業は不必要 2名
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テストを廃止してほしい

すべての外国語を選択に

教科書が難しい

[以下は 1名]

第 2外国語は必修からはずして

英語の予習に時間をとられて困る

英語 Iを楽しくしてほしい、今すぐに

英語の出来ないもののためのクラスを

テストをやめてレポートに

古い教授の発音も古いのでは

クラスの人数が多すぎる

第 2外国語を 2つ(モンゴル語、中国語)学びたい

選択の幅を広くして

できない学生に救いの手を

ユニークな外国語の開講を

第 2外国語がペラペラになりたい

面白い文章を沢山読みたい

ヒンズ一語の開講を

英語の時間を増やして

外国人教師を増やして

日本語を教えて

出席していれば単位を

小説より実用的な英語を

訳読はやめて

2. 情報処理教育に関するアンケー卜

名

名

名

9
h
-
9
“
。
血

情報機器や通信網の発達によって国際的な、しかも瞬時のコミュニケーションが可能となった現

代において、情報機器を使いこなすことは、全ての者に求められる能力である。したがって情報処理

教育においては、コンビュータならびに情報の概念を理解させるとともに、それを自在に活用する能

力を身につけ、情報化社会に対応できる基礎能力を修得させることを目標としている。講義では、情

報処理の動作原理、その可能性と限界など、情報処理に関する基本的概念を、また演習では、情報を

使いこなすことにより情報化社会で活躍できるよう、実習を通してその対応力を修得させることを目

標としているが、情報分野での進歩・変革は著しい。さらに、本学に入学した学生が、大学入学まで

に受ける情報処理教育には、現在の所一定の基準が設けられていない。そこで、情報系列では、各学

生が大学入学までに受けた情報処理教育ならびに現実生活で接している情報機器に関する調査を行い、

この結果に基づいた情報処理教育を行うために、次項に示すアンケート調査を実施した。さらに、情

報処理教育終了時には、本学で行う情報処理教育に対する受講者の満足度、問題点並びに教員への評
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価を目的としたアンケート調査を行う予定である。

調査方法ならびに調査内容

アンケートは個人を特定しない無記名のマークシート方式(一部自由記述)で、行った。但し、

本学では、情報処理教育は全学必修科目であり、文系、理系と問わず受講するため、これを区別

するためにクラス名の記入を求めた。情報処理教育で、行ったアンケート内容を下記に示す。

1. ゲーム機(ファミコン、プレステーションなど)を利用したことがありますか。

1)はい 2)いいえ 9)わからない

2. キーボード、を使ったことがありますか。

1)はい 2)いいえ 9)わからない

3. マウスを使ったことがありますか。
1)はい 2)いいえ 9)わからない

4. ワープロ専用機(パソコンのワープロソフトは除く)を利用したことがありますか。

1)はい 2)いいえ 9)わからない

5. 質問lで1) と答えた人に質問します。ワープロを自宅(下宿)に所有していますか。

1)持っている 2)持っていない 9)わからない

6. 計算機(パソコンなど)を利用したことがありますか L複数回答可能)。

1) DOS/V 2) Mac 3) NEC PC98 4)胃S5)汎用大型機 6)自作機 7)いいえ 9)わからない
7. 質問3で1)-6)と答えた人に質問します。計算機はどのような環境で利用しましたか。

1)高校の授業 2)高校のクラブ 3)趣味 4)アルバイト 5)家にあったから 9)その他

8. 質問3で1)-6)と答えた人に質問します。現在、計算機はどの程度の頻度で使いますか。

1)毎日 2) 3回/週 3) 1回/週 4) 2回/月 5) 1回/月 6) 1回/年 9)利用しない
9. 質問3で1)-6) と答えた人に質問します。ワープロソフトを利用しましたか。

1)一太郎 2) Word 3)ワードパーフェクト 4)その他 9)利用したことはない

10. 質問3で1)-6)と答えた人に質問します。表計算ソフトを利用しましたか。

1) Excel 2) Lotus 123 3)三四郎 4)その他 9)利用したことはない
11. 質問3で1)-6)と答えた人に質問します。プログラムを作成したことがありますか。

1) C++ 2) C 3) Fortran 4) Cobol 5) Pascal 6) Basic 7)その他 9)作成したことはない
12. 質問3で1)-6)と答えた人に質問します。計算機を自宅(下宿)に所有していますか。
1)持っている 2)持っていない 9)わからない

13. パソコン通信をしたことがありますか。
1)はい 2)いいえ 9)わからない

14. インターネットと言う言葉を知っていますか。

1)はい 2)いいえ 9)わからない

15. 計算機ネットワーク(インターネットを含む)を利用したことがありますか。

1)はい 2)いいえ 9)わからない

16. 質問10または質問12で 1)と答えた人に質問します。パソコン通信、計算機ネ 7 トワークはどこで利用しました

か。

1)高校の授業 2)高校のクラブ 3)アルバイト先 4)家 5)ネットワークカフェ

6)体験コーナ(イベント) 7)友人宅 9)その他

17. 質問10または質問12で 1)と答えた人に質問します。現在、パソコン通信、計算機ネットワークはどの程度の頻
度で使いますか。

1)毎日 2) 3回/週 3) 1回/週 4) 2回/月 5) 1回/月 6) 1回/年 9)利用しない

18. 電子メイルは利用したことがありますか。

1)はい 2)いいえ 9)わからない

19. WWWは利用した (ホームページを見た、ネットワークサーフィンした)ことがありますか。

1)はい 2)いいえ 9)わからない

20. 計算機(計算機ネ 7 トワークを含む)の利用に関してどのように思いますか。

1)積極的に利用したい 2)一通り利用できるようになりたい 3)便利なら使ってみたい

4)何とも思わない 5)できれば使いたくない の使いたくない 9)絶対に使わない

21 記述解答欄にはこれからの授業で希望すること、意見があれば自由に書いてください。
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調査結果

アンケート調査は平成 9年度に本学に入学した学生に対し、入学して最初に受講する情報処

理教育授業の第 1日目に実施した。アンケートに対する回答は、環境科学部、工学部、人間

文化学部、看護短期大学部の 501名から得た。その結果を下表に示す。

選択脹 問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 問8 問9 問10

481 458 443 321 183 30 49 12 110 24 

2 20 38 55 158 162 15 2 22 17 32 

3 127 18 22 8 

4 2 2 18 20 11 

5 2 88 25 

6 61 24 

7 76 

8 

9 4 2 19 12 121 68 111 62 139 

複数回答数 54 15 14 9 

延べ回答数 501 500 500 498 357 488 242 234 224 223 

選択股 問11 問12 問13 問14 問15 問16 問17 問18 問19 問20

85 37 474 72 10 3 25 81 160 

2 2 126 451 10 401 3 7 463 401 243 

3 6 75 

4 2 37 13 10 

5 12 3 

6 50 2 10 

7 8 7 

8 

9 150 9 8 11 14 16 35 6 11 

複数回答数 6 4 

延べ回答数 220 220 496 495 487 80 86 495 493 492 

- 問 1から 4、6では情報処理教育に関係があり、かつ家庭、学校にあると思われる機器の利用

状況の調査である。その結果を各学部別にまとめたものを下表に示す。

工学部 環境科学部 人間文化学部 看護短期大学部

利用 非利用 利用 非利用 利用 非利用 利用 非利用

ゲーム機 100% 0% 98九 2見 91覧 9% 94% 6判

キーボート 88九 10% 90九 9% 95% 5九 97児 3切

マウス 88九 3% 88% 11 % 89協 11 % 91% 9% 

ワープロ機 56九 35九 63九 33% 68% 30九 76% 21% 

計算機 74九 13% 63九 23九 80% 9九 47% 21% 

〉上表が示すように、本学に入学した学生の約9割が大学入学前にキーボード、マウスの利用

を経験している。

》 しかし、逆に言えば約 1割程度の学生は、全くキーボードもマウスも利用した経験がなく、
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本学における情報処理教育では引き続きキーボード、マウスの利用方法からの講義を行う必

要がある。

》大学入学時点では、理系、文系または志望学部による差は比較的少ない。

・問9、10では情報リテラシー教育の基礎となる日本語ワープロ、表計算ソフトの利用経験を問
う設問である。その結果を下表に示す。

工学部 環境科学部 人間文化学部 看護短期大学部

利用 非利用 利用 非利用 利用 非利用 利用 非利用

ワープロ;専用機 56% 35% 63弘 33九 68% 30% 76九 21% 

ワープロソフト 33% 17九 37九 13九 36% 8% 38% 12% 

表計算 17% 32九 24九 25弘 16% 27切 15九 32九

〉 上表は計算機用ワープロソフト、ワープロ専用機を用いて相当数の学生が日本語の文書作

成の経験があることを示している。特に、ワープロ専用機での文書作成経験は半数以上を

占めている。

》 一方、表計算ソフトの利用経験は比較的低く 、約 15%程度である。

》 上表で環境科学部の利用経験が高く表示されているが、これは情報処理教育科目の開講以

前に実験科目に於いて表計算ソフトを利用する影響が表れていると思われる。

・間 13から 15、18、19では、計算機ネッ トワークに関する知識、経験を問う設問であり、そ
の結果を下表に示す。

工学部 環境科学部 人間文化学部 看護短期大学部

利用 非利用 利用 非利用 利用 非利用 利用 非利用

パソコン通信 6% 91% 8% 89九 9九 89% 0% 100% 

「インターネットJ 98% 2% 93切 1% 95% 2九 88見 9九

ネットワーク 10% 86% 19% 74% 15% 80弘 9% 85% 

電子メール 3% 95% 4% 92九 8% 90九 0切 94九|
www 10% 88% 23% 71% 16% 81% 3% 91% 

》 上表が示すように計算機ネ ットワーク、特に「インターネ ットjと言う言葉自体の認知度

は非常に高いが、実際に利用経験を有する者は 1割から 2割程度である。

》 看護短期大学部の利用経験が低く 、工学部も比較的低い。一方、環境科学部や人間文化学

部の経験が高い。

〉 ネットワークの利用経験でも、電子メールやパソコ ン通信などの知識や経験がある程度必

要な旧来の利用方法より、比較的簡単に初心者でも利用できるwwwの利用経験が高い0
・問20では学生の情報処理教育への関心を調査しており、その結果を下表に示す。
計算機への関心 工学部 環境科学部 人間文化学部 看護短期大学部

非常にある 31% 39% 26% 29弘

関心はある 47% 44九 53% 53九

普通にある 19% 10% 16九 18九

特Lない 1九 2九 3九 0% 

あまりない O九 1見 1% O九

ない 1% 0% 0% 0% 
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》 上表が示すように、計算機、計算機ネットワークへの関心は比較的高い。

》 しかし、文系、理系を問わず関心がない、関心が低い者も少数ではあるが存在している。

》 逆に、関心がある者の比率も志望学部に依存した大きな差は現れていない。

3. 健康・体力教育に関するアンケ-卜

自己点検・自己評価の内容は客観性、妥当性を保持しなければない。各教科の教育においては、

そのひとつの方法として学生による授業評価の実施があげられる。この方法は包括的な大学評価の一

部であるが、学生が評価の主体となった授業評価はその信頼性や運用法に様々な見解が出されている。

しかし、現状を把握し、改善点を具体的に明らかにするためには有効な方法と考えられる。そこで、

健康・体力科学においては本年度履修学生による授業評価を試行することにした。

健康・体力科学はl年次に「健康・体力科学IJ、2年次に「健康・体力科学 nJそれぞれ半期l

単位、計2単位を履修する必修科目である。健康や体力、スポーツ文化に対する認識を深め、生涯を

通じた生活習慣の改善、体力づくりの定着化を図るため、講義と実技を一体化して実施している。講

義においては身体活動と健康の関わりや身体活動の必要性を理解し、生涯スポーツへの動機付けの明

確化を行なっている。さらに、実技においては生涯スポーツの実践および発展のため、学内外の施設・

設備を利用した多様なスポーツの中から個人の目的に応じた種目を選択させる「選択制Jを導入して

いる。選択は健康・体力科学IおよびHでの開設コースからそれぞれl種目としている。各コースの

ねらいは、球技コースでは基礎から試合までのスポーツ技術の系統的な獲得、運動処方コースでは各

個人の目的(健康維持、体力向上をめざした肥満予防および解消等)に応じた安全で効果的な運動の

実践、野外活動コースでは自然を対象としたスポーツ活動を通して自然と人間との調和を追求するこ

とにある。今回の調査は「健康・体力科学 nJの授業終了時に Iおよび nの全般について学生の授

業に関する満足度を中心に授業評価を行った。

調査方法

(1)調査対象者

調査対象者は健康・体力科学Hを履修し、調査当日出席した 413名である。

( 2 )調査方法

平成9年9月の前期最終授業時あるいは集中実習終了時に質問紙と回答用のマークシートを配

布し、その場で記入させた。

( 3 )調査内容

質問紙は無記名とし、個人的属性として健康・体力科学 Iおよび nでの選択コースを記入さ

せた。質問内容は健康・体力科学の教育目標、授業方法、授業内容、授業環境、学生自身の

学習効果等に関する項目の合計20項目であり、回答には5段階評定尺度法を用いた。さらに、

意見、改善点、希望を自由に記入できる自由記述欄を設けた。 (f健康・体力科学授業に関す

るアンケートj参照)

( 4 )分析

今回は初めての調査であり、試行中のため単純集計のみとした。
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表 1 各設問における回答数とその割合(%)

間1 問2 問3 間4 問5 問6 問7 問8 間9 問10
24 (6) 30 (7) 11 (3) 49 (12) 29 (7) 20 (5) 14 (3) 19 (5) 4 (1) 6 (1) 

2 31 (8) 49 (12) 28 (7) 89 (22) 52 (13) 29 (7) 36 (9) 37 (9) 13 (3) 8 (2) 
3 195 (47) 156 (38) 108 (26) 170 (41) 155 (38) 204 (50) 143 (35) 93 (23) 78 (19) 95 (23) 
4 86 (21) 106 (26) 115 (28) 71 (17) 117 (28) 81 (20) 100 (24) 123 (30) 133 (32) 131 (32) 
5 67 (16) 58 (14) 149 (36) 26 (6) 52 (13) 40 (10) 115 (28) 138 (33) 181 (44) 168 (41) 

わからない 10 (2) 12 (3) 2 (0) 8 (2) 8 (2) 37 (9) 5 (1) 2 (0) 4 (1) 5 (1) 
無効 。 2 。 。 O 2 。 O 。
4E2コh 圭ロt 413 (100) 413 (100) 413 (100) 413 (100) 413 (100) 413 (100) 413 (100) 413 (100) 413 (100) 413 (100) 

問11 問12 問13 問14 問15 問16 問17 問18 問19 問20
18 (4) 14 (3) 91 (2) 23 (6) 91 (2 9 (2) 171 (4) 17 (4) 16 (6 26 (6) 

2 25 (6) 28 (7) 37 (9) 67 (16) 33 (8) 53 (13) 28 (7) 10 (2) 30 (12) 21 (5) 
3 124 (30) 127 (31) 127 (31) 161 (39) 171 (42) 184 (45) 145 (35) 83 (20) 73 (29) 99 (24) 
4 113 (27) 134 (33) 123 (30) 96 (23) 128 (31) 98 (24) 127 (31) 79 (19) 46 (18) 83 (20) 
5 131 (32) 107 (26) 114 (28) 60 (15) 69 (17) 66 (16) 91 (22) 211 (51) 81 (32) 170 (42) 

わからない 2 (0) 2 (0) 3 (1) 6 (1) 2 (0) 3 (1) 5 (1) 10 (2) 7 (3) 8 (2) 
無効 。 。 。 O 。 3 。 6 
合計 413 (100) 413 (100) 413 (100) 413 (100) 413 (100) 413 (100) 413 (100) 413 (1∞) 253 (100) 413 (100) 

調査結果

表lには各設問における回答数と有効回答数に対する割合を示した。図1には各設問における評定

尺度の平均値を図示した。

健康・体力科学の教育目標や目的に関する項目は、問 1~5 である 。 健康や体力への関心(問 1 )、

生涯スポーツへの動機付け(問 2)、スポーツ技術や体力の向上(問 5)といった教育目標の達成度

に関する設問は、いずれも 3以上の回答が約 80%であった。授業をとおして自分の健康や体力を考え、

生涯スポーツへの動機付けとして、その

目標は達成していると考えられる。体を

動かすことの喜びゃ楽しさに関する設問

(問 3)では、 60%が4以上の回答を示

し、平均で 3.88であった。スポーツ本来

の目的でもあるスポーツをとおして身体

を動かすことの喜びを感じている結果と

なった。スポーツの科学的な理解を尋ね

た設問(問4)には、平均で 2.84と唯一

3を下回る低値を示した。スポーツを科

学的に実践する能力の養成は授業で十分

できていないことになる。

健康・体力科学における授業の環境、

方法、内容に関する項目は、問 6~12 、

問 18、19である。授業の施設・設備およ

びコースの人数(問 7、8) については 50

~60%の学生が 4 以上の回答をしており、

ほぼ満足していると思われる。しかし、

一部の施設においては不満を訴える意見
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図 1 各設問における 5段階評定尺度の平均
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がみられた(内容は自由記述の欄に示す)。授業内容がシラパスに沿ってすすめられたかの設問(問

6 )に対しては 50%が3と回答しいる。しかし、シラパスそのものを理解していない学生も見受けら

れ、 3と回答した中にはこのような学生が多く含まれると考えられる。教員の授業に対する熱意や安

全配慮の設問(問9、10)では、いずれも 70%以上が4以上を回答し、平均で 4.1と高い評価となっ

た。学生の授業への関心、満足度(問 11、12) はいずれも約 60%が4以上を回答し、授業への関心

や満足度は高い。学外での野外活動授業の必要性に関する設問(問 18)では 51%が5と回答し、平

均で 4.14とその評価は高く、学生もその意義や必要性を認めていた。一方、費用(問 19) に関して

はほぼ適切(3以上 80%) と思われる回答であった。

学生自身の学習効果に関する項目は、問 13~17 である。授業に参加する学生は意欲的(問 13) に

取り組み、他の学生と協力的(問 15) に実施し、学生同士のコミュニケーション(問 17) も比較的

うまくいっていた。それに比べると、適切な運動量の確保(問 14)や主体性(問 16)がやや低値の

評価となった。しかし、いずれも約 80%が3以上の回答をしていた。

健康・体力科学のような保健体育科目の必修としての必要性を尋ねた項目は問 20である。肯定す

る回答 (4、5) を示した学生が 62%、平均で 3.88であり、多くの学生が必修科目としてのその必要

性を認める結果となった。

意見、改善点、希望に関する自由記述では、次のような意見が述べられた。

-体育館(柔剣道場)への不満 30名

あまりにも暑い、換気が悪い、サウナ状態である、倒れそう、苦痛

(昨年、換気扇を設置したがあまり改善されず。構造上の欠陥。暑熱障害でたおれ

る危険性がある。 なお、夏季にこの部屋を使用した授業(卓球)の履修者は約 70

名)

・ テニスコートへの不満 15名

陰がない、飲み場がない、防風ネットが低い(風が強い)

・希望コースを履修したい 12名

(コース選択制のため第一希望のコースを履修できないことがある)

・選択コースを増やしてほしい 9名

・ 3回生以降でも健康体力科学を開講してほしい 7名

・野外活動はとくに有意義なのでこれからも続けてほしい 3名

・後期のソフトボールはやめて欲しい 3名

(後期開講のソフトボールは冬場大変寒く、実施に支障が出ている。但し、他のコ

ースを開講するだけの屋内施設はない)

-講義をもっと行って欲しい

・授業前後の休憩時間を増やして欲しい

・実習費を 50%まで支援して欲しい

・ スキーの時期を早めて欲しい

・体力差を考慮して男女別で開講して欲しい

名

名

名

名

名
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今回の授業アンケートは試行であり、単純集計とその結果を述べるに留めた。今後各項目間の関

係やこれらの結果を如何に授業へフィードパックしていくかを検討しなければならない。また、授業

担当教員(専任2名、非常勤4名)を対象に同様な項目で学生への期待度及び教員の自己評価を行っ

たが、今回は報告を割愛した。この点についても教員と学生の期待度と満足度の関係を調べ、授業へ

反映させたいと考えている。
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『健康・体力科学』授業に関するアンケート

このアンケートは，本学の『健康・体力科学』授業の改善に役立てるために行うものです。健康・

体力科学 I(1年後期)および II(2年前期)を終え，本授業に対する満足度，評価等について下記

の設問に回答して下さい。なお，氏名，学籍番号の記入は不要です。

科目覧 Iおよび Eでの選択コースを下記より選び，科目覧のAからKの記号にマークして下さ

い (2箇所マーク)。

A ノTドミントン B パスケットボール C ソフトボール D テニス

E スキー F ダンスエクササイズ G 運動処方 H バレーボール

I 車球 J ゴルフ K 海洋スポーツ

問1-20 1から 5までの5段階で評価します。

下記を評価基準として，マークシート用紙にマークして下さい。

そう思わない

“ 
立立
回

通 ~ そう思う

1 3 4 

問 I 健康や体力への関心が高まりましたか。

問 2 生涯スポーツに役立つ知識や経験が得られましたか。

問 3 運動やスポーツを行うことの楽しさや喜びを感じましたか。

問 4 スポーツを科学的に考ぇ実践する能力が身につきましたか。

問 5 スポーツ技術や体力が向上しましたか。

問 6 シラパスに沿った授業が展開されましたか。

問 7 コース当たりの学生数は適切で、したか。

問 8 施設・設備は充分に整備されていましたか。

問 9 授業に対する教員の熱意を感じましたか。

問10 教員は安全に配慮して授業を実施していましたか。

問11 この授業を受講して満足できましたか。

問12 この授業を受講して内容に興味がもてましたか。

問13 授業に意欲的に取り組めましたか。

問14 自分にとってふさわしい運動量が確保できましたか。

問15 他の学生やグループで協力的に実施できましたか。

問16 自主的(主体的)に考えて運動できましたか。

問17 学生同士で新しい人間関係が生まれましたか。

5 

問18 学外で行う野外活動授業(スキー，プル7，海洋対。-1)は必要だと思いますか。

問19 実習にかかる費用は適切でしたか。(スキー，プル7，海洋対。-1選択者のみ回答)

問20 健康・体力科学のような保健体育科目は必修科目として必要だと思いますか。

問21以降の欄 意見，改善点，希望があれば自由に書いて下さい。
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わから

ない
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